
第 3章 検出された遺構と遺物

3. 土坑（第244~256図 PL.73~86 • 126 • 127) 

c区では198基を検出している。殆どが屋敷内から

の検出である。確認面は標高74.35~74.05m。屋敷内

はピット•井戸・溝等と重複が著しく、全形が検出

できないものも多い。覆土は、新しい士坑で一部上

面に鉄分を含むものがあり、またロームを含むもの、

粘質上を含む土坑も多い。

形状は、平面で円形・楕円形・隅丸方形 ・隅丸長

方形・長方形で、その他に地下式土坑がある。断面

は、円筒形や段を持つもの、播鉢形がある。

屋敷外の180号土坑は、 As-B軽石降下以前と思わ

れる。円形や楕円形の土坑は規模がやや小さいもの

が多い。隅丸方形は42号土坑。やや縦長が15号土坑

で、底面に植物珪酸体が堆積していて、食料の貯蔵

第13表 C区士坑計測表

No. 
位置

形状
規模 (cm)

備 考
グリ ッド 長軸 短軸 深さ

1 491-474 不定形 178 113 53 

2 492-476 楕円形 94 76 11 

3 489-478 不定形 208 153 27 

4 489-478 不定形 208 153 38 

5 488-480 楕円形 82 56 32 

7 497-481 隅丸方形 〈148〉 84 16 ， 499-484 円形 87 68 21 

10 499-481 楕円形 153 122 15 
11 499-480 楕円形 92 63 23 

12 496-481 隅丸方形 〈88〉 63 14 

13 500-489 円形 (86) 75 46 

14 504-482 円形 80 67 5 
15 504-478 楕円形 365 78 54 

16 505-483 楕円形 110 95 10 

17 504-486 円形 85 82 36 

18 506-488 隅丸方形 〈136〉 110 54 

19 508-492 円形 93 80 58 

20 497-492 隅丸方形 178 122 36 
21 501-488 楕円形 88 44 12 

22 508-487 隅丸方形 143 85 86 

23 513-481 円形 73 71 27 

24 514-479 円形 73 62 30 

25 506-481 円形 86 82 53 
26 504-493 隅丸方形 168 80 52 

27 497-490 楕円形 76 32 ， 
28 501-492 隅丸方形 156 126 35 

29 501-491 隅丸方形 143 106 37 

30 498-484 円形 70 57 30 
31 498-484 楕円形 80 58 37 

32 510-440 楕円形 272 70 110 

33 482-485 楕円形 95 56 28 

34 483-480 楕円形 81 35 13 

35 482-478 楕円形 80 62 56 

36 500-491 隅丸方形 166 130 47 

37 482-478 円形 75 67 25 

39 482-476 隅丸方形 158 87 42 

40 506-489 隅丸方形 145 82 60 
42 492-483 隅丸方形 220 213 42 4号火葬跡と重複

43 491-477 楕円形 140 85 32 
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施設の可能性があると思われる。 隅丸長方形のグル

ープは長径と短径の比が2: 1弱が52• 116号土坑、

また27• 32号土坑は 3: 1以上を持つ等、規模はさ

まざまである。

地下式上坑（地下式土倉）は長径2.00~3.50mで、 8

基確認した。張り出し部分を持ち、「L」または「T」

の字状となる。東 1• 2堀の間、 75号土坑の張り出

し部分には、階段状の施設がある。また屋敷中央の

広い範囲、 124• 129 • 147 • 208号土坑の張り出し部

分は16号溝のほぽ中央にかかっている。208号土坑土

層断面は、16号溝が208号土坑より新しく 表現されて

いるが、溝部分の土層が確認出来ないために、同時

期か新旧関係があるか否かは不明。

No. 
位置

形状
規模 （cm)

備 考
グリ ッド 長軸 短軸 深さ

44 489-477 隅丸方形 170 85 20 

46 489-475 円形 105 97 17 

47 489-480 楕円形 146 109 48 

48 490-482 隅丸方形 257 138 45 

49 484-475 円形 100 85 17 

52 484-488 楕円形 214 98 17 

53 483-490 楕円形 102 71 16 

54 484-490 楕円形 155 107 35 

55 486-491 楕円形 98 81 34 

56 485-487 楕円形 127 85 23 

57 484-493 楕円形 159 102 17 

58 483-494 楕円形 257 105 48 

59 486-490 円形 92 86 45 

60 488-489 不明 〈197〉 92 29 

61 485-476 楕円形 105 82 ， 
62 500-463 隅丸方形 299 85 37 

63 499-463 楕円形 138 73 32 

64 495-464 楕円形 188 93 25 

65 496-462 隅丸方形 128 85 20 

66 493-462 隅丸方形 141 85 35 

67 491-462 円形 101 85 72 

68 485-461 円形 93 80 45 

69 491-463 楕円形 95 55 5 

70 482-461 楕円形 103 59 5 
71 481-462 隅丸方形 206 117 18 

72 512-463 「T」字状 353 75 地下式土坑

73 500-461 隅丸方形 326 107 22 

74 496-460 隅丸方形 〈228〉 98 27 

75 507-461 「L」字状 76 200 76 地下式土坑

76 506-479 楕円形 115 86 15 

77 503-465 不定形 〈230〉 220 45 

78 499-465 楕円形 132 57 20 

79 496-490 楕円形 〈111〉 80 10 

81 485-494 円形 95 95 33 

82 488-491 楕円形 (222) (170) 36 

83 493-493 楕円形 76 65 12 

84 491-486 楕円形 93 68 22 

85 491-485 楕円形 (115) 54 23 

87 494-480 楕円形 178 105 57 
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No. 
位置

形状
規模 （cm)

備 考 No. 
位置

形状
規模 （cm)

備 考グリッド 長軸 短軸 深さ グリッド 長軸 短軸 深さ

88 495-490 楕円形 195 125 42 162 500-479 偶丸方形 (168) 110 39 

89 501-479 楕円形 203 105 63 163 496-488 隅丸方形 〈96〉 94 34 

90 495-477 楕円形 106 74 45 164 497-488 隅丸方形 203 106 50 

91 496-494 楕円形 102 47 27 165 497-498 隅丸方形 (254) (166) 62 

92 496-483 偶丸方形 (188) (65) 18 166 500-481 隅丸方形 79 62 16 

93 504-487 隅丸方形 211 〈78〉 36 167 497-497 隅丸方形 183 (73) 38 

94 493-482 楕円形 130 65 20 169 480-483 円形 97 73 46 

97 487-478 楕円形 93 70 18 170 480-484 円形 53 52 42 

98 494-477 隅丸方形 85 51 11 171 505-479 隅丸方形 〈285〉 99 56 

99 491-478 偶丸方形 132 〈56〉 37 172 483-479 隅丸方形 110 49 61 

100 511-463 不明 〈71〉 〈56〉 8 174 483-481 隅丸方形 (211) (115) 55 

101 509-461 不明 〈85〉 〈74〉 12 175 484-484 隅丸方形 150 90 55 

103 490-493 楕円形 (170) (87) 68 177 482-478 楕円形 100 〈57〉 53 19号井戸と重複

104 488-493 隅丸方形 (314) (196) 53 179 482-495 隅丸方形 126 (88) 33 

105 498-463 円形 84 78 18 180 505-522 不明 〈175〉 〈125〉 35 

106 494-461 楕円形 (110) 84 50 182 504-479 楕円形 〈190〉 73 22 

108 495-466 隅丸方形 81 69 43 183 503-480 隅丸方形 204 203 41 

109 496-465 隅丸方形 107 〈67〉 19 184 485-482 偶丸方形 (98) 〈68〉 38 

110 498-459 「L」字状 345 130 63 地下式土坑 185 482-491 楕円形 128 90 44 

111 485-460 不明 100 〈36〉 27 186 483-488 隅丸方形 154 78 ， 
112 485-483 隅丸方形 〈166〉 115 63 189 496-475 隅丸方形 〈73〉 55 24 

115 486-475 不明 〈82〉 63 42 190 498-478 楕円形 (227) 110 28 

116 488-479 楕円形 187 101 25 191 494-482 円形 94 88 57 

117 501-465 不明 〈82〉 75 10 192 508-489 隅丸方形 221 119 13 

118 509-466 隅丸方形 72 54 10 193 504-489 偶丸方形 110 86 20 

119 502-461 隅丸方形 131 126 48 194 495-494 隅丸方形 236 115 50 

120 479-482 隅丸方形 (168) 106 37 195 499-494 隅丸方形 114 108 25 

121 482-481 隅丸方形 (115) (50) 41 196 497-494 不明 123 86 43 

122 466-509 隅丸方形 (99) 〈57〉 24 198 495-475 椙丸方形 96 56 15 

124 505-474 「LJ字状 210 (138) 64 地下式土坑 199 496-473 楕円形 (170) 69 25 

125 513-471 円形 82 77 92 200 484-492 隅丸方形 119 71 31 

127 512-465 「TJ字状 133 〈58〉 72 地下式土坑 201 496-484 隅丸方形 224 95 51 

128 510-467 楕円形 〈117〉 84 35 202 498-480 隅丸方形 (138) 89 39 

129 510-477 「T」字状 (250) 77 地下式土坑 203 500-484 不明 〈72〉 63 45 

130 511-480 隅丸方形 〈104〉 100 45 205 491-474 隅丸方形 125 86 15 

131 502-478 隅丸方形 114 〈78〉 57 206 501-480 楕円形 〈59〉 (50) 37 

133 514-480 円形 〈73〉 65 14 207 489-475 隅丸方形 107 62 11 

134 513-481 円形 51 42 ， 208 501-496 「L」字状 (213) 86 地下式土坑

137 514-483 楕円形 217 63 48 209 499-487 楕円形 188 88 23 

138 513-492 円形 84 79 48 211 499-488 円形 〈66〉 〈62〉 〈34〉

139 513-492 隅丸方形 198 95 10 213 508-493 不明 (95) 80 26 

140 512-494 隅丸方形 277 175 28 214 508-494 隅丸方形 143 (38) 34 

141 508-489 隅丸方形 (207) (171) 38 216 509-493 不明 (94) 〈63〉 29 

142 516-494 隅丸方形 96 26 5 217 504-491 隅丸方形 218 109 47 

143 515-497 隅丸方形 84 45 4 218 505-478 隅丸方形 148 115 60 

144 513-499 隅丸方形 102 29 6 219 490-483 円形 (132) (95) 38 

145 509-491 隅丸方形 (91) 68 22 221 502-465 隅丸方形 108 85 71 

146 419-491 隅丸方形 165 90 54 222 506-464 隅丸方形 〈224〉 (62) 30 

147 509-496 「T」字状 334 276 53 地下式土坑 223 489-488 隅丸方形 200 139 40 

148 505-480 隅丸方形 214 〈148〉 27 224 483-486 隅丸方形 132 87 10 

149 504-479 楕円形 〈106〉 71 43 226 481-462 楕円形 〈240〉 71 26 

151 495-493 隅丸方形 94 79 23 227 482-480 楕円形 〈65〉 30 36 

152 499-493 楕円形 95 65 20 229 498-498 円形 (95) (93) 28 

153 498-491 円形 62 55 46 230 490-491 楕円形 215 (102) 30 

154 499-490 楕円形 130 94 44 231 491-491 楕円形 77 45 28 

155 501-491 円形 78 59 58 232 488-490 不明 80 〈52〉 14 

158 499-488 円形 73 62 45 233 510-489 隅丸方形 〈55〉 50 19 

159 500-488 円形 86 76 37 234 510-487 偶丸方形 (178) (146) 13 

160 493-494 楕円形 98 54 31 235 510-487 不定形 105 70 40 

161 501-482 隅丸方形 108 106 47 236 509-487 不明 (133) 〈54〉 39 

255 



第3章 検出された遺構と遺物

□□：゚口□□2:

40mk I 

2号ロニl：：：二：こ員只三9こ；むーム少量含1ロ
遠褐色土 ロームプロック。 2．黄褐色土 ローム含

三［.AL=74.40mA'・虹

- -4 (3 一 てニプ＼—／ 2哀 三尻 て 二 丁 I Iピ外

｀冑ー □心 』 ： 土 ロ ー ム 多 量 に含む。 9:ば：土ロームAs-Cを含む。L=1714号5:l L=74 ̂  

l．暗褐色土 ロームを含む。 2．暗褐色土 ローム少量含む。 2．暗褐色土 ロームを僅かに含む。 L暗褐色土 ローム ・As-Cを含む。

2暗褐色土 ローム多鼠に含む。 3．暗褐色土 ローム含む。 3．黄褐色土 ローム含む。

認 25号 21号 34号 24号

｀ニヵ□＼言冒4:0:
A L=7440m A □ □ ]□言 □ 土

日□［息質：二ム゚ ：：ムA多鼠 Ai口：言よ：：三□
ロ：二］：三／む`：：：：：：L=7 4.50m ' L=7 4~ 30号土坑

31号土坑 1．黄褐色土 ローム多最に含む。

l．暗褐色砂質土 As-C含む。 1．暗褐色砂質土 As-C僅かに含む。

A - -・ L=74.50m .1 

▽ 
3号土坑

1．暗褐色土 鉄分 •As-Cを僅かに含む。

2．暗褐色土炭化物多量に含む。

3．暗褐色土鉄分少量含む。

゜

髯
A`  A' 

L=74.50m ＼「
4号土坑

1．暗褐色土 ローム・鉄分を含む。

2．暗褐色土粒子細かい。
I : 60 2m 

第245図 c区土坑（1)
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ロ □□□□□］：ぶ［ロ
-¥  ＼ ＿ l ープ

46号土坑

l．暗褐色土鉄分含む。
49号土坑

l．暗褐色土鉄分含む。

しー一しー／
56号土坑

l．暗褐色土鉄分含む。

号

A][]ロニJ

¥-----

44丁 □ 2五土三 A.

29土坑 1．暗褐色土鉄分含む。 48号土坑 I 

ローム多量に含む。 1．暗褐色土 ローム・鉄分僅かに含む。 l．黄褐色土 ローム・鉄分を含む。 •A-L=74.40m A'・ 

口覧こ含む。 2黄褐色土ローム多 最 に 含 む ＼ 鋳 く ば 雷 心9言む。 ］ニ

嗅二込~/二□□言：：皇：盆。
.A L=74.40mA'・ ．紅＝Z_!-40~..A. L=7 4.40m J;__'・．△ -日~~.'

—,―、 44um 土A'-〖ニロニ：「―口天三三三戸―ーゞニニし—/ ―〖□□□ブ―- : :：：； ：二:;；こ含む。

3---------亡コ況 ―43号土坑 53号土坑 59号土坑 L=74.40m 
5 l．暗褐色土鉄分含む。 L暗褐色土鉄分含む。 1．暗褐色土 ローム ・鉄分を含む。

28号士坑 2．暗褐色土鉄分含む。

1．暗褐色土 As-C•鉄分を含む。

2黒褐色土鉄分含む。

3．暗褐色土 ローム・鉄分を含む。

4．暗褐色土鉄分含む。

5．黄褐色士 ローム多量に含む。

A 'Z::::ニニメ A'．．  
L=74.50m 口

A L=74.40m 

口」
26号土坑

l．黄褐色土

2暗褐色土

3．暗褐色土

40号土坑

l．暗褐色土 鉄分・ロームを含む。

2．暗褐色土鉄分含む。

3．褐色土 鉄分・ロームを含む。

A-
，
 

54局土坑

l．暗褐色土 ローム含む。

¥

A

l

 

虞•A. L=74.40m A .A L=74.40m A'. 

口土坑下＝＝｀

ロ 〔／！9:` ：：ぷ；含已言：□□t:仁

：号：］

ぷ．・△ L=74.40m 9 A’． 紅＝74.30mぷ．．AL=74.30mA' Lーニ了昴：マ L口：言戸

こ ニニロ｀。二ニ］゜：晶:9:̀む：ム含む。

42号土坑 65号土坑 l．暗褐色土 ローム・As-Cを含む。 O 

L暗褐色土 砂質気味。 1．暗褐色土 As-C・ロームを少鼠含む。 2．黄褐色土 ローム多量に含む。

第246図 c区土坑（2)

ー

鳳
—一ー、

ノ

.A L=74.40m 

I : 60 2m 
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II 
~I 
Ii 

ぷ．•A._1 1

A Ike＝＝＝—夕A'． ． 

4茫三」
L=74.30m 
11 ， 32号

58号

A L=74.40m ぷ

―—よ3.AL=74冨／ I A' 

62号土坑 ＼ニニこ二ニ□丁―
1．暗褐色土 ローム含む。

2．暗褐色土 ローム多鼠に含む。 58号土坑

3暗褐色土 ローム含む。 1暗褐色土

4黄褐色粘質土 ロームプロック含む。 2黒褐色土

A-

→ 

-.  9 

A L=74.40m ~ A 

l 2 

8 5 3 5_ 4 

7 6 

鉄分含む。、ー：

鉄分含む。

60号土坑 78号土坑

l．暗褐色土 ローム・鉄分を含む。 l．暗褐色土 ローム・As-Cを含む。

-廿- 76号一

□ :m-- -

ローム少鼠含む。［口□呈□ー量：言。l含む。

ロ □□：＼（（い
·—L=74.4 0mー· •一 L= 74.40m ー・ •一

二てこ1．暗褐色土 ローム ・鉄分を少益含む。

: 1言i；： □ ：竺°

ロ］
.A L=74.20m.K. 

68ロコ一三三ロ
1暗褐色砂質土 ザラザラ 。 L=74.40m 

2．暗褐色土 ローム含む。 85号土坑

3．暗褐色土 砂質気味。 l．暗褐色土

67局土坑

l．暗褐色土 ローム・As-Cを含む。

2．暗褐色粘質土 ロームを含む。

84号土坑

1．暗褐色土

72号土坑

L褐色粘質土

2．暗褐色粘質土

3褐色粘質土

4黒褐色粘質土

ふ褐灰色粘質土

6黄褐色砂質土

7黒褐色粘質土

8．暗褐色粘質土

9．暗褐色粘質土

□ m| 77号 一

.A ml ぷ．叫

- 2 

ローム含む。 L=74.30m 

ローム含む。

ローム含む。

ローム少鼠含む。

ローム僅かに含む。

ローム僅かに含む。

ローム少屈含む。

ローム・灰を多巌に含む。

砂質気味。

ロームを含む。

64号

90:}靡

ロ_A_L=74.40m_K ロ
66号土坑

1黄褐色土 ローム多量に含む。

鉄分含む。 2．暗褐色土 ローム含む。

第247図 c区土坑（3)

.A.. L=7 4.40m • A'.—• 

2只こ二三
77号土坑

1．暗褐色土 ロームを含む。

2．褐灰色土 ローム僅かに含む。

3．暗褐色土 シルトを含む。

4．褐色土 ロームを含む。

79号土坑

l．暗褐色土 ローム多鼠に含む。

90号土坑

l．暗褐色土 パサパサ。

2．暗褐色土 ローム含む。

3．暗褐色土 ローム少鼠含む。

゜
I 60 2m 
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52号 o::ii

＼ 

m！叫
•A L=74.40rn A:__, 

＼ 三
3 

52号土坑

l．暗褐色土鉄分含む。

2黄褐色土 ローム多猷に含む。

3．暗褐色土 ローム含む。

73号土坑

1．黒褐色粘質土 ローム・As-Cを含む。

8̂ -

73号

.A L=74.40m 

文二

第3節 c区から検出された遺構と遺物

71号

ー'1l 

74号

’
 

A-

ょ

字

ー

9
6
t
 

A 
_ L ー，っ．JV 』U

_ ¥―  
I 

82号土坑

1．暗褐色土 炭化物・鉄分・ロームを含む。

88号土坑

1暗褐色土 パサパサ。

2．褐色粘質土 ローム・鉄分を含む。

A' 

A L=74.40m A' ．．  

口

A L=74.00m, A' 

三 3

71号土坑

l．暗褐色土

2褐色土

3黄褐色土

4．暗褐色土

65土
＇ 

A L=74.30m %., 

ゴ
74号土坑

l．黒褐色土 ローム僅かに含む。

鉄分・ロームを含む。

ローム多絨に含む。

ローム多量に含む。

ロームを僅かに含む。

A L=74.40m A' ・ • 

＼ 
88号土坑

l．暗褐色土パサパサ。

2．暗褐色土 ローム含む。

3．暗褐色土 ローム少屈含む。

A- ぷ． A
＿
 

A' 

で三丁
L=74.50m 

91号土坑

］．暗褐色土鉄分少益含む。

2．暗褐色土鉄分含む。

92号土坑

l．暗褐色土 ローム ・鉄分を含む。

¥―  
L =7 4.40m 

A-

[

_

[

[

 

[

□

ーロ
□
＿二

[

。

紅

卓

j

o

A

A
-[
L

a

□
口

[

s琴
I

ぃ

土

ロ

ロ

正

ロ

ロ

ぷ

N
[

2

坑

醗

輝

坑

匂

口

璃

紐

訊

□
土

8
，

い

l

[

疇

醗

[

疇

麟

姻

畔

O
臼

蝉

9

1
2

9

1

2

l
l

l

]

2

 ゜

含

む

□]

』
[

2

U

O

。

ク

含

5

年

む

。
。

ッ

に

含

む

む

口

。
か

に

含

含

プ

む

僅

拭

ム

ム

ム

含

ム

〔

二

±

]

±

t

J

号

質

質

質

質

3

粘

粘

粘

砂

土

9

坑

色

色

色

坑

色

色

土

褐

灰

褐

土

褐

褐

号

黒

褐

黄

号

暗

暗

4

.

9

.
 

9
ー

2

5

9

1

2

5
 

〈号

，
 

8
 

100号

干i靡→→一鯰

:3土［：：／

N-

゜
1 : 60 2m 
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I 

ぶ：
104土＼二ノI

一-̀-- -- -
..A L=74.30m A. ¥4 
□~6号

_ L=7 4.30m Ji.•i2..L=74.30m ー·

l｛ ＝こ東2堀‘ l

106号土坑 ロ
l．黄褐色粘質土 ローム多量に含む。

2褐色粘質土 ロームを含む。

105号土坑

l．暗褐色粘質土 ローム含む。

2黄褐色粘質土 ローム多鼠に含む。

108号土坑

L褐色土 ローム含む。

2．暗褐色土 ローム含む。

3．黄褐色粘質土 ローム少量含む。

□5: 

<

□ 1 

A-

恕

｝

A
-

I
I
 

＼

）

 

l

-

T
 ニ

ー

—
_

d 

—
_ 「

A --l A'A  I A' 
・- -・ ・-'-・ 

戸 土 」口こ
109号土坑

l．暗褐色粘質土 As-C・ロ ームを含む。

2黄褐色土 ローム・As-Cを含む。

111号土坑

L暗褐色土 ローム・As-Cを少量含む。

2．黄褐色士 ロームを多鼠に含む。

t 116号

‘‘ ------
.A. L=74.40m 

112号土坑

l．暗褐色粘質土 ローム含む。

2黒褐色土 ローム含む。

3黄褐色粘質土 ローム多量に含む。

115号土坑

l．黒褐色土 ローム含む。砂質気味。

2．黄褐色粘質土 ローム含む。砂質気味。

122号 118号

□ iA□ 
A L=74.30m ぷ． ．A-466]A'.

口 一言

117号
東 2堀

△□□: 
A' 

ー ： 上＿／人

116号土坑

L褐色砂質土

2．黄褐色粘質土

3．褐色粘質土

4．黄褐色粘質土

A

l

 

I― 

A' 

¥ l ノ

L=74.30m 

鉄分・ローム含む。

鉄分・ローム多量に含む。

粒子細かい。

鉄分・ロームを含む。

117号土坑

l．暗褐色土 ローム僅かに含む。砂質気味。

118号土坑

l．暗褐色土 ローム僅かに含む。

119号土坑

L褐色土 ローム多鼠に含む。

2．褐色土 ローム多最に含む。

・A L=74.30m /{__ 

二
110号土坑

l．暗褐色土

2．褐灰色粘質土

3褐灰色粘質土

4．暗褐色土

5．暗褐色土

6．暗褐色土

7．暗褐色粘質土

ローム少量含む。

ローム僅かに含む。

パサパサ。

ローム含む。

ロームを含む。

ローム含む。

ローム僅かに含む。

5
 

ー

4
6
2

・A.L=74.30m _K 

ロニ
〇 I : 60 2m 
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120号

ロ
：ロ
ロL=74.00m 

120号土坑

l．褐色粘質土

2．黄褐色粘質土

ローム ・鉄分を僅かに含む。

ローム・鉄分を少星含む。

A-
’
 

号143

Z
-
9

l

m

 

ロ
ロ
」
[

A I A' 
•一2、一＜一・

2 
L=74.30m 

142号土坑

l．暗褐色土

143号土坑

l．暗褐色土

ローム含む。

ローム含む。

130号

三 8号

134号 i 138号 I142号

A◎ ―̀ A二ぶ9, 、“l,A

｀紺 U
A L=74.30m A'A  A' 

134号土：＼：9＝ :7m  

1黒褐色粘質土 ローム少鼠含む。

2．暗褐色粘質土粒子細かい。

138号土坑

l．暗褐色土

2．黄褐色粘質土

_.A_L=74.40/nぷ

口
130号土坑

1黒褐色粘質土

2黄褐色粘質土

3．褐色粘質土

A

＿
 

A- 髯／ぎ
/‘ 

L=74.30m 
I 

→阜き 121号

パ塁.A L=74.40m1藩 ― A'.

17~ 

第3節 C区から検出された遺構と遺物

131号 133号

□4]: 

三三
L=74.40m 

131号土坑

1．暗褐色土 ローム• As•Cを含む。

.A L=74.20m K 

I 
入 一

ザラザラ。

ローム僅かに含む。

ローム僅かに含む。

145号

ザラザラ。

ローム多星に含む。

一□
渇

4

9

5

+

A

5

|
4
9
4
 

ー

A A' ．．  

ー［こi-
L=7 4.40m 

145号土坑

l．暗褐色土

2黒褐色土
ローム僅かに含む。

ローム多鼠に含む。

ローム含む。

A_L=74.40mぷ．

了L=74.40m 

A A' 
•一 l - • 

‘--) 

L=74.20m 

133号土坑

l．黒褐色粘質土

2．暗褐色粘質土

137：ロ
A - A' ・ • 

口L=74.30m 
137号土坑

L暗褐色粘質土

2．褐色粘質土

3褐色粘質土

139号土坑

1．暗褐色土

144号土坑

l．暗褐色土

140号土坑

l．暗褐色土 ローム・As-Cを含む。粘質気味。

140号

139号

ローム少鼠含む。

粒子細かい。

A'. 

ローム含む。粘質気味。

ローム含む。

→ 

上
怠
-「

.A.. L=74.30m 

—• • 

A

l

 

.AL三 A'.

ザラサラ。 一□三こここミ区 15:＼ロロニニニ三疋井
ローム含む。粘質気味。 141号土坑 l．暗褐色土 ローム含む。

l．暗褐色土 ロームを含む。 2．黒褐色土 ロームプロックを含む。

2黄褐色土 ローム多鼠に含む。 9 1 : 60 2m 

c区土坑（6)第250図
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第3章 検出された遺構と遺物

¥ 146号 149号 152号 155号 158号

三□□：`：：□＼]]:0 
：口 □三ム含む口ここ

l．暗褐色土 ローム含む。 155号土坑

2黄褐色土 ローム多最に含む。 l．暗褐色土 ローム含む。

3．暗褐色土 ローム含む。 2．黒褐色土 ローム少鼠含む。

146号土坑

L暗褐色土 ロームを少拭含む。

2．暗褐色土 ロームを含む。

3．暗褐色土 ローム多猷に含む。

/ 159号 叶門

□j嘉 19胃
1口 19言 口A

L暗褐色土 As-B含む。ザラザラ。

2．暗褐色土 As-B・ロームを含む。

3．暗褐色土 ローム少拭含む。

姦
—＋万十162号
-----

.!.。¥--=--148号

zi
 

ぷ．
l 

I 

A-
’
 

zi
 

160号土坑

l．暗褐色土 ローム少鼠含む。

2．暗褐色土 ローム含む。

154号土坑

1．暗褐色土 As-C・ロームを少屈含む。

2．暗褐色土 ローム含む。

3．暗褐色土 ローム多拭に含む。

L=74.40m 

148号土坑

l．暗褐色土 ロームを少暦含む。

2．暗褐色土 ローム・炭化物を多く含む。

162号土坑

ロ ：ニロ：ク 含 ： 闘 一

ロニ ょ ニ二 ：［
161号土坑 l．暗褐色土 ローム含む。 l 
l．暗褐色土 ローム含む。 2．暗褐色土 ローム僅かに含む。 1 

2．黄褐色土 ローム含む。 3．暗褐色土 ローム含む。
＼ 

．A I L=74.40m 

［二戸ニ

165号

A L=74.30m K 

亨
.A L=74.30m A'. □ 

164号

169局土坑

l．暗褐色土 砂質気味。

2．暗褐色粘質土 ローム僅かに含む。

3．暗褐色土 しまりあり 。

A L=742：二ぷヒ只］口
ロ冒言―げ贔心］ローム少鼠含む。

4 2.暗褐色土 ローム含む。

3．暗褐色土 ローム含む。

165号土坑

l．褐色粘質土 ローム僅かに含む。

2黒褐色粘質土 As-C含む。

3黒褐色粘質土 As-C・ローム僅かに含む。

4．黄褐色粘質土 ローム少量含む。

第251図 C区土坑（7) ゜
l : 60 2m 
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号7
 

6
 

．
 l、

一

T

~ 

：］闘

A I A' ・- -・ 

165エ
L=74.20m 

171号

A
-

□ 191号土坑

l．暗褐色粘質土

［1□言：記
A A' 
・- -・ 

口L=74.30m 

170号土坑

l．暗褐色土

2．暗褐色粘質土

167号土坑

1褐色粘質土

砂質気味。

粒子細かい。

ロームを含む。

→←.-182号

ク

／ 

I 
I 
I 

5
0
5
 

ー

4

王ー一
z

＇ 

.A L=74.40m !{ 

＼ 
172号土坑

L褐色粘質土

2褐色粘質土

3暗褐色粘質土

4．暗褐色粘質土

~ 174号
9 ―---------- -

li!J;呈
、ミミ--]

一~ー·- -'/ 
.A. L=74.30m --. .!{_ 

ロニ□三］A A' . . 

ゴ 2
L=74.40m 

182号土坑

l．暗褐色土 ローム多鼠に含む。

2．暗褐色土 ローム多菰に含む。

ローム少量含む。

→ 
/i 821 
土＇

l ' 
l | l ' 

凡＼卓息 ［上＼，

＼口,ニ-□□’
企 L=74.30m~ 4 

¥---―□三］

180号土坑

l．黒褐色粘質土

2黒褐色粘質土

3．褐色粘質土

第3節

172-"'-

A' .ヽ . 
A 

A L=74.40m 瓦

口179号土坑

l．暗褐色粘質土

2．暗褐色粘質土

ロームを少拭含む。

粒子細かい。

粒子細かい。

粒子細かい。

c区から検出された遺構と遺物

\7:号／ご＝〖
16 

-===「--.A L=74.30m _K 

口

171号土坑

l．暗褐色土

2．暗褐色土

3．黄褐色土

調 査

A L=74.40m 

灰•As-C ・ ロームを含む。

ローム含む。

ローム含む。

砂質気味。

ローム多拭に含む。

区 域

ー
囀
：

｀

口

A-

外

7
亨

184号一
.-:--

17影
.A, 

A I A' 

．＿返二「
L=74.10m 189号土坑

1．褐色土

2．褐色土

3．褐色粘質土

粒子細かい。

粒子細かい。

粒子細かい。

→ 

．A. L=74.30m..h.'. □4土
ローム含む。

粒子細かい。

ローム含む。

184号土坑

1黒 褐色粘質土 粒子細かい。

174号土坑

L褐色粘質土

2．暗褐色粘質土

3黒褐色粘質土

4．褐色粘質土

185号土坑 ] ：□三／
L褐色砂質土 ザラザラ 。 186号土坑

2褐色砂質土 ザラザラ 。 1．褐色土

3褐色粘質土粒子荒い。 2黄褐色土

As-C・ロームを含む。

ローム少量含む。

粒子細かい。

ローム僅かに含む。

A_.2 I j{_ 
ー ／← ! ＿ァ—

L=74.40m 

195号

ロロ〉土

A L=74.00m A 

ー183号土坑

1暗褐色土

2．暗褐色土

ローム含む。

ローム少屈含む。

第252図

196号

.A 
A ―--— ~ A' 

→ 

ロームを含む。

ロームを多鼠に含む。

194号

A-

c区土坑（8) ゜
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199号 、ク不ヽ、 209号

十―' ' "―•
占よ

ベ〇
ょ cn

A L=7汀0m ぶ

こ

¥ } 

ロ
A L=74.30m, A' 

•一 ． I — •

三
193号土坑

l．褐色土 ザラザラ。

2．褐色粘質土粒子細かい。

201号土坑

190号土坑

l．暗褐色粘質土 ローム少蘇含む。

1褐色粘質土 粒子細かい。

2．暗褐色粘質土 ローム僅かに含む。

2黄褐色粘質土 シルト・ロームプロック。

i 200号

A A' 
•— l 2 ー・

、 ノ ―

干 ― A一｀ロ.A K.A  L=74.40m K.AL=74.40mぷ．

L=74.20m 
ニ ー ー ー 2 `

198号土坑
L=74.40m 192号土坑

1黄褐色粘質土 ロームを多昼に含む。 L褐色土 ロームを含む。砂質気味。

2褐色粘質土 ローム含む。 2．暗褐色粘質土 ローム僅かに含む。

214号土坑 200号土坑

L暗褐色粘質土 ロームを少盤含む。 1．暗褐色砂質土 ローム僅かに含む。

.A L=74.00mぷ言 責A'

199号土坑

L暗褐色粘質土 ローム少鼠含む。

2．黄褐色粘質土 ローム含む。

3黒褐色粘質土 ローム少鼠含む。

209号土坑

l．暗褐色土 粒子荒い。砂質気味。

2．暗褐色土 As-C含む。

3黄褐色粘質土 ローム含む。

六ニニフ― .-'-'-L=74.40mー・□4土

203号土坑

l．暗褐色土粒子細かい。

2．暗褐色土 As-Cを僅かに含む。砂質気味。

2黒褐色土 As-C含む。 2．暗褐色土 粒子粗い。 205号土坑

3．暗褐色粘質土粒子細かい。 1．褐色粘質土粒子細かい。ローム含む。

こ 口s-Cムロロロ：ロロ
219号土坑

L=7 4.40m 218号土坑→ - l．黄褐色粘質土 ロームを含む。

で 三 王こロニジ°
第253図 c区土坑（9)
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1．暗褐色土鉄分含む。

2．暗褐色土粒子荒い。

221号土坑

1黒褐色土鉄分含む。

2．暗褐色土粒子細かい。

I : 60 2m 



208号
5 

_4 
{ I ―-_____-

＼ 

＼ 

I 

: A' 

l 
| 

I 

I 

A L=74.30m A' 

208号土坑

L褐色土 As-Cを含む。

2．暗褐色土 As-Cを僅かに含む。

3．暗褐色土 As-Cを少量含む。

4．暗褐色土 As-Cを僅かに含む。

5．暗褐色土粒子細かい。

6．黄褐色土粘質気味。

7．暗褐色土粒子細かい。

226号土坑

1．暗褐色土砂質気味。

75号 l 
／ 

A 

A 

L=74.30m 

_ _A L=74.40m _A'. 

口
217号土坑

1．暗褐色土 ローム含む。

2黄褐色土 ローム多量に含む。

222号土坑

l．暗褐色砂質土粒子細かい。

t.ArY;::i::_ミ、229号 哀芭十→211号

ー：口AA〖□09]A
..A L=74.00m 1 ~'. 

下
4 

229号土坑

1黒褐色土

2．褐色粘質土

3．暗褐色粘質土

4．暗褐色粘質土

A ‘A 'A  A' 
....co L=7 4.20m ....co.•一ー·

六］
L=74.30m 

砂質気味。

ローム・As-Cを含む。

ローム僅かに含む。

ローム含む。

l
f
士
ー
一

号
亨

31

喜
z

l

2
]□口
〗

Al 

A' 

ぷ

A A' 

821/ー一
L=74.30m 
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222号

1
1
1
11

ー

ー

1

[

]

]

一

[

]

..A L=7 4.40m _A'. 

＼ 

L三

第254図 c区土坑（10)

.A.. 

〔ミニニ口
223号土坑

1．暗褐色土 ローム・鉄分を含む。

2．暗褐色土 ローム含む。

一←仕—

吐

計

｝

ぶ

8

O

fil'

ト

1
1
1
1

ー

ー

巳

O
ぃ

.A L=74.30m A'. 

ービりこニニニ迎2土

230号土坑

l．暗褐色土 炭化物・鉄分・ロームを少量含む。

i235号 一髯

□爪［＼

..A L=7 4.00m .A'. 

＼ 

ぶ

zi

＼

ー

ー

1

1

_

|

J
――
 

I
 -

11

叫

ャ

-

5
7

土5
 

一

3

m
2

0

 

-

8
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3
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L
 

l
l
lh
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号

rー
／

9

4
 

3

A

A

l

 

2

L‘-

—• 

.A L=74.10rn A' 

¥---[ 

゜
l : 60 2m 
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147号

グ
127号

------―̀ 、＼

ヽ
----

｀ 
A

l

 

.A L=74.30m 

口一

A' ,
.
 

A-

A' .A L=74.40m ,
.
 

A-

127号土坑

］．褐色粘質土

2.黒褐色砂質土

3.褐色粘質土

4.褐色粘質土

5.褐色粘質土

6.黒褐色粘質土

ロームやや多く含む。

粒子やや荒い。

ロームを多量に含む。

粒子やや細かい。ロームを含む。

粒子やや荒い。砂質的。

粒子細かい。 第255図 c区土坑(11)

゜
I : 60 2m 

↑
 

ロ
＼ ーーニ／

-• 29土ー］苫

／ロ
＼
 

こ口 55土ーl

'\が ' ,·：'•，？ぐ ゞヽ

ー、一 、

160土— l 拷

74土ーl

。る
13十―1 こ

゜
1 : 2 5cm 

第256図 c区土坑出土遺物
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4. 火葬跡・土坑墓（第257~265図

PL.64~67 • 124~126) 第14表 C区火葬跡 ・土坑墓計測表

屋敷内で東 2堀の西側に計16基検出した。多くは

南部分に集中し、確認標高は約74.30m。

火葬跡は 1• 3~10 • 12号の10基検出した。 1局

は底面から約15cmに炭層が8cm堆積。 3号は底面か

ら5cmに焼土層が 5~10cm堆積、炭・灰を含む。4

号の底面付近は炭層で、鉄分を含んだ灰が10cm堆

積。また確認面近くに、長さ15~35cm程の河原石が

多く検出。 5号は炭と ロームが堆積し、40cm弱の河

原石が4個並んでいる。 6号は確認面から下 5cmま

で炭層、骨片と 15cm程の石数点を検出。 7号は「T」

の字状の形状で、張り出し部分は浅い。底面から河

-Wf冑

A 
丘

11墓

@ 14墓

No. 
位置

形状
グリッド

1 494-484 隅丸方形

2 485-478 隅丸方形

3 489-491 楕円形

4 492-483 隅丸方形

5 485-479 隅丸方形

6 486-477 楕円形

7 483-478 不定形

8 488-494 楕円形

9 482-475 不明

10 483-489 楕円形

11 506-486 楕円形

12 482-493 隅丸方形

13 495-479 隅丸方形

14 500-484 偶丸方形

15 502-486 円形

16 488-492 楕円形

15墓 o
置 靡 且I 

l火

゜c 13墓
こ

3火 4火
8火 ◎ 

c16。墓 6火

゜
薗

5火讐墓

＿冑 12火
10火 7火 9°火

髯

第257図 c区火葬跡・土坑墓全体図

規模 （cm)
備

長軸 短軸 深さ

162 95 36 火葬跡

113 57 74 土坑墓

95 77 17 火葬跡

210 190 42 火葬跡

109 59 13 火葬跡

106 61 12 火葬跡

113 32 火葬跡

123 66 23 火葬跡

〈114〉 〈68〉 27 火葬跡

〈88〉 53 火葬跡

110 50 7 土坑墓

133 57 17 火葬跡

108 53 23 土坑墓

103 75 58 土坑墓

70 68 44 土坑墓

(41) 29 68 土坑墓

vー冒

0 I : 400 10m 

考
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□

□

AL[ 

1号

.AIII m 出 1心 ＇＼埠＇．

.A. L =7 4.40m 凶．
I 

了

1号火葬跡

l．暗褐色土鉄分含む。

2．黄褐色土 ロームプロック 。

3．暗褐色土粒子細かい。

4．灰層 炭化物多量に含む。

5黄 褐色土粘質気味。

i ‘― 7号

：翫，

.A L=74.40m A. 

□万三

3号火葬跡

l．暗褐色土

2．焼土層

3．暗褐色土

7号火葬跡

l．暗褐色土

2黄褐色土

3．炭化物層

ローム少量含む。

ローム多盈に含む。

灰を含む。

I 
.A I K 

•' 

L =74.40m 

11号土坑墓

l．暗褐色土ザラザラ。

→ 

炭化材

3号

鉄分含む。

灰を含む。

鉄分含む。

.A. L=74.40m ぷ．

―¥---

号

[
 

：` 
虐
ー
ロ

fー
，
I

A

.

l
f
す
ー

A_ L=74.40m ぷ

亡二二乏二三
4号火葬跡

l．暗褐色土

2黄褐色土

3．暗褐色土

A A' ． ． 
I 

ゴ
L=74.40m 

13号土坑墓

l．褐色砂質土

2．褐色粘質土

9号

粒子細かい。

粒子細かい。

A A' 
•一L=7 4.40m-'-'-・ 

→ s 

8号火葬跡

1暗褐色土

2．暗褐色土

3．炭化物層

第258図

炭化物・ロームを含む。

灰含む。

灰・骨を含む。

＼ 嘉しA]¥5¥

尋
.A △'. 

ロL =7 4.40m 

2号土坑墓

l．暗褐色土

2暗褐色土

3．暗褐色土

4骨層

第259図

鉄分含む。砂質気味。

ローム・鉄分を含む。

ローム ・炭化物を含む。

c区火葬跡

2号

贔

物ヒ

号

鳳

ィ

5
486星

□
＼
 

A,  A' □三元―
L=74.40m 

5号火葬跡

1．暗褐色土

2．暗褐色土

3．暗褐色土

6号火葬跡

l．炭化物層

・71'":げ＇

A―1詞―A'

塁土

．．  

ニー
L=74.40m 

10号火葬跡

l．暗褐色粘質土

2．炭化物層

12号火葬跡

l．褐色粘質土

2．炭化層

゜

6号

＼ 

A□A 

モ O

.A‘戸 I A'. 
ー ／

ヽーーノ
L =7 4.40m 

炭化物・鉄分を含む。

炭化物多鼠に含む。

炭化物少鼠含む。

灰を含む。 12号

＼＇ 

A L=74.40m A' ． ．  

一粒子荒い。

焼土・骨を含む。

鉄分少鼠含む。

焼土僅かに含む。

I : 60 2m 

ローム多鼠に含む。

ローム含む。

ロームプロック多量に含む。

15号

ー→←認

Ae  

A A' ． ．  

：ご―
L=74.20m 

14号土坑墓

l．褐色粘質土

t 14号
叫1置^ ／jA' 

吋―
-484 

A A' ． ．  

＼ 
L=74.40m 

頭蓋骨出土。

15号土坑墓

l．炭化物層 木桶出土。

゜
60 2m 

c区土坑墓（1)
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第3節 c区から検出された遺構と遺物

原石を 3点、約10cmの炭層がある。 8号は、底面か

ら15~30cmの河原石を多く検出、炭層は約10cm程

で、炭化材・灰・骨片を含み堆積。壁は焼土化して

いる。 9号は底面が炭層で、炭化物・灰 ・骨片、 一

部に焼土を含む。10号は底面から厚さ 5cmに炭 ・灰

・焼土を含む層。壁は焼土化している。12号は底面

中央が縦に長く、炭と焼土・骨片を含む層。20cm弱

の河原石 2点検出。検出したいずれの石も黒く煤け

ていた。

は深さ70cm、底面は骨が溶けた状態で堆積。中位に

20cm程の河原石が隙間なく並べてある。11号は確認

面が浅く、底面中央部分に灰小ブロック 。13号は底

面から10cm、ほぼ中央に炭化材 ・灰が堆積。15号は

深さ45cm、底面に約 5cm炭層。16号は銅銭が約100

枚出土した。状態の良くないものは欠損し、付着物

の多いものもある 。この遺構は銅銭の保管場所であ

る可能性が強い。14号は中央やや南寄りに頭蓋骨を

検出した。

土坑墓は 2 • 11 • 13~16号で 6基検出した。 2号

ーん

~
 

汀
り
/
uり

1

.

,

 

＇ 

゜
,'し』

3cm 

I : 60 2m 

第260図 c区火葬跡・土坑墓出土遺物

‘ 

L-7ロロ`
第261図 c区16号土坑墓（2)
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第3章 検出された遺構と遺物

第262図 c区16号土坑墓出土遺物（1) ゜
I: 1 3cm 
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第3節 c区から検出された遺構と遺物

第263図 c区16号土坑墓出土遺物 （2) ゜
I: I 3cm 
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第3章 検出された遺構と遺物

第264図 c区16号土坑墓出土遺物（3) ゜
I: I 3cm 
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第265図 c区16号土坑墓出土遺物(4) ゜
3cm 

273 



第 3章 検出された遺構と遺物

5. 溝（第267図）

32号溝（第266図）

位置 500-440→490-450グリッド

傾斜方向北東→南西 高低差 4cm 

規模長さ13.50X上幅0.50m 深さ 7 cm 

所見 北東は33号溝に、南西は35号溝に接する。

遺物なし

33号溝（第266図 PL.52 • 129) 

位置 500-440→490-450グリッド ＼へ文

傾斜方向不明 高低差 2cm 

規模長さ13.lOX上幅0.58m 深さ 10cm 32号溝 長欲＜

所見 32号溝の南東に沿っている 。 南東端は34号溝・A.~4.20m A... 

と接する。覆土は表土に近似。

→-

遺物 覆土中から、砥石が出土している。

34号溝（第266図 PL.52) 

33号溝
．A._ L=74.20m..K. 

‘ 34号溝

位置 505-430→490-450グリッド .A L=74.20m / I A. 

傾斜方向北東→南西 高低差 10cm 3:;：ここ二：プ一
規模長さ30.lOX上幅0.75m 深さ26cm ．A A. 

所見 北東は区域外に続く。 33号溝の南東に沿って Lーロ］河:--

いる。覆土は表土に近似する。

遺物なし

35号溝（第266図 PL.52 • 53) 

位置 500-455→ 490-450グリッド

傾斜方向北→南 高低差不明

規模長さ10.50X上幅0.30m 深さ 8 cm 

所見 北は屋敷の東 1堀に接して、東 l堀の東側で

南北に位置する。南はトレンチで途切れる。覆土は

表土に近似する。 32号溝

l．暗褐色砂質土 砂・鉄分含む。ザラザラ。

遺物なし 33号溝

l．暗褐色砂質土砂・鉄分含む。ザラザラ。

゜
I : 40 lm 

類＜

゜
33溝— l 匂

34号溝

1．暗褐色土粒子粗い。

2砂層 鉄分を含む。

3．暗褐色土 砂・鉄分を含む。

0 I : 150 

第266図 c区32~35号溝
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第267図 c区溝・屋敷跡・灌漑用井戸全体図





2号溝（第269• 270図 PL.48 • 129) 

位置 520-505→ 500-505グリッド

傾斜方向北→南 高低差約 8cm 

規模長さ23.70X上幅0.80m 深さ 52cm

所見 北は区域外に続く 。東と南に屋敷の堀を廻る

ように位置する36• 37号溝は、 一連の溝。覆土は表

土と近似する。近現代。

遺物 覆土中から、陶器の徳利、磁器の小鉢、煙管

等を出土している。

23号溝（第270図 PL.53) 

位置 505-470→ 485-470グリッド

傾斜方向北→南 高低差 23cm

規模長さ20.00X上幅1.10m 深さ 38cm

所見 屋敷内、 22• 26号溝の間に南北に位置。北は

東西方向の16号溝、南は13号溝付近で途切れる。確

認は土層断面による。

遺物なし

24号溝（第270図 PL.53) 

位置 505-475→ 485-470グリッド

傾斜方向北西→南 高低差不明

規模長さ20.50X上幅0.70m 深さ 20cm

所見 23号溝の西に位置。 確認は土層断面による。

遺物なし

25号溝（第269• 270図 PL.53 • 129) 

位置 510-475→485-475グリッド

傾斜方向北→南 高低差不明

規模長さ28.00X上幅1.10m 深さ 28cm

所見 24号溝の西に沿っている。北は26号溝に接す

る。確認は土層断面による。

遺物 底面付近から、五輪塔が出土。

第3節 c区から検出された遺構と遺物

31号溝（第269• 270図 PL.52 • 129) 

位置 505-495→495-490グリッド

傾斜方向不明 高低差 不明

規模長さ13.15X上幅0.70m 深さ 43cm

所見 16号溝の東に位置し、北は16号溝に接する。

南側は途切れる 。

遺物 覆土中から、軟質陶器の鉢を出土。

38号溝（第270図 PL.53) 

位置 515-470→485-470グリッド

傾斜方向北→南 高低差 30cm

規模長さ29.lOX上幅0.90m 深さ 58cm

所見 南北は北堀と 13号溝に、また23号溝の東に接

している。確認は土層断面による。

遺物なし

39号溝（第270図）

位置 495-477グリ ッド

傾斜方向不明 高低差 不明

規模上幅1.10m以上 深さ 30cm

所見 26号溝の東に位置 し、接する。確認は土層断

面による。

遺物なし

40号溝（第270図）

位置 38号溝と重複する。 高低差不明

規模上幅0.97m 深さ 21cm

所見 38号溝との重複を土層断面で確認。

遺物なし
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10号溝（第269• 271図 PL.48 • 129) 

位置 510-460→490-460グリッド

傾斜方向西→北東コーナー→南 深さ 15cm

高低差 10cm 規模長さ21.20X上幅0.38m

所見 東 1• 2堀の間、南北方向の溝。他の遺構と

の重複関係で、最も新しい。

遺物銅銭が出土。

11号溝（第271図 PL.48 • 49) 

位置 505-460→495-460グリッド

傾斜方向 北→南 高低差 12cm

規模長さ12.70X上幅0.40m 深さ 10cm 

所見 10号溝の西に沿う南北方向の溝。重複関係は、

最も新しい。

遺物なし

12号溝（第268• 271図 PL.48 • 49 • 128) 

位置 490-465→490-455グリッド

傾斜方向不明 高低差不明

規模長さ6.80X上幅0.27m 深さ 10cm 

所見 東 1• 2堀の間、東西方向の溝。10• 11号溝

と覆土は近似するが、両溝より古い。19号溝より新

しい。

遺物 覆土中から、砥石が出土。

15号溝（第271図 PL.49) 

位置 475-460グリッド

傾斜方向不明

規模長さl.40X上幅0.55m

所見 13号溝と覆土が近似する。

高低差不明

深さ 40cm 

遺物なし

ロ 12溝ー1

17号溝（第268• 271図 PL.51 • 128) 

位置 490-480→480-480グリッド

傾斜方向北西→南東 高低差 10cm

規模長さ10.lOX上幅0.80m 深さ 22cm

所見 南北は13• 16号溝に接する 。北は19号溝付近

まで続く 。16号溝は関連する溝の可能性がある。

遺物 覆土中から、砥石が出土。

18号溝（第271図 PL.49) 

位置 490-465→ 490-460グリッド

傾斜方向不明 高低差不明

規模長さ5.40X上幅0.35m 深さ 5 cm 

所見 12号溝とほぼ同様で、北に位置する。

遺物なし

29号溝（第271図 PL.52) 

位置 490-490→460-490グリッド

傾斜方向南→北か 高低差 15cm

規模長さ30.00X上幅0.68m 深さ 20cm

所見 北は19号溝付近で途切れ、南は区域外に延び

る。覆土は表土に近似。

遺物なし

゜゜
17溝ー1

1 : 2 5cm 

第268図 c区12• 17号溝出土遺物
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第3章 検出された遺構と遺物

20号溝（第272図 PL.52) 

位置 470-525→455-515グリッド

傾斜方向北西→南東 高低差 6cm 

規模長さ18.SOX上幅0.35m 深さ 7 cm 

所見 調査区の西端、屋敷の西側に確認。北西は区

域外に続き、南東は途切れる。底面に凹凸がある。

覆土は粘質土が多い。確認面より上に、 As-Bの薄い

堆積がある。平安時代か、それ以前。

遺物なし

21号溝（第272図 PL.52) 

位置 495-505→475-520グリッド

傾斜方向北東→南西 高低差 18cm

規模長さ26.60X上幅0.75m 深さ 10cm 

所見 20号溝とほぼ同様。北東端は37号溝に接する。

南西は「く」の字状に南東へ折れて途切れる。

遺物なし

30号溝（第272図）

位置 505-520→490-520グリ ッド

傾斜方向北→南 高低差 5cm 

規模長さ16.00X上幅0.45m 深さ 15cm 

所見 20号溝とほぼ同様。北端は区域外へ続き、南

は調査区の北から1/3で調査を止めている。

遺物なし

6号溝（第273図 PL.48・129) 

位置 495-450→495-444グリッド

傾斜方向不明

規模長さ13.00X上幅1.00m

所見 東西方向、 7号溝の南に位置。

遺物 覆土中から軟質陶器の鉢。

282 

商低差不明

深さ 8 cm 

7号溝（第273図 PL.48) 

位置 495-450→495-440グリ ッド

傾斜方向不明 高低差不明

規模長さ13.50X上幅0.50m 深さ 10cm 

所見 8・9号溝と近接し、東西方向に同様な形態を

持ち、覆土は近似する。底面は凹凸がある。

遺物なし

8号溝（第273図 PL.48) 

位置 505-455→505-440グリッド

傾斜方向不明 高低差不明

規模長さ13.00X上幅0.50m 深さ 10cm 

所見 調査区の東端、屋敷の東側を東西に走る。9号

溝とほぼ重なる。

遺物なし

9号溝（第273図 PL.48) 

位置 505-455→ 505-430グリッド

傾斜方向不明 高低差不明

規模長さ24.lOX上幅0.80m 深さ 17cm 

所見 調査区の東端、屋敷の東側を東西に走る。8号

溝と重複、覆土は近似する。底面は凹凸がある。

遺物なし

14号溝（第273図 PL.49) 

位置 505-490→ 505-475グリッド

傾斜方向西→東 高低差 10cm

規模長さ12.SOX上幅0.38m 深さ 20cm

所見屋敷内北寄りを東西に走る。西端は217号土

坑、東端は26号溝付近まで確認した。217号土坑より

古く、その他の遺構より新しい。

遺物なし
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36号溝（第274図 PL.48) 37号溝（第274図）
36号溝

.A L=74.60m A' 

位置 520-430→ 520-490グリッド

傾斜方向 西→東

規模

所見

遺物

長さ60.20X上幅0.80m

なし

高低差

深さ

約 5cm 

45cm 

屋敷北堀と重複する東西方向の溝。東2堀の

北付近で溝が途切れ、検出長は57.40mを測る。底面

標高は74.15m程で、覆土は表土と近似する。近代以

降。

位置

傾斜方向

規模

所見

510-505→450-505グリ ッド

北→南

長さ60.80X上幅1.25m

商低差

深さ

不明

60cm 

屋敷西堀の西に沿い南北方向に位置する。北

は36号溝とほぼ直角に合流し、さらに北側へ延びる。

2 • 36 • 37号溝は一連の溝で、昭和40年代の前橋市

都市計画図に確認できる。底面標高が74.00m程の水

路。近現代。

遺物 なし
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第 3節 C区から検出された遺構と遺物

6.遺構外出土遺物（第275• 276図 PL.130) 
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゜
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第276図 c区遺構外出土遺物(2) ゜
1: 1 3cm 
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第4節 A~C区から検出された遺物の観察

第 4節 A~C区から検出された遺物の観察

A区遺物観察表

挿図No 遺構名 種別 計測値(cm) 色調 • 石材
製作技法等の特徴

写真NQ 出土位置 器種 （推定） ＜残存値＞ 焼成

第12図 5 住— 1 須恵器 □ (93) 残 1(2 にぶい褐 7.5YR5/4 やや硬質。底部右回転糸切り、器肉厚い。口縁部強い稜残
PL88 床直 皿 覇 2.1 底 42 酸化 る。

第12図 5 住— 2 須恵器 口 92 残完形 橙 7.5YR6/6 軟質。底部右回転糸切り、歪み有り。口縁部補修痕有り。
PL88 床直 皿 古向 18 底 54 酸化

第12図 5 住— 3 須恵器 口 残底部片 黄灰 2.5Y6/l 硬質。底部回転糸切り後、付高台。
PL88 埋没土 高台付境 高く2.0> 底（8.0) 遠元

第12図 5 住— 4 □(31 0) 残口縁片 にぶい黄橙 7 5YR6/4 口縁部「く」の字状外反。胴部外面箆撫で後箆削り、内面
PL.88 床直 土釜 高く22.4> 底 酸化 刷毛目。一部いぶし状、褐色。

第12図 5 住— 5 土師器 口(18.0) 残口縁片 にぶい黄橙 10YR6/4 胴部外面箆削り、内面肩部刷毛目。
PL88 埋没土 甕 商く79> 底 酸化

第12図 5住 -6 土師器 口 残台部片 明赤褐 2 5YR5/6 胴部外面箆削り、内面箆撫で。台部横撫で。外面やや剥離、
PL88 埋没土 台付甕 高く43> 底 (8.8) 酸化 煤付箔。

第12図 5 住— 7 砥石 長 15.1 短 3.7 珪質頁岩 PL88。埋没土。完形。219g。厚19cm。砥石として使用か。

第13図 6 住— l 須恵器 口 (9.6) 残 1/2 橙 5YR6/6 軟質。底部右回転糸切り。摩滅気味。
PL88 埋没土 皿 尚 2.7 底 (4.8) 酸化

第13図 6 住— 2 須恵器 口(13.4) 残 1/3 灰白 2.5Y7/l 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。内外面摩滅著しい。
PL.88 埋没土 高台付皿 高 3.4 底 5.6 遠元

第13図 6 住— 3 須恵器 口 残底部片 橙 5YR6/6 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。内面いぶし焼成。暗
PL.88 埋没土 商台付塊 高く17> 底 55 酸化 文。

第13因 6 住— 4 須恵器 口 残底部片 灰白 5Y7/l 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。内外面磨滅著しい。
PL.88 埋没土 高台付婉 高く2.2> 底（52) 還元

第14図 6住-5 口 (240) 残口縁片 橙 5YR6/6 口縁部「く」の字状、外反。胴部外面縦箆削り、内面肩部
PL.88 床直 土釜 商く110> 底 酸化 刷毛目 。赤変、いぶし状。摩滅著しい。

第14図 6住-6 ロ 残底部片 灰黄褐 10YR5/2 平底、砂粒付着。胴部外面箆削り。煤付着。
PL88 床直 土釜 裔く1.5> 底 (90) 酸化

第14図 6住・ 7 土師器 口 残底部片 浅黄橙 10YR8(3 内外面指撫で、外面台部刷毛目。
PL88 埋没土 台付甕 高く2.5> 底 酸化

第14図 6住 -8 口 (22.5) 残口縁片 橙 5YR6/6 口縁部やや内傾。口唇部内斜。鍔二角形、平ら。
PL.88 床直 羽釜 高く10.5> 底 酸化

第14図 6 住— 9 土錘 長く2.6>外1.9内0.5 にぶい黄橙 10YR6/3 PL88。埋没土。破片。 4.8g。筒形か。

第14図 6住ー IO 帯飾 長く3.1> 短く1.8> 緑色片岩 PL.88。床直。 6.8g。厚0.6cm。貰通する膝り穴 2孔。研磨。
第14図 6 住— II 磨石 長 151 短 11.8 石英閃録岩 PL88。床直。完形。 17.47g。原42cm。上下面共に平滑。

第16図 7住ー 1 須恵器 口(170) 残 1/3 にぶい黄橙 10YR7(2 硬質。底部右同転糸切り。蓋の可能性有り。
PL88 埋没土 皿 古向 27 底 (70) 邸•.-冗一

第16図 7住ー 2 須恵器 口(124) 残 1/4 にぶい褐 75YR6応 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。断面黒色。摩滅気味。
PL88 床直 高台付婉 古回 50 底 (60) 辿ヽにu冗-

第16図 7住-3 須恵器 口(160) 残 1/6 にぶい褐 75YR6応 軟質。内面いぶし焼成、暗文。摩滅気味。
PL88 埋没土 婉 高く60> 底 酸化

第16図 7住 -4 須恵器 口(150) 残口縁片 橙 25YR6/6 軟質。暗文。
PL.88 床直 婉 高く5.0> 底 酸化

第16図 7 住— 5 須恵器 口(14.6) 残 1/3 にぶい褐 7 5YR5/4 軟質。内面いぶし焼成、暗文。摩滅気味。
PL.88 床直 高台付婉 高 6.7 底 7.8 酸化

第16図 7 住— 6 土師器 口 残底部片 明赤褐 5YR5/6 胴部外面箆削り、内面箆撫で。底部外面箆削り、いぶし状、
PL88 床直 甕 商く5.5> 底 (5.0) 酸化 黒色。

第16図 7 住— 7 口 (200) 残 1/3 明赤褐 5YR5/6 口縁部内傾。口唇部丸型。鍔丸みを持ち上向き。胴部外面
PL.88 床直 羽釜 嵩く270> 底 酸化 箆削り、内面箆撫で。内外面上半部煤付着。

第16図 7 住— 8 土錘 長 23 外1.5 内 0.5 灰白 lOYRS/1 PL88。埋没士。 1/3。37g。筒形。
第16図 7 住— 9 土錘 長 2.8 外1.7 内 04 にぶい橙 7 5YR7/4 PL.88。埋没土。 1/4。3.1g。筒形か。
第16因 7 住— 10 土錘 長 33 外 0.9 内 03 灰褐 5YR5/2 PL.88。埋没土。完形。 25g。紡錘形。
第16図 7 住— 1 1 土錘 長 36 外1.7 内 05 灰白 10YR8/2 PL88。埋没土。 完形。3.9g。棒状。

第16図 7 住— 12 敲石 長 154 短 6.2 粗粒輝石安山岩 PL.88。床直。完形。895g。厚56cm。上下面他多数蔽き痕有り 。

第18図 8 住— l 灰釉陶器 □(150) 残 1/4 灰白 2.5Y7/l 付嵩台。内面底部平滑。自然釉点状に僅かに付着。
PL.89 埋没土 段皿 古向 2.4 底 (8.5)

第18因 8 住— 2 須恵器 口 残底部片 赤灰 2 5YR4/l 硬質。底部右回転糸切り後、周辺回転箆削り、器肉厚い。
PL.89 埋没土 坪 高く1.5> 底（6.0) 還元

第18回 8 住— 3 須恵器 口 残底部片 灰 5Y6/l 軟質。底部右回転糸切り。一部いぶし状。摩滅著しい。
PL.89 床直 坪 高く18> 底 61 還元

第18図 8 住— 4 須恵器 口(146) 残 1応 にぶい橙 7 5YR6/4 軟質。口縁部外面、箆当てによる稜線多い。内面ややいぶ
PL89 床直 高台付婉 古向 50 底 (64) 酸化 し状、黒色気味、箆磨き。

第18図 8住ー 5 須恵器 口(152) 残口縁片 灰白 5Y7/l 軟質。ロクロ目、強く残る。
PL.89 埋没土 杯 高く40> 底 坦•F冗-

第18図 8 住— 6 須恵器 口 残底部片 灰白 2 5Y7/l 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。摩滅著しい。
PL.89 床直 高台付塊 高く2.0> 底 （7.6) 廷、E 冗-
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第3章 検出された遺構と遺物

第18図 8 住— 7 ロ 残底部片 橙 5YR6/6 平底。器肉厚い。4mmの白色粒と赤色粒含む。

PL.89 床直 土釜 高く6.5> 底 (8.0) 酸化

第18図 8 住— 8 □(25 0) 残口縁片 にぶい橙 7.5YR6/4 口縁部内傾、短い。口唇部ほぽ平ら。鍔上向き 。

PL.89 埋没土 羽釜 高く55> 底 酸化

第18図 8 住— 9 土錘 長 3.7 外 08 内 03 にぶい黄橙 10YR7(2, PL89。埋没土。完形。2.4g。棒状。

第18図 8 住— 10 土錘 長 29 外 20 内 05 灰 5Y6/l PL.89。埋没土。 1/4。5.2g。筒形。

第18図 8 住— 11 土錘 長 5.3 外 2.0 内 0.4 灰黄 2 5Y7/2 PL89。埋没土。完形。16.4g。紡錘形。

第18図 8住ー 12 土錘 長 5.2 外 2.1内 0.4 灰白 lOYRS/2 PL.89。埋没土。完形。21Sg。紡錘形。

第18図 8 住— 13 土錘 長 55 外 22 内 05 灰白 10YR7/2 PL89。埋没土。完形。20.Sg。紡錘形。

第18図 8住 -14 砥石 長 78 短 2.7 庫1.3 砥沢石 PL.89。埋没土。 1(2。532 g。4面使用。欠損後も使用。

第20図 9 住— l 灰釉陶器 口(164) 残口縁片 灰白 5Y7/l 口縁上半部施釉、灰オリープ 5Y6(2。

PL89 埋没土 碗 高く42> 底

第20図 9住ー 2 須恵器 口 残底部片 灰白 2.5Y8/l 軟質。底部右回転糸切り 。断面底部、黒色。内面底部重ね

PL 89 埋没土 坪 高く19> 底 55 泣`、しプ一じ 焼き痕残る。

第20図 9 住— 3 須恵器 口 残底部片 黄灰 2 5Y6/l 軟質。底部右回転糸切り 。3mmの白色粒他含む。摩滅著し

PL89 床直 均 高く26> 底 6.4 還元 い。

第20図 9 住— 4 須恵器 口 残底部片 灰黄褐 10YR6(2 軟質。底部右回転糸切り 。やや摩滅。

PL.89 床直 坪 高く32> 底 68 還元

第20図 9 住— 5 須恵器 口 (130) 残口縁片 黄灰 2.5Y6/l やや軟質。10mmの石粒含む。

PL89 埋没土 塊 高く47> 底 速、==フじ

第20図 9住 -6 須恵器 口 残底部片 灰白 2.5Y7/l 軟質。底部回転糸切り後、付商台。摩滅著しい。器肉厚い。

PL89 床直 高台付塊 高く22> 底 7.2 遠元

第20図 9住-7 須恵器 口 残底部片 灰白 2.5Y7/l 軟質。底部回転糸切り後、付晶台。内面直ね焼き痕。

PL89 埋没土 高台付皿 高く］．8> 底（7.3) 邸、,,,=刀

第20図 9住-8 須恵器 口 (56.0) 残口縁片 灰 N5/ 硬質。大型甕。 5mmの白色粒僅かに含む。

PL.89 床直 衷年 高く15.3> 底 辿ヽに1JC -

第20図 9住 -9 須恵器 口 残口縁片 灰 5Y6/l 硬質。大型甕。5mmの白色粒僅かに含む。外面13本 1単位

PL.89 床直 求年 高く9.5> 底 還元 の波状文、 3条施文。

第22図 10住— l 灰釉陶器 口 残底部片 灰白 10YR8/l 付裔台。底部内面釉付着。輪状の重ね焼き痕。

PL.89 埋没土 商台付碗 高く1.6> 底 (8.0)

第22図 10住— 2 須恵器 口(131) 残 1/3 黄灰 2 5Y5/l 軟質。底部右回転糸切り 、中央器肉薄い。内外面一部黒色。

PL.89 床直 杯 高 33 底 6.1 珀‘皿フ一E 摩滅著しい。

第22図 10住— 3 須恵器 口 (150) 残 1/2 灰黄褐 10YR6(2 軟質。底部右回転糸切り 。一部黒斑。口唇部「U」の字状

PL.89 埋没土 婉 高 49 底 5.8 珀̀E：フ-E に欠損。穿孔か。

第22図 10住— 4 須恵器 口(130) 残 1/3 灰白 2 5Y7/l 軟質。底部回転糸切りか。摩滅著しく、不明瞭。

PL.89 埋没土 杯 高く35> 底く55> 塩、P 冗-

第22因 10住-5 須恵器 口(130) 残 1/4 褐灰 10YR6/l 硬質。底部右回転糸切り 。重ね焼きにより、口縁部灰色、

PL.89 埋没土 杯 高 30 底 (6.0) 還元 下半部にぶい橙。器肉薄い。

第22図 10住-6 須恵器 口 残底部片 灰白 5Y8/l 軟質。底部右回転糸切り 。 2/3は黒色。やや磨滅。

PL.89 埋没土 杯 高く40> 底 5.3 泣ヽ叫フー

第22図 10住 -7 須恵器 口 (16.6) 残 1/2 明褐灰 7 5YR7厄 軟質。口縁端部灰色、下半部にぶい橙、重ね焼きによる。

PL.89 床直 高台付婉 高 50 底 (62) 還元 底部右回転糸切り後、低い付高台。摩滅著しい。

第22図 10住— 8 須恵器 口 (13.2) 残 1/3 灰白 2 5YR7/l 軟質。底部付裔台。口縁部底部歪み。器面剥離、摩滅著し

PL.89 埋没土 高台付婉 商 4.9 底 (7.2) 還元 V‘o 

第22図 10住— 9 須恵器 口 13.5 残 1/2 にぶい橙 5YR6/4 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。底径小さい。口縁ー

PL.89 埋没土 高台付婉 高 5.8 底 5.6 酸化 部煤状の黒色付着。

第22図 10住— 10 須恵器 口 14.3 残 3/4 褐灰 7 5YR6/l 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。一部黒色。内面重ね

PL.89 埋没土 高台付婉 高く5.0> 底 6.6 酸化 焼き痕。

第22図 10住— 11 須恵器 口 (145) 残 2/5 灰 5Y5/l 硬質。底部付高台、剥離。口縁部歪み。

PL.89 床直 商台付塊 濶 底 邸"ユフーじ

第22図 10住— 12 須恵器 口 残底部片 黒褐 10YR3/l 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。内外面いぶし状、黒

PL.89 床直 高台付塊 高く19> 底 63 還元 色。

第22図 10住— 13 須恵器 口 残底部片 灰白 5Y7/l 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。摩滅著しい。

PL.89 埋没土 高台付婉 高く1.8> 底 （7.2) 還元

第22図 10住— 14 土師器 口(14.6) 残 l/2 橙 75YR6/6 底部付高台。外面箆削り、内面箆磨き 。一部黒色気味。

PL.89 埋没土 高台付碗 高 6.3 底 6.0 酸化

第22図 10住 — 15 土師器 口 (130) 残口縁片 にぶい橙 7 5YR7/4 口縁部外面箆削り、内面一部いぶし焼成。

PL.89 埋没土 高台付碗 高く4.3> 底 酸化

第22図 10住 — 16 土師器 口 (140) 残口縁片 にぶい橙 7 5YR6/4 口縁部外面箆削り 。

PL89 埋没土 高台付碗 商く4.6> 底 酸化

第22図 10住— 17 土師器 口 12.2 残完形 橙 5YR7/6 口唇部僅かに内弯。口唇部凹凸有り 。底部平ら、型肌。

PL90 埋没土 坪 古向 32 底 6.5 酸化

第22図 10住ー 18 土師器 口 128 残完形 にぶい橙 5YR7/4 口唇部僅かに内弯。底部凹凸あるが安定、型肌。外面口縁

PL90 埋没土 坪 古向 3.2 底 73 酸化 部黒色。

第22図 10住ー 19 土師器 口(11.8) 残 1/3 にぶい橙 7 5YR6/4 口縁部外反。口唇部僅かに内弯。底部扁平、型肌、器肉薄

PL90 埋没土 杯 古向 36 底 （60) 酸化 い。

第22図 10住-20 土師器 口 126 残 2/3 にぶい橙 7.5YR7/3 口縁部外反。底部平ら、型肌。

PL.90 埋没土 杯 古回 39 底 74 酸化

第22図 10住ー 21 土師器 口(132) 残口縁片 にぶい橙 7.5YR6/4 口縁部外反。底部扁平、歪む、型肌。

PL.89 埋没土 杯 高 30 底 (92) 酸化

第23図 10住 -22 土師器 口 (130) 残口縁片 にぶい橙 7.5YR6/4 口縁部厚い。胴部外面箆削り 、内面箆撫で。摩滅気味。

PL90 埋没土 甕 高く44> 底 酸化

290 
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第23図 10住— 23 土師器 口 (120) 残口縁片 にぶい橙 7 5YR6/4 口縁部「コ」の字状、調整するが直立外反気味。胴部外面
PL90 埋没土 甕 裔く36> 底 酸化 箆削り、内面箆撫で、 一部いぶし状、黒色気味。

第23図 10住— 24 土師器 口 残 1/2 にぶい橙 7 5YR6/4 胴部外面箆削り、内面箆撫で。台部横撫で。外面一部煤付
PL90 床直 台付甕 裔く119> 底 87 酸化 着。一部いぶし状、黒色。

第23図 10住ー 25 土師器 口(19.0) 残口縁片 にぶい橙 7.5YR6/4 口縁部やや厚い。胴部外反箆削り、内面刷毛目。口唇部
PL90 埋没土 衷A 商く10.0> 底 酸化 「U」の字状、穿孔。

第23図 10住-26 土師器 口(18.0) 残口縁片 にぶい橙 7 5YR6/4 口縁部やや厚く、短く外反。胴部外面、箆削り内面刷毛目。
PL.90 埋没土 甕 高く84> 底 酸化

第23図 10住 -27 土師器 口 (22.0) 残口縁片 橙 5YR7/6 口縁部薄く「コ」の字状、撫でを施すが崩れる。胴部外面
PL90 埋没土 甕 高く63> 底 酸化 箆削り、内面箆撫で。摩滅著しい。

第23図 10住ー 28 土師器 口 (22.0) 残口縁片 にぶい橙 7 5YR7/4 口縁部厚く、外反歪む。胴部外反箆削り、内面箆撫で。
PL.90 床直 甕 高く6.3> 底 酸化

第23図 10住ー 29 土師器 口 (180) 残上半部 橙 7.5YR6/6 口縁部「コ」の字状、崩れ外反。胴部外面箆削り、内面箆
PL90 床直 衷年 高く157> 底 酸化 撫で、やや厚い。

第23図 10住ー 30 口 19.8 残 3/4 にぶい橙 7.5YR6/4 口縁部大きく内傾。口唇部内斜。鍔上向き。底部箆削り、
PL90 埋没土 羽釜 高 27.7 底 74 酸化 平ら。胴部黒斑、下半部赤変。

第23図 10住— 31 土錘 長く22>外16内05 にぶい褐 7 5YR7/3 PL.90。埋没土。破片。2.6g。紡錘形か。

第23図 10住— 32 土錘 長 3.7 外1.2 内0.3 褐灰 7.5YR4/l PL90。埋没土。ほぽ完形。42g。細い筒形。いぶし状。

第23図 10住— 33 鉄製品 長く53> 短 0.9 PL.90。埋没土。破片。厚07cm。用途不明。

第25因 11住— 1 灰釉陶器 口 残底部片
灰白 2.5Y7/l 

付高台。口縁部外面一部、釉が垂れる。底部内面一部黒色。
PL.90 埋没土 裔台付碗 裔く30> 底 (68) 平滑。

第25図 11住ー 2 須恵器 口 126 残完形 黄灰 2.5Y6/l 硬質。底部右回転糸切り 。口唇部調整の補修痕あり 。
PL.90 埋没土 杯 古回 43 底 57 還元

第25図 11住— 3 須恵器 口 133 残 3/4 灰白 2.5Y7/l やや軟質。底部右回転糸切り 。底部器肉厚い。
PL90 埋没土 坪 商 4.2 底 7.0 還元

第25図 11住-4 須恵器 口 12.1 残 3/4 灰白 10YR7/l やや軟質。底部右回転糸切り 。磨滅気味。
PL.90 埋没土 坪 病 3.5 底 6.6 還元

第25図 11住— 5 須恵器 口 残底部片 灰白 7.5Y8/l 硬質。底部右回転糸切り 。一部黒色。内面重ね焼き痕残る。
PL.90 埋没土 杯 高く3.1>底 （6.6) 還元

第25図 11住— 6 須恵器 口(146) 残 1/2 褐灰 10YR6/l 硬質。底部右回転糸切り後、付高台。高台部整っているが
PL.90 床直 高台付婉 古向 5.3 底 78 還元 口縁部歪む。

第25図 11住— 7 須恵器 口 144 残 1厄 褐灰 10YR6/l 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。形状は楕円形歪む。
PL90 埋没土 高台付婉 古向 50 底 64 還元 摩滅著しい。

第25図 11住— 8 土錘 長 6.0 外 2.0 内05 褐灰 10YR6/l PL90。埋没土。完形。18.6g。紡錘形。
第25因 11住— 9 土錘 長 53 外 2.2内 0.4 灰白 lOYRS/1 PL.90。埋没土。完形。188 g。紡錘形。

第25図 11住— 10 土錘 長 3.8 外1.7 内0.4 灰白 10YR8/2 PL90。埋没土。 1/2。70g。紡錘形。

第25図 11住— 11 土師器 口 (20.0) 残口縁片 にぶい褐 7 5YR5/4 口縁部外反、器肉厚い。胴部外面横箆削り、内面横刷毛目。
PL.90 埋没土 甕 高く73> 底 酸化 割れ口に欠損後の穿孔残る。

第25図 11住 — 12 土師器 口(146) 残口縁片 にぶい赤褐 5YR5/4 口縁部短く横撫で。胴部内外面、ロクロ調整による横撫で、
PL90 埋没土 甕 高く5.1> 底 酸化 内面煤付着。

第25図 11住— 13 土師器 口 (200) 残 2(3 にぶい赤褐 5YR6/4 口縁部外面ボタン状の粘土貼付、補修痕か。胴部外面箆削
PL90 埋没土 斐 高く17.4> 底 酸化 り、内面箆撫で。外面黒色。やや摩滅。

第25図 11住— 14 土師器 口(126) 残 1/4 にぶい橙 7.5YR6/4 口縁部「コ」の字状、器肉やや厚く、短い。胴部外面箆削
PL90 埋没土 台付甕 高く134> 底 酸化 り内面箆撫で。一部煤付着、褐色。

第25図 11住— 15 土師器 口 残胴部片 にぶい橙 7 5YR6/4 口縁部「コ」の字状、崩れた形状と思われる。胴部外面縦
PL.90 埋没上 甕 高く11.4> 底 酸化 箆削り、内面横撫で、器肉やや厚い。外面一部煤付着。

第25図 11住— 16 土師器 口 残底部片 浅黄橙 10YR8/4 胴部外面縦箆削り、内面横箆撫で。平底、箆削り 。
PL.90 埋没土 甕 高く1.6> 底 （3.8) 酸化

第25図 11住— 17 土師器 口 残底部片 にぶい赤褐 5YR4/3 胴部外面箆削り、内面箆撫で。底部平底箆削り 。外面黒色。
PL90 埋没土 章コ 高く25> 底 （34) 酸化

第25図 11住— 18 土師器 口 100 残 2応 にぶい褐 7 5YR5/4 口縁部「コ」の字状、やや崩れ外反。胴部中央部、最大径。
PL90 埋没土 台付甕 高く107> 底 酸化 胴部外面箆削り内面箆撫で。一部煤付着。いぶし状、褐色。

第25図 11住— 19 土師器 口 残底部片 明赤褐 5YR5/6 胴部外面、縦箆削り 。内面横箆撫で。
PL.90 埋没土 甕 高く43> 底 酸化

第25図 11住— 20 須恵器 口 (22.6) 残口縁片 褐灰 10YR5/l 硬質。ロクロ調整。
PL.90 埋没土 甕 嵩く93> 底 還元

第25図 11住— 2 1 土師器 □(12.8) 残 1(2 にぶい橙 7 5YR6/4 口縁部外反。底部扁平、箆削り 。器高低い。
PL90 埋没土 杯 古四 2.6 底 8.8 酸化

第25因 11住ー 22 土師器 口 (10.2) 残口縁片 にぶい橙 5YR6/4 D縁部やや外反。底部扁平、箆削り 。
PL.90 埋没土 坪 古回 2.8 底 (7.4) 酸化

第25図 11住-23 土師器 口(12.3) 残口縁片 橙 5YR6/6 口縁部外反、先端内弯気味。底部平ら箆削り 。
PL.90 埋没土 坪 高 30 底 (8.3) 酸化

第26図 12住 ー1 須恵器 口 残底部片 白灰 2 5Y8/l 硬質。底部と周辺、回転箆削り調整。
PL.91 埋没土 杯 高く22> 底(10.0) 遠元

第26図 12住 ー2 須恵器 口 残底部片 にぶい黄橙 10YR7/3 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。
PL.91 埋没土 高台付塊 高く2.2>底 7.2 酸化

第26図 12住— 3 須恵器 口 (169) 残口縁片 浅黄 2.5Y7/3 軟質。器肉薄い。剥離、磨滅著しい。
PL.91 埋没土 境 高く2.7> 底 還元

第26図 12住— 4 須恵器 口 (21.0) 残口縁片 灰 N6/l 硬質。口唇部外反。
PL91 埋没土 婉 裔く3.5> 底 還元

第26図 12住— 5 須恵器 口 残底部片 灰黄褐 10YR6/2 軟質。底部右回転糸切り後、付商台。外面黒色気味。
PL.91 埋没土 高台付婉 高く2.2> 底 68 邸‘竺ュフーE 
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第 3章 検出された遺構と遺物

第26図 12住-6 土師器 口 (130) 残口縁片 橙 5YR6/6 口縁部外反。底部型肌。扁平。

PL.91 埋没上 杯 高 3.2 底 (9.3) 酸化

第26図 12住— 7 土師器 口(11.0) 残口縁片 にぶい橙 7 5YR6/4 口縁部外反。口唇部僅かに内弯。底部箆削り、扁平。

PL.91 埋没土 杯 裔く2.8> 底（6.8) 酸化

第27図 12住— 8 口 (28.0) 残口縁片 橙 7.5YR6/6 口縁部短く、大きく外反、 一部黒斑。

PL.91 埋没土 土釜 高く8.8> 底 酸化

第27図 12住— 9 口(17.4) 残上半部 にぶい黄褐 10YR5/4 口縁部内傾。口唇部丸い。鍔太い三角形、やや下向き 。

PL.91 埋没土 羽釜 裔く 143> 鍔 （226) 酸化

第27図 12住— 10 口(18.0) 残上半部 橙 5YR6/6 口縁部内傾。口唇部丸く内斜。鍔三角形、上向き。指頭圧

PL 91 埋没土 羽釜 高く218> 鍔 （228) 酸化 痕残る。歪み有り 。

第27図 12住— 11 口 (21.2) 残口縁片 橙 25YR7/8 口縁部僅かに内傾。口唇部平ら。鍔三角形、平ら。

PL.91 埋没土 羽釜 高く8.8> 鍔 （240) 酸化

第27図 12住— 12 口 (20.0) 残口縁片 にぶい橙 7 5YR7/4 口縁部直立、短い。鍔丸みを持ち平ら。一部黒斑。

PL.91 埋没土 羽釜 高く57> 鍔 (216) 酸化

第27図 12住— 13 口 残底部片 橙 5YR6/8 底部平底、調整痕不明。

PL 91 埋没土 土釜 高く43> 底(110) 酸化

第27図 12住ー 14 土師器 口 残台部片 にぶい橙 7 5YR6/4 胴部内面箆撫で。台部器肉厚い。

PL.91 埋没土 台付甕 翡く34> 底 (96) 酸化

第27図 12住~ 15 土錘 長 34 外 09 内 03 灰黄褐 10YR6/2 PL.91。埋没土。ほぼ完形。2.4g。細い紡錘形。

第27図 12住— l6 鉄製品 長 9.6 短 4.7 厚 03 PL 91。埋没土。完形。計測値54X24X09。用途不明。

第27図 12住ー 17 帯飾 長 3.9 短 28 厚 07 珪質頁岩 PL.91。堀り方。平滑。裏面 2穴 1対、膝り穴 1ヶ所使用。

第29図 13住-1 須恵器 □ (9.0) 残 l(3 にぶい橙 7.5YR7/4 軟質。底部静止糸切り 。周辺箆削り 。一部黒色。

PL.91 床直 皿 高 2.6 底 (5.2) 酸化

第29図 13住 — 2 須恵器 口 残底部片 褐灰 10YR6/l 硬質。底部右回転糸切り 。

PL.91 埋没土 婉 高く17> 底（60) 坦"nプ-じ

第29図 13住 -3 須恵器 口 117 残完形 にぶい橙 7 5YR7/4 軟質。底部糸切り離し後、付高台。口縁部1/3の範囲、煤付

PL.91 床直 高台付婉 高 4 1 底 63 酸化 心圭 o 

第29図 13住— 4 須恵器 口 残底部片 にぶい黄橙 10YR7/3 硬質。底部右回転糸切り後、付嵩台。

PL.91 床直 高台付碗 高く15> 底 （56) 坦‘皿尤ー

第29図 13住— 5 口 残底部片 にぶい黄橙 10YR7/4 平底。一部煤付祐、褐色。

PL 91 床直 羽釜 高く94> 底 70 酸化

第29図 13住— 6 口 残把手片 灰黄褐 10YR6/2 上半部二次加熱赤変。端部黒色、傾斜する。

PL 91 床直 把手付甕 長 11.0 径 3.3 酸化

第29図 13住— 7 土錘 長 4.0 外 1.9 内 03 黄灰 2 5YR5/l PL.91。埋没土。完形。126g。紡錘形。いぶし状、 一部黒色。

第29図 13住-8 釘 長く6.4>短 1.1 PL.91。床直。 1/2。厚0.6cm。

第29図 13住— 9 釘 長 3.3 短 0.6 PL 91。床直。破片。厚0.4cm。

第29図 13住ー 10 磨石 長く7.1> 短 5.2 石英閃緑岩 PL.91。床直。 1/3。255g。厚4.8cm。擦痕有り 。

第30図 14住ー 1 須恵器 口 残底部片 にぶい黄橙 10YR7/2 軟質。底部回転糸切り後、付高台。摩滅著しい。

PL 91 床直 高台付婉 高く2.7> 底 6.6 酸化

第30図 14住ー 2 須恵器 口(151) 残 1/2 明褐灰 7 5YR7/l 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。一部黒斑、赤変。内

PL.91 床直 商台付婉 高 56 底 74 坦、F フ-E 面摩滅著しい。

第32図 15住ー 1 緑釉陶器 口 残体部片 浅黄橙 7.5YR8/3 硬質。陰刻花文。施釉、灰オリーブ5Y6/2。

PL.91 埋没土 碗 高く2.6> 厚 0.4 

第32図 15住-2 灰釉陶器 □(16 8) 残 1/2 灰白 2.5Y7/l 付高台。体部下半回転箆削り 。泊け掛け、オリーブ灰

PL 91 床直 皿 高 33 底 90 2 5GY6/l。底部内面中央も付着。輪状の重ね焼き痕。

第32図 15住— 3 灰釉陶器 口 (104) 残 1/3 灰白 2.5Y8/l 付高台。口唇部漬け掛け、オリープ灰 IOYS/2。

PL 91 埋没土 高台付碗 古回 37 底 46 

第32図 1 5住— 4 須恵器 口 残つまみ 灰白 10YR8/l やや軟質。ボタン状摘み。頂部回転糸切りか、接合部反転

PL 91 埋没土 短頸壷摘 高く18> 摘径 35 邸‘竺冗ー した痕残る。

第32図 15住— 5 須恵器 口 (6.9) 残 1/3 にぶい黄 2 5YR6/3 軟質。底部右回転糸切り 。席滅著しい。

PL 91 床直 杯 高 48 底 (61) 酸化

第32図 1 5住— 6 須恵器 口 残底部片 にぶい黄橙 10YR6/4 軟質。底部右回転糸切り。摩滅気味。

PL 91 床直 杯 高く2.0> 底（6.2) 酸化

第32図 15住— 7 須恵器 口 残底部片 灰白 2 5Y7/l 軟質。口縁部中位で欠損後、対応する 2ヶ所を 5cm欠く 。

PL.91 床直 高台付婉 高く1.8> 底 還元 高台部も欠損し、耳皿としての二次利用か。

第32図 15住— 8 須恵器 口(14.2) 残 1/4 灰白 10YR7/l 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。摩滅気味。

PL.92 埋没土 高台付婉 古向 5.5 底 6.9 坦、PS=冗

第32図 1 5住— 9 須恵器 □(14.4) 残 1/4 にぶい橙 5YR6/4 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。径小さい。磨滅気味。

PL 92 埋没土 高台付碗 高 5.7 底 60 酸化

第32図 15住— 10 須恵器 □(13 2) 残 2/3 にぶい黄 2.5Y6/3 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。摩滅著しい。

PL.92 埋没土 高台付婉 古向 4.7 底 6.3 酸化

第32図 15住— 11 須恵器 口 14.4 残 1/2 灰黄 2 5Y7(2 軟質。付高台。歪み有り 。摩滅気味。

PL.92 埋没土 高台付婉 高 5.7 底 62 追、四冗一

第32図 15住-12 須恵器 口(14.4) 残 1/3 白灰 5YR7/l 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。径小さい。 6mmの砂

PL.92 埋没土 高台付婉 高 5.5 底 (6.2) 逗、'"'=冗 粒僅かに含む。摩滅気味。

第32図 1 5住— 13 須恵器 口 (155) 残 l/2 にぶい橙 7 5YR7/4 軟質。底部回転糸切り後、付高台。端部欠損。胎土良好。

PL.92 床直 高台付婉 高く57> 底 酸化

第32図 15住-14 須恵器 口 (138) 残口縁片 灰黄 2 5Y6厄 軟質。器肉薄い。摩滅気味。

PL.91 床直 高台付塊 高く51> 底 池、,.,·プ—じ

第32図 1 5住— 15 須恵器 口(136) 残口縁片 黄灰 2.5Y6/l 軟質。外面一部黒斑。摩滅気味。

PL.91 埋没土 高台付婉 高く38> 底 虚、F J-じ
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第4節 A~C区から検出された遺物の観察

第32因 15住— 16 須恵器 口 残底部片 にぶい褐 7 5YR6/3 軟質。付高台。磨滅著しい。
PL 91 床直 高台付婉 商く3.9> 底 (6.1) 遠元

第32図 15住ー 17 須恵器 口 残底部片 にぶい黄橙 10YR7/3 軟質。付高台。摩滅著しい。
PL 91 埋没土 高台付婉 高く30> 底 6.4 酸化

第32図 15住-18 須恵器 口 残底部片 灰白 N7/ 軟質。付高台。摩滅著しい。
PL.91 床直 高台付婉 高く1.7> 底 70 邸·,~=フじ

第32図 15住-19 土師器 口 86 残 1/3 にぶい橙 5YR6/4 口縁部外反歪み有り 。器肉薄い。底部型肌。
PL.92 埋没土 杯 尚 35 底 62 酸化

第32図 15住ー 20 土師器 口(110) 残 1/4 にぶい黄橙 10YR7/4 口唇部僅かに内弯。底部型肌。
PL92 埋没土 坪 高 32 底 (6.8) 酸化

第32図 15住— 21 土師器 口 残底部片 にぶい橙 7 5YR6/4 底部型肌。
PL 92 埋没土 杯 高く4.0> 底 8.0 酸化

第32図 15住— 22 土師器 口(130) 残口縁片 にぶい橙 7.5YR6/4 口縁部外反。器肉薄い。底部型肌。いぶし状、褐色。
PL.92 床直 杯 高 3.2 底 (86) 酸化

第33図 15住ー 23 須恵器 口 23.8 残 3/4 灰 5Y6/l 軟質。体部下位、横箆削り調整。口縁部楕円形。
PL.92 埋没土 片口鉢 高く 14.0> 底 坦、an冗-

第33図 15住— 24 須恵器 口 (20.0) 残口縁片 灰 N4/ 硬質。口縁部下半部、縦10mmの箆当て、連続して巡る。
PL92 床直 甕 高く6.5> 底 酸化

第33図 15住— 25 土師器 口 (20.0) 残口底片 にぶい橙 7.5YR6/4 口縁部「コ」の字状、やや崩れる。底部箆削り、平底、 一
PL.92 埋没土 甕 高 (23.5) 底 3.0 酸化 部黒斑。

第33図 15住— 26 土師器 口 (280) 残口縁片 橙 7.5YR6/6 口縁部「コ」の字状、やや崩れる。胴部外面横箆削り、内
PL.92 埋没土 衷年 高く65> 底 酸化 面横箆撫で。

第33図 15住ー 27 土師器 口 (206) 残口縁片 橙 5YR6/6 口縁部「コ」の字状、やや崩れる。胴部外面横箆削り 、摩
PL92 埋没土 甕 高く89> 底 酸化 滅著しい。

第33図 15住ー 28 紡錘車 長 4.9 短 4.9 砥沢石 PL 92。埋没土。完形。351g。厚1.0cm。不整形。
第33図 15住— 29 敲石 長 195 短 6.0 ひん岩 PL92。埋没土。完形。1.092kg。厚61cm。敲き痕、擦痕有。
第33図 15住— 30 敲石 長 12.l 短 8.1 粗粒頼石安山岩 PL.92。埋没土。完形。755g。厚48cm。蔽き痕、擦痕有。
第33図 15住— 31 磨石 長 7.9 短 6.5 租粒輝石安山岩 PL92。埋没土。完形。164g。厚18cm。側面に敲き痕。

第35図 16住— l 土師器 口 13.0 残完形 明赤褐 5YR5/6 口縁部内弯気味に立ち上がる。底部箆削り、扁平。器肉薄
PL92 床直 坪 高 37 底 80 酸化 い。摩滅著しい。

第35図 16住— 2 土師器 口 残肩部片 にぶい橙 7 5YR6/4 口縁部「＜」の字状、器肉簿い。
PL92 埋没土 甕 高く6.0> 厚 0.3 酸化

第35図 16住— 3 土師器 口 (20.0) 残口縁片 明赤褐 5YR5/6 口縁部大きく外反。長胴で外面縦箆削り、内面横箆撫で。
PL92 床直 甕 高く12.9> 底 酸化 器肉やや厚い。いぶし状、褐色。

第35図 16住— 4 磨石 長 16.8 短 72 石英閃緑岩 PL.92。床直。完形。839g。厚39cm。端部に敲き痕。
第35図 16住-5 磨石 長 9.5 短 49 粗粒暉石安山岩 PL.92。埋没土。完形。180g。厚2.5cm。
第35図 16住— 6 磨石 長 11.7 短 4.4 粗粒輝石安山岩 PL92。埋没土。完形。185g。厚25cm。平滑、掠痕。
第35図 16住・ 7 磨石 長く104> 短くSO> 粗粒輝石安山岩 PL.92。埋没土。破片。<398>g。原3.2cm。片面いぶし状。

第37図 17住-1 緑釉陶器 口(170) 残口縁片 灰白 lOYRSだ 軟質。陰刻花文。施釉、オリープ灰10Y6/2。一部剥離。
PL.93 埋没土 碗 高く37> 底

第37図 17住-2 灰釉陶器 □(14 0) 残 1/3 明オリープ灰 5GY7/l 付高台。口縁部施釉、オリープ灰2.5GY6/l。釉剥離気味。
PL.93 埋没土 高台付碗 古回 4.2 底 (73) 

第37図 17住— 3 須恵器 口 (130) 残 l(3 灰白 2 5Y8/l 軟質。底部回転糸切り 。黒斑。摩滅著しい。
PL.93 埋没土 杯 高 37 底 50 邸、四冗一

第37図 17住— 4 須恵器 口 残底部片 灰 5Y6/l 硬質。底部右回転糸切り 。
PL.93 埋没土 杯 高く17> 底 5.5 珀•四ふこ厄

第37図 17住— 5 須恵器 口 13.3 残完形 灰白 5YR8/l 硬質。底部右回転糸切り後、付高台。一部黒斑。
PL93 床直 高台付婉 高 50 底 6.0 遠元

第37図 17住— 6 須恵器 口 残底部片 灰白 5Y7/l やや軟質。底部右回転糸切り後、付高台。器肉厚い。
PL 93 埋没土 高台付坑 高く2.5>底 67 返9ヽmプ-E 

第37図 17住— 7 須恵器 口 14.7 残 3/4 灰白 7.5Y7/l 軟質。底部回転糸切り後、付嵩台。摩滅著しい。
PL 93 埋没土 高台付婉 高 5.6 底 7.1 遠元

第37図 17住-8 須恵器 □ 残底部片 明褐灰 7.5YR7/l 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。内面底部回転伴う箆
PL 93 埋没土 高台付婉 高く43> 底 62 遠元 撫でによる稜、やや強く残る。摩滅気味。

第37図 17住-9 土師器 口 (21.0) 残上半部 橙 75YR6/6 口縁部「コ」の字状、やや崩れ原い。胴部外面一部黒色付
PL.93 埋没土 甕 裔<17.2> 底 酸化 着。箆削り、内面刷毛目 。摩滅。

第38図 18住-1 須恵器 口(12.4) 残 2応 にぶい掲 75YR6/3 軟質。底部右回転糸切り、黒斑。
PL.93 床直 杯 高 3.8 底 62 酸化

第38図 18住— 2 須恵器 口 (9.0) 残 1/6 橙 5YR6/6 軟質。底部右回転糸切り 。摩滅気味。
PL93 埋没土 杯 高 23 底 （5O) 酸化

第38図 18住— 3 須恵器 口 15.1 残完形 にぶい橙 7 5YR7/4 軟質。底部右回転糸切り 。口縁部回転伴う箆撫で、凹み残
PL93 床直 婉 商 46 底 7.4 酸化 る。

第38図 18住— 4 須恵器 口 残底部片 にぶい橙 7.5YR7/4 軟質。底部右回転糸切り 。18住-3に近似。
PL93 埋没土 杯 高く2.0> 底 7.0 酸化

第39図 18住— 5 須恵器 口(112) 残 1/4 灰 10Y6/l 硬質。底部右回転糸切り 。付高台。
PL.93 埋没土 高台付塊 高 4.0 底 (7.0) 坦、9”1冗-

第39図 18住 -6 青磁 口 残体部片 灰白 2 5Y7/l 貫入。施釉、明オリープ灰25GY7/l。龍泉窯系。
PL.93 埋没土 碗 高く25> 厚 0.6 

第39図 18住— 7 口 (250) 残口縁片 橙 5YR6/6 口縁部内傾、口唇部平ら。鍔上向き 。胴部外面縦箆削り、
PL.93 埋没土 羽釜 高く105> 底 酸化 摩滅気味。

第39図 18住— 8 金屈片 長 43 短 2.9 PL.93。埋没土。破片。厚0.5cm。用途不明。
第39図 18住— 9 砥石 長く5.0> 短 4 l 砥沢石 PL.93。埋没土。破片。100g。厚2.9cm。四面使用。
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第3章 検出された遺構と遺物

第41図 19住ー 1 須恵器 □(170) 残完形 灰白 2.5YR7/l 軟質。端部短く折れ、一部補修痕。天井部右回転糸切り 。

PL93 床直 蓋 古向 2.4 天径 6.8 邸、四フ一じ 5 mmの白色粒含む。摩滅気味。摘み無し。

第41図 19住ー 2 須恵器 口(120) 残 1/4 灰黄褐 10YR5/2 軟質。底部右回転糸切り 。重ね焼きにより、口唇部以外黒

PL93 埋没土 杯 高 39 底 (4.6) 迅ヽ●●九 色。摩滅気味。

第41図 19住 -3 須恵器 口 残底部片 灰白 5Y6/l 硬質。底部右回転糸切り 。内面やや摩滅。

PL.93 埋没土 坪 高く09> 底く5.8> 還元

第41図 19住-4 須恵器 口 04.0) 残 1/3 にぶい赤褐 2 5YR5/4 軟質。底部右同転糸切り 。口唇部外面黒色。

PL.93 埋没土 杯 高 3.9 底 6.4 酸化

第41図 19住 -5 須恵器 口 12.9 残 完形 灰白 10YR7/l 軟質。底部右回転糸切り 。口縁部楕円形。磨滅著しい。

PL.93 床直 杯 高 3.2 底 5.4 酸化

第41図 19住— 6 須恵器 口 残底部片 黄灰 2 5Y6/l 硬質。底部右回転糸切り後、付商台。7mmの白色粒僅かに

PL.93 床直 裔台付塊 高く4.4>底 7.4 邸、皿フ一じ 含む。

第41図 19住— 7 土師器 □(12 0) 残 1/2 明赤褐 5YR5/6 口縁部外反。口唇部僅かに内弯。底部箆削り、平ら。

PL.93 埋没土 坪 高 3.0 底 (8.0) 酸化

第41図 19住— 8 土師器 口 (11.4) 残 l/3 橙 7.5YR6/6 口縁部外反。底部箆削り 、平ら。

PL.93 埋没土 坪 高 3.0 底 8.4 酸化

第41図 19住— 9 土師器 □(19.0) 残口縁片 にぶい橙 7 5YR7/4 口縁部「コ」の字状、崩れる。口唇部大きく外反、やや厚

PL.93 埋没土 甕 高く5.7> 底 酸化 く短い。胴部外面箆削り 、内面刷毛目。

第41図 19住— 10 土師器 □(18 8) 残口縁片 橙 5YR6/6 口縁部「コ」の字状、器肉薄い。胴部外面横箆削り、箆撫

PL.93 埋没土 甕 高く63> 底 酸化 で。

第41図 1 9住— 11 土師器 口 (190) 残口縁片 明赤褐 5YR5/6 口縁部「コ」の字状、摩滅気味。

PL.93 埋没土 甕 高く48> 底 酸化

第41図 19住-12 土師器 口 (20.0) 残口縁片 明赤褐 5YR5/6 口縁部「コ」の字状、崩れる。胴部外面横箆削り、内面箆

PL93 埋没土 甕 高く68> 底 酸化 撫で。摩滅気味。

第41図 19住-13 土師器 口 (20.0) 残口縁片 明赤褐 5YR5/6 口縁部「コ」の字状、下部崩れる。器肉薄い。胴部外面箆

PL93 埋没土 甕 高く8.5> 底 酸化 削り、内面箆撫で。外面一部黒斑。

第42図 19住— 14 土師器 口 (18.0) 残上半部 明赤褐 5YR5/6 口縁部緩やかに外反。胴部外面横箆削り、内面箆撫で。器

PL93 埋没土 甕 高く13.8> 底 酸化 肉薄い。

第42図 19住— 15 土師器 口 (20.0) 残上半部 にぶい橙 7.5YR6/4 口縁部緩やかな「く」の字状、歪み有り 。胴部外面横箆削

PL.93 埋没土 甕 高く10.6> 底 酸化 り、内面横箆撫で。器肉薄い。

第42図 19住ー 16 土師器 口 (22.0) 残口縁片 にぶい橙 5YR6/4 口縁部「コ」の字状、崩れ緩やかに外反。器肉薄い。胴部

PL.93 埋没土 甕 裔く52> 底 酸化 外面箆削り、内面箆撫で。

第42図 19住— 17 土師器 口 (220) 残口縁片 橙 5YR6/6 口縁部「コ」の字状、下部崩れる。

PL93 埋没土 甕 高く52> 底 酸化

第42図 19住ー 18 土師器 口(19.0) 残口縁片 橙 5YR6/6 口縁部「コ」の字状、器肉薄い。胴部一部黒斑、外面箆削

PL93 埋没土 甕 商く114> 底 酸化 り、内面箆撫で。

第42図 19住-19 土師器 口 残底部片 橙 5YR6/6 底部箆削り扁平。胴部外面箆削り、内面箆撫で。器肉薄い。

PL93 埋没土 甕 尚く74> 底 （3.6) 酸化

第42図 19住ー 20 土師器 口 残底部片 橙 5YR6/6 胴部外面縦箆削り、内面箆撫で剥離。器肉薄い。

PL93 埋没土 甕 高く9.2>底 3.5 酸化

第42図 19住ー 21 土師器 口 残底部片 橙 5YR6/6 胴部外面縦箆削り、内面箆撫で。内面いぶし状、黒色。器

PL.93 埋没土 甕 高く8.0> 底 （39) 酸化 肉薄い。

第42図 19住ー 22 土師器 口 残底部片 明赤褐 5YR5/6 底部箆削り 、平ら。胴部外面箆削り、内面箆撫で。

PL.93 埋没土 衷年 嵩＜2.0> 底 （44) 酸化

第42図 19住-23 鉄製品 長く5.8> 短 2.2 PL93。埋没土。茎破片。厚0.4cm。用途不明。

第42図 19住ー 24 刀子 長く84> 短 09 PL.93。堀り方。茎破片。厚04cm。木質部。

第42図 19住ー 25 磨石 長 8.8 短 5.9 ロツ岳軽石 PL93。床直。 1/2。149g。原4.6cm。二次利用。擦痕有り 。

第42図 19住ー 26 敲石 長 12.4 短 4.9 溶結擬灰岩 PL93。埋没土。完形。348g。厚4.2cm。敲き痕、擦痕有り 。

第42図 19住— 27 敲石 長 177 短 80 粗粒輝石安山岩 PL.93。床直。完形。1.368kg。厚63cm。磨面。

第43図 20住— l 須恵器 口(125) 残 1/3 灰黄 2.5¥6(2 軟質。底部右回転糸切り、やや厚い。摩滅気味。

PL.94 床直 杯 高 4.2 底 63 坦、E 冗-

第43図 20住— 2 土師器 口 116 残 1(2 にぶい橙 5YR6/4 口縁部外反、楕円形歪み有り 。底部箆削り、扁平。

PL.94 埋没土 杯 古四 35 底 88 酸化

第43図 20住― 3 土師器 口 125 残完形 橙 5YR6/6 口縁部外反、体部との境に稜。底部箆削り、扁平。器高低

PL.94 埋没土 杯 古回 37 底 80 酸化 し‘o

第44図 20住— 4 土師器 口(12.4) 残 1/4 橙 7.5YR6/6 口縁部外反。口唇部僅かに内弯。底部平ら、型肌成形の後

PL.94 埋没土 杯 高 3.3 底 (8.6) 酸化 周辺箆削り。外面一部いぶし状。磨滅気味。

第44図 20住 -5 土師器 口 12.7 残完形 橙 5YR7/8 口縁部外反。口唇部強く内弯。歪む。底部箆削り、扁平。

PL.94 床直 杯 高 3.7 底 4.3 酸化 摩滅気味。

第44図 20住— 6 士師器 口 11.6 残完形 橙 75YR6/6 口縁部外反。 口唇部内弯。歪み著しい。底部箆削り、扁平。

PL.94 床直 坪 古向 3.4 底 8.5 酸化

第44図 20住— 7 土師器 □(19.0) 残 1応 にぶい橙 7 5YR7/4 口縁部先端やや内弯。体部箆削り、内面横撫で。底部箆削

PL.94 埋没土 鉢 古向 9.5 底(108) 酸化 り扁平。

第44図 20住— 8 土師器 口 (21.0) 残口縁片 明赤褐 5YR5/6 口縁部「コ」の字状。胴部外面箆削り、内面箆撫で。器肉

PL.94 床直 甕 高く8.2> 底 酸化 薄い。

第44図 20住— 9 土錘 長 38 外 1.9 内0.8 灰白 10YR8(2 PL.94。埋没土。ほぽ完形。9.0g。紡錘形。

第44図 20住 — 10 刀子 長く137> 短 1.1 PL.94。埋没土。破片。厚0.6cm。

第44図 20住— 11 刀子 長く132> 短 18 PL.94。床直。破片。 1/2。厚0.7cm。

第44図 20住 ー12 鉄鏃 長 9.8 短 1.0 PL.94。埋没土。完形。厚03cm。

第44図 20住— 13 紡錘車 長44 短4.3 厚 13 蛇文岩 PL.94。埋没土。ほぽ完形。31.8g。刻書「有本」「大用」。

第44図 20住— 14 磨石 長 12.9 短 4.1 粗粒輝石安山岩 PL.94。埋没土。完形。335g。厚3.5cm。擦痕有り 。

第44図 20住ー 15 石皿 長 177 短 15.8 粗粒輝石安山岩 PL.94。床直。完形。2.662kg。厚60cm。擦痕有り 。
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第4節 A~C区から検出された遺物の観察

第46図 21住— l 須恵器 口 16.6 残完形 白灰 10Y7/l 硬質。環状摘み接合後、天井部箆削り 。端部短く折れる。
PL.94 床直 蓋 高 2.8 摘径 4.4 還元

第46図 21住— 2 土師器 口(12.0) 残口縁片 にぶい橙 7 5YR6/4 口縁部外反、口唇部弱い稜。底部型肌。
PL94 埋没土 杯 古四 38 底 (6.0) 酸化

第46図 21住— 3 磨石 長 139 短 43 粗粒輝石安山岩 PL94。床直。完形。493g。厚4.8cm。全面平滑。

第46図 2 1住— 4 磨石 長 10.7 短 3.6 ひん岩 PL94。床直。完形。235g。厚33cm。

第48図 22住 -1 須恵器 口(15.0) 残口縁片 灰 7.5Y5/l 軟質。全体いぶし焼成、黒色。
PL.94 埋没土 高台付婉 高く47> 底 還元

第48図 22住— 2 土師器 口 14.3 残 2/3 橙 75YR7/6 砂底、平ら。
PL.94 床直 塊 古向 5.3 底 5.8 酸化

第48図 22住— 3 土師器 口(12.3) 残口縁片 橙 5YR6/6 口縁部内弯。底部箆削り、扁平。器肉薄い。
PL94 埋没土 杯 古向 33 底(10.4) 酸化

第48図 22住— 4 土師器 口 (132) 残口縁片 橙 5YR7/6 口縁部僅かに内弯。底部箆削り、扁平。器肉薄い。
PL.94 埋没土 杯 高 28 底(10.8) 酸化

第48図 22住— 5 土師器 口(14.0) 残 1/3 橙 5YR6/6 口縁部外反、下半部一段箆削り、底部箆削り、扁平。
PL.94 埋没土 坪 高 3.7 底 (9.2) 酸化

第48図 22住— 6 土師器 口(19.0) 残口縁片 橙 5YR6/6 口縁部「コ」の字状。内外面摩滅気味。
PL.94 埋没土 甕 高く5.0> 底 酸化

第48図 22住— 7 土師器 口 (14.0) 残口縁片 にぶい橙 7 5YR6/4 口縁部「コ」の字状、やや庫＜崩れる。胴部外面箆削り、
PL.94 埋没土 甕 高く53> 底 酸化 内面箆撫で。

第48図 22住— 8 土師器 口 156 残坪部片 橙 5YR6/6 杯部内外面、暗文施す。脚部との接合ホゾを差し込む。胎
PL.94 埋没土 高坪 高く58> 底 酸化 土水漉し緻密。剥離気味。

第48図 22住-9 土師器 口(160) 残口縁片 にぶい橙 7.5YR7/4 口縁部外反。内外面共に放射状、暗文。
PL.94 床直 亜ギ 高く59> 底 酸化

第48図 22住ー 10 須恵器 口 残胴部片 灰 N5/ 硬質。胴部外面平行叩き目、内面当て目の後、平行叩き目 。
PL.94 埋没土 甕 高く385> 厚 0.8 還元 5 mmの白色粒少巖含む。

第48図 22住— 11 土錘 長 63 外 2.1 内03 黒 10YR2/l PL.94。埋没土。完形。21.1g。紡錘形。いぶし状、黒色。

第48図 22住— 12 土錘 長 4.8 外 18 内03 褐灰 10YR6/l PL94。埋没土。ほぽ完形。15.7g。紡錘形。いぶし状褐色。

第48図 22住— 13 土錘 長 5.0 外1.8 内 0.4 黒 25Y2/l PL94。埋没土。完形。135 g。紡錘形。いぶし状、黒色。

第49図 23住— 1 須恵器 口 12.8 残完形 灰 7.5Y6/l 硬質。底部回転糸切り後、回転箆削り調整。内外面に火欅。
PL.95 埋没土 杯 尚 3.6 底 7.2 池̀1プ-じ

第49図 23住ー 2 須恵器 口 残底部片 にぶい黄橙 10YR6/4 軟質。底部回転糸切り後、付高台。割れ口に穿孔か。
PL.95 床直 高台付婉 高く1.9> 底 （7.0) 酸化

第49図 23住— 3 土師器 口 (11.3) 残口縁片 明赤褐 5YR5/6 口縁部緩やかに外反。底部箆削り、扁平。
PL.95 埋没土 杯 高く3.0> 底 （95) 酸化

第49図 23住— 4 土師器 口 残底部片 にぶい橙 7 5YR6/4 底部箆削り、平底、黒斑。胴部外面箆削り、内面箆撫で。
PL.95 埋没土 甕 高く17> 底 (5.0) 酸化

第49図 23住— 5 土師器 口 125 残 3/4 明赤褐 5YR5/6 口縁部「コ」の字状、僅かに崩れ外反。胴部外面箆削り、
PL 95 床直 台付甕 高く157> 胴径15.3 酸化 内面箆撫で。台部欠損。

第49図 23住— 6 磨石 長 123 短 3.7 緑色片岩 PL95。床直。完形。115g。厚1.8cm。擦痕有り 。

第49図 23住 ・7 磨石 長 13.6 短 5.1 変質安山岩 PL95。床直。完形。562g。厚39cm。全体平滑。

第50図 24住-1 須恵器 口(116) 残口縁片 にぶい黄橙 10YR6/3 軟質。底部平底。口縁部いぶし状、褐色。摩滅気味。
PL.95 埋没土 杯 高 38 底 (5.6) 遥元

第50図 24住-2 須恵器 口 12.3 残 1/3 灰白 2.5Y7/l 軟質。底部平底。底部黒斑。摩滅気味。
PL.95 埋没土 杯 高 37 底 (5.0) 還元

第50図 24住— 3 須恵器 口 残底部片 灰白 5Y7/l 硬質。底部、口縁下部、回転伴う箆削り調整。底部割れ口
PL.95 床直 杯 高く1.3> 底 （8.0) 還元 に穿孔。

第50図 24住— 4 須恵器 口(14.4) 残 l(3 灰黄 2 5Y7(2 軟質。底部同転糸切り後、付高台。器肉薄い。摩滅著しい。
PL95 床直 高台付塊 高 4.4 底 6.8 還元

第51図 24住— 5 須恵器 口(152) 残 1(2 にぶい黄橙 10YR6/3 軟質。底部右回転糸切 り後、付高台か。一部黒斑、赤変。
PL.95 床直 商台付婉 古向• 53 底 67 還元 摩滅著しい。

第51図 24住 -6 須恵器 口 14.0 残 l厄 にぶい橙 5YR6/4 軟質。付高台。底部摩滅。口縁部歪む。
PL.95 床直 高台付婉 古向 5.2 底 58 酸化

第51図 24住— 7 土師器 口(117) 残 1/2 にぶい橙 5YR6/4 底部型肌、扁平。
PL.95 床直 坪 古向 3.7 底 (7.0) 酸化

第51図 24住-8 土師器 口 (20.1) 残 1/4 にぶい褐 7.5YR5/4 口縁部「コ」の字状、崩れ歪む、器肉厚い。一部黒斑。胴
PL.95 床直 甕 高 （23.7) 底 4.5 酸化 部一部煤付着。

第51図 24住— 9 口 (25.8) 残口縁片 にぶい橙 7 5YR7/3 口縁部直立。口唇部平ら。鍔下向き気味。一部黒斑。赤変。
PL95 床直 羽釜 高く22.5> 鍔 （27.8) 酸化

第51図 24住 ー10 土錘 長 4.9 外1.8 内 0.8 浅黄橙 10YR8/3 PL95。埋没土。完形。99g。紡錘形。

第51図 24住— 11 磨石 長 9.7 短 29 厚 22 祖粒輝石安山岩 PL.95。床直。完形。85g。全面平滑。

第53図 25住— 1 灰釉陶器 口 残底部片 灰白 5Y7/l 付高台。体部下半回転箆削り 。漬け掛け、灰白25Y8/l。内
PL.95 埋没土 高台付碗 高く34> 底 70 面底部璽ね焼き痕、黒色・金色付着、平滑。

第53図 25住— 2 土師器 口 78 残完形 にぶい橙 7 5YR7/4 口縁部対応する 2ヶ所、指で摘んで内弯する。内面撫で、
PL.95 床直 耳皿 高 21 底 34 還元 外面指押さえ。底部小さく平ら、砂底。

第53図 25住— 3 須恵器 口 13.8 残完形 黄灰 2 5Y6/l やや軟質。底部右回転糸切り 。楕円形。
PL.95 床直 坪 古向 4.3 底 6.6 逗、匹冗一

第53図 25住— 4 土師器 口(120) 残口縁片 にぶい橙 7.5YR6/4 口縁部緩やかに外反。底部箆削り、平ら。
PL95 床直 杯 高 33 底 （75) 酸化

第53図 25住 ・5 須恵器 口 (14.0) 残 1/3 灰白 10YR7/l 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。径小さい。一部赤変。
PL95 埋没土 高台付婉 高 5.4 底 6.0 逗、pu冗-
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第3章 検出された遺構と遺物

第53図 25住— 6 須恵器 口 12.8 残 3/4 灰白 25Y8/2 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。楕円形。摩滅気味。

PL.95 床直 高台付婉 高 5.3 底 64 還元

第53図 25住— 7 須恵器 □(14.0) 残 1/4 にぶい橙 7 5YR6/4 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。接合粗雑。摩滅気味。

PL95 埋没土 高台付婉 高 50 底 (64) 酸化

第53図 25住— 8 須恵器 口 残底部片 灰白 5Y7/l 軟質。底部回転糸切り後、付高台。径やや大きい。摩滅著

PL.95 床直 高台付婉 高く22> 底（76) 坦で口L冗一 しい。

第53図 25住— 9 須恵器 口 残底部片 明褐灰 7 5YR7/l 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。断面黒色。

PL.95 床直 高台付婉 高く21> 底 70 還元

第53図 25住— 10 磨石 長 112 短 36 砂質頁岩 PL95。埋没土。完形。168g。厚2.3cm。全体ほぼ平滑。

第54図 26住— l 須恵器 □(13 3) 残口縁片 暗灰黄 2.5Y5厄 軟質。底部回転糸切り 。全体いぶし状、黒色。

PL95 埋没土 坪 古向 35 底 (60) 遠元

第54図 26住— 2 須恵器 口 残底部片 にぶい黄 2 5Y6/3 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。底部外面黒色、内面

PL95 埋没土 高台付婉 高く29> 底 64 還元 一部赤変。

第54図 26住— 3 須恵器 口 残底部片 橙 7.5YR7/6 軟質。付高台。端部欠損、底部中央薄い。内面いぶし状、

PL.95 埋没土 高台付婉 高く3.0> 底 酸化 褐色。

第54図 26住— 4 土師器 口 残底部片 灰黄褐 10YR5/2 型肌。底部箆削り、扁平。外面いぶし状、褐色。

PL.95 埋没土 杯 高く2.1> 底（6.8) 酸化

第55図 27住— l 須恵器 口 148 残 2/3 褐 75YR4/4 軟質。底部回転糸切り後、付扁台。高台部一部、歪み有り 。

PL95 埋没土 高台付婉 古向 60 底 8.3 邸‘Eョ冗ー 5 mmの砂粒含む。内面剥離。

第55図 27住ー 2 口 (230) 残口縁片 にぶい黄橙 10YR6応 口縁部内傾、先端丸型。鍔三角形、水平、歪み有り。胴部

PL95 埋没土 羽釜 高く9.7> 鍔（28.4) 酸化 外面縦箆削り、内面箆撫で。

第57図 28住— l 灰釉陶器 ロ 残底部片 灰白 5Y8/l 付高台。泊け掛け、灰白2.5Y8/l。

PL96 埋没土 高台付碗 高く3.0> 底（63) 

第57図 28住 ー2 青磁 口 残体部片 灰白 7.5Y7/l 外面箆削り、蓮弁文。施釉、オリ ープ灰10Y6厄。龍泉窯系。

PL.96 埋没土 碗 裔く30> 厚 06 

第57図 28住 -3 須恵器 口 残底部片 にぶい赤褐 5YR7/4 軟質。底部右回転糸切り後、付尚台。全体いぶし状、黒色。

PL96 埋没土 高台付婉 高く2.1>底 68 酸化 摩滅気味。

第57図 28住— 4 須恵器 口 14.0 残 1/2 灰黄褐 10YR6厄 軟質。底部右回転糸切り後、付尚台。外面一部黒斑。磨滅

PL.96 埋没土 高台付婉 高 5.4 底 6.7 還元 著しい。

第57図 28住— 5 須恵器 口 残底部片 黄灰 2 5Y5/l 軟質。付高台。底部黒斑。摩滅著しい。

PL.96 埋没土 高台付婉 高く3.9> 底 5.4 還元

第57図 28住— 6 土師器 口(12.7) 残 1/3 にぶい赤褐 5YR5/4 口縁部外反やや歪む。底部周辺箆削り 、底部中央に 1mmの

PL96 埋没土 坪 高 4 l 底 5.5 酸化 砂粒付済。

第57図 28住— 7 土師器 口 (200) 残上半部 赤褐 2 5YR4/6 口縁部「コ」の字状、やや崩れ短い。一部黒斑。

PL.96 床直 甕 高く14.3> 底 酸化

第57図 28住— 8 土師器 口 190 残上半部 橙 7.5YR7/6 口縁部「コ」の字状、やや崩れ器肉厚い。外面胴部一部煤

PL96 床直 甕 高く14.1> 底 酸化 付着。

第57図 28住— 9 土師器 口(19.0) 残上半部 にぶい橙 7.5YR6/4 口縁部「コ」の字状、崩れ短く外反。器肉厚い。胴部一部

PL.96 埋没土 甕 尚く16.0> 底 酸化 黒色。

第57図 28住ー 10 土師器 口(18.4) 残上半部 橙 7.5YR7/6 口縁部「コ」の字状、崩れ器肉厚く短い。外面摩滅著しい。

PL96 埋没土 甕 高く15.8> 底 酸化

第57図 28住— 11 土師器 口 残下半部 橙 5YR6/6 砂底か、平ら。胴部外面一部煤付着。

PL.96 床直 甕 嵩く22.0> 底 （5.6) 酸化

第57図 28住— 12 土師器 口(120) 残口縁片 明赤褐 5YR5/6 口縁部「コ」の字状、やや崩れ短い。

PL.96 埋没土 逍コ 高く8.1> 底 酸化

第57図 28住— 13 土師器 口 残底部片 にぶい赤褐 5YR5/4 砂底、平ら。胴部外面箆削り、内面箆撫で。

PL96 床直 甕 高く48> 底 (50) 酸化

第57図 28住— 14 土師器 口 残底部片 にぶい橙 7.5YR6/4 砂底、平ら。胴部外面箆削り、内面箆撫で。

PL96 埋没土 甕 高く49> 底 46 酸化

第57図 28住— 15 土師器 口 残底部片 にぶい橙 5YR6/4 底部箆削り 、扁平。胴部外面箆削り 、内面刷毛目。全体い

PL96 埋没土 甕 高く16> 底 45 酸化 ぶし状、黒色付着。

第57図 28住-16 土師器 口 残底部片 灰黄褐 10YR5/2 底部箆削り 、扁平。胴部外面箆削り、 内面刷毛目。いぶし

PL.96 埋没土 甕 高く2.1> 底 (4.0) 酸化 状褐色。

第57図 28住-17 土師器 口 残底部片 にぶい橙 7.5YR6/4 砂底、平ら。胴部外面箆削り、内面刷毛目。

PL.96 埋没土 甕 高く2.7> 底 (4.4) 酸化

第57図 28住— 18 土師器 口 残底部片 にぶい橙 7 5YR6/4 台部接合後横撫で。いぶし状、褐色。

PL.96 埋没土 台付甕 高く2.8> 底 酸化

第59図 31住— l 須恵器 口 13.4 残完形 灰白 10YR8/l 軟質。底部右回転糸切り。外面口縁部から内面黒色。

PL.96 埋没土 杯 古向 40 底 6.4 還元

第59図 31住— 2 須恵器 口(12.2) 残口縁片 灰白 2 5Y7/l 軟質。底部右回転糸切り。外面底部黒色。摩滅気味。

PL96 埋没土 坪 古向 3.2 底 (5.4) 還元

第59図 31住— 3 須恵器 口(12.5) 残 2/3 明褐灰 7.5YR7/l やや軟質。底部右回転糸切り 。器肉厚い。

PL96 床直 杯 古向 3.9 底 6.0 珀`皿冗一

第59図 31住-4 須恵器 口 (12.0) 残口縁片 灰 75Y5/l 硬質。底部右回転糸切り 。 7mmの白色粒少凪含む。

PL96 埋没土 坪 古回 58 底 (35) 邸、四冗一

第59図 31住 -5 須恵器 口 154 残 3/4 灰白 5Y7/l 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。形状楕円形。摩滅著

PL.96 床直 高台付婉 高 55 底 7.0 坦、匹冗一 しい。

第59図 31住→ 6 須恵器 口 174 残 4/5 灰白 5Y8/l 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。形状楕円形。摩滅著

PL.96 床直 尚台付婉 商 70 底 68 坦‘皿冗一 しい。

第59図 31住— 7 須恵器 口(14.0) 残 1/4 灰白 5Y7/l 軟質。底部付高台。摩滅著しい。

PL.96 床直 高台付婉 高 5.0 底 (70) 還元
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第4節 A~C区から検出された遺物の観察

第59因 31住 — 8 須恵器 口 (136) 残 1/2 にぶい黄橙 10YR7(2 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。 一部黒斑、赤変。摩

PL.96 床直 高台付i宛 高 52 底 6.3 坦1Pプ-E 滅著しい。

第59図 31住— 9 須恵器 口 残底部片 灰白 10YR7/l 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。内外面やや摩滅。

PL96 埋没土 高台付婉 高く1.9> 底 6.8 坦、9 冗-

第59図 31住 10 須恵器 口 残底部片 灰 10Y6/l 硬質。底部右回転糸切り後、付高台。 5mmの砂粒少屈含む。

PL.96 床直 高台付婉 高く2.4>底 86 珀＂空1冗-

第59図 31住— 11 須恵器 口 残底部片 灰白 2 5Y8(2 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。底部、橙 5YR6/6。一

PL.96 床直 高台付婉 高く36> 底 62 坦、四ブ—→じ 部黒斑。

第59図 31住ー 12 須恵器 口(11.0) 残口縁片 灰 5Y6/l 硬質。口唇部外反。器高低い。

PL.96 埋没土 杯 高く3.3> 底 迪mヽ,・プ―C 

第59図 31住— 13 土師器 口(12.6) 残 1/8 橙 5YR6/6 口縁部外反。底部平ら、型肌。内面やや摩滅。

PL.96 床直 杯 高 3.4 底 8.0 酸化

第59図 31住— 14 土師器 口 (190) 残口縁片 にぶい橙 7.5YR6/4 口縁部「く」の字状、外反やや原く短い。胴部外面箆削り、

PL96 床直 甕 高く6.3> 底 酸化 内面制毛目残る。

第59図 31住— 15 土師器 口 残底部片 にぶい橙 7.5YR6/4 底部箆削り、平底。胴部外面箆削り、内面刷毛目。

PL.96 埋没土 菰年 高く2.7> 底（4.2) 酸化

第59図 31住— 16
均禍

□(14.0) 残D縁片 灰黄 2 5Y7厄 内面熱を受け口唇部、灰白 N7/。底部、灰 N4/。付着物有

PL.96 埋没土 高く7.0> 底 り。

第60図 31住— 17 須恵器 口 残胴部片 灰 N4/ 硬質。内面当て目残る。 胴部下部内外面、回転伴う刷毛目

PL.96 床直 甕 高く470> 厚 07 還元 調整。肩部自然釉かかる。 6mmの白色粒僅かに残る。丸底。

第60図 31住ー 18 紡錘車 長 47 短 47 厚 14 蛇文岩 PL96。床直。完形。 504g。刻書「福道志万家都元」。

第62図 33住— 1 須恵器 口 12.2 残 2/3 黄灰 2 5Y5/l 硬質。底部右回転糸切り、切り離し直し。 6mmの白色粒少

PL.97 埋没土 坪 高 40 底 70 邸‘迫冗一 最含む。

第62図 33住-2 須恵器 口 (118) 残 l厄 灰白 2.5Y7/l 軟質。底部右回転糸切り 。3mmの白色粒やや多く含む。摩

PL97 床直 坪 古向 36 底 62 坦・皿冗一 滅気味。

第62図 33住— 3 土師器 口 118 残完形 橙 5YR6/6 口唇部稜を持つ。口縁部外面13mmの粘土、ボタン状に付着。

PL97 埋没土 杯 古向 45 底 82 酸化 底部箆削り、平ら、一部黒斑。胎土水漉しで緻密。

第62図 33住— 4 土師器 口 (12.0) 残 l/2 にぶい橙 5YR6/3 口唇部内弯。底部箆削り 、平ら。いぶし状、褐色。

PL.97 埋没土 杯 高 3.4 底 8.3 酸化

第62図 33住— 5 土師器 口 (12.4) 残 1/3 にぶい橙 7.5YR6/4 底部箆削り 、扁平。口縁部やや歪む。

PL.97 埋没土 坪 商く2.8> 底 8.3 酸化

第62図 33住— 6 土師器 口 (12.5) 残 1/3 橙 5YR6/6 底部箆削り、平ら。

PL97 床直 杯 高 32 底 (8.0) 酸化

第62図 33住— 7 土師器 □(11 7) 残 l(2 橙 5YR6/6 底部箆削り、平ら。

PL97 埋没土 杯 高 29 底 7.8 酸化

第62図 33住— 8 土師器 口 (130) 残口縁片 橙 5YR6/6 底部箆削り 、扁平。摩滅気味。

PL 97 埋没土 坪 高く3.2> 底 （92) 酸化

第62図 33住 -9 土師器 口 02.3) 残 1/3 橙 5YR6/6 口唇部更に外反するが先端内弯。底部箆削り、平ら。内面

PL.97 埋没土 杯 高 3.7 底 (84) 酸化 墨状、黒色。

第62図 33住ー 10 土師器 口(121) 残 l(3 明赤褐 2 5YR5/6 底部型肌。箆削り。外面黒斑。

PL.97 埋没土 坪 高 2.9 底 (81) 酸化

第62図 33住— 11 土師器 口 120 残完形 にぶい橙 7 5YR6/4 底部箆削り、扁平。口縁部楕円形。

PL.97 埋没土 杯 高 36 底 90 酸化

第62図 33住— 12 土師器 口(11.6) 残 1/2 にぶい赤褐 5YR5/4 底部箆削り、平ら。器高やや低い。内面いぶし状、 一部黒

PL.97 埋没土 杯 高 3.0 底 (8.0) 酸化 色。

第62図 33住— 13 土師器 口(10.7) 残 2/3 明赤褐 5YR5/6 口縁部「コ」の字状。胴部いぶし状、黒色。剥離気味。

PL97 床直 台付甕 尚く13.7> 底 酸化

第62図 33住— 14 土師器 口 (210) 残口縁片 橙 5YR6/6 口縁部「コ」の字状。器肉薄い。

PL97 床直 甕 商 ＜5.7> 底 酸化

第62図 33住— 15 土師器 口 19.8 残上半部 明赤褐 5YR5/6 口縁部「コ」の字状。器肉薄い。胎土良好。

PL97 床直 衷年 高く21.0> 底 酸化

第62図 33住ー 16 土師器 口 残底部片 橙 5YR6/6 底部箆削り、平ら。

PL97 埋没土 痺ゃ 高く65> 底 (36) 酸化

第62図 33住— 17 土師器 口 残底部片 橙 5YR6/8 底部箆削り。扁平。胎土水漉しで緻密。摩滅気味。

PL97 埋没土 甕 高く45> 底 (41) 酸化

第62因 33住— 18 刀子 長く11.0> 短 14 PL97。埋没土。 1/2。厚03cm。

第63図 34住— l 須恵器 口 残底部片 灰白 2 5Y7/l 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。器面剥離、摩滅。

PL97 床直 高台付境 高く4.7> 底 62 邸‘血冗一

第63図 34住ー 2 須恵器 口 (13.0) 残 1/4 灰白 N7/ 軟質。平底、外面黒斑。摩滅気味。

PL97 埋没土 碗 高 4.1 底 (66) 坦‘碑冗一

第63図 34住— 3 土師器 口 llO 残完形 橙 75YR6/6 口唇部内弯。 口縁部楕円形、歪む。底部砂底、径小さい。

PL.97 埋没土 坪 高 4 1 底 45 酸化

第63図 34住— 4 土師器 口(18.0) 残口縁片 にぶい褐 7.5YR5/4 口縁部「コ」の字状。 一部いぶし状、褐色。

PL.97 床直 甕 高 く69> 底 酸化

第63図 34住-5 土錘 長 3.1 外 08 内03 にぶい黄橙 10YR7/3 PL97。埋没土。完形。 2.2g。短い棒状。一部黒斑。

第63図 34住— 6 土錘 長 3.4外 2.0 内0.5 にぶい橙 5YR7/4 PL.97。埋没土。 1/4。5.6g。紡錘形。

第63図 34住— 7 土錘 長 53 外 18 内07 灰白 lOYRl/8 PL97。埋没土。 143 g。完形。筒形。

第65図 35住— l 緑釉陶器 口 残体部片 浅黄橙 10YR8/3 硬質。施釉、灰オリープ5Y6/2。
PL97 埋没土 碗 高く20> 厚 03 

第65図 35住-2 灰釉陶器 口 (16.0) 残口底片 灰白 2 5Y7/l 付高台。体部下半回転箆削り。塗り掛けか、灰オリ ープ75Y
PL97 床直 碗 高く53> 底（77) 6/2。
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第65図 35住— 3 灰釉陶器 口(13.5) 残 1/4 灰白 2.5Y8/l 付高台。漬け掛け、内面自然釉、点状にかかる。

PL97 埋没土 高台付碗 高 4.1 底 (66) 

第65図 35住 -4 灰釉陶器 口(15.0) 残口底片 灰 75Y6/l 付高台。漬け掛け、オリープ灰10Y6/2。剥離気味。重ね焼

PL97 埋没土 高台付皿 高 3.7 底 (7.0) き痕。

第65図 35住— 5 灰釉陶器 口(11.2) 残 1/8 灰白 N7/ 付高台。施釉、オリープ灰10Y6/2。内面発泡気味。

PL97 埋没土 高台付碗 高 3.3 底 5.0 

第65図 35住-6 灰釉陶器 口(15.0) 残口縁片 灰白 2 5Y7/l 付高台。漬け掛け、灰オリープ75Y5(2。内面発泡気味。

PL97 埋没土 高台付碗 高く3.5> 底

第65図 35住— 7 灰釉陶器 口 残底部片 灰白 5Y7/l 付高台。漬け掛け、灰白75YR8/l。内面輪状に凹み気味。

PL.97 埋没土 高台付碗 高 く2.6> 底 （74) 

第65図 35住— 8 須恵器 口 (80) 残 1/4 にぶい黄橙 10YR7/3 軟質。底部箆削り、平ら。口唇部折り込む。

PL.97 埋没土 耳皿 古向 19 底 (40) 酸化

第65図 35住— 9 須恵器 口 残底部片 黒褐 5YR2/l 軟質。底部右回転糸切り 。いぶし焼成、黒色。 5mmの砂粒

PL.97 床直 杯 高く22> 底 64 速、四フ一E 少盤含む。

第65図 35住ー 10 須恵器 口(14.0) 残口縁片 黄灰 2.5Y6/l 軟質。口縁部外面、ボタン状の粘土塊貼付、補修痕か。

PL97 埋没土 婉 高 く30> 底 迎元

第65図 35住ー 11 須恵器 口(12.0) 残口縁片 にぶい橙 7.5YR6/4 軟質。一部黒斑。

PL97 埋没土 婉 高く29> 底 酸化

第65図 35住→ 12 須恵器 口(15.0) 残口縁片 灰 5Y6/l 軟質。摩滅著しい。

PL97 床直 婉 尚く3.5> 底 還元

第65図 35住— 13 須恵器 口 残底部片 紫灰 5P6/l 硬質。底部右回転糸切り後、付高台。

PL.97 埋没土 高台付境 高く1.9> 底 （60) 逗ヽ匹フーじ

第65図 35住— 14 須恵器 口 残底部片 灰白 10YR7/l 軟質。底部右回転糸切り後、付尚台。摩滅気味。

PL.97 床直 裔台付婉 高く2.2> 底 （70) 還元

第65図 35住— 15 須恵器 口 残底部片 にぶい橙 5YR7/4 軟質。付高台。内面いぶし状、一部黒色。赤変。

PL.97 埋没土 高台付婉 高 く3l> 底 (62) 還元

第65図 35住ー 16 土師器 口(116) 残 1/3 にぶい褐 7.5YR6/4 砂底。紐づくり、型肌。外面底部黒斑。

PL.98 床直 碗 古向 4.2 底 酸化

第65図 35住ー 17 土師器 口(108) 残 2/3 にぶい橙 5YR6/4 砂底か、平ら。紐づくり 。内面摩滅気味。

PL.98 床直 坪 古回 4.0 底 54 酸化

第65図 35住ー 18 土師器 口(11.7) 残 1/5 にぶい橙 5YR6/4 底部型肌、平ら。紐づくり 。内面摩滅気味。

PL.98 床直 坪 高 4.7 底 (6.2) 酸化

第65図 35住-19 土師器 口 21.0 残 1厄 橙 5YR6/6 口縁部「く」の字状、直立気味。器肉厚い。頸径広い。底

PL.98 床直 甕 高 23.6 底 (46) 酸化 部砂底。平ら、径小さい。

第65図 35住— 20 土師器 口 (230) 残上半部 にぶい黄橙 10YR7/4 口縁部「コ」の字状、崩れる。頸径広い。器肉やや厚い。

PL.98 床直 甍 高く16.3> 底 酸化 粗雑整形。

第65図 35住— 2 1 士師器 口 残底部片 にぶい橙 7.5YR6/4 底部箆削り、平ら。

PL.98 埋没土 甕 高 く31> 底（54) 酸化

第65図 35住— 22 土師器 口 残底部片 橙 5YR6/6 砂底。平ら。

PL.98 埋没土 甕 高 く23> 底 (50) 酸化

第65図 35住— 23 土師器 口 残底部片 にぶい褐 7.5YR5/4 底部箆削り、平ら。一部煤付着。

PL.98 床直 甕 高 く33> 底 (60) 酸化

第65図 35住— 24 須恵器 口 (350) 残口縁片 灰 5Y5/l 硬質。口縁部大きく外反。頸径広い。

PL.98 床直 甕 高 く50> 底 還元

第65図 35住— 25 羽口 長く55>外60 内2.2 にぶい黄橙 10YR7/4 PL98。床直。破片。胎土水漉しか。焼成受けガラス質。

第65図 35住-26 砥石 長く6.3>短4.2 厚1.9 砥沢石 PL98。埋没土。 1/2。87.3g。4面使用。欠損後も使用。

第66図 35住— 27 丸石 長 39 短 41 珪質変質岩 PL.98。埋没土。完形。75g。厚3.6cm。

第66図 35住— 28 磨石 長 167 短 123 粗粒輝石安山岩 PL.98。床直。完形。1747kg。厚5.7cm。平滑。煤状の黒色。

第66図 35住ー 29 磨石 長 146 短 117 石英閃緑岩 PL.98。埋没土。完形。992g。厚33cm。敲き部分有り 。

第68図 36住-1 須恵器 口 残底部片 褐灰 10YR6/l 硬質。底部右回転糸切り後、付高台。2mmの白色粒少焚含

PL.98 床直 高台付婉 高 く20> 底 8.0 還元 む。

第68図 36住-2 土師器 口 (210) 残口縁片 橙 5YR6/6 口縁部「コ」の字状、内面一部いぶし状、黒色。

PL.98 床直 甕 高く132> 底 酸化

第68図 36住— 3 石槍 長く111> 短 39 黒色安山岩 PL.98。床直。78.47g。厚1.5cm。未製品か。

第68図 36住 — 4 砥石 長く11.2> 短 35 砥沢石 PL.98。床直。 2/3。275g。厚2.9cm。4面使用。欠損後使用。

第68図 36住— 5 台石 長 く92> 短 13.6 粗粒雄石安山岩 PL.98。床直。 1(2。1.675kg。厚122cm。未製品か。

第69因 37住— l 須恵器 口 残天井部 灰白 2.5Y7/l 軟質。天井部右回転糸切り後、径29mmの環状摘み接合。糸

PL.98 床直 蓋 高 く36> 摘径 29 還元 切り痕の周辺、回転箆削り 。摩滅気味。

第69図 37住~2 須恵器 口(13.0) 残 1/3 灰白 2.5Y7/l 軟質。底部右回転糸切り。

PL.98 床直 杯 尚 4.1 底 (6.6) 旭、ロプーじ

第69図 37住 -3 須恵器 口(12.7) 残 1/4 にぶい黄橙 10YR7/4 軟質。底部回転糸切り 。摩滅気味。

PL.98 床直 坪 尚 35 底 (5.5) 酸化

第69図 37住— 4 須恵器 口 127 残 l(2, 褐灰 10YR5/l 硬質。底部右回転糸切り、切り離し直しか、器肉厚い。内

PL.98 埋没土 杯 高 4.0 底 70 還元 外面に火欅。

第69図 37住— 5 須恵器 口 (12.5) 残口縁片 灰 N5/ 硬質。口縁下半部回転箆削り 。

PL.98 埋没土 杯 濶く3.6> 底 還元

第69図 37住— 6 土師器 口(12.0) 残 1/4 にぶい橙 7.5YR6/4 底部箆削り、扁平。内面摩滅気味。

PL.98 埋没土 坪 古向 3.5 底 (96) 酸化

第69図 37住— 7 土師器 口(12.3) 残 1/4 にぶい橙 7.5YR6/4 底部箆削り、平ら。器商低い。

PL.98 埋没土 杯 古向 3.0 底(100) 酸化

第69図 37住— 8 土師器 口(12.0) 残 1/3 橙 5YR6/6 口縁部弱い稜。底部箆削り、平ら。内外面いぶし状、黒色。

PL.98 埋没土 杯 古向 3.1 底 (83) 酸化
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第69図 37住— 9 口 (210) 残口縁片 灰 5Y6/l 口縁部内傾。口唇部内斜。鍔台形上向き、やや裔い。胴部

PL 99 床直 羽釜 裔く143> 鍔（270) 坦、碑フ一じ 黒斑。

第69図 37住— 10 須恵器 口 残肩部片 青灰 5PB5/l 硬質。胴部外面に自然釉かかる、暗オリープ灰2.5GY4/l。
PL.99 床直 甕 高く8.5> 頸(106) 逗‘巫冗一

第69図 37住 ー11 須恵器 口 残肩部片 灰 N5/ 硬質。口縁部外反。胴部外面平行叩き目、内面同心円当て

PL.99 床直 甕 尚く12.0> 頸(19.0) 逗ヽU屯プーじ 目。

第70図 37住— 12 土錘 長38 外 16 内0.4 灰白 10YR7/l PL.99。埋没土。完形。紡錘形。いぶし状、黒色。

第70図 37住— 13 鎌 長く129> 短 43 PL99。床直。 1/2。厚0.4cm。

第70図 37住 -14 鎌か 長く3.3> 短く3.0> PL.99。埋没土。破片。厚03cm。

第72図 38住-1 灰釉陶器 口 133 残 3/4 灰白 5Y8/l 付高台。無釉。内面輪状の重ね焼き痕。

PL99 床直 高台付皿 古向 26 底 7.0 

第72図 38住— 2 須恵器 口(14.0) 残口縁片 灰白 IOYR7/l 軟質。天井祁摘み接合後、回転伴う箆削り調整。端部短く

PL.99 埋没土 蓋 高く20> 厚 07 坦1四プーじ 折れる。

第72図 38住— 3 須恵器 口 12.0 残完形 橙 5YR6/6 軟質。底部右回転糸切り。口縁部外面一部黒斑。

PL.99 床直 小皿 高 27 底 6.0 酸化

第72図 38住— 4 須恵器 □ 10 2 残完形 橙 5YR7/8 軟質。底部右回転糸切り 。口縁部外面一部黒斑。

PL99 床直 小皿 古向 2.7 底 63 酸化

第72図 38住— 5 須恵器 口 98 残 完 形 橙 5YR7/6 軟質。底部右回転糸切り、一部黒斑。

PL99 床直 小皿 古回 24 底 5.0 酸化

第72図 38住— 6 須恵器 口 (90) 残 1/2 にぶい褐 7 5YR5/4 軟質。底部回転糸切りか。径小さい。摩滅著しい。

PL99 埋没土 小皿 古向 28 底 3.5 酸化

第72図 38住-7 須恵器 口 (110) 残 1/5 橙 5YR6/6 軟質。底部回転糸切り。摩滅気味。

PL99 床直 小皿 尚 2.9 底 (6.5) 酸化

第72図 38住— 8 須恵器 口(14.4) 残 3/4 にぶい橙 7.5YR6/6 軟質。底部回転糸切り後、付高台やや高い。内面油煙状の

PL.99 埋没土 尚台付婉 高 5.9 底 8.2 酸化 黒色付着。

第72図 38住— 9 須恵器 口(168) 残 1/4 橙 5YR6/8 軟質。付高台か。内面剥離。

PL.99 床直 高台付婉 高く4.3> 底 酸化

第72図 38住— 10 須恵器 口 (15O) 残口縁片 にぶい黄橙 10YR7/4 軟質。底部内面黒色。磨滅気味。

PL.99 床直 商台付婉 高く50> 底 酸化

第72図 38住— 11 須恵器 口 (136) 残口縁片 灰黄 2 5Y6(2 軟質。麿滅著しい。

PL.99 床直 商台付婉 高く48> 底 還元

第72図 38住— 12 須恵器 口 残底部片 灰白 25Y8/l 軟質。底部回転糸切り後、付高台。器肉厚い。摩滅気味。

PL99 埋没土 高台付婉 高く48> 底 7.8 還元

第72図 38住-13 須恵器 口 残底部片 灰白 2.5Y7/l 軟質。付高台。磨滅著しい。

PL99 床直 高台付婉 高く51> 底（7.5) 還元

第73図 38住ー 14 土師器 口(13.6) 残 1/4 にぶい橙 7.5YR6/4 口縁部直立気味に内弯。器肉薄く、器高低い。摩滅著しい。

PL.99 埋没土 坪 高 2.2 底(12.3) 酸化

第73図 38住— 15 土師器 口(13.2) 残 1/5 にぶい橙 5YR6/4 口唇部僅かに内弯。底部箆削り、扁平。

PL.99 埋没土 杯 高 3.7 底 (9.0) 酸化

第73図 38住— 16 土師器 口(11.2) 残口縁片 にぶい褐 75YR5/3 底部箆削り、扁平。内外面いぶし状、褐色気味。

PL.99 埋没土 杯 高 く3.4>底（8.4) 酸化

第73図 38住— 17 土師器 口 125 残 l厄 橙 5YR6/6 口唇部僅かに内弯。口縁部楕円形で歪む。底部型肌、扁平。

PL.99 床直 杯 古向 37 底 76 酸化

第73図 38住ー 18 土師器 口(121) 残上半部 にぶい橙 7 5YR6/4 口縁部「コ」の字状。胴部外面いぶし状、褐色。

PL.99 埋没土 台付売 高く89> 底 酸化

第73図 38住-19 土師器 口(120) 残上半部 にぶい褐 7 5YR5/4 口縁部「コ」の字状。肩部外面煤付着。黒色。胴音砂外面箆

PL.99 床直 台付甕 高く98> 底 酸化 削り、内面箆撫で。

第73図 38住ー 20 土師器 口 (196) 残口縁片 明赤褐 5YR5/6 口縁部「コ」の字状、崩れる。摩滅気味。

PL.99 床直 甕 高く6.8> 底 酸化

第73図 38住— 21 土師器 口(180) 残口縁片 にぶい黄橙 IOYR6/4 口録部内傾。口唇部平ら。上部外面煤状の黒色付着。

PL.99 埋没土 鉢か 高 く9.0> 底 酸化

第73図 38住— 22 □(23 0) 残口縁片 明赤褐 5YR5/6 口縁部短く、大きく外反。口縁部外面一部、煤状の黒色付

PL99 埋没土 土釜 高く13.0> 底 酸化 着。一部いぶし状、褐色。

第73図 38住— 23 □(20 0) 残口底片 にぶい橙 7 5YR6/4 口縁部短く、外反、歪む。口唇部丸い。口縁部外面、胴部

PL99 床直 土釜 嵩（230) 底（106) 酸化 内面油煙状の黒色付着。

第73図 38住ー 24 □(19 0) 残口縁片 にぶい褐 7 5YR5/4 口縁部直立。口唇部僅かに内斜。鍔平ら、低い。いぶし状、

PL99 埋没土 羽釜 高く117> 鍔（212) 酸化 褐色。

第73図 38住-25 口 (240) 残口縁片 にぶい赤褐 5YR5/4 口縁部直立。口唇部平ら。鍔下向き。

PL99 床直 羽釜 高く16.2> 鍔（26.3) 酸化

第73図 38住 ー26 口 23.4 残 2/3 にぶい黄橙 10YR7/4 口縁部やや外傾。口唇部平ら。鍔三角形、上向き。内面い

PL.99 埋没土 羽釜 尚 167 底 酸化 ぶし状、黒色。胴部割れ口を研いで、端部として再利用。

第73図 38住— 27 口 残底部片 にぶい黄橙 10YR6/3 底部箆削り 、平ら。外面煤付着。

PL.99 床直 羽釜 高く14.0> 底 (9.2) 酸化

第73図 38住ー 28 釘 長く4.5>短く0.8> PL.99。床直。破片。厚0.7cm。

第73図 38住— 29 磨石 長く6.0>短く106> 粗粒輝石安山岩 PL.100。床直。 1/2。410g。厚4.6cm。蔽き部有り。

第73図 38住— 30 磨石 長 14.1 短く13.0> 粗粒輝石安山岩 PL.100。床直。完形。960g。厚35cm。敲き部有り 。

第73図 38住— 31 磨石 長 140 短 47 粗粒輝石安山岩 PLl()()。床直。完形。 440g。厚3.9cm。

第74図 38住— 32 石皿 長 16.6 短 16.0 ひん岩 PL.100。床直。完形。 228kg。厚4.5cm。

第74図 38住— 33 台石か 長く125> 短 13 3 粗粒輝石安山岩 PLlOO。床直。 1厄。2.27kg。厚9.2cm。平滑。

第74図 38住— 34 台石 長く12.4> 短 18.5 石英閃緑岩 PL 100。床直。 2(3。302kg。厚9.9cm。平滑。

第74図 38住— 35 台石 長 275 短 11.9 粗粒輝石安山岩 PL.100。床直。完形。4.4kg。厚7.8cm。平滑、敲き部有り 。
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第3章 検出された遺構と遺物

第76図 40住— l 須恵器 口(13.8) 残 2/3 にぶい黄橙 10YR7/4 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。いぶし状、 一部黒色

PL.100 床直 高台付坑 高 4.9 底 7.0 邸＂皿プーじ 残る。摩滅著しい。

第76因 40住ー 2 須恵器 口 残底部片 にぶい黄褐 10YR5/3 軟質。底部回転糸切り後、付高台。接合柑雑。磨滅著しい。

PL 100 床直 高台付婉 嵩く29> 底 （70) 酸化

第76図 40住 -3 須恵器 口(140) 残 1/5 にぶい黄橙 10YR7/3 軟質。付高台。器肉薄い。摩滅著しい。

PL 100 埋没土 高台付婉 高く59> 底 (80) 坦ヽロLフ一じ

第76図 40住-4 須恵器 口 残 1/2 灰白 7 5Y7/l 軟質。付高台。底部黒斑。口縁部厚み有り 。摩滅著しい。

PL 100 埋没土 高台付婉 高く26> 底 (68) 速、~-=フE

第76図 40住-5 土師器 口 117 残完形 橙 5YR6/6 口縁部緩やかに外反、僅かに歪み有り 。底部型肌、平ら。

PL 100 埋没土 坪 高 37 底 73 酸化 口唇部一部黒色。

第76図 40住— 6 土師器 口 残胴部片 にぶい橙 7.5YR6/4 
胴部外面箆削り、内面箆撫で。台部横撫で、器肉厚い。

PL.100 埋没土 台付甕 高く4.5> 底 酸化

第76図 40住 — 7 釘 長く6.1> 短 06 PL.100。埋没土。ほぼ完形。厚0.5cm。

第76図 40住— 8 釘 長 く47> 短 05 PL.100。埋没土。破片。厚05cm。

第76図 40住 — 9 鍛冶滓 長 6.0 短 3.0 PL.100。床直。完形。31.32g。厚1.6cm。

第77図 41住— l 須恵器 口(13.1) 残 1/5 灰黄 2.5Y7/2 軟質。付高台。底部黒斑。摩滅著しい。

PL 100 埋没土 高台付婉 商 48 底 (60) 涎ヽロ99フ［；

第77図 41住-2 須恵器 口 残底部片 にぶい橙 5YR7/4 軟質。付高台。摩滅著しい。

PL.100 埋没土 高台付婉 高 く2.9> 底 （7.4) 迎元

第77図 41住— 3 須恵器 口 残底部片 黄灰 2 5Y6/l 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。摩滅著しい。

PL 100 埋没土 高台付塊 高 く2.2> 底 （6.4) 碑‘F‘’プ―じ

第77図 4 1住— 4 土師器 口 残底部片 にぶい橙 7.5YR6/4 底部型肌。口縁下部底部、周辺箆削り調整。外面いぶし状

PL 100 埋没土 杯 裔 くl7> 底 (71) 酸化 黒色。

第78図 41住— 5 須恵器 口 残 l厄 灰黄 2 5Y7厄 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。器肉薄い。

PL 100 埋没土 商台付坑 高く2.2> 底 5.7 還元

第78図 41住-6 須恵器 口 残底部片 浅黄橙 10YR8/3 軟質。付高台。摩滅著しい。

PL 100 埋没土 高台付婉 高く2.7> 底 6.6 還元

第78因 41住 — 7 土師器 口 残底部片 橙 75YR7/6 底部箆削り、扁平。

PL 100 埋没土 杯 高く2.3> 底 （7.0) 酸化

第78図 41住 -8 土師器 口 残台部片 にぶい橙 7.5YR6/4 台部横撫で。外面煤付着。

PL 100 埋没土 台付甕 高く35> 底 (90) 酸化

第78図 41住-9 土師器 口 残台部片 にぶい橙 7.5YR6/4 台部横撫で。胎土良好。

PL.100 床直 台付甕 高く33> 底 (9.6) 酸化

第78図 4 1住— 10 土師器 口 残底部片 にぶい橙 7.5YR7/4 底部箆削り、平底。胴部箆削り、内面箆撫で。外面一部煤

PL.100 床直 甕 高く8.6> 底（4.2) 酸化 付着。

第78図 4 1住— 11 土師器 口 残底部片 橙 5YR6/6 底部平底。外面煤付着。

PL.100 床直 甕 高く4.3>底（4.0) 酸化

第80図 42住— l 須恵器 口 (139) 残 l/3 明赤褐 2 5YR5/6 軟質。底部回転糸切り後、付高台。内面いぶし状。摩滅気

PL.100 埋没土 高台付婉 高 49 底 酸化 味。

第80図 42住ー 2 須恵器 口(130) 残口縁片 灰白 10YR7/l 硬質。高台付椀か。

PL.100 埋没土 婉 高く45> 底 還元

第80図 42住ー 3 須恵器 口(132) 残 1/3 灰白 5Y7厄 軟質。口縁部一部赤変。摩滅著しい。

PL.100 埋没土 高台付婉 高く40> 底 邸ヽ竺フ←し

第80図 42住-4 須恵器 口 残底部片 にぶい橙 7.5YR6/4 軟質。付高台。摩滅気味。

PL.100 埋没土 高台付塊 高く22> 底 64 酸化

第80図 42住~ 5 須恵器 口 残底部片 にぶい褐 7.5YR5/4 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。内面一部湘煙付着。

PL.100 床直 高台付婉 高く23> 底 (60) 酸化

第80図 42住 -6 須恵器 口 残底部片 灰 5Y5/l やや軟質。底部右回転糸切り後、付高台。摩滅気味。

PL.100 床直 高台付婉 高く 15> 底 68 迪·~-=プじ

第80図 42住— 7 土師器 口(134) 残口縁片 にぶい橙 7.5YR6/4 口縁部「コ」の字状、一部黒色。胴部外面箆削り、内面箆

PL.100 床直 甕 高く7.5> 底 酸化 撫で。

第82図 43住 — l 須恵器 口 残底部片 黒 5YR7/l 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。全体いぶし焼成、黒

PL 101 埋没土 耳皿 高くl7> 底 （50) 逗ヽ匹プ一E 色。内面暗文。

第82図 43住— 2 須恵器 □(13 9) 残 2(3 灰白 5Y8/l 軟質。底部左回転糸切り、器肉厚い。 一部黒斑。摩滅気味。

PL 101 埋没土 坑 高 3.6 底 65 邸、9 フ-E 

第82図 431主-3 須恵器 口(143) 残口底片 にぶい黄橙 10YR7(3 軟質。底部右回転糸切り 。外面一部油煙状の黒色流れる。

PL.101 埋没土 坪 高 (4.5) 底 59 邸、E フ-じ

第82図 43住 — 4 須恵器 口(11.2) 残 1/8 浅黄 2 5Y7/3 軟質。底部右回転糸切り 。一部黒斑。摩滅気味。

PL 101 埋没上 坪 高 40 底 (6.0) 述、D フ-じ

第82図 43住— 5 須恵器 口 残底部片 灰 5Y6/l 軟質。底部右回転糸切り、器肉原い。摩滅著しい。

PL.101 埋没土 碗 高く20> 底 6.0 返‘""尤

第82図 43住— 6 須恵器 口 (14.0) 残 1/3 灰褐 7.5YR6厄 軟質。底部右回転糸切り後、付高台、凹凸有り 。口縁部歪

PL.101 埋没土 高台付婉 高 4.2 底 7.2 涎ヽ""冗― む。摩滅著しい。

第82図 43住— 7 須恵器 口 14.2 残完形 灰黄褐 10YR6/2 軟質。底部右回転糸切り後、付嵩台。高台部、口縁部共に

PL 101 埋没土 高台付碗 高 52 底 5.8 追＂コ9,・冗— 歪み有り、粗雑整形。摩滅著しい。

第82図 43住— 8 須恵器 口 残底部片 灰白 2.5Y7/1 軟質。付高台。摩滅著しい。

PL 101 床直 高台付婉 高く2.4> 底 （50) 還元

第82図 43住— 9 須恵器 口 残底部片 灰黄褐 l0YR6/2 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。器肉薄い。やや摩滅。

PL 101 埋没土 高台付婉 高 く29> 底 (6.0) 埠、巫プーじ

第82図 43住— 10 須恵器 ロ 残底部片 浅黄橙 lOYRS/3 軟質。底部右回転糸切り後、付嵩台。摩滅著しい。

PL 101 埋没土 高台付境 高く37> 底 (7.0) 旭、~"=Jじ
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第4節 A~C区から検出された遺物の観察

第82図 43住ー 11 須恵器 口(13.3) 残底部片 灰黄 2.5Y7(2 軟質。底部付高台。摩滅著しい。
PL.101 埋没土 高台付婉 高 5.6 底 (5.2) 還元

第83図 43住— 12 須恵器 口(13.0) 残 1/4 灰白 2 5Y7/l 献質。底部右回転糸切り後、付励台。磨滅著しい。
PL.101 埋没土 高台付婉 高く4.5> 底 還元

第83図 43住— 13 須恵器 口(14.4) 残口縁片 灰白 2 5Y7/l 軟質。底部切り離し後、付高台。摩滅著しい。
PL.101 埋没土 高台付婉 高く5.0> 底 坦•四フーじ

第83図 43住— 14 土師器 口 12.0 残 3/5 にぶい橙 7 5YR6/4 底部、周辺箆削り、平ら。口縁部楕円形歪む。外面一部黒
PL.101 埋没土 杯 高 4.6 底 62 酸化 斑。

第83図 43住— 15 須恵器 □ (9 0) 残口縁片 灰白 N7/ 硬質。短頸壷。台部剥離。
PL.101 埋没土 短頸壷か 高く19> 底 邸、P フ-じ

第83図 43住— 16 土師器 □(12 l) 残 l(3 橙 5YR6/6 底部型肌、平ら。内面摩滅気味。
PL.101 埋没土 杯 古向 33 底 （76) 酸化

第83図 43住— 17 土師器 口(170) 残口縁片 橙 5YR6/6 口縁部「コ」の字状、やや厚い。胴部外面箆削り、内面刷
PL 101 床直 戎年且 高く50> 底 酸化 毛目、箆撫で。

第83図 43住— 18 土師器 口 18.8 残 1(2 にぶい橙 7 5YR5/4 口縁部「コ」の字状、厚く短い。胴部外面一部煤付着。箆
PL.101 床直 甕 高く18.0> 底 酸化 削り、内面刷毛目。

第83図 43住— 19 土師器 □(180) 残口縁片 にぶい橙 7 5YR7/4 口縁部「コ」の字状。胴部外面箆削り、内面箆撫で。
PL.101 床直 衷年 高く6.7> 底 酸化

第83図 43住— 20 土師器 口 (160) 残口縁片 にぶい橙 7.5YR6/4 口縁部「コ」の字状、やや崩れる。口縁部外面煤付着。
PL 101 埋没士 衷年 高く57> 底 酸化

第83図 43住— 21 土師器 □(12 0) 残口縁片 にぶい褐 7 5YR5/4 口縁部「コ」の字状、やや崩れ、器肉やや厚く歪み有り 。
PL 101 埋没土 台付甕 高く69> 底 酸化 胴部箆削り 、内面箆撫で。

第83図 43住— 22 土師器 口 210 残底部片 にぶい橙 7 5YR6/4 底部周辺箆削り、扁平。
PL.101 床直 甕 商く23> 底（7.0) 酸化

第83図 43住ー 23 土師器 口 残底部片 にぶい橙 7 5YR6/4 底部箆削り 、平底。胴部外面箆削り 、内面刷毛目、 油煙状
PL.101 埋没土 甕 高く09> 底 (3.2) 酸化 の黒色付着。

第83図 43住ー 24 土師器 口 11.6 残完形 にぶい赤褐 5YR5/4 口縁部「コ」の字状。胴部外面箆削り、内面刷毛目後、箆
PL.101 埋没土 台付甕 高 16.6 裾 9.2 酸化 撫で。台部横撫で。端部歪み有り 。上半部煤付着。

第83図 43住— 25 土師器 口 残台部片 にぶい橙 7 5YR6/4 胴部内外面共に黒色付着。台部横撫で。
PL.101 埋没土 台付甕 高く48> 底(10.0) 酸化

第83図 43住— 26 土師器 口 残胴部片 明赤褐 5YR5/6 胴部箆削り 、内面箆撫で。いぶし状、黒色。
PL 101 埋没土 甍 高く54> 底 酸化

第83図 43住-27 土錘 長 34 外 11 内0.4 にぶい橙 5YR6/4 PL.101。堀り方。 3/4。35g。紡錘形。

第83図 43住— 28 土錘 長4.1 外 1.2 内0.5 にぶい褐 75YR5/3 PL 101。床直。完形。4.7g。紡錘形。

第83図 43住-29 土錘 長4.4 外 13 内0.4 にぶい赤褐 5YR5/4 PL.101。埋没土。完形。62g。紡錘形。

第83図 43住— 30 土錘 長4.8 外 1.2 内04 にぶい褐 7 5YR6/3 PL 101。床直。完形。59g。紡錘形。

第83図 43住-31 土錘 長45 外1.1内 04 にぶい橙 7.5YR6/4 PL.101。床直。完形。39g。紡錘形。

第83図 43住— 32 土錘 長4.0 外1.2 内04 にぶい橙 7 5YR6/4 PL101。床直。完形。4.3g。紡錘形。

第83図 43住— 33 土錘 長4.6 外1.4 内0.4 灰白 10YR8/2 PL.101。床直。完形。7.3g。紡錘形。

第83図 43住ー 34 刀子 長く10.6> 短 2.6 PL.101。埋没土。 1/2。厚1.9cm。
第83図 43住— 35 鎌 長く4.0> 短 3.5 PL.101。埋没土。破片。厚05cm。
第83図 43住— 36 鍛冶滓 長 51 短 45 PL.101。床直。完形。53.37g。厚2.1cm。発泡部分ガラス質。

第84図 48住— l 須恵器 口 残底部片 褐灰 10YR6/l 軟質。底部回転糸切り後、付高台。内外面いぶし焼成、黒
PL.101 床直 高台付婉 高く20> 底 70 還元 色。童ね焼き痕付着。

第84図 48住— 2 土師器 □(11 0) 残口縁片 橙 5YR6/6 口唇部やや内弯。底部箆削り、扁平。外面やや摩滅。
PL 101 埋没土 杯 高 33 底（70) 酸化

第84図 48住— 3 須恵器 口 (104) 残口縁片 褐灰 10YR6/l 硬質。口縁部直立。
PL 101 埋没土 短頸壷 高く25> 底 坦•四フ一じ

第84図 48住— 4 鍛冶滓 長 65 短 46 PL 101。床直。完形。5279 g。原3.0cm。発泡部分ガラス質。

第86図 49住— 1 須恵器 口 残底部片 灰白 7.5Y7/l 軟質。付高台。摩滅著しい。
PL.102 埋没土 高台付碗 高く5.4>底（6.0) 追•.=冗ー

第86図 49住— 2 須恵器 口 残底部片 灰白 2 5Y7/l 軟質。底部右回転糸切り後、付高台、内面黒斑、割れ口に
PL.102 埋没土 高台付婉 高く2.6> 底（8.0) 邸‘血冗= 焼成後の穿孔残る。

第86図 49住— 3 須恵器 口 残底部片 灰黄 2 5Y6位 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。径大きい。摩滅著し
PL.102 埋没土 高台付婉 高く3.7> 底（8.2) 返ヽ匹］ーじ し‘o

第86図 49住— 4 須恵器 口(140) 残口縁片 にぶい褐 7 5YR5/3 軟質。口唇部大きく外反。一部いぶし状、黒色。
PL.102 床直 皿 商く32> 底 酸化

第86図 49住— 5 土師器 口(120) 残 l厄 にぶい橙 7 5YR6/4 口縁部外反。口唇部内弯。底部型肌、周辺箆削り調整。歪
PL.102 床直 杯 高 3.3 底 7.6 酸化 み有り 。

第86図 49住— 6 土師器 口(110) 残口緑片 にぶい橙 7 5YR6/4 口縁部外反、底部箆削。
PL.102 埋没土 杯 高く31> 底 (92) 酸化

第86図 49住— 7 土師器 □(21 0) 残口縁片 にぶい橙 7 5YR7/4 口縁部「コ」の字状。器肉漉い。胴都外面横箆削り、内面
PL.102 床直 甕 高く69> 底 酸化 箆撫で。

第86図 49住-8 土師器 口 (190) 残口縁片 にぶい褐 7 5YR5/4 口縁部「コ」の字状。外面一部煤付箔。席滅気味。
PL.102 埋没土 衷」iL・ 高く53> 底 酸化

第86図 49住— 9 土師器 口(124) 残口縁片 にぶい掲 7 5YR5/4 口縁部外反。胴部外面横箆削り、内面副毛目。屑部外面褐
PL 102 埋没土 甕 高く5.2>底 酸化 色。

第86図 49住一 10 土師器 口 12.2 残 1(2 にぶい橙 5YR6/4 口縁部「コ」の字状、崩れ短く外反。胴部外面箆削り 、内面
PL.102 床直 小型甕 高く140> 底 酸化 箆撫で。外面一部煤付着、褐色気味。器肉厚い。

第86図 49住— 11 土師器 口 残底部片 にぶい黄橙 10YR7/3 底部箆削り 、平ら。胴部外面箆削り、内面箆揮で。外面煤
PL.102 埋没土 班」し 高く4.1> 底（35) 酸化 付着、褐色。
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第3章 検出された遺構と遺物

第86図 49住— 12 須恵器 口 (35.0) 残肩部片 灰 5Y4/l 硬質。タガ状、凸帯巡る。

PL.102 埋没土 凸帯付壺 高く4.2> 厚 0.7 還元

第86図 49住— 13 須恵器 口 残底部片 灰 N4/ 硬質。底部外面平行叩き目、内面当て目横撫で。4mmの白

PL 102 埋没土 甕 高く8.5> 厚 0.9 還元 色粒少晟含む。

第86図 49住— 14 土錘 長 3.3 外 0.7 内0.3 黒褐 2.5Y3/l PL.102。埋没土。完形。1.6g。棒状。いぶし状、黒色。

第87図 49住— 15 磨石 長 137 短 10.8 粗粒輝石安山岩 PL.102。床直。完形。780g。厚34cm。擦痕。片面黒色付着。

第87図 49住— 16 磨石 長 11.9 短 11.5 石英閃緑岩 PL.102。床直。完形。950g。厚51cm。

第87図 49住-17 磨石 長 14.9 短 10.5 粗粒輝石安山岩 PL 102。床直。完形。1126kg。厚56cm。敲き部分有り 。

第87図 49住— 18 磨石 長 15.9 短 5.8 粗粒輝石安山岩 PL.102。床直。完形。630g。厚42cm。敲き部分有り 。

第87図 49住— 19 石皿 長く24.5>短く10l> 粗粒輝石安山岩 PL 102。床直。完形。2.43kg。厚6.5cm。欠損後も利用。

第87図 49住— 20 石皿 長 23.0 短 19.7 粗粒輝石安山岩 PL 102。床直。完形。4.5kg。厚70cm。

第87図 49住ー 21 石皿 長 29.4 短 19.7 石英閃緑岩 PL.102。床直。完形。7.4kg。厚6.9cm。

第87図 49住ー 22 台石 長 235 短 120 粗粒輝石安山岩 PL 102。床直。完形。2.51kg。厚7.2cm。

第88図 50住-1 灰釉陶器 口(17.3) 残 l(2 灰白 25Y7/l 付高台。体部外面回転箆削り 。塗り掛け。重ね焼き痕。

PL.103 床直 碗 古向 54 底 (88) 

第88図 50住ー 2 灰釉陶器 ロ 残底部片 灰白 7.5Y7/l 付高台。体部下半回転箆削り 。塗り掛け、オリープ灰10Y6
PL 103 埋没土 碗 尚く2.3> 底 (70) /2。平滑。

第88図 50住— 3 須恵器 口(14.4) 残 1/4 にぶい橙 5YR6/3 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。全体いぶし状、黒色。

PL.103 埋没土 高台付婉 古向 5.0 底 (82) 還元

第88図 50住— 4 土師器 口 残胴部片 にぶい橙 7.5YR6/4 
胴部外面箆削り、内面箆撫で。外面煤付着、褐色。胎土良。

PL.103 埋没土 台付甕 高く11.0> 胴径135 酸化

第89図 51住— l 須恵器 口 (14.0) 残 1/5 褐灰 10YR6/l やや軟質。底部右回転糸切り、一部粘土粒付着。口唇部除

PL.103 埋没土 塊 古向 3.9 底 (6.3) 還元 きいぶし状、黒色気味。外面摩滅気味。

第89図 51住— 2 土師器 口 残底部片 にぶい褐 75YR6/3 底部箆削り、平底。胴部外面箆削り、内面刷毛目。外面煤

PL.103 埋没土 売 高く3.2> 底（4.1) 酸化 付着。

第91図 52住— l 須恵器 口 残底部片 灰白 2 5Y7/l 軟質。付高台。摩滅著しい。

PL 103 埋没土 高台付婉 裔く4l> 底 6.4 還元

第91区l52住ー 2 土師器 口 残底部片 にぶい褐 7 5YR5/4 胴部外面箆削り、内面箆撫で。台部撫で調整。

PL 103 床直 台付甕 裔く57> 底 7.0 酸化

第91因 52住— 3 土師器 口 (210) 残口縁片 明褐 7 5YR5/6 口縁部「コ」の字状、僅かに崩れ、厚く短い。胴部外面箆

PL.103 床直 甕 高く8.9> 底 酸化 削り内面箆撫で。肩部一部黒斑。

第91図 52住— 4 土師器 口(19.6) 残上半部 明褐 7.5YR5/6 口縁部「コ」の字状、僅かに崩れ器肉厚く短い。

PL.103 床直 甕 裔く17.0> 底 酸化

第91図 52住 -5 土師器 口(18.0) 残口縁片 にぶい褐 7.5YR5(3 口縁部「コ」の字状、僅かに崩れ短い。胴部外面箆削り、

PL.103 床直 売 高く7.2>底 酸化 内面摩滅気味。

第92図 54住— l 須恵器 口 残底部片 灰白 10YR7/l 軟質。付高台。摩滅著しい。

PL.103 床直 高台付碗 高く2.6> 底 7.8 還元

第92図 54住— 2 須恵器 口 残口縁片 灰白 5Y7/l 硬質。自然釉、ガラス質点状に付着。

PL.103 埋没土 甍 高く2.3> 厚 0.7 還元

第92図 54住— 3 土師器 口 (19.0) 残口縁片 橙 7.5YR7/6 口縁部「コ」の字状、崩れ外反。歪む。

PL.103 埋没土 甕 高く5.0> 底 酸化

第92図 54住— 4 土師器 口 残底部片 橙 5YR6/6 底部箆削り後、砂付着、平底径小さい。

PL 103 埋没土 甕 高く7.0> 底 3.5 酸化

第93図 53住— l 須恵器 □(13.4) 残口縁片 にぶい褐 7.5YR5/4 軟質。口縁部上半いぶし状、黒色。

PL 103 床直 境 高く2.9> 底 酸化

第93図 53住— 2 土師器 □ 12.4 残完形 赤褐 2 5YR4/6 口縁部外反。外面箆削り調整。口唇部一部黒色。底部箆削

PL 103 埋没土 杯 古向 4.5 底 7.8 酸化 り扁平。

第93図 53住— 3 土師器 口 (120) 残口縁片 橙 75YR6/6 口縁部外反。底部型肌。

PL 103 埋没土 坪 古向 38 底 (95) 酸化

第93図 53住— 4 土師器 口 (84) 残口縁片 にぶい橙 5YR6/4 口縁部外反。外面指押さえ。底部箆削り、扁平。

PL.103 床直 坪 高く36> 底 (74) 酸化

第93図 53住— 5 須恵器 口 残肩部片 灰白 5Y7/l 軟質。紐づくり 。摩滅気味。

PL.103 埋没土 梅瓶 高く35> 底 還元

第93図 53住-6 土師器 口 116 残完形 にぶい褐 7 5YR5/4 口縁部「コ」の字状、僅かに崩れ外反。台部除く外面、ロ

PL 103 床直 台付甕 高 167 底 92 酸化 縁部内面黒色、褐色の炭化物付着。胎土良好。

第93図 53住— 7 土師器 口 134 残 1/2 褐 7.5YR4/6 53住-6に近似。全体に煤付着。

PL.103 床直 台付甕 高(160) 底 94 酸化

第93図 53住— 8 須恵器 口 (230) 残口縁片 灰 5Y5/l 硬質。頸部小さく口唇部大きく外反。

PL.103 埋没土 衷年 高く101> 底 還元

第94図 55住— 1 灰釉陶器 口(16.0) 残口縁片 灰白 2.5Y7/l 体部下半箆削り 。漬け掛け、灰白5Y7厄。

PL.103 埋没土 碗 商く4.6> 底

第94図 55住— 2 須恵器 口 残底部片 にぶい橙 7.5YR7/3 付高台。内面いぶし焼成、暗文。

PL.103 床直 高台付婉 高く2.8> 底 酸化

第94図 55住— 3 土師器 口 残底部片 橙 75YR7/6 口縁部下半、底部箆削り 。底部扁平。

PL.103 埋没土 坪 高く1.3> 底 (90) 酸化

第94図 55住— 4 土師器 口 (110) 残 1/4 橙 5YR6/6 口縁部外反。底部箆削りか、扁平。摩滅著しい。

PL 103 埋没土 杯 高く34> 底 (8.6) 酸化

第95図 56住— l 灰釉陶器 口 残底部片 灰白 5Y7/l 付高台。体部外反回転箆削り 。漬け掛け、オリープ灰10Y6/2。
PL 104 床直 碗 高く2.8> 底 7.8 内面剥離。

第95図 56住— 2 須恵器 □(14 2) 残 1/4 灰白 10YR7/l 軟質。付高台。外面一部黒斑。摩滅著しい。

PL 104 床直 嵩台付婉 古向 52 底 (62) 還元
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第95図 56住-3 須恵器 口 (150) 残 1/4 橙 5YR6/6 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。器肉薄い。内面褐色
PL.104 埋没土 高台付婉 高 45 底 (6.4) 酸化 気味。

第95図 56住— 4 須恵器 口(14.4) 残 2/3 にぶい黄橙 10YR7/2 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。器肉薄い。底部内面
PL.104 埋没土 高台付婉 高 5.0 底 7.0 遠元 油煙状の煤付着。磨滅気味。

第95図 56住— 5 須恵器 口 残底部片 褐灰 10YR6/l 軟質。付高台。全体いぶし状、黒色。
PL.104 埋没土 高台付婉 高く4.3> 底 （6.5) 坦̀q冗-

第95図 56住— 6 須恵器 口 残底部片 灰黄 2.5Y7(2 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。摩滅著しい。
PL.104 埋没土 高台付塊 高く3.2> 底 6.6 還元

第95図 56住— 7 土師器 口 残底部片 橙 7.5YR6/6 砂底、平ら。径小さい。胴部外面煤付着。
PL.104 床直 甕 高く9.0> 底 4.0 酸化

第95図 56住— 8 土師器 口 残底部片 にぶい橙 5YR6/4 砂底、平ら。胴部外面一部、黒色付着。
PL 104 床直 甕 高く4.9> 底 （4.6) 酸化

第95困 56住— 9 土師器 口 残台部片 にぶい褐 7 5YR5/4 台部横撫で、端部僅かに歪む。内面いぶし状、黒色。
PL.104 床直 台付甕 高く35> 底 108 酸化

第95図 56住— 10 土師器 口 残台部片 にぶい褐 7.5YR5/4 台部横撫で、端部僅かに歪む。胴部外面煤付着。
PL 104 床直 台付甍 高く6.5> 底 99 酸化

第96図 56住— 11 土錘 長 4.4外 16 内0.5 暗赤灰 2 5YR3/l PL 104。埋没土。完形。9.6g。紡錘形。いぶし状、黒色。

第96図 56住ー 12 土錘 長 44 外 1.7 内0.4 オリープ黒 5Y3/l PL.104。埋没土。ほぽ完形。117 g。紡錘形。いぶし状。
第96図 56住ー 13 土錘 長 3.7 外1.6 内0.5 明褐灰 7.5YR7/2 PL.104。埋没土。 1/2。4.9g。筒型。
第96図 56住-14 土錘 長33 外 1.3 内05 黒 2.5Y2/l PL 104。埋没土。完形。5.2g。筒型。いぶし状、黒色。

第96図 56住— 15 土錘 長 5.4外 1.3 内0.5 黒 2.5Y2/l PL.104。埋没土。完形。7.1g。棒状。いぶし状、黒色。
第96図 56住～ 16 土錘 長 25 外 12 内03 黒 10YR2/l PL104。埋没土。 1厄。56g。筒型。いぶし状、褐色。

第96図 56住— 17 土錘 長 3.5 外 0.9 内0.3 灰褐 7.5YR5/2 PL.104。埋没土。完形。2.1g。細い紡錘形。いぶし状、褐色。
第96図 56住— 18 土錘 長 3.6 外 09 内03 明灰黄 2.5Y5/2 PL 104。埋没土。完形。3.1g。細い紡錘形。いぶし状、褐色。

第96図 56住— 19 土錘 長 3.6 外1.0 内0.4 極暗赤褐 10R2/2 PL.104。埋没土。完形。26g。棒状。いぶし状、黒色。
第96図 56住ー 20 土錘 長 3.2外 11 内03 灰黄褐 10YR6/2 PL 104。埋没土。 2応。30g。細い紡錘形。
第96因 56住— 21 土錘 長 3.2 外 09 内03 灰黄褐 10YR5/2 PL.104。埋没土。完形。2.2g。細い紡錘形。いぶし状、褐色。

第96図 56住— 22 土錘 長 4.1 外 0.9 内0.3 灰褐 7.5YR5/2 PL.104。埋没土。完形。2.9g。細い紡錘形。いぶし状、褐色。
第96図 56住-23 土錘 長 33 外 0.9 内0.3 にぶい黄橙 10YR6応 PL 104。埋没土。ほぽ完形。2.3g。細い紡錘形。

第96図 56住— 24 土錘 長 34 外 1.0 内0.3 暗赤褐 5YR3/2 PL.104。埋没土。ほぽ完形。2.4g。細い紡錘形。いぶし状。
第96図 56住ー 25 土錘 長 34 外 0.9 内03 にぶい褐 7.5YR6/3 PL 104。埋没土。完形。23g。細い紡錘形。

第96図 56住ー 26 土錘 長37 外 0.9 内0.4 灰褐 5YR4厄 PL.104。埋没土。ほぽ完形。2.7g。細い紡錘形か。いぶし状。
第96図 56住ー 27 土錘 長3.2外 09 内03 にぶい黄橙 10YR7/3 PL 104。埋没土。ほぼ完形。2.4g。細い紡錘形。

第96図 56住ー 28 土錘 長 30 外 1.0 内0.4 にぶい褐 7.5YR5/3 PL.104。埋没土。ほぽ完形。23g。細い紡錘形か。いぶし状。
第96図 56住— 29 土錘 長 39 外 0.8 内0.3 灰黄褐 10YR5/2 PL.104。埋没土。完形。2.2g。細い紡錘形。いぶし状、褐色。

第96図 56住-30 土錘 長 30 外 09 内04 灰褐 75YR5厄 PL.104。埋没土。ほぽ完形。21g。棒状。

第96図 56住— 31 土錘 長 3.7 外 0.9 内0.3 灰褐 7.5YR4厄 PL.104。埋没土。完形。3.0g。棒状。いぶし状、褐色。
第96図 56住-32 土錘 長 2.6 外 09 内0.4 にぶい褐 7 5YR3/5 PL 104。埋没土。 2/3。17g。棒状。

第96図 56住— 33 土錘 長 2.8 外 0.9 内0.3 褐灰 7.5YR4/l PL.104。埋没土。 2/3。2.0g。棒状。いぶし状、褐色。
第96図 56住— 34 土錘 長 1.6 外 08 内03 灰褐 5YR4/2 PL 104。埋没土。 1/3。09g。紡錘形。いぶし状、褐色。

第96図 56住— 35 土錘 長 33 外 0.8 内0.3 にぶい赤褐 5YR5/3 PL.104。埋没土。ほぼ完形。21g。棒状か。いぶし状、褐色。
第96図 56住— 36 土錘 長 3.3 外 0.9 内03 にぶい褐 7.5YR5/3 PL104。埋没土。ほぽ完形。2.6g。棒状。
第96図 56住— 37 土錘 長 27 外 0.9 内03 褐灰 lOYRl/4 PL 104。埋没土。 2/3。19g。棒状。いぶし状、褐色。

第96図 56住— 38 土錘 長 2.9 外 09 内0.2 にぶい褐 7 5YR6/3 PL 104。埋没土。 2/3。2.0g。棒状。
第96図 56住-39 土錘 長33 外 09 内03 灰褐 7 5YR4/2 PL 104。埋没土。 2(3。2.5g。棒状。いぶし状、褐色。

第96図 56住— 40 土錘 長 3.1 外 0.8 内0.3 褐灰 10YR4/l PL104。埋没土。完形。1.9g。棒状。いぶし状、褐色。
第96図 56住-41 土錘 長 3.1 外 09 内03 灰黄褐 10YR5厄 PL 104。埋没土。 2(3。23g。棒状。
第96図 56住— 42 土錘 長 3.2 外 0.7 内0.3 黒褐 2.5Y3/l PL.104。埋没土。 2/3。1.9g。棒状。いぶし状、褐色。
第96図 56住-43 土錘 長 3.1 外 09 内0.4 にぶい黄橙 10YR6(3 PL 104。埋没土。 2/3。25g。棒状。

第96図 56住— 44 土錘 長 4.4外 0.8 内0.3 灰黄褐 10YR5(2, PL.104。埋没土。完形。3.2g。棒状。いぶし状、褐色。
第96図 56住— 45 土錘 長 36 外 0.8 内03 黒褐 10YR3/2 PL.104。埋没土。完形。19g。棒状。いぶし状、褐色。
第96図 56住 -46 土錘 長 34 外 0.9 内0.3 褐灰 10YR6/l PL.104。埋没土。完形。1.8g。棒状。いぶし状、褐色。
第96図 56住 -47 上錘 長 3.2 外 08 内03 褐灰 7 5YR4/l PL104。埋没土。完形。2.3g。棒状。いぶし状、褐色。
第96図 56住-48 土錘 長34 外 09 内04 灰褐 75YR4/2 PL 104。埋没土。ほぽ完形。2.5g。棒状。いぶし状、褐色。

第96図 56住— 49 土錘 長3.2外 0.9 内03 灰褐 75YR4厄 PL 104。埋没土。ほぼ完形。2.3g。棒状。いぶし状、褐色。
第96図 56住— 50 土錘 長 27 外 08 内03 灰褐 7 5YR4/2 PL.104。埋没土。 2/3。1.9g。棒状。いぶし状、褐色。
第96図 56住— 51 土錘 長 2.6 外 0.9 内03 褐灰 7 5YR4/l PL 104。埋没土。 2/3。1.7g。棒状。いぶし状、褐色。
第96図 56住-52 土錘 長24 外 08 内03 灰褐 7 5YR5/2 PL.104。埋没土。完形。1.7g。細い紡錘形。いぶし状、褐色。

第96図 56住— 53 土錘 長 2.1 外 0.9 内0.3 にぶい褐 7.5YR5/3 PL 104。埋没土。 1/3。14g。いぶし状、褐色。
第96図 56住-54 土錘 長 19 外 08 内04 灰褐 5YR4/2 PL 104。埋没土。 1/3。12g。いぶし状、褐色。
第96図 56住— 55 土錘 長 2.1 外 0.9 内0.4 にぶい橙 7.5YR6/4 PL 104。埋没土。 1/3。1.8g。いぶし状、褐色。
第96図 56住 -56 土錘 長 21 外 08 内0.3 褐灰 10YR4/l PL 104。埋没土。 1(2。14g。棒状。いぶし状、褐色。

第96図 56住— 57 土錘 長 3.4外 0.8 内0.3 灰褐 7.5YR6/2 PL.104。埋没土。2/3。2.1g。棒状。
第96図 56住— 58 土錘 長 2.7 外 09 内03 灰褐 7 5YR5(2 PL 104。埋没土。 1厄。21g。棒状。いぶし状、褐色。
第96図 56住— 59 磨石 長 55 短 51 粗粒輝石安山岩 PL.104。埋没土。完形。183g。厚46cm。6面平滑。

第98図 57住— l 土師器 口 120 残完形 橙 7.5YR6/6 口唇部僅かに外反。底部型肌、平ら。
PL.103 床直 坪 高 3.7 底 8.0 酸化

第98図 57住ー 2 土師器 口(180) 残口縁片 にぶい橙 7.5YR7/4 口縁部「コ」の字状。胴部外面箆削り、内面刷毛目。一部
PL.103 埋没土 甕 高く75> 底 酸化 煤付着。

第98図 57住-3 土師器 口 残底部片 にぶい橙 7.5YR7/4 底部箆削り、平ら。胴部外面箆削り 、内面刷毛目。外面煤
PL.103 埋没土 衷年 商く28> 底 （42) 酸化 付着。57住-2と同一の可能性有り 。
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第3章 検出された遺構と遺物

第98図 57住 — 4 口 (21.0) 残口縁片 にぶい橙 7 5YR7/4 口縁部内傾。口唇部内斜。鍔台形、上向き 。

PL.103 床直 羽釜 高く9.8> 底 酸化

第98図 57住— 5 土錘 長 44 外 2.5 内 09 橙 5YR6/8 PL 103。埋没土。完形。23.9g。筒形。

第98図 57住— 6 釘 長く5.7> 短 0.6 PL.103。埋没土。 1/2。厚0.5cm。

第98図 57住 — 7 鎌 長く163> 短 3.9 PL 103。床直。 1/2。厚04cm。

第100図 60住— l 須恵器 口 残底部片 灰白 10YR7/l 軟質。底部右回転糸切 り。

PL.105 埋没土 杯 高く1.3> 底 5.4 遠元

第100図 60住ー 2 須恵器 口 残底部片 橙 75YR6/6 軟質。底部右回転糸切り 。一部黒斑。

PL 105 埋没土 坪 高く11> 底 6.2 酸化

第100図 60住— 3 須恵器 口 残底部片 橙 25YR6/6 軟質。底部右転糸切り後、付局台。

PL 105 床直 高台付婉 高く30> 底 88 酸化

第100図 60住 -4 土師器 口(124) 残 1/5 橙 5YR6/6 口唇部僅かに外反。底部箆削り 、扁平。

PL 105 床直 杯 高く32> 底 (92) 酸化

第100図 60住— 5 土師器 口(138) 残 1/4 橙 5YR6/6 口唇部僅かに内弯。器肉薄く 、歪む。底部箆削り、扁平。

PL 105 床直 坪 高 39 底 (9.9) 酸化

第100図 60住— 6 土師器 口 11.8 残完形 にぶい橙 5YR6/4 口縁部外反。口唇部歪み有り 。底部箆削り、扁平。

PL.105 床直 杯 高 3.4 底 7.9 酸化

第100図 60住— 7 土師器 口(116) 残 2/3 にぶい橙 7 5YR6/4 口唇部僅かに内弯。底部箆削り、扁平。

PL.105 床直 杯 高 35 底 83 酸化

第100図 60住— 8 土師器 □ 15.0 残 l(3 橙 75YR7/6 口唇部僅かに外反。口縁下半部横箆削 り、底部箆削 り、扁

PL.105 床直 杯 高く5.7> 底 (93) 酸化 平。内面放射状の暗文。

第100図 60住— 9 土師器 口 (20.0) 残口縁片 橙 5YR6/6 口縁部「コ」の字状。

PL 105 床直 班年 高く74> 底 酸化

第100図 60住-10 軟質陶器 口 残底部片 黄灰 2 5Y6/l 磨滅著しい。

PL 105 床直 焙烙か 高く07> 厚 07 

第100図 60住 ←11 須恵器 口 (210) 残口縁片 褐灰 10YR6/l 硬質。口縁部やや短い。

PL 105 埋没土 甕 高く33> 底 涎、-フ-E 

第100因 60住— 12 刀子 長く77> 短 19 PL 105。床直。破片。厚04cm。

第100図 60住 — 13 鉄製品 長く5.4>短 1.7 PL.105。床直。破片。厚08cm。火打ち金か。

第100図 60住ー 14 釘 長く57> 短 07 PL 105。床直。破片。厚08cm。

第100図 60住— 15 鉄製品 長 33 短 0.8 PL.105。床直。破片。厚09cm。用途不明。

第100図 60住 — 16 台石 長く160> 短 13 3 石英閃緑岩 PL 105。床直。 2/3。49kg。厚130cm。未製品か。

第102図 61住ー 1 須恵器 口 (130) 残口縁片 灰白 2 5Y7/l 軟質。外面煤付着。摩滅著しい。

PL 105 床直 皿 高く20> 底 珀、四J一じ

第102図 61住 ー2 須恵器 口(13.0) 残口縁片 にぶい褐 7 5YR5/4 軟質。口唇部外反。

PL.105 埋没土 皿 高く2.0> 底 酸化

第102図 61住 -3 須恵器 口(13.4) 残 1/2 にぶい橙 5YR6/3 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。器肉厚い。磨滅著し

PL.105 床直 高台付Jlll 高く2.6> 底 （70) 酸化 い。

第102図 61住— 4 須恵器 口 12.8 残完形 黄灰 2.5Y6/l 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。器肉厚い。全体いぶ

PL.105 床直 高台付皿 高 3.3 底 6.4 旭''"'フ―じ し状、黒色。

第102図 61住— 5 須恵器 口 残底部片 灰白 7.5Y7/l 軟質。底部右回転糸切り、器肉薄い。摩滅著しい。

PL.105 床直 11ll 高く17> 底（75) 返ヽに9,冗― 

第102図 61住 — 6 須恵器 口 (120) 残 1/4 黄灰 2.5Y6/l 硬質。底部回転糸切り 。

PL.105 埋没土 杯 高 4.4 底 (6.0) 遠元

第102図 61住— 7 須恵器 口 (13.0) 残口縁片 褐灰 10YR6/l やや軟質。

PL.105 埋没土 杯 高く3.2> 底 邸、P9しプ一じ

第102図 61住— 8 須恵器 口 15.0 残完形 灰 5Y6/l 軟質。底部右回転糸切り後、短い付高台。器閃厚い。摩滅

PL.105 床直 高台付碗 高 5.2 底 73 池、四冗ー 気味。

第102図 61住— 9 須恵器 口 150 残 3/4 灰 5Y6/l 軟質。付高台、器肉厚い。摩滅著しい。

PL 105 床直 高台付婉 高 4.9 底 70 坦‘皿冗ー

第102図 61住— 10 須恵器 口 (14.0) 残 1/4 灰 75Y6/l 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。摩滅気味。

PL 105 埋没土 高台付塊 高 5.1 底 (7.1) 池"ェ冗ー

第103図 61住ー 11 須恵器 口 (150) 残 1(2 黄灰 2.5Y6/l 硬質。底部右回転糸切り後、付品台。

PL.105 床直 高台付婉 高 51 底 76 還元

第103図 61住ー 12 須恵器 口 134 残完形 黄灰 2.5Y6/l 軟質。底部右回転糸切り後、短い付尚台、黒斑。器肉厚い。

PL 105 床直 高台付婉 高 5.2 底 76 還元

第103図 61住— 13 須恵器 口 14.9 残 l厄 褐灰 10YR6/l 軟質。底部回転糸切り後、付高台。摩滅気味。

PL 105 床直 高台付婉 高 4.8 底 74 坦、血冗一

第103図 61住-14 須恵器 ロ 残底部片 黄灰 2.5Y7厄 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。摩滅著しい。

PL.105 埋没土 高台付婉 高く2.6> 底 80 還元

第103図 61住-15 須恵器 口 (142) 残 1/3 褐灰 10YR6/l 硬質。底部右回転糸切 り後、付高台。外面墨書、口線部

PL.105 埋没土 高台付婉 古回 56 底（74) 珀、P 冗- 「口林」、底部「林」。

第103図 61住-16 須恵器 口 残底部片 灰 10Y6/l 硬質。外面平行叩き目、内面撫で調整。底部叩き目。扁平。

PL.106 埋没土 或上L 高く65> 底(8.0) 池̀P・し冗一

第103図 61住 -17 須恵器 口 残肩部片 暗灰 N3/ 硬質。胴部外面平行叩き目 、内面同心円当て目。 1~ 5呻

PL.106 埋没土 甕 高 厚 06 虚、P 冗- の白色粒含む。

第103図 61住— 18 須恵器 口 残胴部片 灰 N4/ 硬質。内外面回転伴う刷毛目。4mmの白色粒僅かに含む。

PL.106 床直 衷年 高く143> 厚 07 涎̀"'冗― 

第103図 61住 — 19 土師器 口(12.0) 残 1/4 にぶい橙 7.5YR6/4 口縁部内弯気味立ち上がる。口唇部と底部の割れ口に穿孔。

PL.106 床直 杯 高 2.4 底 (95) 酸化 底部箆削り、平ら。器高低い。

第103図 61住— 20 土師器 口 残底部片 にぶい橙 5YR6/4 底部箆削り、平ら。内面墨書「林」。 外面いぶし状、褐色。

PL.106 埋没土 杯 高 厚 05 酸化
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第4節 A~C区から検出された遺物の観察

第103図 61住— 21 土師器 口(11.6) 残 l厄 にぶい橙 7 5YR6/4 口縁部外反、撫でによる稜有り 。底部箆削り、扁平。底部
PL 106 床直 杯 古向 36 底 87 酸化 内外面に墨書、「林」。

第103図 61住ー 22 土師器 口 120 残 3/4 にぶい橙 5YR6/4 口縁部外反。口縁部楕円形、歪む。底部箆削り、扁平。
PL 106 埋没土 杯 古向 35 底 80 酸化

第103図 61住— 23 土師器 口 11.8 残 3/4 橙 5YR6/6 口縁部外反。底部箆削り、平ら。口縁部楕円形。外面一部、
PL.106 床直 坪 高 6.8 底 3.2 酸化 黒色付着。

第103図 61住— 24 土師器 口 (8.0) 残 1/4 にぶい橙 5YR6/4 口縁部やや長く指押さえ残る。楕円形、 歪み有り 。口唇部
PL.106 埋没土 坪 高 3.5 底 (8.0) 酸化 僅かに内弯。底部箆削 り、平ら。

第103図 61住ー 25 土師器 口 (12.0) 残 1/3 明赤褐 5YR5/6 底部箆削り、平ら。内面一部、黒色付着。
PL.106 埋没土 均 古向 3.1 底 （7.6) 酸化

第103図 61住ー 26 土師器 □ 12 0 残完形 橙 75YR6/6 口唇部内弯。口縁部紐づくり接合痕残る。底部箆削り、扁
PL.106 床直 杯 高 3.1 底 8.4 酸化 平。

第103図 61住-27 土師器 口 120 残 3/4 にぶい黄橙 10YR6/3 底部箆削り 、平ら。口縁部一部黒斑。
PL.106 床直 均 高 34 底 8.6 酸化

第103図 61住— 28 土師器 口(120) 残口縁片 にぶい橙 7 5YR7/4 口縁部外反。口唇部僅かに内弯。一部黒斑。底部箆削り、
PL.106 埋没土 杯 高く3.1>底 （80) 酸化 扁平。

第103図 61住ー 29 土師器 口 11.8 残 3/4 橙 5YR6/6 口唇部僅かに内弯。底部箆削り、平ら。外面底部黒色付着。
PL.106 埋没土 杯 古向 3.0 底 8.6 酸化

第103図 61住 -30 土師器 口 11.5 残完形 にぶい橙 5YR7/4 口唇部僅かに内弯。底部箆削 り、平ら。
PL.106 床直 坪 古向 2.9 底 8.5 酸化

第103図 61住 ・31 土師器 口(12.8) 残 1/3 にぶい橙 7.5YR6/4 口縁部指押さえ残る。口唇部一部黒色。底部箆削り、扁平。
PL.106 床直 坪 古向 3.0 底 (8.4) 酸化

第103図 61住-32 土師器 口 11.8 残 2(3 にぶい橙 5YR6/4 口唇部僅かに内弯。口縁部歪む。底部箆削り 、平ら。
PL.106 床直 杯 古向 3.2 底 8.0 酸化

第103図 61住— 33 土師器 口 12.2 残 2/3 明褐 7.5YR5/6 口唇部僅かに内弯。口縁部歪む。底部箆削 り、平ら。
PL.106 床直 杯 古向 3.5 底 85 酸化

第104図 61住— 34 土師器 口(12.0) 残口縁片 にぶい橙 7 5YR6/4 底部箆削り 、平ら。胎土水漉しで良好。内面一部褐色。
PL.106 床直 杯 裔 3.0 底 (80) 酸化

第104図 61住— 35 土師器 口(12.0) 残口縁片 にぶい橙 7 5YR6/4 底部箆削り、平ら。胎土水漉しで良好。摩滅気味。
PL.106 埋没土 杯 裔 2.7 底 (8.2) 酸化

第104図 61住— 36 土師器 口(11.6) 残口縁片 にぶい橙 5YR6/4 底部箆削り、平ら。
PL.106 床直 杯 古向 3.1 底 (86) 酸化

第104因 61住— 37 土師器 口 116 残 1(2 にぶい橙 5YR6/4 底部箆削り、平ら。一部煤付着、褐色。
PL.106 床直 杯 古向 3.0 底 7.8 酸化

第104図 61住 ・38 土師器 口(12.4) 残口縁片 にぶい橙 7.5YR6/4 口唇部黒斑。口縁部楕円形歪む。底部箆削 り、平ら。
PL.106 埋没土 杯 古向 3.4 底 (7.4) 酸化

第104図 61住— 39 土師器 口(12O) 残口縁片 にぶい赤褐 5YR5/4 口唇部僅かに内弯。底部箆削り、 扁平。
PL.106 埋没土 坪 商く27> 底 8.8 酸化

第104図 61住— 40 土師器 口(188) 残口縁片 橙 5YR6/6 口縁部「コ」の字状。器肉薄い。
PL.106 床直 甕 高く118> 底 酸化

第104図 61住— 4 1 土師器 口(19.5) 残口縁片 橙 5YR6/6 口縁部「コ」の字状。器肉薄い。
PL.106 床直 甕 高く55> 底 酸化

第104図 61住— 42 土師器 口 (21.0) 残口縁片 橙 5YR6/6 口縁部 「コ」の字状。器肉やや厚い。一部黒色付着。
PL.106 床直 衷年 高く87> 底 酸化

第104図 61住 -43 土師器 口(196) 残口縁片 にぶい橙 7.5YR6/4 口縁部「コ」の字状。器肉薄い。一部煤付着。
PL.106 床直 甕 高く6.5> 底 酸化

第104図 61住— 44 土師器 □(19 0) 残口縁片 明赤褐 5YR5/6 口縁部「コ」の字状。器肉薄い。
PL.106 埋没土 衷A 高く82> 底 酸化

第104図 61住— 45 土師器 □(18.0) 残口縁片 明赤褐 5YR5/6 口縁部「コ」の字状。肩部外面一部黒斑。
PL.106 床直 甕 高く83> 底 酸化

第104図 61住— 46 土師器 口 (20.0) 残口縁片 橙 5YR6/6 口縁部［コ」の字状。器肉薄い。
PL 106 床直 甕 高く6.2> 底 酸化

第104図 61住— 47 土師器 口(19.4) 残口縁片 橙 75YR6/6 口縁部「コ」の字状。器肉薄い。一部煤付着。
PL 106 床直 甕 高く4.5> 底 酸化

第104図 61住— 48 土師器 口 残口縁片 にぶい橙 5YR6/4 口縁部外反。内面煤付着、褐色。
PL.106 埋没土 甕 尚く2.5> 厚 05 酸化

第104図 61住— 49 土師器 口 残胴部片 橙 5YR6/6 器肉薄い。
PL.106 埋没土 売 高く5.0> 厚 03 酸化

第104図 61住— 50 土師器 口 残底部片 にぶい橙 7.5YR7/4 底部箆削 り、平ら。胴部外面煤付着、褐色。
PL.106 埋没土 甕 高く3.9> 底 4 1 酸化

第104図 61住— 51 土師器 口 残底部片 橙 7.5YR6/6 底部箆削り、平ら。
PL.106 埋没土 小型甕 高く3.0> 底 （3.7) 酸化

第104図 61住 -52 土師器 口 残底部片 橙 5YR6/6 底部箆削 り、平ら。外面煤付着。
PL.106 埋没土 甕 裔く36> 底 （4.0) 酸化

第104図 61住— 53 土師器 口 残底部片 橙 5YR6/6 底部箆削り 、平ら。外面一部煤付着、褐色。
PL.106 床直 甕 高く3.4>底 4.0 酸化

第104図 61住— 54 土師器 口 残底部片 にぶい橙 7 5YR6/4 底部箆削 り、平ら。外面一部煤付着、褐色。
PL.106 埋没土 甕 高く3.5> 底 (46) 酸化

第104図 61住— 55 土師器 口 残胴部片 橙 5YR6/6 外面摩滅気味。
PL.106 埋没土 甕 高く4.5> 底 酸化

第104図 61住— 56 土師器 口 残台部片 にぶい橙 5YR6/4 台部横撫で。外面煤付着、褐色。
PL.106 埋没土 台付甕 高く3.3> 底 （90) 酸化
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第3章 検出された遺構と遺物

第104図 61住— 57 土錘 長4.6 外 1.6 内0.4 灰白 10YR8(2 PL.106。床直。完形。93g。筒形。一部黒色。

第104図 61住 -58 土錘 長 39 外 16 内06 灰白 7.5YR8厄 PL.106。床直。完形。8.9g。紡錘形。一部いぶし状。

第104図 61住— 59 土錘 長4.4外 1.8 内0.7 灰黄 2.5YR7/2 PL.106。床直。完形。123 g。筒形。

第104図 61住-60 土錘 長41 外 15 内05 灰白 2.5Y7厄 PL.106。床直。完形。89g。筒形。一部黒斑。

第104図 6 1住— 61 土錘 長 28 外 0.9 内03 灰褐 7.5YR6/2 PL.106。埋没土。完形。2.1g。細い紡錘形。いぶし状。

第104図 61住— 62 土錘 長 2.7 外 09 内03 明褐灰 7 5YR8(J PL.106。埋没土。完形。2.3g。細い紡錘形。

第104図 61住— 63 土錘 長3.4外 0.8 内0.3 明褐灰 7.5YR7(2, PL.106。埋没土。完形。2.3g。棒状。

第104図 61住— 64 石鏃 長 1.3 短 1.1 チャート PL.106。埋没土。完形。0.24g。厚02cm。

第104図 61住 -65 釘 長く5.4>短 0.5 PL.106。埋没土。破片。厚0.6cm。

第104図 61住 — 66 釘 長 12.4 短 1.3 PL.106。埋没土。3/4。厚07cm。

第107図 62住— 1 灰釉陶器 口(10.0) 残口縁片 灰白 2 5Y7/l 口縁部外反。内外面施釉、灰オリープ75Y5(3。

PL.107 埋没土 亜一 商く28> 底

第107図 62住ー 2 須恵器 口(14.0) 残口縁片 灰白 2.5Y7/l 軟質。付裔台。口縁部いぶし状、 一部黒色。摩滅気味。

PL.107 床直 裔台付皿 裔く30> 底 還元

第107図 62住 -3 須恵器 口(128) 残 1/2 灰 N6/ 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。剥離、摩滅著しい。

PL.107 床直 裔台付皿 高く21> 底 還元

第107図 62住-4 須恵器 口 残底部片 にぶい褐 75YR6/3 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。全体いぶし状、褐色。

PL.107 床直 高台付婉 裔く18> 底 64 酸化

第107図 62住— 5 須恵器 口 (11.6) 残 1/4 黄灰 2 5Y5/l やや軟質。底部右回転糸切り 。

PL.107 床直 杯 高く39> 底（67) 還元

第107図 62住— 6 須恵器 口13.0 残完形 にぶい黄橙 10YR7/2 軟質。底部右回転糸切り、径小さい、黒斑。

PL.107 床直 杯 尚 4.1 底 54 酸化

第107図 62住— 7 須恵器 口 残底部片 黄灰 2.5Y6/l 硬質。底部右回転糸切り 。

PL.107 埋没土 杯 高く2.9> 底 （7.0) 還元

第107図 62住— 8 須恵器 口(13.0) 残 1/5 灰白 7.5Y8/l 軟質。底部回転糸切り 。口唇部一部歪み有り 。

PL 107 埋没土 坪 古向 3.0 底 (5.6) 還元

第107図 62住— 9 須恵器 口 残底部片 にぶい黄橙 10YR7厄 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。内外面煤付着。底部

PL.107 床直 高台付婉 裔く18> 底 60 還元 外面墨書、「林」。

第107図 62住-10 須恵器 口 残底部片 にぶい黄橙 10YR7(2, 軟質。底部回転糸切り後、付高台。体部いぶし状、黒色。

PL.107 埋没土 高台付婉 高く2.3> 底（70) 還元 摩滅気味。

第107図 62住ー 11 須恵器 口 残底部片 灰黄 25Y7(2, 軟質。底部右回転糸切り、細い付高台。内面黒色。

PL.107 床直 高台付婉 高く25> 底 64 還元

第107図 62住 — 12 須恵器 口 残底部片 灰 5Y6/l 硬質。底部右回転糸切り後、短い付高台。口縁部器肉薄い。

PL.107 埋没土 高台付婉 高く35> 底 55 還元

第107図 62住— 13 須恵器 口 残底部片 灰黄 2.5Y6/2 軟質。付尚台。摩滅気味。

PL 107 埋没士 高台付婉 高く3.2> 底（76) 還元

第107図 62住— 14 須恵器 口 (18.0) 残口縁片 浅黄 2.5Y7/3 軟質。口縁部「く」の字状外反短い。摩滅気味。

PL 107 埋没土 甕 高く5.3> 底 酸化

第107図 62住— 15 土師器 口 (200) 残口縁片 橙 5YR6/8 口縁部「コ」の字状。胎土水漉しで緻密。摩滅著しい。

PL.107 埋没土 甕 高く6.2>底 酸化

第107図 62住-16 土師器 口 200 残口胴片 にぶい橙 7.5YR7/3 口縁部外反、一部黒斑。外面下半部一部いぶし状。

PL.107 床直 甕 商く246> 底 酸化

第107図 62住-17 土師器 □(13 0) 残口縁片 にぶい橙 7 5YR6/4 口縁部「コ」の字状。胴部外面箆削り、煤状の黒色付着。

PL.107 床直 甕 問く70> 底 酸化

第107図 62住 — 18 土師器 口 残底部片 にぶい黄橙 10YR6/3 底部箆削り、平ら。外面黒斑。胴部外面箆削り、内面箆撫

PL.107 埋没土 甕 裔く5.0> 底 (45) 酸化 で。

第107図 62住-19 土錘 長 2.7 外 08 内0.3 にぶい橙 7.5YR6/4 PL.107。埋没土。3/4。1.5g。棒状。

第107図 62住— 20 土錘 長 5.3 外 2.2 内0.7 浅黄 10YR8/3 PL 107。埋没土。完形。18.1g。紡錘形。

第107図 62住ー 21 磨石 長 13.4 短 11.7 粗粒輝石安山岩 PL.107。床直。完形。1.132kg。厚5.2cm。敲石にも使用。

第108図 63住-1 須恵器 □ 12.6 残完形 にぶい橙 7.5YR7/4 軟質。底部右回転糸切り 。摩滅気味。

PL.103 床直 坪 古向 4.0 底 7.4 酸化

第108図 63住ー 2 須恵器 口 10.5 残完形 にぶい橙 5YR7/4 軟質。底部右回転糸切り 。摩滅気味。

PL.103 床直 杯 古回 3.1 底 6.0 酸化

第108図 63住— 3 須恵器 口 10.2 残 1/2 橙 25YR6/6 軟質。平底。内面一部黒色。摩滅著しく、成整形不明瞭。

PL.103 床直 杯 高 28 底 58 酸化

第108図 63住 — 4 土師器 口 12.1 残完形 にぶい橙 7 5YR6/4 口縁部外反。口唇部僅かに内弯。楕円形歪む。底部型肌、

PL 103 床直 杯 高 3.4 底 68 酸化 扁平。

第109図 64住— l 須恵器 口 (13.4) 残 2/5 にぶい黄橙 10YR7/2 軟質。剥離、摩滅著しく、成整形不明瞭。

PL.107 埋没土 婉 古向 4.1 底 7.0 還元

第109図 64住— 2 須恵器 口(15.2) 残口縁片 灰 N5/ 硬質。器尚薄い。3mmの白色粒少量含む。

PL.107 埋没土 皿 高く2.5> 底 還元

第111図 65住— 1 灰釉陶器 口 13.0 残 1/2 灰白 7.5Y7/l 付高台。体部下半回転箆削り 。施釉、灰白5Y7厄。剥離気

PL.107 床直 高台付碗 古向 4.0 底 6.6 味。内面重ね焼き痕、剥離。凹む。

第lll図 65住-2 須恵器 口 (14.0) 残 1/5 にぶい褐 7.5YR6(3 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。摩滅著しい。

PL.107 床直 高台付婉 古向 45 底 (6.4) 還元

第111図 65住— 3 須恵器 口(130) 残口縁片 橙 5YR6/6 軟質。摩滅気味。

PL.107 埋没土 高台付婉 高く40> 底 酸化

第lll図 65住 — 4 土師器 口(126) 残 1/3 にぶい橙 7.5YR6/4 口縁部外反。口唇部僅かに内弯。底部型肌。

PL.107 埋没土 杯 古回 32 底 (70) 酸化

第111図 65住— 5 土師器 口 残底部片 にぶい褐 7 5YR5/4 底部平ら、砂底。胴部外面箆削り 、内面箆撫で。

PL.107 床直 甕 高く2.5> 底 (40) 酸化
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第4節 A~C区から検出された遺物の観察

第113図 67住-1 須恵器 口 13.8 残完形 灰白 2.5Y8(2 軟質。底部回転糸切り後、付高台。口縁部楕円形、歪む。
PL.107 床直 高台付婉 高 5.1 底 (6.4) 還元 一部赤変。摩滅気味。

第113図 67住ー 2 須恵器 口(14.4) 残 1/3 灰黄 2.5Y7/2 軟質。底部右回転糸切り後、楕円状付高台、歪む。底部内
PL.107 床直 高台付婉 古向 5.6 底 6.1 還元 面黒斑。摩滅著しい。

第113図 67住— 3 須恵器 口 残底部片 灰 5Y5/l 硬質。底部右回転糸切り後、付裔台。
PL 107 埋没土 裔台付塊 裔く4.0> 底（7.3) 還元

第113図 67住— 4 土師器 □(12 2) 残 l/3 橙 75YR6/6 口縁部外反。口唇部僅かに内弯。砂底。
PL 107 埋没土 杯 古向 38 底（72) 酸化

第113図 67住— 5 土師器 口 (220) 残口胴片 橙 5YR6/6 口縁部外反、器肉厚い。
PL.107 埋没土 甕 商く204> 底 酸化

第113図 67住-6 土師器 口 残台部片 にぶい赤褐 5YR5/4 台部貼付。器肉厚く、撫で調整。
PL.107 埋没土 台付甕 商く3.2>底（98) 酸化

第114図 68住-1 須恵器 口 残天井部 灰白 2.5Y7/1 やや軟質。天井部環状摘み接合後、回転箆削り調整。
PL.107 床直 蓋 裔＜3.1> 摘径 32 還元

第114図 68住-2 土師器 口 11.7 残完形 橙 5YR6/6 底部型肌、平ら。径小さい。内面摩滅気味。
PL.107 床直 杯 裔 3.7 底 5.6 酸化

第116図 72住— l 須恵器 口(15.0) 残端部片 灰白 10Y7/l 硬質。天井部摘み接合後、撫で調整。
PL.108 埋没土 蓋 高く2.5> 厚 0.9 還元

第116図 72住— 2 須恵器 口 (153) 残口縁片 黄灰 2.5Y6/l 軟質。全体いぶし状、黒色気味。器面12mmの砂粒含む。
PL 108 床直 高台付塊 高く3.7> 底 還元

第116図 72住— 3 須恵器 □(14 0) 残口縁片 灰黄 2 5Y6厄 軟質。摩滅気味。2mmの砂粒僅かに含む。
PL 108 埋没土 裔台付塊 高く4.2>底 還元

第116図 72住— 4 土師器 口 (19O) 残口縁片 にぶい橙 7 5YR7/4 口縁部「コ」の字状、崩れ器肉やや厚く短い。一部煤付着。
PL.108 床直 甕 嵩く119> 底 酸化

第116図 72住— 5 口 残胴部片 灰 5Y6/l 軟質。下部欠損後、端部調整し使用か。
PL.108 埋没土 羽釜 高く6.0> 厚 07 還元

第118図 73住 -1 須恵器 口 13.0 残 1/3 褐灰 10YR7/l 軟質。付高台。摩滅著しい。
PL.108 床直 高台付婉 裔 4.7 底 (5.8) 還元

第118図 73住— 2 須恵器 口(13.4) 残 1/3 にぶい褐 75YR5/3 軟質。底部回転糸切り後、付高台。摩滅著しい。
PL.108 床直 高台付婉 古向 5.6 底 6.7 還元

第118図 73住— 3 須恵器 口 残底部片 褐灰 10YR6/l 軟質。付高台。摩滅著 しい。
PL 108 床直 高台付婉 高く2.2> 底 （6.4) 遠元

第118図 73住— 4 土師器 口(188) 残 1/2 橙 5YR7/6 口縁部「コ」の字状、歪み有り。胴部煤付着。
PL 108 床直 甕 高 242 底 3.6 酸化

第118因 73住— 5 土師器 口 (210) 残口縁片 明赤褐 5YR5/6 口縁部「コ」の字状、崩れる。胴部外面箆削り、内面刷毛
PL 108 床直 甕 高く76> 底 酸化 目の後箆撫で。

第118図 73住-6 土師器 口 (130) 残上半部 明赤褐 5YR5/6 口縁部 「コ」の字状、やや短い。外面から口縁部内面煤付
PL.108 埋没土 台付甕 高く12.1> 底 酸化 着。

第118図 73住— 7 土師器 口 (11.6) 残口縁片 にぶい赤褐 5YR5/4 口縁部「く」の字状、外反。器肉やや厚い。胴部外面横箆
PL.108 床直 甕 高く3.6> 底 酸化 削り、内面箆撫で。胴部外面一部黒色。

第118図 73住— 8 土師器 口 残底部片 にぶい橙 7.5YR6/4 胴部外面箆削り、内面箆撫で。台部横撫で。外面煤付着。
PL.108 床直 台付甕 高く4.0> 底 酸化

第llS図 73住— 9 土錘 長 3.6 外1.1内 0.3 黒褐 10YR3/l PL.108。床直。完形。 4.1g。棒状。一部いぶし状。
第118図 73住ー 10 土錘 長 38 外 19 内08 にぶい黄橙 10YR7/3 PL 108。床直。2/3。9.1g。紡錘形。
第120図 74住— l 須恵器 □(12 2) 残 1/3 灰白 10YR7/l 硬質。底部回転箆削り、平ら。
PL.108 埋没土 杯 古向 33 底 8.4 還元

第120因 74住— 2 須恵器 口 130 残 2応 にぶい黄橙 10YR7厄 軟質。底部右回転糸切り、外面黒斑。摩滅気味。
PL 108 床直 杯 古向 4 1 底 64 酸化

第120図 74住— 3 須恵器 口 (12.8) 残口縁片 灰 5Y5/l 硬質。底部回転箆削り調整。
PL.108 床直 坪 高 4.0 底 (8.0) 還元

第120図 74住-4 須恵器 口 残底部片 灰白 5Y7/l 軟質。底部右回転糸切り 。摩滅著しい。
PL.108 床直 坪 高く2.7> 底（76) 還元

第120図 74住 — 5 須恵器 口 残底部片 灰白 2.5Y8/l 軟質。平底。摩滅著しい。
PL.108 埋没土 杯 高く2.3> 底（8.0) 還元

第120図 74住— 6 須恵器 口 残底部片 灰 5Y6/l 軟質。底部右回転糸切り。摩滅気味。
PL.108 埋没土 杯 高く2.7> 底 （6.0) 還元

第120図 74住— 7 須恵器 口 残底部片 褐灰 10YR5/l 硬質。付高台、端部平ら。
PL.108 埋没土 高台付婉 高く3.0> 底（10.0) 坦・==プじ

第120図 74住— 8 土師器 口(144) 残口縁片 橙 5YR6/6 底部箆削り、平ら。器高低い。
PL.108 床直 杯 古向 22 底(115) 酸化

第120図 74住— 9 土師器 □(12 0) 残口縁片 明赤褐 5YR5/6 口唇部内弯気味。底部箆削り 、平ら。
PL.108 埋没土 杯 古向 31 底 (76) 酸化

第120図 74住・ 10 土師器 口 124 残 1/2 にぶい橙 5YR6/4 口縁部内弯気味立ち上がる。底部箆削り、扁平。器高低い。
PL.108 埋没土 杯 高 35 底 100 酸化

第120図 74住— 11 須恵器 口 残口縁片 灰白 5Y8/l やや軟質。口縁部外反。内面剥離。
PL.108 埋没土 甕 高く49> 底 還元

第120図 74住— 12 土師器 口 (14.0) 残口縁片 にぶい橙 7.5YR6/4 口緑部「コ」の字状。一部煤付着。口唇部一部折り返し部
PL.108 床直 甕 高く7.0> 底 酸化 有り。

第120図 74住— 13 土師器 口 (20.0) 残口縁片 にぶい橙 7.5YR6/4 口縁部「コ」の字状。
PL.108 埋没土 甕 高く9.4>底 酸化

第120図 74住— 14 土師器 □ 22.8 残口縁片 明赤褐 5YR5/8 口縁部「く」の字状、外反。外面煤付着、一部褐色。
PL 108 床直 甕 高く95> 底 酸化
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第120図 74住— 15 土師器 口 218 残 3/4 にぶい橙 7 5YR6/4 口縁部「く」の字状、外反。内面一部いぶし状。胴部外面

PL 108 床直 甕 高 319 底 60 酸化 箆削り、内面箆撫で。底部平ら。一部黒斑。

第120図 74住— 16 土師器 口 220 残上半部 橙 5YR6/6 口縁部「く」の字状、外反。胴部長胴、外面煤付着。器肉

PL 108 床直 衷年 高く127> 底 酸化 薄い。

第120図 74住-17 土師器 口 残底部片 にぶい褐 7.5YR5/4 底部箆削り、平ら。外面煤付着。

PL 108 床直 甕 高く22> 底 (36) 酸化

第120図 74住— 18 土師器 口 残台部片 にぶい橙 7.5YR6/4 底部横撫で、端部歪む。

PL 108 床直 台付甕 裔く33> 底 96 酸化

第120図 74住 -19 土師器 口 22.5 残口底片 にぶい黄褐 10YR5/3 口縁部外反、器肉厚い長胴。外面縦箆削り、内面横箆撫で、

PL.108 床直 甕 高 (277) 底 (44) 酸化 一部煤付着。

第120図 74住ー 20 磨石 長 132 短 82 粗粒輝石安山岩 PL.108。床直。完形。783g。厚4.5cm。

第121図 78住— l 須恵器 口 133 残完形 褐灰 10YR6/l 硬質。底部右回転糸切り 。

PL 109 床直 坪 古向 38 底 60 還元

第121図 78住-2 須恵器 口 残底部片 灰黄褐 10YR6/2 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。全体いぶし状、黒色。

PL.109 埋没土 高台付婉 高く1.9> 底 6.4 涎."“冗

第121図 78住— 3 須恵器 口 13.7 残 3/4 灰白 2.5Y8だ 軟質。底部右回転糸切り後、低い付高台。径小さい。摩滅

PL.109 床直 高台付婉 高 5.2 底 5.2 還元 気味。

第122図 80住— l 土師器 口 (12.1) 残口縁片 にぶい褐 7.5YR6/3 口縁部やや長く口唇部外反。底部型肌。外面いぶし状、一

PL 109 埋没土 杯 高 4.0 底 (6.5) 酸化 部黒色。

第122図 80住— 2 土師器 口(130) 残口縁片 にぶい橙 5YR6/4 口縁部「コ」の字状、やや崩れ器肉やや厚い。胴部外面縦

PL.109 床直 甕 裔く5.2>底 酸化 箆削り、煤付着。内面横箆撫で。

第122図 80住— 3 須恵器 □ 残肩部片 黄灰 2 5Y6/l 硬質。ロクロ整形による横撫で。把手部貼付。

PL.109 床直 把手付甕 高く70> 厚 0.6 還元

第122図 80住— 4 磨石 長 7.1 短 5.1 軽石 PL 109。床直。完形。20g。厚2.6cm。

第123図 82住— 1 須恵器 口 14.0 残 2/3 にぶい黄橙 10YR7/3 軟質。底部回転糸切り後、付高台。内面黒斑。

PL.109 床直 高台付婉 高 5.7 底 (66) 還元

第123図 82住— 2 須恵器 口(14.4) 残 1/2 にぶい橙 5YR7/4 軟質。底部右回転糸切り後、付品台。摩滅気味。

PL.109 床直 高台付境 高 6.4 底 4.6 遥元

第123図 82住— 3 須恵器 口(16.6) 残 3/4 灰黄褐 10YR5だ 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。内外面一部油煙付着。

PL.109 床直 裔台付婉 高く6.4>底 酸化

第123図 82住— 4 須恵器 □(12.8) 残口縁片 にぶい黄橙 10YR6/3 軟質。内面「▽」箆記号か。

PL 109 埋没土 高台付婉 高く3.7> 底 酸化

第123図 82住— 5 須恵器 口 残底部片 灰白 5Y7/l 軟質。底部回転糸切り後、付高台。摩滅気味。

PL 109 床直 高台付婉 高く2.4>底 68 邸‘血プ一じ

第123図 82住-6 須恵器 口 残底部片 灰黄 2.5Y7(2 軟質。底部右回転糸切り後、付嵩台。外面いぶし状。

PL.109 床直 尚台付婉 嵩く2.2> 底 68 坦‘皿冗一

第123図 82住-7 須恵器 口 残底部片 灰白 10YR7/l 軟質。付嵩台、器肉厚い。径小さい。摩滅気味。

PL.109 床直 高台付婉 高く48> 底 62 乃、皿フ一

第123図 82住— 8 土師器 口 残底部片 浅黄橙 10YR8/3 底部箆削り、扁平。外面一部黒斑。

PL.109 埋没土 甕 高く15> 底 (82) 酸化

第124図 83住— 1 須恵器 口 (14.6) 残 1/4 にぶい褐 7.5YR6/3 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。摩滅気味。

PL.109 埋没土 高台付婉 嵩 7.0 底 5.1 酸化

第124図 83住ー 2 須恵器 口 (13.6) 残 l/3 灰白 5Y7/l 軟質。付高台。口縁部外面黒斑。磨滅著しい。

PL.109 埋没土 高台付皿 高 3.3 底 (60) 泣""’フ―じ

第124図 83住-3 須恵器 口 (126) 残口縁片 にぶい橙 5YR6/4 軟質。内面底部黒色。

PL.109 床直 高台付婉 高く38> 底 酸化

第124図 83住 ・4 須恵器 口 残底部片 灰白 2Y8/2 軟質。付高台。摩滅著しい。

PL.109 埋没土 高台付婉 高く21> 底 60 坦‘皿フ一じ

第124図 83住-5 土師器 口 残台部片 にぶい橙 7 5YR6/4 台部横撫で、端部やや楕円形歪む。

PL.109 埋没土 台付甕 高く42> 底 96 酸化

第126図 87住— l 緑釉陶器 口(16.0) 残口縁片 灰 5Y6/l 硬質。輪花。陰刻花文。施釉、オリープ黄7.5Y6/3。

PL 109 埋没土 碗 高く31> 厚 04 

第126図 87住— 2 須恵器 口 残底部片 灰白 2.5Y7/l 軟質。底部右回転糸切り。磨滅著しい。

PL 109 埋没土 杯 高く2.6> 底（6.0) 還元

第126図 87住— 3 須恵器 口(13.0) 残口縁片 灰 5Y6/l 軟質。摩滅著しい。

PL 109 埋没土 杯 高く3.4>底 遠元

第126図 87住— 4 須恵器 口 残底部片 にぶい橙 7.5YR7/4 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。内面いぶし焼成、暗

PL.109 埋没土 高台付婉 高く2.5> 底（7.0) 還元 文。

第127因 88住— l 土師器 口 12.0 残完形 にぶい橙 7.5YR7/6 口縁部外反。底部箆削り、扁平。歪み有り 。外面一部いぶ

PL.109 床直 坪 古向 3.4 底 8.6 酸化 し状、黒色。

第127図 88住— 2 磨石 長 13.4 短 3.8 粗粒輝石安山岩 PL.109。床直。完形。340g。厚2.8cm。

第131図 2 竪— l 須恵器 口 残底部片 黒褐 10YR3/l 軟質。底部回転糸切り後、付高台。いぶし状、黒色。

PL 110 埋没土 高台付婉 高く1.9> 底 6.3 遠元

第131図 2 竪— 2 須恵器 口 残底部片 灰白 5Y8/l 軟質。底部回転糸切り後、付高台。楕円形歪む。一部黒斑。

PL.llO 埋没土 高台付婉 高く2.3> 底 6.0 邸、-.フ—じ

第131図 2 竪— 3 土師器 口(11.0) 残口縁片 橙 5YR6/6 口唇部僅かに内弯。底部箆削り、平ら。

PL.llO 埋没土 杯 高く3.0> 底（8.0) 酸化

第131因 2 竪— 4 土師器 □(19.0) 残口縁片 橙 5YR6/6 口縁部「コ」の字状、やや崩れる。胎土良好。

PL.110 埋没土 甕 高く6.0> 底 酸化

第131図 2 竪— 5 土錘 長 3.3 外 0.9 内 0.2 にぶい褐 7.5YR6/3 PL.llO。埋没土。完形。21g。棒状。一部いぶし状、褐色。

第131図 2竪-6 土錘 長 49 外 16 内 04 にぶい黄橙 10YR7/3 PL.llO。埋没土。完形。10.8g。紡錘形。

第131図 2 竪— 7 鉄製品 長く5.6> 短 1.2 PL 110。埋没土。破片。厚0.6cm。用途不明。
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第131図 2 竪— 8 敲石 長く12.8> 短 56 粗粒暉石安山岩 PL.110。床直。 3/4。560g。厚4.6cm。平滑、擦痕有り 。

第131図 4 竪— l 須恵器 口 残胴部片 褐灰 7.5YR4/l 硬質。ロクロ整形。胴部外面一部、黒色付着。
PL 110 埋没土 台付壷 高く6.5> 厚（0.8) 還元

第131図 5 竪— l 須恵器 口 12.8 残 3/4 灰白 10YR7/l 硬質。底部回転箆削り調整、径大きい。器高低い。

PLllO 埋没土 坪 高 3.2 底 9.0 還元

第131図 6竪-1 須恵器 口(14.0) 残口縁片 灰白 2 5Y7/l 軟質。器尚品い。外面磨滅気味。
PL.110 埋没土 高台付婉 高く6.0> 底 旭、==プじ

第131図 6竪ー 2 土師器 口 残台部片 にぶい橙 5YR6/4 台部横撫で。外面摩滅気味。

PL.110 埋没土 台付甕 高く3.2> 底 (90) 酸化

第131図 6 竪 — 3 土錘 長 42 外 19 内 05 にぶい橙 7.5YR6/4 PL 110。埋没土。完形。136 g。紡錘形。

第131図 6 竪— 4 鉄鏃 長 15.5 短 20 PLllO。埋没土。完形。庫0.7cm。有茎。

第134図 34ピー 1 土師器 口(12.4) 残 1/2 灰褐 7 5YR4(2 底部型肌、平ら。いぶし状。

PL.llO 埋没土 杯 高 44 底 70 酸化

第134図 34 ピ— 2 砥石 長 120 短 5.2 砥沢石 PLllO。埋没土。 2/3。190g。厚2.1cm。 5面使用。

第134図 38 ピ— l 須恵器 口 残底部片 橙 5YR6/6 軟質。やや高い付高台。

PLllO 床直 高台付婉 高く2.4> 底（8.6) 酸化

第134図 58 ピ— l 釘 長く130> 短 0.5 PLllO床直。 3/4。厚0.5cm。

第134図 70 ピ— l 土師器 口(10.0) 残口縁片 明赤褐 5YR5/6 口唇部僅かに内弯。底部箆削 り、扁平。
PLllO 埋没土 杯 高く2.8> 底（6.8) 酸化

第134図 83ピ-1 土錘 長 44 外1.6 内 0.6 灰白 7.5YR8!2 PL.110。床直。完形。 95g。紡錘形。

第134図 84 ビ— l 刀子 長 30.3 短 1.6 PLllO。床直。完形。厚0.5cm。目釘穴 3ヶ所。茎木質残存。

第134図 90ピー 1 砥石 長く67> 短 3.0 砥沢石 PL.llO。床直。 1/3。107.9g。原2.2cm。5面、欠損後も使用。

第144図 9 掘— 1 土錘 長 3.4外1.5 内 0.6 灰褐 5YR6/2 PLllO。埋没土。ほぼ完形。 57g。筒形。いぶし状。

第144図 9 掘— 2 土錘 長 2.7 外 0.8 内 04 黒褐 7.5YR3/l PLllO。埋没土。ほぽ完形。1.7g。棒状。いぶし状。

第151図 5 井— l 須恵器 口 残底部片 にぶい赤褐 5YR4/3 硬質。底部右回転糸切り 。
PL.llO 埋没土 坪 高く11> 底 60 坦．竺ョ冗ー

第151図 21井— l 灰釉陶器 口 (13.6) 残 1/4 灰白 5Y7/l 付裔台後、体部下半回転箆削り 。内面透明釉。輪状の凹み

PL 110 埋没土 高台付皿 高 2.7 底 (60) 重ね焼き。

第151図 21井— 2 須恵器 □(14.4) 残 1/4 にぶい黄橙 10YR7/3 軟質。底部左回転糸切り後、付高台。黒斑。摩滅気味。
PLllO 埋没土 高台付塊 高く4.5> 底 逗、座フー［； 

第151図 21井— 3 土師器 口(12.0) 残口縁片 橙 5YR6/6 底部型肌。

PLllO 埋没土 杯 高く3.3> 底（8.6) 酸化

第152図 22井— l 灰釉陶器 ロ 残口底片 暗灰黄 2.5Y5/2 付高台。漬け掛けか。内面全体、施釉、オリープ黄5Y6/3。
PL 111 埋没土 高台付碗 高 (5.0) 底 (7.0) やや厚く発泡気味。

第152図 22井— 2 須恵器 口(136) 残 1/4 灰白 2.5Y7/l 軟質。底部右回転糸切 り後、付高台。

PL 111 埋没土 高台付婉 高 5.2 底 (7.0) 還元

第152図 22井― 3 須恵器 口 残底部片 灰白 2.5Y8/2 軟質。底部右回転糸切り後、付高台、外面底部黒斑。

PL.111 埋没土 高台付塊 高く24> 底 (6.5) 還元

第152図 22井— 4 土錘 長 4.0 外 1.3 内 0.5 にぶい黄橙 10YR7/2 PL 111。埋没土。完形。 59g。筒形。

第152図 22井-5 敲石 長 147 短 8.3 粗粒輝石安山岩 PL.lll。埋没土。完形。1.39kg。厚7.6cm。

第152図 23井-1 須恵器 口 (120) 残肩部片 褐灰 10YR6/l 胴部回転伴う横撫で。
PL.110 埋没土 短頸壷 高く85> 厚 0.9 還元

第152図 23井ー 2 口 残底部片 にぶい黄橙 10YR6/3 底部裾部、平らに接合。内径 (8.S)cm、外径（20.0)cm、内
PL.110 埋没土 甑 高く39> 厚 1.5 酸化 面黒色。

第152図 24井— l 灰釉陶器 口 (12.0) 残口縁片 灰 10Y6/l 付高台。漬け掛け、灰白5Y8/l。
PL.lll 埋没土 高台付皿 高く2.7> 底

第152図 24井— 2 須恵器 口 残底部片 黄灰 2.5Y4/l 底部右回転糸切り後、付高台。いぶし状、黒色。

PL.lll 埋没土 高台付婉 高く1.4> 底 60 酸化

第152図 24井— 3 土師器 口(19.0) 残口縁片 橙 75YR6/6 
口縁部「コ」の字状。器肉薄い。

PL.111 埋没土 甕 高く7.0> 底 酸化

第152図 24井— 4 磨石 長 15.5 短 13.6 粗粒輝石安山岩 PL 111。埋没土。完形。1123kg。厚 4cm。片面凹部有。

第152図 25井-21 上臼 長 287 短 27.6 粗粒輝石安山岩 PL.lll。埋没上。3/4。<10l>kg。厚(ll)cm。2井戸と接合。

第152図 26井— 1 口 (26.0) 残口縁片 灰黄 2.5Y7(2 口唇部やや内傾。口唇部平ら。鍔三角形上向き。

PL.112 埋没土 羽釜 高く70> 鍔（30.0) 泣"”1プ-じ

第153図 25井 -1 灰釉陶器 口(158) 残 1/8 灰白 10Y8/l 付高台後、体部外面回転箆削 り。 口縁部漬け掛け、灰オリ

PL.lll 埋没土 高台付皿 古向 28 底 (6.0) ープ7.5Y6/2。口唇部巾18mmで凹み。輪花か。

第153図 25井-2 須恵器 口(130) 残口縁片 にぶい橙 7.5YR6/4 軟質。底部右回転糸切り 。一部黒斑。
PL.Ill 埋没土 杯 古回 40 底 (66) 還元

第153図 25井— 3 須恵器 口 残底部片 灰 7.5Y5/l 硬質。底部右回転糸切り 。2mmの白色粒含む。
PL 111 埋没土 坪 高く15> 底 (60) 坦‘皿冗一

第153図 25井— 4 須恵器 口 残底部片 にぶい橙 10YR7/2 軟質。底部右回転糸切り後、付商台。割れ口に穿孔 2ヶ所。

PL.lll 埋没土 高台付婉 高く26> 底 6.0 還元

第153図 25井— 5 須恵器 口(13.3) 残 2/3 にぶい黄橙 10YR6/3 軟質。底部右回転糸切り後、付高台、歪む、 黒斑。

PL 111 埋没土 高台付婉 高 6.2 底 6.0 速、E 冗--• 

第153図 25井— 6 須恵器 口 残底部片 灰白 7 5Y7/l 軟質。底部右回転糸切り後、付高台、やや歪む。

PL 111 埋没土 高台付塊 高く 1.7> 底（7.6) 還元

第153図 25井— 7 須恵器 口 144 残 2/3 黄灰 2.5Y6/l 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。いぶし状、黒色。摩

PL 111 埋没土 高台付塊 古向 5.4 底 7.8 速ヽ0コ尤ー 滅気味。

第153図 25井— 8 須恵器 □(14.8) 残口縁片 灰黄 2.5Y6/2 軟質。摩滅著しい。

PL 111 埋没土 碗 高く4.3> 底 還元

第153図 25井— 9 須恵器 口 残底部片 灰 5Y6/l 軟質。付高台。磨滅気味。

PL 111 埋没土 台付壷 高く6.5> 底 11.0 坦、巫プ一じ
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第153図 25井— 10 土師器 □ 12.4 残完形 橙 7.5YR6/6 底部型肌。箆削り、平ら。口唇部内面煤付着。

PL.lll 埋没土 杯 古向 3.8 底 72 酸化

第153図 25井— 11 土師器 □ 13.0 残完形 橙 5YR6/6 底部型肌、平ら。内面粘土貼付、補修。

PL.lll 埋没土 杯 古向 3.8 底 80 酸化

第153図 25井— 12 土師器 口(12.7) 残 2/3 にぶい橙 7.5YR7/4 紐つくり。底部型肌、平ら。口縁部僅かに内弯。

PL.111 埋没土 杯 古向 37 底 86 酸化

第153図 25井— 13 土師器 口 12.0 残 3/4 にぶい橙 5YR6/3 底部型肌、平ら。

PL 111 埋没土 坪 古向 2.7 底 7.3 酸化

第153困 25井ー 14 土師器 口(13.0) 残 1/2 橙 7.5YR6/6 底部型肌、平ら。口唇部外面一部黒斑。

PL 111 埋没土 坪 古向 3.7 底 76 酸化

第153図 25井-15 土師器 口(10.0) 残口縁片 にぶい橙 7 5YR6/4 口縁部「コ」の字状、やや崩れ器肉僅かに厚い。外面いぶ

PL 111 埋没土 甕 高く6.7> 底 酸化 し状、褐色。胴部穿孔か。

第153図 25井— 16 土師器 口 (11.0) 残口縁片 明赤褐 5YR5/6 口縁部「コ」の字状、やや崩れる。外面煤付着。

PL 111 埋没土 甕 嵩く4.9> 底 酸化

第153図 25井— 17 土師器 口 (20.0) 残口縁片 にぶい褐 7.5YR5/3 口縁部「コ」の字状。外面いぶし状、褐色。

PL 111 埋没土 甕 高く7.2> 底 酸化

第153図 25井— 18 土錘 長 4.8 外 11 内 0.4 にぶい褐 7.5YR6/3 PL.lll。埋没土。完形。 4.3g。細長い紡錘形。

第153図 25井-19 銅製品 長 2.9 短 14 PL 111。埋没土。破片。庫0.1cm。用途不明

第153図 25井ー 20 砥石 長く10.5> 短 3.4 粗粒輝石安山岩 PL.lll。埋没土。 2!3。厚3.1cm。4面使用。

第154図 27井— 1 須恵器 頸 (96) 残胴部片 褐灰 7.5YR5/l 硬質。胴部外面横憮で、灰白、灰オリープ釉付着。自然釉

PL112 埋没土 売 高く6.0> 厚 08 還元 か。

第154図 27井ー 2 須恵器 口 残胴部片 褐灰 7 5YR5/l 硬質。内外面横撫で調整。

PL 112 埋没土 甕 高く72> 厚 1.0 還元

第154図 27井— 3 磨石 長142 短11.8 厚4.6 粗粒輝石安山岩 PL.ll2。埋没土。完形。 1.182kg。敲石。上下面油煙状黒色。

第154図 3 1井— l 土師器 □(12.0) 残 1/6 にぶい黄橙 10YR7/4 底部型肌、平ら。口縁部やや商く外反。

PL 112 埋没土 坪 古向 3.7 底 (64) 酸化

第154図 31井ー 2 青磁 口 残体部片 黄灰 2.5Y6/l 内面箆彫り、花丼文。施釉、オリープ灰5GY6/l。同安窯系。

PL 112 埋没土 碗 高く35> 厚 0.4 

第154図 3 1井— 3 焼締淘器 厚 1.2 残底部片 にぶい褐 7.5YR5/3 底部平底。付着物有り。胴部外面箆撫で、印花文。内面撫

PL 112 埋没土 甕 高く9.2> 底（12.0) で。灰白、灰オリープ自然釉が底部付近にかかる。知多窯。

第154図 32井-1 須恵器 口 残底部片 にぶい黄橙 10YR7/4 軟質。底部回転糸切り後、付高台。内面重ね焼き痕。外面

PL.112 埋没土 裔台付婉 高く2.4>底（6.2) 酸化 底部黒斑。

第154図 32井ー 2 須恵器 口(17.8) 残口縁片 褐 10YR4/4 硬質。頸部狭い。口唇部外へ折り返す。口縁～屑部外面灰

PL.112 埋没土 甕 高く9.9> 底 逗1座 冗ー 白の自然釉かかる。

第154図 33井— 1 刀子 長く3.8> 短 1.1 PL.ll2。埋没土。刀部片。厚0.5cm。

第158図 130土-1 土師器 口 12.1 残完形 にぶい橙 7 5YR6/4 口縁部僅かに外反。口唇部内弯。底部型肌、平ら。外面一

PL.112 床直 杯 高 3.7 底 5.7 酸化 部煤付着。

第158図 130土-2 土師器 口 11.9 残 4/5 橙 5YR6/6 口縁部僅かに外反。口唇部内弯。底部型肌、平ら。

PL.112 床直 杯 古向 3.2 底 (5.3) 酸化

第158図 130土— 3 土師器 口(12.0) 残口縁片 明褐 7 5YR5/6 口縁部外反。口唇部内弯。一部いぶし状、褐色。

PL.112 埋没土 杯 高く2.8> 底（9.4) 酸化

第158図 130土— 4 土師器 口 残底部片 にぶい赤褐 5YR5(3 底部外面から貼付、型肌。

PL.112 床直 杯 裔く1.1>底 54 酸化

第158図 130土— 5 土師器 口 残台部片 にぶい赤褐 5YR5/4 裾部歪む。

PL.112 埋没士 台付甕 高く30> 底 88 酸化

第158図 130土— 6 須恵器 口 残口縁片 灰白 N7/ 硬質。口縁部中位 6本一単位の波状文 4段。外面オリー 7令

PL.ll2 埋没土 甍 高く10.5> 厚 1 1 還元 灰10Y4!2。内面灰白、灰オリープ75Y6／の自然釉付着。

第158図 4 土— l 灰釉陶器 口(175) 残口底片 灰白 10YR7/l 付高台。重ね焼き凹み痕。内面一部自然釉。

PL.112 埋没土 裔台付碗 高 (60) 底 7.0 

第158図 9 土— l 土錘 長 3.1 外 16 内 0.4 にぶい橙 7.5YR7/3 PL.112。埋没土。 1/4。4.6g。筒形か。

第158図 9 土— 2 土錘 長 5.0 外 17 内 0.6 にぶい黄橙 10YR7!3 PL 112。埋没土。完形。 11.4g。細長い紡錘形。いぶし状。

第158図 9 土— 3 土錘 長 4.9 外 1.4 内 0.4 灰白 5YR8/l PL 112。埋没土。完形。 80g。細長い紡錘形。いぶし状。

第158図 17土— l 土錘 長 3.9 外 11 内 0.4 灰黄褐 10YR5/2 PL.112。埋没土。完形。 40g。細長い紡錘形。いぶし状。

第158図 18土— l 磨石 長 7.6 短 3.5 厚 2.5 頁岩 PL 112。埋没土。完形。 109g。平滑、擦痕有り 。

第158図 100土-1 須恵器 口 残底部片 灰 N5/ 硬質。付高台。4mmの白色粒少量含む。

PL 112 埋没土 商台付椀 高く4.2>底 (7.2) 還元

第158図 108土 — l 灰釉陶器 口 (9.0) 残口縁片 灰白 2 5Y7/l 口縁部内弯。施釉、内面底部オリープ灰10Y6(2。

PL.112 埋没土 耳皿 高 (3.0) 底

第158図 108土-2 鉄製品 長く3.4>短 1.2 PL.112。埋没土。破片。厚0.6cm。用途不明。

第158図 112土ー 1 灰釉陶器 口 残底部片 灰黄褐 10YR6/2 付商台。塗り掛け、施釉、オリープ灰2.5GY6/l。
PL 112 埋没土 商台付碗 高く3.3> 底 6.8 

第158図 113土-1 灰釉陶器 口(10.0) 残口縁片 灰白 10YR7/l 口縁部外反。内外面施釉、灰黄2.5Y7厄。

PL.112 埋没土 亜一 高く1.5> 底

第158図 113土ー 2 丸石 長 88 短 82 原 7.5 珪質変質岩 PL.112。埋没土。完形。 382g。

第158図 117土— l 土師器 口(130) 残口縁片 橙 7.5YR6/6 口縁部弱い稜。底部箆削り、平ら。

PL 112 埋没土 坪 古向 33 底 (9.0) 酸化

第158図 119土ー 1 須恵器 口 残底部片 橙 7.5YR6/6 軟質。底部回転糸切り。

PL 112 埋没土 坪 尚く12> 底 (6.0) 酸化

第158図 119土— 2 鎌 長く82> 短 3.6 PL.112。床直。 1厄。厚0.2cm。

第158図 119土— 3 釘 長 9.4 短 0.6 PL 112。床直。ほぽ完形。厚0.6cm。

第158因 119土-4 銅銭 外径 24 内径 0.7 天聖元賓 PL.112。埋没土。完形。 213g。北宋。1023年。策書。
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第158図 119土-5 銅銭 外径 2.4 内径 0.7 熙寧冗賓 PL 112。埋没土。完形。 241 g。北宋。 1068年。策書。

第160図 11溝— l 須恵器 口 残底部片 黄灰 2.5Y4/l 軟質。底部右回転糸切り後、付商台。いぶし状、褐色。摩
PL.113 埋没士 裔台付婉 高く15> 底 5.9 還元 滅。

第160図 11溝ー 2 須恵器 口 残底部片 浅黄橙 10YR8/3 軟質。

PL.113 埋没土 商台付婉 高 く18> 底 60 酸化

第160図 11溝 -3 須恵器 口 残底部片 にぶい橙 7 5YR7/4 軟質。底部回転糸切り後、付高台。

PL.113 埋没土 高台付婉 高く15> 底 (66) 酸化

第160図 11溝— 4 陶器 口 (15.0) 残口縁片 暗褐 7.5YR3/3 5本一単位の刷毛目。内面施釉。3mmの白色粒含む。信楽。

PL.113 埋没土 播鉢 高く3.8> 底

第160図 11溝~5 砥石 長41 短 2.3 厚1.4 粗粒輝石安山岩 PL 113。埋没土。破片。 25.0g。 1面使用。 3面調整。

第161図 12溝— 1 緑釉陶器 口 残底部片 灰白 2.5Y8/2 軟質。施釉、剥離。
PL 113 埋没土 碗 高く35> 厚 0.5 

第161図 12溝-2 須恵器 口 残底部片 黄灰 2.5Y5/l やや軟質。底部右回転糸切り後、付高台、割れ口に穿孔。

PL.113 埋没土 尚台付婉 商 く2.5> 底 7.2 還元

第161図 12溝— 3 土師器 口 残底部片 にぶい褐 7 5YR5/4 胴下部～底部箆削り 。底部に穿孔か。
PL.113 埋没土 甕 高く2.2> 底（3.6) 酸化

第161図 37溝ー 1 須恵器 口 (127) 残 1/3 灰白 2 5Y7/l 軟質。平底。摩滅著しい。
PL.114 埋没土 坪 古向 38 底 (57) 還元

第161図 37溝— 2 砥石 長く37> 短 3.0 砥沢石 PL 114。埋没士。破片。 22.9g。厚1.4cm。3面使用。

第161図 37溝— 3 石製品 長 18.6 短 12.7 ＿ッ 岳石 PL.114。埋没土。ほぽ完形。2.19kg。厚10.2cm。未製品か。

第161図 37溝— 4 板碑 長く11.9> 短く15.4> 雲母石英片岩 PL 114。埋没土。破片。<960>g。厚く2l>cm。梵字。

第161図 37溝— 5 尖頭器 長 6.2 短 (2.4) 黒色頁岩 PL.114。埋没土。ほぽ完形。8.29g。厚0.9cm。有舌。

第161図 37溝-6 無茎石鏃 長く1.8> 短く11> 黒曜石 PL.114。埋没土。 2応。 <0.51>g。厚0.2cm。

第163図 13溝 -1 須恵器 口(12.6) 残 2/3 灰黄褐 10YR6(2 軟質。底部右回転糸切り。口縁部一部黒斑。摩滅気味。

PL 113 埋没土 杯 高 38 底 6.2 坦、E プ-E 

第163図 13溝 -2 須恵器 口(118) 残 1/8 灰白 2 5Y8/2 軟質。平底。

PL.113 埋没土 杯 高く28> 底 (60) 還元

第163図 13溝— 3 須恵器 口 残底部片 褐灰 10YR6/l 硬質。底部右回転糸切り 。
PL 113 埋没土 杯 高く2.1> 底（7.0) 還元

第163図 13溝— 4 須恵器 □(13.6) 残口縁片 にぶい橙 7.5YR6/4 軟質。器肉薄い。
PL.113 埋没土 高台付婉 高く3.3> 底 酸化

第163図 13溝— 5 須恵器 口 残底部片 灰黄 2.5Y7(2 軟質。底部右回転糸切り後、付商台。黒斑。内面箆による
PL.113 埋没土 高台付婉 高く2.0> 底（6.0) 還元 回転撫で。底部黒斑。

第163図 13溝— 6 須恵器 口 残底部片 にぶい黄橙 10YR7/3 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。摩滅著しい。
PL.113 埋没土 高台付塊 高く2.1> 底 6.3 酸化

第163図 13溝 — 7 須恵器 口 残底部片 灰白 7.5Y7/l やや軟質。底部右回転糸切り後、付裔台。器肉厚い。

PL 113 埋没土 嵩台付婉 高く2.5> 底 5.8 還元

第163図 13溝— 8 青磁 口 残体部片 灰白 10Y7/l 内面箆削り、花丼文。同安窯系。
PL.113 埋没土 碗 高く2.0> 厚 06 

第163図 13溝— 9 土師器 口(130) 残口縁片 橙 5YR7/6 口縁部短く外反、稜を持つ。底部箆削り、扁平。器高低い。

PL.113 埋没土 杯 古四 26 底 (92) 酸化

第163図 13溝一 10 土師器 口 190 残口縁片 赤褐 2 5YR4/6 口縁部「コ」の字状、やや崩れ、器肉庫い、歪み有り。胴
PL.113 埋没土 甕 尚く103> 底 酸化 部一部黒斑。

第163図 13溝— 11 口 残底部片 にぶい黄橙 10YR6/3 底部箆削り、平底。一部いぶし状。
PL.113 埋没土 土釜 高 く15> 底 (9.0) 酸化

第163図 13溝-12 鍛冶滓 長4.3 短 36 厚1.7 PL 113。埋没土。完形。11.33g。発泡部分ガラス質有り 。

第163図 13溝— 13 鍛冶滓 長 58 短 50 厚 2.7 PL113。埋没土。完形。6530 g。発泡部分ガラス質有り。

第167図 32溝— 1 灰釉陶器 口 (13.0) 残 1/4 灰白 7.5Y8/l 底部円形粘土魂貼付撫で調整、付商台。無釉。内面平滑。

PL.114 埋没土 裔台付碗 古向 2.5 底（7.6)

第167図 32溝— 2 灰釉陶器 口(15.2) 残底部片 灰白 2 5Y7/l 付裔台後、外面口縁下半部回転箆削り 。漬け掛け、底部中

PL 114 埋没土 高台付皿 高 (34) 底 (63) 央施釉。内面底部重ね焼き痕、平滑。

第167図 32溝— 3 灰釉陶器 口 残底部片 灰黄 2 5Y6(2 付高台。内面全体、外面口縁部施釉、オリープ黄7.5Y6/3。
PL.114 埋没土 高台付碗 高く21> 底 （70) 

第167図 32溝-4 須恵器 口 (10.0) 残 1/4 橙 5YR7/6 軟質。底部回転箆切り、平ら。

PL.114 埋没土 小皿 裔 26 底（72) 還元

第167図 32溝— 5 須恵器 口 残底部片 灰白 7.5Y8/l やや軟質。口縁下半部底部回転箆削り調整。
PL.114 埋没土 杯 高 く32> 底 (84) 還元

第167図 32溝— 6 須恵器 口 残底部片 赤 10Y5/6 軟質。平底。摩滅著しい。
PL.114 埋没土 杯 高く1.8> 底（4.5) 酸化

第167図 32溝— 7 口 (18.0) 残口縁片 橙 5YR6/6 口縁部短い。口唇部、鍔歪む。

PL 114 埋没土 羽釜 高く6.0> 鍔（21.5) 酸化

第167図 32溝— 8 須恵器 口 (31.0) 残口縁片 褐灰 10YR6/l 硬質。巾35mm片□。外面縦箆削り 。内面下半部平滑。

PL.114 埋没土 播鉢 高く6.9> 厚 1.1 還元

第167図 32溝— 9 土師器 口 (9.0) 残口縁片 明赤褐 5YR5/6 口縁部「コ」の字状、崩れ短く器肉やや厚い。外面いぶし

PL.114 埋没土 小型甕 尚く3.8> 底 酸化 状か。摩滅気味。

第167図 32溝— 10 磨石 長 11.0 短 5.5 粗粒輝石安山岩 PL.114。埋没士。ほぼ完形。368g。厚37cm。

第167図 32溝 — 11 磨石 長 12.7 短 4.0 ひん岩 PL.114。埋没土。完形。 267g。原40cm。平滑。擦痕有り 。

第167図 32溝— 12 磨石 長 152 短 55 ひん岩 PL114。埋没土。完形。 545g。厚4.4cm。擦痕有り。

第167図 32溝-13 磨石 長 13.6 短 5.6 粗粒輝石安山岩 PL.114。埋没土。完形。328g。厚2.5cm。平滑。

第167図 32溝— 14 磨石 長 119 短 53 石英閃緑岩 PL114。埋没土。完形。 355g。厚3.4cm。平滑。

第167図 32溝— 15 磨石 長 10.9 短 5.2 変玄武岩 PL.114。埋没土。完形。 352g。厚42cm。平滑。

第167図 32溝ー 16 敲石 長 128 短 6.2 石英閃緑岩 PL.114。埋没土。完形。 428g。厚3.2cm。平滑、擦痕有り 。
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第3章 検出された遺構と遺物

第168図 33溝— l 灰釉陶器 口(14.0) 残口縁片 灰白 7.5Y8/l 底部下半回転箆削り 。薄く施釉。

PL.113 埋没土 高台付碗 高く32> 底

第168図 33溝— 2 灰釉陶器 口 残底部片 灰白 5Y7/l 付嵩台。体部下半回転箆削り 。施釉、灰オリープ7.5Y5厄。

PL.113 埋没土 裔台付皿 高く16> 底 (8.0) 発泡状で厚い。

第168図 33溝 -3 須恵器 口(12.8) 残 2/3 にぶい橙 5YR6/3 軟質。底部右回転糸切り、外面黒斑。

PL.113 埋没土 杯 高 4.3 底 (6.0) 酸化

第168図 33溝— 4 須恵器 口 残底部片 褐灰 10YR6/l 硬質。底部回転箆切り 。

PL 113 埋没土 杯 高く1.7> 底 (6.6) 還元

第168図 33溝— 5 須恵器 口(15.0) 残口縁片 灰黄 2 5Y7/2 軟質。摩滅著しい。

PL 113 埋没土 高台付婉 高く5.3>底 還元

第168図 33溝— 6 須恵器 口 残底部片 灰褐 5YR6/2 軟質。底部右回転糸切り後、付嵩台。

PL.113 埋没土 高台付婉 高く2.3> 底 （58) 酸化

第168図 33溝— 7 須恵器 口 残底部片 灰白 2 5Y7/l 軟質。付高台。摩滅著しい。

PL 113 埋没土 高台付婉 高く2.4>底 (6.5) 還元

第168図 33溝 -8 土師器 口 12.2 残 1/2 にぶい褐 75YR5/3 底部型肌、平ら。いぶし状、底部内面油煙付着。

PL.113 埋没土 杯 古向 3.8 底 7.8 酸化

第168図 33溝・ 9 土師器 口(11.0) 残口縁片 にぶい赤褐 5YR5/4 口縁部「コ」の字状。胴部外面横箆削り、内面横刷毛目。

PL.113 埋没土 甕 高く6.0> 底 酸化 外面一部煤付着、褐色。

第168図 33溝— 10 須恵器 口 (215) 残口縁片 灰 7.5Y5/l 硬質。頸部広い。口縁部短く外反。

PL.113 埋没土 甕 高く2.5> 底 還元

第168図 33溝— 11 土錘 長 2.8 外1.1内 05 にぶい赤褐 5YR5/4 PL.113。埋没土。完形。3.4g。筒型。

第168図 45溝-1 須恵器 口 (14.6) 残 1/5 灰白 10Y8/l 軟質。底部右回転糸切り 。摩滅気味。

PL.114 埋没土 坪 高 3.9 底 7.0 還元

第168図 45溝— 2 須恵器 口 残底部片 灰白 25Y7/l 軟質。底部右回転糸切り、外面黒斑。

PL.114 埋没土 杯 高く2.1> 底 58 還元

第168図 45溝— 3 須恵器 口 残底部片 灰 5Y5/l 硬質。底部右回転糸切り、周辺回転箆削り調整。2mmの白

PL.114 埋没土 皿 高く15> 底 68 逗ヽ 匡冗一 色粒含む。

第168図 45溝— 4 須恵器 口 残底部片 灰白 2.5Y7/l 軟質。底部右回転糸切り 。

PL.115 埋没土 坪 高く30> 底 (60) 還元

第168図 45溝— 5 須恵器 口(117) 残口縁片 灰白 10YR7/l 硬質。底部回転箆切りか。

PL.115 埋没土 杯 高く33> 底 （70) 還元

第168図 45溝— 6 須恵器 口(13.0) 残口縁片 灰 N4/ 硬質。底部回転箆切りか。

PL.115 埋没土 杯 高く31> 底 泣、しプ一じ

第168図 45溝-7 須恵器 口(15.8) 残杯部片 灰白 2 5Y7/l 軟質。底部右回転糸切り後、付高台、 黒斑。摩滅気味。

PL.114 埋没土 高台付婉 高く5.1>底 還元

第168図 45溝— 8 須恵器 口 残底部片 灰 5Y6/l 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。

PL.114 埋没土 高台付婉 高く3.3> 底 7.5 還元

第168図 45溝— 9 須恵器 口 残底部片 灰白 10YR7/l 硬質。底部右回転糸切り後、付高台。

PL.114 埋没土 高台付婉 高く4.0> 底 （6.6) 還元

第168図 45溝— 10 須恵器 口 残底部片 灰白 5Y7/l 軟質。底部回転糸切り後、付商台。摩滅著しい。

PL.114 埋没土 高台付塊 高く1.9> 底 (62) 還元

第168図 45溝— 11 須恵器 口 残底部片 灰白 5Y7/l 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。

PL.114 埋没土 高台付婉 高く23> 底 (65) 還元

第168図 45溝— 12 須恵器 口 残底部片 オリープ黒 7.5Y3/l 軟質。底部右回転糸切り後、付商台。いぶし状、黒色。

PL.115 埋没土 高台付婉 高く34> 底 (80) 還元

第168図 45溝— 13 灰釉陶器 口 残肩部片 灰白 10YR7/l 把手、胴上部に貼付。外面施釉、灰オリープ7.5Y5/3。
PL 115 埋没土 水注壷 高く72> 厚 04 

第168図 45溝— 14 須恵器 口 残底部片 褐灰 10YR6/l 硬質。付喬台。胴部外面、平行叩き目、内面撫で。

PL 115 埋没土 高台付壷 高く75> 底 (9.6) 還元

第168図 45溝 -15 土師器 口(16.0) 残口縁片 にぶい赤褐 2.5YR4/4 口縁部「コ」の字状、やや崩れ器肉厚い。内面いぶし状、

PL.115 埋没土 甕 高く4.6> 底 酸化 褐色。

第168図 45溝— 16 土師器 口 (20.0) 残口縁片 橙 5YR6/8 口縁部「コ」の字状。磨滅著しい。

PL.115 埋没土 甕 高く5.5> 底 酸化

第168図 45溝— 17 土師器 口 残底部片 にぶい赤褐 5YR5/4 底部箆削り、平ら。外面いぶし状、黒色付着。

PL.ll5 埋没土 甕 高く2.2> 底（3.6) 酸化

第168図 45溝— 18 縦く109> 残破片 灰黄 2 5Y6/2 上面布撫で消し、下面箆撫で。 吉井•藤岡産。

PL 115 埋没土 平瓦 横く78> 厚 1.3 

第168図 45溝— 19 土錘 長 5.1 外1.7 内07 浅黄橙 10YR8(3 PL 114。埋没土。完形。14.5g。筒型。

第169図 30溝— l 須恵器 □(12.4) 残 1/5 灰白 10YR7/l 軟質。底部右回転糸切り、黒斑。摩滅気味。

PL.113 埋没土 杯 古向 37 底 (6.0) 還元

第169図 30溝— 2 須恵器 口 残底部片 灰黄褐 10YR6/2 軟質。底部右回転糸切り 。内面いぶし状、黒色。

PL.113 埋没土 杯 高く2.0> 底 59 虚、E プ-E 

第169図 30溝— 3 須恵器 口 残底部片 褐灰 10YR6/l 硬質。底部右回転糸切り 。器肉厚い。

PL 113 埋没土 杯 高 く11> 底 (62) 還元

第169図 30溝— 4 須恵器 口 残底部片 浅黄橙 2 5Y7/3 軟質。付高台。底部内面黒斑。

PL 113 埋没土 高台付婉 高 く2.8> 底 (80) 還元

第169図 30溝-5 須恵器 口 残底部片 灰白 2.5Y7/l 軟質。付高台。内面一部いぶし状。摩滅気味。

PL 113 埋没土 高台付婉 高く2.5> 底 （6.2) 還元

第169図 30溝 — 6 須恵器 口 (9.2) 残 1/7 灰白 10YR7/l 硬質。底部回転糸切り後、付商台。

PL.113 埋没土 高台付婉 古四 4.6 底 (6.5) 還元

第169図 30溝— 7 須恵器 口 残底部片 褐灰 10YR6/l 硬質。長頸壷か。底部内面、灰白の自然釉、径25mmの範囲

PL.113 埋没土 台付壷 高く32> 底 (6.0) 還元 でかかる。
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第4節 A~C区から検出された遺物の観察

第169図 30溝→ 8 須恵器 口 残底部片 灰白 N7/ 硬質。

PL 113 埋没上 台付壷 高く2.7> 底 涅、血冗一

第169図 30溝-9 口 (26.0) 残口縁片 灰白 10YR8/l 口縁部平ら、一部黒斑、摩滅。鍔三角形、上向き 。

PL.113 埋没土 羽釜 高く90> 底 坦、.s=冗

第169図 30溝ー 10 土錘 長 3.4外1.1内 03 淡黄 2.5Y7/3 PL.113。埋没土。完形。 2.2g。紡錘形。

第169図 39溝— l 土師器 口(130) 残口縁片 にぶい赤褐 5YR5/4 口縁部「コ」の字状。器肉やや厚い。いぶし状、外面煤付

PL.113 埋没土 甕 高く57> 底 酸化 着。胴部割れ口に穿孔。

第169図 39溝— 2 土師器 口(11.0) 残口縁片 橙 5YR6/6 口縁部「コ」の字状、崩れ器肉やや厚い。

PL 113 埋没土 甕 高く41> 底 酸化

第169図 39溝— 3 須恵器 口 残底部片 明褐灰 5YR7/l 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。

PL 113 埋没土 高台付境 高く15> 底 (5.8) 坦、早冗一

第169図 39溝— 4 須恵器 外径 5.0 残 1厄 浅黄橙 10YR8/2 軟質。割れ口面取り、中央 9mmの穿孔。碗底面二次利用品。

PL.113 埋没土 紡錘車 内径 0.8 厚 0.7 還元

第169図 39溝— 5 土錘 長 35 外1.5 内0.4 浅黄橙 lOYRS/3 PL.113。埋没土。ほぼ完形。59g。紡錘形。

第169図 39溝 -6 土錘 長 4.9 外1.8 内 0.8 灰白 10YR8/2 PL.113。埋没土。完形。 11.8g。紡錘形。

第170図 40溝← l 須恵器 口 残胴部片 褐灰 10YR6/l やや軟質。内外面横撫で調整。内面、にぶい橙7.5YR7/4。
PL.114 埋没土 台付壷 高く68> 厚 1.0 還元

第170図 40溝-2 土師器 口(19.0) 残口縁片 にぶい黄橙 10YR6/3 口縁部「コ］の字状、崩れ器肉厚い。

PL.114 埋没土 甕 高く10.5> 底 酸化

第170図 40溝 — 3 磨石 長く64> 短 9.5 粗粒輝石安山岩 PL.114。床直。 1/2。359g。厚3.5cm。平滑面中央。

第170図 40溝— 4 石皿 長く6.1>短く59> 粗粒輝石安山岩 PL114。埋没土。破片。193g。厚く38>cm。凹面・下面平滑。

第171図 遺外— l 緑釉陶器 口 残口縁片 灰白 5Y8厄 軟質。施釉、オリープ黄5Y6/3。釉剥離気味。

PL.115 埋没土 碗 高く1.6> 厚 04 

第171図 遺外— 2 緑釉陶器 口 残口縁片 灰白 2.5Y7/l 硬質。陰刻花文。施釉、剥離。

PL.115 埋没土 碗 高く19> 厚 04 

第171図 遺外— 3 緑釉陶器 口 残口縁片 灰白 2.5Y8/2 硬質。輪花。陰刻花文。施釉、灰オリーブ5Y6/2。
PL.115 埋没土 碗 高く33> 厚 04 

第171図 遺外— 4 緑釉陶器 口 残体部片 灰白 2.5Y8/2 軟質。施釉、オリープ黄7.5Y6/3。剥離気味。

PL.115 埋没土 碗 高く15> 厚 0.4 

第171図 遺外— 5 緑釉陶器 口 残体部片 灰白 2.5Y8/2 硬質。施釉、灰オリーブ5Y6/2。摩滅気味。

PL.ll5 埋没土 碗 高く2.3> 厚 0.4 

第171図 遺外— 6 緑釉陶器 口 残体部片 灰白 5Y8厄 硬質。陰刻花文。施釉、オリープ黄5Y6/3。
PL.ll5 埋没土 碗 高く2.0> 厚 0.4 

第171図 遺外— 7 緑釉陶器 厚 0.4 残底部片 灰白 5Y8/2 硬質。付裔台。陰刻花文。施釉、オリープ灰10Y6/2。
PL.115 埋没土 碗 高く1.5> 底（6.0)

第171図 遺外— 8 緑釉陶器 口 残体部片 灰白 10YR8(2 軟質。施釉、灰オリープ75Y6だ。
PL.115 埋没土 碗 高く3.2> 厚 0.4 

第171図 遺外— 9 灰釉陶器 口 (170) 残口縁片 灰白 5Y8/l 体部下半回転箆削り。薄く漬け掛け。

PL.115 埋没土 高台付碗 高 く3.6> 底

第171図 遺外— 10 灰釉陶器 口(144) 残 1/3 灰白 5Y8/l 段皿。付高台後、体部下半、回転箆削り。漬け掛け、灰オ

PL 115 埋没土 皿 高 く31> 底 (6.2) リープ75Y6(2,。

第171図 遺外— 11 灰釉陶器 ロ 残底部片 灰白 25Y8/l 付高台。体部下半、回転箆削り。漬け掛け、内面底部一部、

PL 115 埋没土 高台付碗 高 く21> 底 (60) 釉付着。重ね焼き痕。

第171図 遺外ー 12 灰釉陶器 口 残底部片 灰白 10Y7/l 付尚台。潰け掛け、灰白、灰オリープ5Y6/2。内面輪状の重

PL.115 埋没土 高台付碗 高 く2.1> 底 7.6 ね焼き痕。

第171図 遺外— 13 灰釉陶器 口 残底部片 灰黄 2.5Y6/l 付高台。施釉、灰オリープ7.5Y5厄。内面輪状の重ね焼き痕。

PL.115 埋没土 高台付碗 商＜1.9> 底（76) 

第171図 遺外— 14 灰釉陶器 口 残底部片 灰白 5Y8/l 付高台。体部下半、回転箆削り。施釉、オリープ黄7.5Y6/
PL.115 埋没土 高台付碗 高く22> 底 (7.4) 3。内面輪状の重ね焼き痕。器肉やや厚い。

第171図 遺外ー 15 灰釉陶器 ロ 残底部片 灰白 5Y7/l 付高台。器肉厚い。内面重ね焼き痕。

PL115 埋没土 高台付碗 高く1.4> 底（6.4)

第171図 遺外— 16 灰釉陶器 口 残底部片 灰白 5Y7/l 底部右回転糸切り 。 2ヶ所内弯。施釉、灰オリーブ7.5Y7/
PL 115 埋没土 耳皿 高 く09> 底 (44) l。内面やや厚い。

第171図 遺外 — 1 7 灰釉陶器 口 残底部片 灰白 10Y7厄 底部左回転糸切り 。施釉、灰オリープ7.5Y5/2。内面庫い。

PL.115 埋没土 耳皿 高く08> 底 (5.0) 貫入。

第171図 逍外— 18 灰釉陶器 口(10.0) 残口縁片 灰白 2.5Y7/l 口縁部外反。内面自然釉。灰オリープ7.5Y6/2。
PL.115 埋没土 亜一 高く2.2> 底

第171図 遺外 — 19 灰釉陶器 口 残底部片 灰白 5Y7/l 付高台。内面僅かに自然釉。

PL.115 埋没土 台付壷 高く3.6> 底（9.0)

第171図 遺外 — 20 須恵器 口(153) 残口縁片 黄灰 2 5Y5/l 硬質。端部短く内側に折れる。

PL 115 埋没土 蓋 高く2.5> 厚 05 旭、==刀；；

第171図 遺外 — 21 須恵器 口(180) 残口縁片 褐灰 10YR6/l 硬質。頂部摘み接合後、箆削り調整。端部短く折れる。

PL 115 埋没土 蓋 高 く19> 厚 07 坦‘皿冗一

第171図 遺外— 22 須恵器 口(158) 残口縁片 褐灰 10YR6/l 硬質。頂部摘み接合後、箆削り調整。端部短く折れる。

PL 115 埋没土 藍 高 く25> 厚 08 坦、皿プ一E 

第171図 遺外— 23 須恵器 厚 10 残天井片 灰白 N7/ 硬質。頂部ボタン状摘み接合後、箆削り。外面灰白色の自

PL 115 埋没土 蓋 高 く29> 摘径 40 坦1皿冗ー 然釉かかる。

第171図 遺外-24 須恵器 厚 06 残 摘 部 黄灰 2 5Y6/l 硬質。環状摘み。内面器面平滑。

PL.115 埋没土 蓋 高く15> 摘径 48 坦̀E冗-

第171図 遺外ー 25 須恵器 厚 0.5 残 摘 部 灰白 5Y7/l 硬質。頂部径23mmのボタン状摘み接合。

PL 115 埋没土 蓋 高く1.6> 摘径 2.3 還元
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第171図 遺外ー 26 須恵器 口 12.6 残完形 黄灰 2.5YR6/l 硬質。底部右回転糸切り。

PL.115 埋没土 杯 古向 37 底 66 還元

第171図 遺外ー 27 須恵器 口 (86) 残 1/5 にぶい橙 5Y6/3 軟質。底部右回転糸切り、内面いぶし状、一部黒色。黒斑。

PL 115 埋没土 杯 高 4.0 底 (6.0) 酸化

第171図 遺外-28 須恵器 口 (12.4) 残 1(2 灰 N6/ 硬質。底部右回転糸切り。 6mmの白色粒僅かに含む。

PL 115 埋没土 碗 高 4.9 底 (4.8) 還元

第171図 遺外 -29 須恵器 口 残底部片 灰白 2.5Y7/l 軟質。底部右回転糸切り。

PL.115 埋没土 杯 高く3.0> 底 6.7 還元

第171図 遺外— 30 須恵器 口 (12.3) 残 1/5 灰 5Y5/1 硬質。底部右回転糸切り。 3mmの白色粒少醤含む。

PL 115 埋没土 杯 高 3.1 底 (6.8) 還元

第171図 遺外— 31 須恵器 □(112) 残 1/2 明紫灰 5P7/l 硬質。底部右回転糸切り。

PL.115 埋没土 杯 古向 4.5 底 70 邸•ロョ冗ー

第171図 遺外— 32 須恵器 □(12 5) 残 1/4 褐灰 10YR6/l 軟質。底部回転糸切り。

PL 115 埋没土 杯 古向 3.4 底 (5.2) 還元

第171図 遺外-33 須恵器 口 残底部片 灰白 2.5Y7/l 軟質。底部右回転糸切り。

PL.115 埋没土 杯 高く1.9> 底（5.4) 還元

第171図 遺外-34 須恵器 口 残底部片 灰白 5Y7/l 硬質。底部右回転糸切り。

PL.ll5 埋没土 坪 高く1.1>底（7.0) 還元

第171図 遺外— 35 須恵器 口 残底部片 にぶい黄橙 10YR7/3 軟質。底部右回転糸切り。かわらけ。

PL.115 埋没土 杯 裔く1.2> 底 (56) 酸化

第172図 遺外— 36 須恵器 口 残底部片 灰白 25Y8/l やや軟質。

PL.115 埋没土 杯 裔く25> 底 74 還元

第172図 遺外— 37 須恵器 口 残底部片 灰白 25Y7/l 硬質。底部右回転糸切り後、周辺箆削り。

PL.115 埋没土 杯 商く22> 底 72 還元

第172図 遺外— 38 須恵器 口 残底部片 灰白 75YR8/2 軟質。底部回転伴う箆切り。

PL.115 埋没土 杯 高く12> 底 (6.2) 還元

第172図 遺外— 39 須恵器 口(12.0) 残 l/3 灰白 N7/ 軟質。底部右回転糸切り、黒斑。摩滅著しい。

PL.115 埋没土 婉 高 3.6 底 5.6 還元

第172図 遺外-40 須恵器 口 残底部片 灰白 5Y7/l 軟質。底部右回転糸切り。摩滅著しい。

PL.ll5 埋没土 杯 高く1.9> 底 5.2 還元

第172図 遺外-41 須恵器 口 残底部片 褐灰 10YR5/l 硬質。底部箆削り調整か。外面灰白の自然釉。

PL.115 埋没土 坪 尚く2.0> 底（7.1) 還元

第172図 遺外— 42 須恵器 口 残底部片 灰黄 2 5Y6/2 軟質。底部右回転糸切り。黒斑。

PL.115 埋没土 杯 高く1.9> 底 (5.8) 還元

第172図 遺外— 43 須恵器 口 (12.0) 残 1/5 灰白 2 5Y8/l やや軟質。底部回転糸切り 。

PL.115 埋没土 杯 古向 32 底 (6.9) 還元

第172図 遺外— 44 須恵器 □(17 2) 残 l!3 灰白 2 5Y8/2 軟質。底部右回転糸切り後、付高台、黒斑。摩滅気味。

PL.116 埋没土 高台付婉 古向 64 底 6.1 還元

第172図 遺外— 45 須恵器 口 残底部片 灰褐 5YR5/2 軟質。付高台。内面剥離。

PL.116 埋没土 高台付塊 高く49> 底 68 酸化

第172図 遺外— 46 須恵器 口 残底部片 明褐 7 5YR7/l やや軟質。底部右回転糸切り後、付高台。

PL 116 埋没土 高台付婉 商く30> 底 77 還元

第172図 遺外 -47 須恵器 口 残底部片 青灰 5PB6/l 硬質。底部右回転糸切り後、付裔台。器肉薄い。

PL 116 埋没土 高台付婉 商く13> 底 80 還、ロコ冗ー

第172図 遺外— 48 須恵器 口 残底部片 褐灰 10YR6(2 軟質。付裔台、歪む。

PL.116 埋没士 高台付塊 高く4.0> 底 6.5 還元

第172図 遺外— 49 須恵器 口 残底部片 灰白 5Y7/l 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。僅かに歪む。内面摩

PL.116 埋没土 高台付婉 高く26> 底 66 坦、-=冗 滅気味。

第172図 遺外— 50 須恵器 口 残底部片 灰黄 2 5Y7/2 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。器肉薄い。

PL 116 埋没土 高台付婉 商く17> 底 62 還元

第172図 遺外— 51 須恵器 口 残底部片 黄灰 2.5Y6/l 硬質。付高台。

PL 116 埋没土 商台付婉 高く17> 底（70) 還元

第172図 遺外-52 須恵器 口 残底部片 明黄褐 2.5Y7/6 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。磨滅著しい。

PL.116 埋没土 婉 商く2.4>底 7.0 還元

第172図 遺外— 53 須恵器 口 残底部片 浅黄 2.5Y7/3 軟質。底部右回転糸切り後、付尚台、黒斑。

PL.116 埋没土 高台付坑 高く2.3> 底（7.4) 還元

第172図 遺外— 54 須恵器 口(148) 残 1/5 灰白 5Y7/l 軟質。付高台。底部黒斑。

PL.116 埋没土 高台付塊 高 4.8 底 (7.0) 還元

第172図 遺外— 55 須恵器 口 残底部片 にぶい灰黄 2.5Y6/2 軟質。底部右回転糸切り後、付高台。内面、重ね焼き痕。

PL.116 埋没土 嵩台付塊 高く3.4>底（8.8) 還元

第172図 遺外— 56 須恵器 口 残底部片 灰白 2 5Y7/l 軟質。底部回転糸切り後、付高台。器肉厚い。摩滅著しい。

PL.116 埋没土 高台付塊 高く2.4>底 70 還元

第172図 遺外— 57 須恵器 口 残底部片 にぶい褐 7.5YR5/3 軟質。底部回転糸切り後、付高台。摩滅著しい。

PL.116 埋没土 商台付婉 高く2.3> 底 5.8 酸化

第172図 遺外— 58 須恵器 口 残底部片 にぶい褐 7.5YR5/3 軟質。付高台。内面いぶし焼成黒色。底面剥離。口縁部外

PL.116 埋没土 高台付塊 高く4.1> 底 8.8 酸化 面一部油煙付着。

第172図 遺外 -59 須恵器 口 (12.8) 残 1/3 灰白 10YR7/l 軟質。底部右回転糸切り 。口唇部更に外反、歪む。

PL 116 埋没土 坪 古向 41 底 (5.8) 還元

第172図 遺外-60 須恵器 口 残底部片 にぶい橙 5YR7/4 軟質。底部回転糸切り後、付高台。摩滅著しい。

PL 116 埋没土 商台付婉 裔く16> 底 4.7 還元

第172図 遺外— 61 須恵器 口 残底部片 灰 10Y6/l 軟質。底部回転糸切り後、付高台。摩滅気味。

PL 116 埋没土 裔台付婉 高く19> 底 6.2 速、ロ冗ー
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第172図 遺外— 62 須恵器 口 残底部片 灰白 2.5Y7/l 軟質。底部右回転糸切り後、付裔台。摩滅著しい。
PL.116 埋没土 高台付婉 高く1.3> 底 6.0 還元

第172図 遺外 -63 土師器 口 残底部片 明赤褐 2.5YR5/6 軟質。口縁部欠損後、割れ口調整再利用。底面黒色、平滑。
PL.116 埋没土 高台付塊 高く1.7> 底 7.2 酸化

第172図 遺外— 64 須恵器 口 (130) 残口縁片 灰黄 2 5Y6/2 硬質。口縁下半部、箆削り調整。
PL 116 埋没土 高台付塊 高く57> 底 還元

第172図 遺外— 65 須恵器 口 (500) 残口縁片 灰 N5/ 硬質。大型の甕。口縁部大きく外反。 2mmの白色粒僅かに
PL 116 埋没土 甕 裔く88> 底 還元 含む。

第172図 遺外— 66 須恵器 口 残口縁片 灰白 10YR7/l 硬質。口縁部大きく外反。
PL.116 埋没土 甕 裔＜6.0> 厚 1.2 還元

第172図 遺外-67 須恵器 口 残口縁片 灰 N5/ 硬質。口縁上半部、波状文、灰白の自然釉かかる。
PL.116 埋没土 甕 高く4.5> 厚 12 還元

第172図 遺外-68 須恵器 口 残口縁片 灰 5Y5/l 硬質。頸部狭い。
PL.116 埋没土 甕 高く68> 厚 11 還元

第172図 遺外— 69 須恵器 口 残底部片 灰 N6/ 硬質。底部箆削り、平ら。内面、灰オリープ5Y5/2の自然
PL.116 埋没土 甕 忘く100> 底 (140) 還元 釉。

第172図 遺外— 70 須恵器 口 残裾部片 にぶい橙 7.5YR6/4 軟質。胴部下半に(12.0)mmの凹み 1ヶ所確認。棒を差し込
PL.116 埋没土 甑 商く22> 底（220) 酸化 み簑の子状にして使用か。

第173図 遺外— 71 口 (20.0) 残口縁片 灰 7.5Y5/l 口縁部内傾。口唇部平ら。鍔三角形、上向き。
PL.116 埋没土 羽釜 高く5.7> 鍔（24.0) 還元

第173図 遺外— 72 口 (18.0) 残口縁片 灰白 2 5Y7/l 口縁部内傾、短い。口唇部内斜。鍔三角形、上向き 。
PL.116 埋没土 羽釜 高く7.2> 鍔（22.0) 還元

第173図 遺外— 73 口 (22.0) 残口縁片 橙 5YR6/6 口縁部直立。口唇部内斜、短い。鍔三角形、上向き、やや
PL.116 埋没土 羽釜 尚く10.8> 鍔（25.0) 酸化 歪む。

第173図 遺外— 74 口 (22.2) 残口縁片 にぶい褐 7 5YR5/4 口縁部直立。口唇部平ら、やや短い。鍔丸く平らで短い。
PL 116 埋没土 羽釜 高く11.3> 鍔 (24.0) 酸化 2 mmの白色粒少量含む。褐色。

第173図 遺外— 75 口 (24.0) 残口縁片 にぶい橙 5YR6/4 口縁部短く外反。口唇部外斜。
PL.116 埋没土 土釜 裔く75> 底 酸化

第173図 遺外 -76 土師器 口 8.0 残 4/5 にぶい黄橙 10YR7/2 口縁部 2ヶ所やや長く、内側に曲げる。底部外面黒斑。
PL.116 埋没土 耳皿 商く23> 底 44 酸化

第173図 遺外— 77 土師器 口(10.0) 残口縁片 明赤褐 2.5YR5/6 底部箆削り、平ら、底部に穿孔。内面放射状の暗文。
PL.116 埋没土 杯 高 27 底（70) 酸化

第173図 遺外— 78 土師器 口(13.0) 残 3/5 にぶい褐 7.5YR6/3 口縁部外反。体部下半、底部箆削り、平ら。
PL.116 埋没土 坪 高 4.1 底 62 酸化

第173図 遺外— 79 土師器 口 12.0 残 1/2 明赤褐 5YR5/6 口縁部外反。体部下半、底部箆削り、平ら。口唇部油煙付
PL.116 埋没土 杯 古向 4.0 底 (5.6) 酸化 着。灯明皿として使用か。

第173図 遺外— 80 士師器 口 (12.0) 残 1/4 にぶい橙 5YR6/4 口唇部内弯。底部箆削り、平ら。器嵩浅い。
PL.116 埋没土 杯 古向 2.4 底 (9.0) 酸化

第173図 遺外— 81 土師器 口 (130) 残口縁片 にぶい橙 7 5YR7/4 口唇部内弯。底部箆削り、扁平。器裔低い。
PL 116 埋没土 均 高く28> 底(11.6) 酸化

第173図 遺外— 82 土師器 口 116 残 3/4 橙 75YR6/6 口唇部内弯、歪む。底部箆削り、扁平。
PL.116 埋没土 坪 古向 35 底 9.0 酸化

第173図 遺外-83 土師器 口(11.4) 残口縁片 にぶい橙 5YR6/4 口唇部内弯。底部箆削り、平ら。
PL.116 埋没土 坪 古向 2.5 底 (6.6) 酸化

第173図 遺外-84 土師器 口(11.6) 残 l/2 橙 75YR6/4 口唇部僅かに内弯。底部箆削り、扁平。外面一部煤付着、
PL.116 埋没土 杯 古向 3.8 底 80 酸化 褐色。

第173図 遺外— 85 土師器 口(11.0) 残口縁片 橙 7.5YR6/6 口唇部僅かに内弯、歪む。底部箆削り、平ら。
PL.116 埋没土 杯 高 33 底 (86) 酸化

第173図 遺外— 86 土師器 口(11.2) 残 1/4 にぶい橙 7.5YR6/4 口唇部僅かに内弯、歪む。底部箆削り、扁平。
PL 116 埋没土 杯 古向 4.2 底 (10.0) 酸化

第173図 遺外— 87 土師器 口 (11.0) 残口縁片 橙 5YR6/6 口縁部短く立ち上がる、一部黒斑。底部箆削り、扁平。
PL.116 埋没土 坪 高く25> 底 (9.4) 酸化

第173図 遺外— 88 土師器 口(120) 残口縁片 橙 75YR6/6 口縁部内傾気味、立ち上がる。底部箆削り、丸底。
PL.117 埋没土 坪 古向 3.0 底(10.0) 酸化

第173図 遺外— 89 土師器 口 (110) 残口縁片 橙 5YR6/6 口縁部短く立ち上がる。底部箆削り、扁平。
PL.117 埋没土 杯 裔く29> 底（8.2) 酸化

第173図 遺外-90 土師器 口 (120) 残口縁片 にぶい黄橙 10YR7/4 口縁部弱い稜。底部箆削り、平ら。
PL.117 埋没土 坪 高く29> 底 (8.6) 酸化

第173図 遺外— 91 土師器 口 (11.0) 残口縁片 橙 5YR6/6 口唇部外反。底部箆削り、平ら。
PL.117 埋没土 坪 高く33> 底 (9.0) 酸化

第173図 遺外— 92 土師器 口(12.2) 残口縁片 灰褐 5YR6/2 底部型肌、平ら。外面煤付着。
PL.117 埋没土 杯 高 3.8 底 (6.0) 酸化

第173図 遺外— 93 土師器 口(10.4) 残口縁片 橙 5YR6/6 口唇部僅かに内弯。
PL 117 埋没土 杯 高く2.7> 底（8.5) 酸化

第173図 遺外— 94 土師器 口(11.0) 残口縁片 橙 5YR6/6 底部箆削り、平ら。
PL.117 埋没土 杯 高く35> 底(8.0) 酸化

第173図 遺外— 95 土師器 口(11.0) 残口縁片 にぶい褐 7 5YR5/4 底部箆削り、平ら。一部煤付着、褐色。
PL 117 埋没土 杯 古向 3.2 底 (8.2) 酸化

第173図 遺外— 96 土師器 □(13 0) 残口縁片 にぶい黄橙 10YR7/4 底部箆削り、扁平。
PL 117 埋没土 坪 高く3.0> 底(106) 酸化

第173図 遺外— 97 土師器 口 (122) 残口縁片 にぶい橙 7 5YR6/4 底部箆削り、扁平。器高低い。
PL 117 埋没土 坪 古向 26 底 (10.4) 酸化
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第173図 遺外— 98 土師器 口 (122) 残口縁片 にぶい橙 5YR6/4 底部箆削り、扁平。

PL.117 埋没土 坪 高 2.7 底 (8.5) 酸化

第173図 遺外— 99 土師器 口(12.3) 残口縁片 にぶい赤褐 5YR5/3 口縁部外反。底部箆削り、扁平。器肉やや厚い。

PL.117 埋没土 杯 高 2.8 底 (8.5) 酸化

第173図 遺外— 100 土師器 □(12 5) 残 1/4 橙 5YR6/6 口縁部外反。底部箆削り、平ら。

PL.117 埋没土 杯 古向 3.7 底 (85) 酸化

第173図 遺外— 101 土師器 □(12 4) 残口縁片 橙 75YR6/6 口縁部外反。底部箆削り。

PL.117 埋没土 杯 高く30> 底 (86) 酸化

第173図 遺外— 102 土師器 口 残底部片 にぶい黄橙 10YR6/4 平底。内面強めの指撫で調整。一部黒斑。

PL.117 埋没土 手捏 高く2.5> 底（46) 酸化

第173図 遺外ー103 土師器 口 76 残上半部 浅黄 2.5Y7/4 口縁部外反。紐づくり。胴部外面縦刷毛目、内面横刷毛目。

PL 117 埋没土 衷ム 商く66> 底 酸化

第173因 遺外ー104 土師器 口 残底部片 にぶい黄橙 10YR6/4 平底。底面黒斑。

PL.117 埋没土 柑 高く3.1>底 2.6 酸化

第173図 遺外— 105 土師器 口 残底部片 橙 5YR6/6 底部平ら。器肉厚い。磨滅気味。

PL 117 埋没土 柑~ 裔く2.9> 底 22 酸化

第174図 遺外— 106 土師器 口 (24.0) 残口縁片 橙 5YR6/6 口縁部「コ」の字状、崩れ器肉厚い。

PL 117 埋没土 衷』I 商く112> 底 酸化

第174図 遺外— 107 土師器 □(20.0) 残口縁片 にぶい橙 7 5YR6/4 口縁部「コ」の字状。胴部外面箆削り、内面箆撫で。

PL 117 埋没土 甕 高く5.3> 底 酸化

第174因 遺外-108 土師器 口 (20.0) 残口縁片 にぶい橙 7.5YR6/4 口縁部「コ」の字状。摩滅気味。

PL 117 埋没土 甕 高く6.3> 底 酸化

第174図 遺外— 109 土師器 口 (20.0) 残口縁片 にぶい赤褐 5YR5/4 口縁部「コ」の字状、崩れ短く、器肉厚い。

PL.117 埋没土 甕 高く7.2>底 酸化

第174図 遺外→110 土師器 口 (19.0) 残口縁片 にぶい橙 7.5YR6/4 口縁部「コ」の字状、僅かに崩れる。内面いぶし状、褐色。

PL.117 埋没土 甕 高く5.4> 底 酸化

第174図 遺外— 111 土師器 口 (18.0) 残口縁片 にぶい赤褐 5YR5/4 口縁部「コ」の字状、崩れ短く、器肉厚い。

PL.117 埋没土 甕 高く5.0> 底 酸化

第174図 遺外— 112 土師器 口 (160) 残口縁片 にぶい褐 7 5YR5/4 口縁部「コ」の字状、器面いぶし状、褐色。

PL.117 埋没土 甕 高く73> 底 酸化

第174図 遺外— 113 土師器 口 (20.0) 残口縁片 橙 5YR6/6 口縁部「コ」の字状、やや崩れる。

PL.117 埋没土 甕 高く5.0> 底 酸化

第174図 遺外— 114 土師器 口 (120) 残口縁片 橙 75YR6/6 口縁部「コ」の字状、器肉厚い。外面いぶし状、褐色。

PL 117 埋没土 小型甕 裔く52> 底 酸化

第174図 遺外ー115 土師器 口 (120) 残口縁片 にぶい橙 7 5YR6/4 口縁部「コ」の字状、器肉薄い。外面摩滅、赤変、煤付着。

PL 117 埋没土 甕 高く40> 底 酸化

第174図 遺外ー116 土師器 口(120) 残口縁片 にぶい橙 5YR6/4 口縁部「コ」の字状、やや崩れる。

PL 117 埋没土 小型甕 高く41> 底 酸化

第174図 遺外— 117 土師器 口 (110) 残口縁片 橙 5YR6/6 口縁部「コ」の字状、崩れ短く、器肉厚い。摩滅著しい。

PL 117 埋没土 甕 高く50> 底 酸化

第174図 遺外ー118 土師器 口 残底部片 にぶい橙 7.5YR6/4 底部箆削り、平ら。内面いぶし状、黒色気味。

PL 117 埋没土 甕 高く13> 底 35 酸化

第174図 遺外119 土師器 口 残底部片 にぶい褐 7.5YR5/4 底部箆削り、平ら。いぶし状、一部黒色。

PL 117 埋没土 甕 高く28> 底 (40) 酸化

第174図 遺外— 120 土師器 口 残底部片 橙 5YR6/6 底部箆削り、平ら。摩滅気味。

PL.117 埋没土 甕 高く57> 底 (3.6) 酸化

第174図 遺外ー121 土師器 口 残胴部片 にぶい橙 7 5YR6/4 台部剥離。外面煤付着。

PL.117 埋没土 台付甕 高く6.7> 底 酸化

第174図 遺外— 122 土師器 口 残台部片 にぶい赤褐 5YR5/4 台部横撫で。胎土水漉しで緻密。

PL.117 埋没土 台付甕 高く2.2>底 9.0 酸化

第174図 遺外— 123 須恵器 口 残高台片 にぶい褐 75YR6/3 軟質。椀か。

PL 117 埋没土 足高高台 高く4.7> 底 (130) 酸化

第174図 遺外— 124 青磁 口 残口縁片 灰白 10YR7/l 外面箆彫り、蓮弁文。施釉、オリープ灰10Y6厄。龍泉窯系。

PL 117 埋没土 碗 高くl9> 厚 06 

第174図 遺外— 125 青磁 口 残口縁片 灰白 5Y7/l 内面箆彫り、花升文。施釉、灰オリープ5Y6/2。同安窯系。

PL.117 埋没土 碗 商く2.6> 厚 06 

第174図 遺外— 126 青磁 口(15.0) 残口縁片 灰白 10Y6/l 外面箆彫り、蓮弁文。口唇部輪花か。施釉美しく、オリー

PL.117 埋没土 碗 高く2.1> 厚 04 プ灰10Y6/2。龍泉窯系。

第174図 遺外— 127 青磁 口 残体部片 灰白 10Y7/l 内面箆彫り、花舟文。貰入。施釉、オリープ灰25GY6/l。

PL.117 埋没土 碗 高く1.7> 厚 0.5 同安窯系。

第174図 遺外— 128 陶器 口(10.0) 残 l/3 褐 7.5YR4/4 底部と口縁部、回転箆削り調整。内面、黒褐10YR2/2。外

PL.117 埋没土 灯明受皿 高 1.5 底 (4.8) 面刷毛塗り。

第174図 遺外— 129 磁器 口 (ll.4) 残 l(3 型紙染付、濃青色。扇に菊 とあやめ文。見込に草花文。

PL.117 埋没土 飯碗 古向 5.1 底 3.8 

第174図 遺外— 130 軟質陶器 口 (34.0) 残口縁片 浅黄橙 10YR8/3 底部平ら。口繰部いぶし状、黒色。

PL.117 埋没土 焙烙 高 4.7 底（32.0)

第174図 遺外ー131 銅銭 外径 2.4 内径 0.6 紹聖元賓 PL.117。埋没土。ほぽ完形。 2.62g。北宋。1094年。行書。

第174図 遺外— 132 釘 長く62> 短 0.5 PL 117。埋没土。 1(2。厚06cm。

第174回 遺外— 133 刀子 長く167> 短 33 PL.117。埋没土。茎破片。厚0.6cm。

第174図 遺外— 134 紡錘車 外く5.0>内5.0 厚1.0 ニッ岳石 PL 117。埋没土。完形。33.0g。側面荒い面取り 。未製品か。

第174図 遺外— 135 無茎石鏃 長く1.6> 短 1.7 黒曜石 PL.118。埋没士。 1/3。0.44g。厚0.2cm。

第174図 遺外— 136 無茎石鏃 長 2.9 短 14 チャート PL 118。埋没土。完形。 1.40g。厚0.8cm。
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第175図 遺外— 137 砥石 長く10.9> 短 3.1 流紋岩 PL.118。埋没土。 2/3。1203g。厚29cm。4面も欠損後使用。

第175図 遺外-138 打製石斧 長 く85> 短 64 黒色頁岩 PL118。埋没土。 2/3。 <79.0>g。庫1.7cm。未製品。

第175図 遺外— 139 土錘 長 7.6 外 4.1 内1.1 にぶい黄橙 10YR6/4 PLll8。埋没土。ほぽ完形。 94.6g。紡錘形。いぶし状。

第175図 遺外-140 土錘 長 5.0 外 2.6 内0.9 にぶい褐 7 5YR6/3 PL.118。埋没土。完形。 28.5g。筒型。

第175図 遺外— 141 土錘 長 46 外 23 内06 にぶい黄橙 10YR7/4 PLll8。埋没土。完形。 206 g。筒型。

第175図 遺外-142 土錘 長 5.5 外1.9 内 0.8 にぶい黄橙 10YR7/3 PL.118。埋没土。完形。 13.0g。紡錘形。 黒斑。

第175図 遺外— 143 土錘 長 52 外 2.0 内 06 灰白 10YR7/l PL118。埋没土。ほぼ完形。 152 g。紡錘形。

第175図 遺外-144 土錘 長 4.8 外1.6 内 0.5 黒褐 10YR3/l PL.ll8。埋没土。ほぽ完形。9.5g。紡錘形。いぶし状、黒色。

第175図 遺外— 145 土錘 長 4.2外 2.2 内 05 にぶい黄橙 10YR7/3 PL.ll8。埋没土。完形。 136 g。紡錘形。黒斑。

第175図 遺外— 146 土錘 長 4.6 外1.4 内 0.4 にぶい黄橙 10YR7/3 PL.ll8。埋没土。完形。 7.2g。紡錘形。

第175図 遺外ー147 土錘 長 4.3 外 16 内 04 灰黄褐 10YR6/2 PL.118。埋没土。完形。73g。紡錘形。

第175図 遺外— 148 土錘 長 4.4外1.7 内 0.4 にぶい黄橙 10YR7/3 PL.118。埋没土。完形。 87g。紡錘形。

第175図 遺外ー149 土錘 長 4.1 外 15 内 05 にぶい黄橙 10YR7/3 PL 118。埋没土。完形。 9.0g。紡錘形。一部いぶし状、褐色。

第175図 遺外ー150 土錘 長 47 外 14 内 05 灰黄褐 10YR6/2 PL.118。埋没土。完形。 9.0g。細い紡錘形。

第175図 遺外— 151 土錘 長 4.6 外1.2 内0.4 にぶい橙 7.5YR7/3 PL.118。埋没土。ほぽ完形。56g。棒状。

第175図 遺外— 152 土錘 長 49 外 1.1 内 0.5 灰褐 7 5YR4/2 PL.118。埋没土。完形。 5.9g。棒状。いぶし状、褐色。

第175図 遺外— 153 土錘 長 3.3 外 07 内0.2 にぶい黄橙 10YR6/3 PL118。埋没土。完形。 2.0g。棒状。 一部いぶし状。

第175図 遺外— 154 土錘 長 3.2 外 0.9 内 0.2 褐灰 5YR5/1 PL.118。埋没土。ほぼ完形。2.5g。棒状。いぶし状。

第175図 遺外— 155 土錘 長 33 外 0.8 内 03 橙 5YR6/6 PLll8。埋没土。ほぼ完形。2.1g。棒状。

第175図 遺外— 156 土錘 長く3.4>外1.7 内0.9 灰黄褐 10YR5/2 PL.ll8。埋没土。 1だ。9.6g。筒形。いぶし状。

第175図 遺外— 157 土錘 長く24>外15 内05 橙 75YR7/6 PL 118。埋没土。破片。 3.9g。筒型。

第175図 遺外— 158 土錘 長く2.1>外0.8 内0.3 灰黄褐 10YR6/2 PL 118。埋没土。 1/2。1.1g。棒状。

第175図 遺外— 159 須恵器 口(13.2) 残口縁片 灰白 2.5Y7/l 戟質。口唇部外反。やや摩滅気味。

PL.112 埋没土 高台付皿 高く2.1> 底 速、四冗ー

第175図 遺外— 160 須恵器 口(12.0) 残口縁片 褐灰 10YR6/l 硬質。底部回転糸切り後、付高台。

PL.112 埋没土 高台付婉 高く3.5> 底 遠元

第175図 遺外— 161 須恵器 口 残底部片 褐灰 5YR5/l 軟質。底部右回転糸切り後、付尚台。いぶし状、黒色。

PL.112 埋没土 高台付婉 高く1.9> 底 埠、E プ-じ

第175図 遺外— 162 須恵器 口 (320) 残口縁片 灰白 5Y7/l 硬質。外面中位 2本一単位の波状文 2段。

PL 112 埋没土 甕 高く45> 底 坦＂亘冗ー

第175図 遺外— 163 須恵器 口 残底部片 灰白 2.5Y7/l 軟質。底部右回転糸切り。外面剥離。

PL 112 埋没土 宰ギ 高く7.8> 底（60) 虚・竺冗一

第175図 遺外— 164 須恵器 口 残胴底片 灰白 5Y7/l 硬質。底部右回転糸切り。胴部内面下半、絞り痕。

PL 112 埋没土 梅瓶 高く170> 底 55 還元

B区遺物観察表

挿図NQ 遺構名 種別 計測値(cm) 色調 ・石材
製作技法等の特徴

写真No 出土位置 器種 （推定） ＜残存値＞ 焼成

第177図 1 住— 1 土師器 口(13.0) 残口縁片 にぶい橙 7.5YR6/4 内外面煤付着。

PL.ll8 埋没土 台付甕か 裔く10.5> 底 酸化

第177図 l 住— 2 土師器 口(16.0) 残口縁片 にぶい橙 7 5YR6/4 口縁部「コ」の字状、崩れ器肉厚い。

PL 118 床直 甕 高く4.5> 底 酸化

第177図 1 住— 3 □(21.0) 残口縁片 灰白 5Y7/l 口縁部僅かに内傾、短い。口唇部内斜。鍔三角形上向き 。

PL 118 埋没土 羽釜 高く10.8> 底 酸化

第178図 2 住— l 須恵器 口 残底部片 にぶい黄橙 10YR7厄 軟質。摩滅著しい。

PL.118 床直 高台付婉 高 く41> 底（66) 邸‘竺ヨプーじ

第179図 3 住— 1 須恵器 □(14 8) 残 1/3 灰白 2.5Y7/l やや軟質。底部右回転糸切り後、付尚台。 4mmの灰白粒僅

PL.ll8 床直 高台付婉 高 5 1 底 6.8 応ヽ竿｛フー かに含む。

第179図 3 住— 2 土師器 口 116 残口縁片 にぶい橙 7 5YR6/4 口縁部「コ」の字状、短い。内面黒色。外面煤付着。

PL.ll8 床直 甍 高く57> 底 酸化

第179図 4住 1 須恵器 口(15.0) 残口縁片 にぶい黄橙 10YR7/3 軟質。口唇部大きく外反。摩滅著しい。

PL.118 埋没土 杯 高く42> 底 逗、ロ冗ー

第185図 灌漑ー 1 陶器 口(106) 残 1/6 にぶい黄橙 10YR7/3 底部外面回転箆削り。内面径 2mmのトチン痕、施釉、にぶ

PL 119 埋没土 灯明皿 高く21> 底 い黄2.5Y6/3。

第185図 灌漑ー 2 陶器 口 残底部片 灰白 2.5Y8厄 底部菊文、型押し。外面口縁部から内面施釉、浅黄5Y7/4。
PL.119 埋没土 菊皿 高く23> 底 (6.6)

第185図 灌漑— 3 陶器 口 残底部片 にぶい黄橙 10YR7/2 付高台。骨付き部を除き、施釉、灰黄2.5Y7/2。貰入。肥前、

PL.119 埋没土 碗 高く36> 底 53 呉器手碗。

第185図 灌漑— 4 陶器 口 残底部片 浅黄 2.5Y7/3 削り出し高台。貰入。黄瀬戸。

PL.119 埋没土 飯碗 高く2.2>底 5.4 

第185図 灌漑— 5 陶器 口 12.0 残口縁片 にぶい黄橙 10YR6/3 削り出し高台。錆釉。

PL 119 埋没土 飯碗 高く6.0> 底

第185図 灌漑— 6 陶器 口 残底部片 褐灰 10YR6/l 削り出し晶台。外面青色染付。端部除き、施釉、暗オリー

PL.119 埋没土 碗 高く2.7> 底（50) プ灰25GY7/l。内面輪状の凹み。貫入。肥前、陶胎染付。

第185図 灌漑— 7 陶器 口 残底部片 灰白 10YR7/l 削り出し尚台。外面青色染付。端部口紅か、灌漑ー 6と同

PL 119 埋没土 碗 高く29> 底 (50) 色の施釉。貰入。肥前、陶胎染付。

第185図 灌漑— 8 陶器 口 残注ぎ口 灰白 5Y7/l 注ぎ口の元 6mmの穿孔 3ヶ所。施釉、灰オリープ5Y6厄。
PL 119 埋没士 急須 古向 厚 03 貰入。

第185図 灌漑— 9 陶器 口 残底部片 灰白 5Y8/2 付高台。外面左回転箆削り調整。外面底部以外施釉。内面

PL 119 埋没土 大皿 高 く24> 底 17.0 径 8mmの重ね焼き痕。馬の目Jillか。益子。
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第185図 灌漑— 10 陶器 口 残底部片 にぶい橙 7.5YR7(3 削り出し高台、底面回転箆削り。内面施釉、褐75YR4応。
PL 119 埋没土 鉢 高く2.4>底 (144) 鉄釉。

第185図 灌漑— 11 陶器 口 (246) 残口縁片 灰白 2.5Y8/2 口縁部外折り返し、内弯。内外面施釉、淡黄25Y8/4。
PL 119 埋没土 捏鉢 高く143> 底

第185図 灌漑-12 磁器 口 残底部片 青色染付。瀬戸・美濃。

PL.119 埋没土 猪口 高く23> 底 28 

第185図 灌漑ー 13 磁器 口 残底部片 青色染付。草花文。高台に銘。波佐見。

PL.119 埋没土 湯飲碗 高く4.6> 底 36 

第185図 灌漑— 14 磁器 口 残 1/3 型押し成形。青色染付。閉形か。

PL.119 埋没土 水漁 高く1.7> 底

第185図 灌漑— 15 磁器 口 残 1/2 青色染付。草花文。瀬戸 ・美濃。

PL.120 埋没土 徳利 高く12.9> 底 6.1 

第185図 灌漑— 16 磁器 口く128> 残 l厄 型紙染付。菊花文、鹿子文。下部櫛目文。瀬戸・美濃。

PL 120 埋没土 鉢 高 74 底く130>

第185図 灌漑ー 17 軟質陶器 口 (310) 残口縁片 灰白 2.5Y8/2 口縁部短く、直立。平底。

PL.120 埋没土 焙烙 高 く3.2> 底（32.0)

第185図 灌漑-18 軟質陶器 口 (320) 残口縁片 にぶい橙 7.5YR7/4 口縁部短く、直立。底部扁平か、黒斑。

PL 120 埋没土 焙烙 高く3.1> 底（33.6)

第185図 灌漑— 19 軟質陶器 口 残口縁片 灰 N4/ いぶし状、黒色。焼成後、穿孔 1ヶ所確認。

PL.120 埋没土 焙烙 高く2.5> 原 0.9 

第185図 灌漑-20 鉄製品 長 5.1 短 1.6 PL.120。埋没土。ほぼ完形。厚0.2cm。用途不明。

第185図 灌漑— 21 蹄鉄 長 11.9 短 10.4 PL.120。埋没土。完形。厚0.6cm。後左足用。 3本の釘打つ。

第185図 灌漑— 22 砥石 長 12.5 短 4.0 炭化珪素 PL.120。埋没土。完形。 162g。厚20cm。2面使用。現代。

第195図 2井 -1 軟質陶器 口 残口胴片 暗灰黄 2.5Y5(2, 内外面いぶし状、煤付着。

PL 119 埋没土 内耳鍋 高く16.7> 底

第195図 2井ー 2 軟質陶器 口 (32.0) 残口縁片 にぶい橙 5YR6/4 口唇部巾 3cmで外折れ、片口。内面25cm巾6本一単位の

PL.119 埋没土 播鉢 高く120> 底 荒い刷毛目。内面黒斑。剥離著しい。

第195図 2井 -3 石鉢 口 28.0 高 16.0 粗粒輝石安山岩 PL.119。埋没土。完形。 62kg。底14.8cm。片口。

第195図 2 井— 4 石鉢 口 (23.4) 高く6.0> 粗粒輝石安山岩 PL.119。埋没土。口縁片。 <120>g。片口。

第195図 2井-5 石鉢 底(16.8) 高く9.0> 粗粒輝石安山岩 PL.119。埋没土。底部片。 <1O>kg。

第195図 2 井— 6 軽石 長 108 短 105 ニッ岳軽石 PL.119。埋没土。完形。 575g。厚9.4cm。

第195図 2 井— 7 砥石 長く10.2> 短 4.5 砥沢石 PL.119。埋没土。 3/4。<165>g。厚2.0cm。

第197図 13土— 1 須恵器 口 残底部片 にぶい黄橙 10YR7/3 軟質。付高台。 5mmの砂粒少量含む。摩滅気味。

PL.119 埋没土 尚台付婉 高く1.6> 底 6.6 還元

第202図 15溝— l 青磁 口 残体部片 灰白 5Y7/l 外面蓮弁、内面木の葉文。施釉、オリープ黄75Y6/3。龍泉
PL.120 埋没土 碗 高く1.6> 厚 08 窯系。

第202図 15溝— 2 軟質陶器 口 残底部片 黄灰 2.5Y6/l 硬質。平底。内面横方向のキズ、摩滅。

PL 120 埋没土 鉢 商く46> 底 (120) 

第205図 13溝— l 陶器 口 (128) 残 1/4 浅黄橙 10YR8/3 削り出し高台。底部外面施釉、剥離。内面径 4mmのトチン

PL 120 埋没土 皿 古四 2 1 底 (88) 痕。貫入。志野。

第207因 3 溝— l 磁器 口 98 残 1/2 染付。梅花文。肥前、波佐見。高台に銘。くらわんか碗。

PL 120 埋没土 飯碗 高く51> 底

第207図 3 溝— 2 砥石 長 89 短 32 砥沢石 PL.120。埋没土。 3/4。160g。厚2.6cm。4面使用。

第208図 遺外— l 灰釉陶器 口 残底部片 灰白 2.5Y7/l 全体施釉、灰オリープ7.5Y5/2。器肉厚い。

PL.120 埋没土 高台付碗 高く13> 底

第208図 遺外— 2 灰釉陶器 口 残底部片 灰白 5Y7/l 付高台。内面口縁部、施釉。底面中央平滑、内面金彩痕か。

PL 120 埋没土 高台付碗 森く17> 底 （70)

第208図 遺外— 3 須恵器 □(112) 残 1/4 紫灰 5P6/l 硬質。底部右回転糸切り。

PL.120 埋没土 坪 古向 36 底 (6.0) 還元

第208図 遺外— 4 須恵器 口 残底部片 灰白 5Y7/l 軟質。付高台。底部右回転糸切り。やや摩滅。

PL.120 埋没土 高台付婉 高く17> 底 72 還元

第208図 遺外— 5 須恵器 口 残底部片 灰白 N7/ 硬質。付高台。口縁部下位回転箆削り調整。

PL.120 埋没土 高台付婉 高く18> 底 (6.8) 還元

第208図 遺外— 6 須恵器 口 残底部片 黄灰 2.5Y6/l 硬質。底部右回転糸切り後、付高台、内面重ね焼き痕、僅

PL.120 埋没土 商台付婉 高く1.8> 底（6.6) 還元 かに残る。

第208図 遺外— 7 須恵器 口 (16.3) 残口縁片 にぶい黄橙 10YR6/3 軟質。底部回転糸切り、付高台、欠損。摩滅著しい。

PL.120 埋没土 商台付婉 高く6.5> 底 還元

第208図 遺外— 8 磁器 口 89 残 1位 染付。草花文、文字。青色、一部緑色。見込に五弁花文。

PL.120 埋没土 湯飲碗 高く4.7> 底く4.5>

第208図 遺外— 9 陶器 口 (160) 残 1/4 灰白 7.5Y7/l 削り出し裔台。口縁部外面から内面に施釉、浅黄5Y7応。底

PL 120 埋没土 皿 古向 28 底 (66) 部内面輪状、重ね焼き痕。

第208図 遺外— 10 陶器 口(12.0) 残 1/6 灰白 2 5Y8/2 削り出し高台。施釉、浅黄5Y7/4。内面底部輪状、重ね焼き

PL 120 埋没土 皿 古向 2.5 底 (62) 痕。

第208図 遺外— 11 陶器 口(14.6) 残 1/5 灰白 2.5Y8/2 内面底部童ね焼き痕。施釉、浅黄25Y7/3。口唇部、明オリ

PL.120 埋没土 菊皿 古向 3.4 底 (6.9) ープ7.5Y5(2,。黄瀬戸。美濃。

第208図 遺外— 12 陶器 口 残底部片 灰白 2.5Y7/l 青色染付。削り出し高台。畳付き部分褐彩。施釉、明オリ

PL.120 埋没土 碗 高く3.5> 底 5.0 ープ灰5GY7/l。貰入。

第208図 遺外— 13 陶器 口 (11.3) 残 1/3 灰白 7.5Y8/2 外面青色染付。削り出し高台以外に施釉、灰白5Y7(2。
PL.120 埋没土 碗 高く5.0> 底 4.0 

第208図 遺外— 14 陶器 口(1.9) 残 1/3 褐灰 7 5YR6/l 口縁内外面錆釉。内面輪状の重ね焼き痕。瀬戸・美濃。江

PL.120 埋没土 灯明皿 高 1.9 底 4.0 戸。
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第208図 遺外— 15 陶器 口 (102) 残 1/6 明褐灰 75YR7厄 内面にかえり、 1ヶ所切り込み。錆釉、外面拭い取る。外
PL.120 埋没土 灯明受皿 古向 22 底 (4.5) 面底部輪状、重ね焼き痕。瀬戸 ・美濃。江戸。

第208図 遺外~16 陶器 口 (109) 残 1/4 にぶい黄橙 10YR7/2 内面にかえり、 1ヶ所切り込み。錆釉、外面拭い取る。外
PL.120 埋没土 灯明受皿 古四 18 底（60) 面底部輪状、重ね焼き痕。瀬戸 ・美濃。江戸。

第208図 遺外— 17 陶器 口 残底部片 褐灰 7 5YR6/l 内面にかえり、錆釉、外面拭い取る。外面底部輪状、重ね
PL 120 埋没土 灯明皿高 尚く11> 底 4.0 焼き痕。瀬戸・美濃。江戸。

第208図 遺外— 18 陶器 口 残底部片 灰白 N8/1 染付。見込は蛇の目釉剥ぎ。外面高台端部の他、施釉。
PL 120 埋没土 皿 高く2.0> 底（6.0)

第208図 遺外— 19 土師器 口(14.0) 残口縁片 にぶい橙 5YR7/4 口緑部短く外反。底部箆削り、丸底。内面放射状の暗文。
PL.120 埋没土 杯 高く4.0> 底 酸化 外面底部黒斑。

第208図 遺外ー 20 土師器 口(11.0) 残 1/4 にぶい橙 5YR6/4 口縁部外反。底部型肌、平ら。 一部いぶし状、褐色。
PL.120 埋没土 杯 高 3.8 底（73) 酸化

第208図 遺外ー 21 土師器 口 (12.0) 残口縁片 にぶい橙 7.5YR6/4 口縁部「コ」の字状。いぶし状、黒色。
PL.120 埋没土 甕 商 く55> 底 酸化

第208図 遺外ー 22 土師器 口 (230) 残口縁片 にぶい橙 7.5YR6/4 器肉庫い。やや歪む。
PL.120 埋没土 甕 尚 <90> 底 酸化

第208図 遺外— 23 須恵器 口 残肩部片 灰 5Y5/l 硬質。肩部把手、 1ヶ所確認。欠損し形状不明瞭。
PL 120 埋没土

宰一 高く35> 厚 45 還元

第208図 遺外 — 24 須恵器 口 残肩部片 灰 N5/ 硬質。 1mmの白色粒僅かに含む。凸帯丁寧な整形。
PL 120 埋没土 凸帯付壷 高く7.2> 厚 0.7 還元

第208図 遺外— 25 軟質陶器 口 (31.0) 残 1/5 にぶい黄橙 10YR6/4 平底。口唇部僅かに内弯。摩滅著しい。
PL 120 埋没土 捏鉢 高 14.0 底(13.0)

第208図 遺外 — 26 土錘 長く4.2>外12 内04 褐灰 10YR6/l PL.120。埋没土。ほぽ完形。 5.5g。細長い棒形。

第208図 遺外-27 土錘 長 52 外 18 内 0.6 にぶい黄橙 10YR7/3 PL.120。埋没土。ほぼ完形。 13.2g。紡錘形。

第208図 遺外 — 28 土錘 長 4.3 外1.8 内 07 黄灰 2.5Y4/l PL 120。埋没土。1厄。138 g。筒形。いぶし状。

第208図 遺外ー 29 鉄鏃 長 42 巾3.3 厚 08 PL.120。埋没上。3/4。全長く7.2>cm。有茎。両刃。わたくり。

第208図 遺外— 30 鉄製品 長く7.8> 短く4.0> PL 120。埋没土。破片。厚0.5cm。用途不明。

c区遺物観察表

挿図Na 遺構名 種別 計測値(cm) 色調 ・ 石材
製作技法等の特徴

写真NQ 出土位置 器種 （推定） ＜残存値＞ 焼成

第211図 屋敷— 1 陶器 口 (120) 残 1/4 灰白 5Y8/l 削り出し高台。潰け掛けか、施釉、灰オリープ5Y6/2。内面
PL.121 埋没土 皿 古向 3 1 底 (6.0) 底部輪状の重ね焼き痕。

第211図 屋敷— 2 陶器 口 残底部片 灰白 2 5Y8/2 付高台。口縁部施釉、オリープ黄5Y6/3。貫入。
PL.121 埋没土 菊皿 高く17> 底（78) 

第211図 屋敷 — 3 陶器 口 残底部片 淡黄 2 5Y8応 削り出し高台。体部下半回転箆削り 。瀬戸 ・美濃。
PL.121 埋没土 天目茶碗 高く2.2> 底 5.5 

第211図 屋敷 — 4 陶器 口 残底部片 橙 5YR6/6 高台端部の他を施釉、明オリープ灰25GY7/l。鼠志野。
PL.121 埋没土 湯飲碗 高く2.3> 底 5.0 

第211図 屋敷— 5 陶器 口 残底部片 灰白 10YR8/2 底部削り出し。内面錆釉、外面釉剥ぎ。
PL.121 埋没土 灯明皿 高く2.3> 底 6.2 

第211図 屋敷-6 磁器 口 残底部片 青色染付。全体施釉。
PL.121 埋没士 仏飯器 高く47> 底

第211図 屋敷 — 7 磁器 口 残底部片 青色染付。外面丸文、櫛目裔台。見込に松竹梅。
PL.121 埋没土 小鉢 高く4.7> 底 77 

第211図 屋敷 — 8 軟質陶器 口 (31.0) 残口縁片 浅黄橙 7 5YR8/3 口唇部丸い。口縁部短く直立。底部扁平。
PL 121 埋没土 焙烙 高く3.8> 底（320) 

第211図 屋敷— 9 軟質陶器 口 (33.0) 残口縁片 橙 5YR7/6 無釉。内面巾30mm1単位12本の刷毛目、全体に施す。
PL.121 埋没土 揺鉢 高く11.8> 底

第211図 屋敷-10 須恵器 口 残底部片 灰 N5/ 硬質。底部箆削り、平ら。内面巾33mm6~ 7本単位の刷毛
PL.121 埋没土 揺鉢 高く3.7> 底（12.0) 還元 目。

第211図 屋敷 — 11 軟質陶器 口 残底部片 灰白 10YR7/l 短頸壺か。底部左回転糸切り、平ら。外面剥離著しい。
PL.121 埋没土 骨蔵器 高く172> 底 11.6 

第211図 屋敷— 12 土錘 長 4.5 外1.2 内0.3 灰黄褐 10YR6/2 PL 121。埋没土。完形。9.6g。棒状。いぶし状、褐色。

第211図 屋敷 — 13 丸石 長 42 短 4.1 粗粒輝石安山岩 PL.121。埋没土。完形。 40g。厚3.4cm。

第211図 屋敷-14 凹石 長 111 短 9.5 ニッ岳石 PL 121。埋没土。完形。723g。厚78cm。
第211図 屋敷 — 15 磨石 長 8.7 短 8.5 変質安山岩 PL 121。埋没土。完形。 285g。厚19cm。

第211図 屋敷-16 砥石 長く89> 短 52 砥沢石 PL.121。埋没土。 1/2。252.0g。厚3.3cm。3面使用。

第211図 屋敷 — 17 銅銭 外径 2.5 内径 0.6 寛永通百 PL 121。埋没土。完形。2.46g。背文「文」文銭。新寛永。

第211図 屋敷— 18 銅銭 外径 23 内径 07 熙寧冗賓 PL.121。埋没土。完形。3.10g。北宋。1068年。策書。

第211図 屋敷ー 19 銅銭 外径 2.4 内径 0.6 煕寧元賓 PL.121。埋没土。 3/4。<096>g。北宋。1068年。笈書。

第211図 屋敷 — 20 銅銭 外径 2.4 内径 07 嘉祐通賽 PL.121。埋没土。ほぼ完形。 1.63g。北宋。 1056年。真書。

第211図 屋敷ー 21 銅銭 外径 25 内径 0.7 皇宋通賓 PL 121。埋没土。ほぽ完形。 2.54g。北宋。1038年。真書。

第216図 13溝— l 砥石 長く7.9> 短 2.6 砥沢石 PL 127。埋没土。 1厄。96.Sg。厚2.8cm。 5面使用残る。

第216図 13溝 -2 砥石 長く72> 短 4.8 砥沢石 PL.127。埋没土。 1(2。133.7g。厚2.9cm。 5面使用残る。

第216図 13溝— 3 砥石 長 7.6 短 3.0 砥沢石 PL 127。埋没土。 1/2。107.6g。厚1.9cm。4面使用。

第216図 16溝— l 砥石 長 89 短 5.1 デイサイト PL.127。埋没土。 1(2。292.0g。庫3.4cm。 3面使用。

第216図 16溝— 2 砥石 長 15.5 短 2.5 砥沢石 PL 127。埋没土。 3/4。1520 g。厚1.8cm。 5面使用。

第216図 16溝 — 3 砥石 長 113 短 3.4 砥沢石 PL.127。埋没土。破片。100.6g。厚3.0cm。 3面使用。

第216図 16溝 ←4 砥石 長く72> 短 3.4 砥沢石 PL 127。埋没土。 1/2。1750 g。厚28cm。4面使用。

319 



第 3章検出された遺構と逍物

第217図 16溝— 5 須恵器 口 6.9 残 3/4 にぶい橙 7.5YR7(3 軟質。底部右回転糸切り、切り離し直し。内面口縁部l厄に

PL.128 埋没土 灯明皿 高 18 底 49 酸化 黒色。

第217図 16溝— 6 かわらけ 口 7.2 残完形 橙 5YR7/6 軟質。底部左回転糸切り。

PL 128 埋没土 皿 高 1.9 底 42 酸化

第217図 16溝— 7 かわらけ 口 残底部片 にぶい黄橙 10YR7/2 軟質。底部左回転糸切り 。

PL 128 埋没土 坪 高く2.6> 底 6.4 酸化

第217図 16溝— 8 かわらけ 口(136) 残口縁片 浅黄橙 10YR8/3 軟質。底部回転糸切り。

PL 128 埋没土 杯 古向 3.1 底（7.0) 酸化

第217図 16溝— 9 陶器 口 (150) 残口縁片 灰白 7.5Y8/l 口縁部漬け掛けか、オリープ黄75Y6/3。口唇部 1ヶ所巾12
PL.128 埋没土 片口揺鉢 高く3.3> 底 mm弱く外反。内面底部刺突。

第217図 16溝— 10 軟質陶器 □(28.0) 残口底片 灰黄褐 10YR6(2 口唇部内弯。平底。内面下半部4本一単位の刷毛目曲線を

PL.128 埋没土 播鉢 高 (11.6) 底 (12.5) 描く 。内面いぶし状。

第217図 16溝 -ll 軟質陶器 口 残口底片 橙 2.5YR6/6 平底。内面下部黒色気味、平滑。摩滅著しい。

PL 128 埋没士 捏鉢 裔く90> 底(120) 

第217図 16溝— 12 軟質陶器 口 (30.0) 残口縁片 灰白 2.5Y7/l 硬質。口縁部巾30mmで外反、片口。内面下半部横方向にキ

PL 128 埋没土 播鉢 高く6.5> 底 ズ平滑。

第217図 16溝— 13 軟質陶器 口 残底部片 黄灰 2.5Y6/l 底部左回転糸切り。内面平滑、剥離著しい。いぶし状、黒

PL 128 埋没土 鉢 高く7.8> 底 12.0 色。

第217図 16溝— 14 軟質陶器 口 (26.0) 残口縁片 灰白 10YR7/l 口縁部巾30mm僅かに外反。内面やや平滑。

PL.128 埋没土 片口鉢 高く9.0> 底

第217図 16溝— 15 軟質陶器 口 (320) 残口縁片 灰白 25Y7/l 口縁部短く外反。 1ヶ所紐状、把手受ける凹部。外面胴部

PL 128 埋没土 内耳鍋 高く115> 底 黒色、煤付着。

第217図 16溝— 16 軟質陶器 口 (300) 残口底片 灰白 10YR7/l 硬質。口縁部外反、口唇部僅かに内弯。 1ヶ所把手、貼付

PL.128 埋没土 内耳鍋 高 145 底 15.8 痕。底部扁平。外面一部煤付着。

第217図 16溝-17 軟質陶器 口 (31.0) 残口縁片 褐灰 10YR5/l 硬質。口縁部外反。

PL.128 埋没土 内耳鍋 高く11.0> 底

第217図 1 6溝— 18 軟質陶器 口 残口縁片 灰 N5/ 硬質。口縁部僅かに外反。内面把手、貼付。外面胴部一部

PL.128 埋没上 内耳鍋 高く65> 厚 1.1 煤付着。

第217図 16溝-19 石鉢 口 (280) 高く8.3> 粗粒輝石安山岩 PL.127。埋没上。口縁片。580g。

第217図 16溝 — 20 石鉢 厚 4.9 高く9.5> 粗粒輝石安山岩 PL 127。埋没土。破片。680g。

第217図 16溝-21 凹石 長く140>短く13.8> ーッ岳軽石 PL.127。埋没土。2/3。1.063kg。厚8.2cm。
第217図 16溝— 22 骨蔵器か 長 20.0 短 19.7 ニッ 岳石 PL.127。埋没土。完形。377kg。厚118cm。
第217図 16溝— 23 石皿 長く90>短く14.6> 石英閃緑岩 PL 127。埋没土。 1(3。132kg。厚5.2cm。

第217図 19溝— l 焼締陶器 口 (420) 残口縁片 黒褐 5YR3/l 硬質。口縁部短く、口唇部折り返し。頸部広い。胴部外面

PL.128 埋没土 甕 尚く94> 厚 llO 平行叩き目。常滑。

第218図 26溝— l 軟質陶器 口 (32.0) 残口縁片 灰 5Y6/l 口唇部内弯。内面下半部、横方向にキズ。内外面一部いぶ

PL 128 埋没土 捏鉢 高く11.8> 厚 09 し状。一部剥離。

第218図 26溝— 2 軟質陶器 口 (28.0) 残口縁片 にぶい黄橙 10YR7/3 硬質。口縁部内弯。内面やや平滑。

PL.128 埋没土 鉢 高く7.2> 厚 1.1 

第218図 26溝— 3 軟質陶器 □(28.0) 残口縁片 褐灰 7.5YR5/l 硬質。口縁部内弯。内面下半部、横方向キズ、摩滅。一部

PL.128 埋没土 鉢 漑＜8.8> 厚 1.4 剥離。

第218区l26溝— 4 軟質陶器 □(28 0) 残口縁片 灰 lOYG/1 硬質。内面下半部、横方向キズ多い。外面煤付着、剥離。

PL 128 埋没土 鉢 高く100> 厚 1.1 

第218図 26溝— 5 空風輪 長く16.3>短く14.3> 流紋岩質凝灰岩 PL.128。埋没土。破片。<104>kg。厚く9.4>cm。

第218図 26溝— 6 水輪 長 27.6 短 26.8 流紋岩質凝灰岩 PL.129。埋没土。完形。12.2kg。厚19.3cm。

第218図 26溝— 7 火輪 長 312 短 30.9 流紋岩質凝灰岩 PL.129。埋没土。3/4。<86>kg。厚186cm。
第218因 26溝— 8 火輪 長 31.5 短 29.8 流紋岩質凝灰岩 PL.129。埋没土。3/4。<8.1>kg。庫11.9cm。
第218図 26溝— 9 地輪 長 30.5 短 30.4 流紋岩質凝灰岩 PL 129。埋没土。3/4。<95>kg。厚く13.S>cm。
第218図 26溝— 10 砥石 長 140 短 32 砥沢石 PL.128。埋没土。ほぽ完形。 114.4g。厚2.4cm。4面使用。

第240図 14井— l 銅銭 外径 2.4 内径 0.8 皇宋通賓 PL 121。埋没土。完形。 291 g。北宋。 1038年。真書。

第240図 14井-2 銅銭 外径 25 内径 07 煕寧冗賽 PL.121。埋没士。ほぽ完形。2.38g。北宋。1068年。策書。

第240図 1 9井— 1 軟質陶器 口 残底部片 褐灰 10YR6/l 硬質。底部キズ、平底、平滑。

PL.121 埋没土 捏鉢 高く6.3> 底（140) 
第241図 1 井— 3 上臼 長 29.0 短 28.8 粗粒輝石安山岩 PL.123。埋没土。完形。8.6kg。厚8.7cm。使い込んで傾き有。

第241図 l 井— 4 下臼 長 31.1 短 308 粗粒輝石安山岩 PL 122。埋没土。完形。107kg。厚10.5cm。

第241図 4 井— l 口 残口縁片 灰白 2.5Y7/l 口縁部内傾。口唇部丸く、内斜。鍔嵩く平ら。

PL.121 埋没土 羽釜 裔く45> 厚 0.6 虚’皿プ一E 

第241図 4井ー 2 銅銭 外径 23 内径 0.6 大観通賓 PL.121。埋没土。ほぽ完形。 1.97g。北宋。 1107年。

第241図 4 井 — 3 銅銭 外径 2.5 内径 0.7 皇宋通費か PL.121。埋没土。ほぽ完形。 291 g。北宋。1038年。真書。

第241図 22井-1 銅銭 外径 25 内径 06 至元通賓 PL.121。埋没土。完形。263 g。北宋。995年。真書。

第241図 22井— 2 銅銭 外径 2.3 内径 0.6 元塁通費 PL.121。埋没土。ほぽ完形。 211g。北宋。1078年。策書。

第241図 22井— 3 銅銭 外径 2.4 内径 07 政和通賽 PL.121。埋没土。完形。 2.27g。北宋。1111年。策書。

第242図 1 井— l 上臼 長 31.5 短 31.2 粗粒輝石安山岩 PL.122。埋没土。ほぼ完形。9.8kg。厚10.3cm。

第242図 1 井— 2 下臼 長 30.5 短 301 粗粒輝石安山岩 PL 122。埋没土。完形。152kg。厚9.6cm。
第242図 5井ー 1 砥石 長 10.6 短 2.7 砥沢石 PL.122。埋没土。3/4。111.7g。原2.0cm。4面使用。

第242図 11井ー 1 須恵器 口 残底部片 にぶい黄橙 10YR6/3 軟質。底部右回転糸切り 。内面油煙状黒色付着。

PL.121 埋没土 杯 高く2.8> 底 （6.6) 酸化

第243図 8 井— l 砥石 長く8.7> 短 3.7 砥沢石 PL.122。埋没土。 1/2。2330g。厚37cm。4面使用。

第243図 8井ー 2 蔽石 長 115 短 5.0 石英閃緑岩 PL.122。埋没土。完形。292g。厚3.1cm。擦痕有り。

第243図 8 井— 3 磨石 長 12.0 短 4.2 ひん岩 PL.122。埋没土。完形。 358g。厚4.3cm。擦痕有り。

第243図 8 井— 4 磨石 長 153 短く10.8> 粗粒輝石安山岩 PL.122。埋没土。1(2,。くl.06>kg。厚3.7cm。凹み集中 3ヶ所。
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第4節 A~C区から検出された遺物の観察

第243図 10井-1 灰釉陶器 ロ 残底部片 灰白 10YR8/l 付高台。外面口縁下半部、回転箆削り。口縁部施釉、内面

PL.122 埋没土 高台付碗 高く2.2>底 灰オーリプ5Y6(2、厘く発泡。内面輪状、剥離。

第243図 10井→ 2 軟質陶器 口 (32.4) 残 l厄 褐灰 10YR6/l 底部左回転糸切り、平ら。内面 5ヶ所巾27mm―単位 7本の

PL.123 埋没土 揺鉢 高 13.5 底 107 刷毛目、平滑。口唇部内弯。外面摩滅。

第243図 10井— 3 須恵器 口 残口縁片 灰 N4/ 硬質。口唇部巾 3~4 cmで外反した片口。

PL.122 埋没土 片口鉢 高く30> 厚 l.l 還元

第243図 10井— 4 軟質陶器 口 (310) 残口縁片 灰白 5Y7/l 内面やや摩滅。外面一部、煤付着。

PL 122 埋没土 内耳鍋 高く100> 厚 0.9 

第243図 10井— 5 軟質陶器 厚 0.7 残底部片 灰 N5/ 内面やや摩滅。外面煤付着。平底、薄い。

PL.122 埋没土 内耳鍋 高く55> 底(19.0)

第243図 10井 -6 軟質陶器 厚 1.3 残底部片 褐灰 10YR6/l 底部右回転糸切り 。内面 7本一単位の刷毛目、器面平滑。

PL.122 埋没土 揺鉢 高く53> 底(10O) 底部中央内面から穿孔。

第243図 10井— 7 軟質陶器 口(13.5) 残口胴片 にぶい黄橙 10YR7/3 口縁部ほぽ直立。一対の耳貼付。下部に受けを組む。内面

PL.123 埋没土 釜形土器 高く19.3> 厚 1.0 いぶし状、黒色。栃木県佐野の写しか。14C後～16C中期。

第243図 10井— 8 陶器 口 (330) 残口胴片 灰白 2 5Y7/l 外面口縁部から内面施釉、オリープ黄5Y6/3。内面径 l~2 
PL.123 埋没土 高台付鉢 高 （108) 厚 09 cmトチン痕、 6ヶ所か。

第243図 10井-9 磨石 長 119 短 10.7 粗粒輝石安山岩 PL.123。埋没土。完形。665g。庫32cm。敲き痕、擦痕有り 。

第243図 10井— 10 磨石 長 16.2 短 7.0 粗粒輝石安山岩 PL 123。埋没土。完形。805g。厚3.8cm。ほぼ全面平滑。

第256図 13土-1 敵石 長 120 短 48 粗粒輝石安山岩 PL.127。埋没土。完形。334g。厚35cm。平滑。

第256図 29土-1 須恵器 口 (300) 残口胴底 褐灰 10YR6/l 硬質。底部右回転糸切 り、平ら、内面平滑。口縁部片口。

PL.126 埋没土 片口鉢 高く99> 底 （10.0) 還元

第256図 55土ー 1 砥石 長 85 短 2.5 砥沢石 PL.127。埋没土。破片。54.3g。厚1.1cm。3面使用残る。

第256図 61土— l 鉄製品 長く7.0> 短 11 PL 127。埋没土。茎破片。厚0.5cm。用途不明。

第256図 74土— l 鍛冶滓 長 37 短 3.5 PL.127。埋没土。完形。55.12g。庫2.3cm。発泡している。

第256図 llO土-l 軟質陶器 □(29.0) 残口縁片 灰黄褐 10YR6/2 硬質。口唇部内弯。内面下半部、横方向キズ。剥離気味。

PL.126 埋没土 播鉢 高く9.5> 厚 1.4 いぶし状、褐色。

第256図 160土-1 軟質陶器 □(29.0) 残口縁片 にぶい橙 7.5YR7/3 硬質。口縁部やや内弯。外面煤付着。内面剥離。

PL.126 埋没土 鉢 高く8.3> 厚 1.1 

第256図 172土-1 銅銭 外径 2.4 内径 0.7 皇宋通賓 PL 127。埋没土。ほぽ完形。2.24g。北宋。1038年。真書。

第256図 172土-2 銅銭 外径 2.4 内径 0.6 冗豊通賓 PL.127。埋没土。3/4。<189>g。北宋。1078年。行書。緑青。

第260図 2 墓— l 銅銭 外径 2.4 内径 0.7 判読不能 PL.124。埋没土。完形。2.45g。緑青付着。

第260図 2 墓— 2 銅銭 外径 2.5 内径 判読不能 PL 124。埋没土。完形。410 g。付着物多。

第260図 4火-1 灰釉陶器 口 (5.8) 残 1/4 黄灰 2.5Y6/l 肩部外面10mmの穿孔後、注口貼付。把手も貼付。自然釉か、

PL.126 埋没土 水注 高く13.0> 底 灰オリープ5Y4(2。錆色付着。

第260図 4火-2 下臼 長 29.1 短く23.6> 粗粒輝石安山岩 PL.126。埋没土。3/4。11.1kg。厚11.3cm。

第260図 11墓— l 銅銭 外径 2.5 内径 0.7 景祐元賓 PL 124。埋没土。完形。289 g。北宋。1034年。笈書。

第260図 13墓-1 銅銭 外径 2.4 内径 0.7 天聖元哀 PL.124。床直。完形。3.13g。北宋。1023年。策習。緑青。

第260図 13墓— 2 銅銭 外径 2.4 内径 0.6 嘉祐通賓か PL.124。床直。完形。2.26g。北宋。1056年。策書。緑青。

第262図 16墓— 1 銅銭 外径 23 内径 07 開冗通賓 PL.124。埋没土。完形。2.59g。南唐。960年。緑青付着。

第262図 16墓— 2 銅銭 外径 2.4 内径 0.7 開元通費 PL 124。埋没土。完形。2.80g。背左月 。南唐。960年。

第262図 16墓— 3 銅銭 外径 24 内径 07 開冗通賓 PL 124。埋没土。完形。3.05g。南唐。960年。

第262因 16墓— 4 銅銭 外径 2.3 内径 0.7 開元通賓 PL 124。埋没土。ほぽ完形。2.32g。背右星。 南唐。960年。

第262図 16墓— 5 銅銭 外径 24 内径 07 軋冗重費 PL.124。埋没土。完形。2.97g。唐。 758年。

第262図 16墓-6 銅銭 外径 24 内径 0.6 太平通貨 PL.124。埋没土。完形。2.49g。北宋。976年。

第262図 16墓— 7 銅銭 外径 2.4 内径 06 至道元費 PL.124。埋没土。完形。365 g。北宋。995年。草書。緑青。

第262図 16墓-8 銅銭 外径 24 内径 06 咸平冗賓 PL.124。埋没土。完形。3.15g。北宋。998年。真書。緑青。

第262図 16墓— 9 銅銭 外径 2.5 内径 0.65 詳符元費 PL 124。埋没土。完形。335 g。北宋。1009年。真書。

第262図 16墓~10 銅銭 外径 24 内径 0.65 天蒻通賓 PL.124。埋没土。完形。3.40g。北宋。1017年。真書。

第262図 16墓— 11 銅銭 外径 2.3 内径 06 天蒻通費 PL 124。埋没土。ほぽ完形。246g。北宋。1017年。真書。

第262図 16墓— 12 銅銭 外径 25 内径 07 天蒻通賓 PL.124。埋没土。完形。2.78g。北宋。1017年。真書。緑青。

第262図 16墓— 13 銅銭 外径 2.5 内径 0.75 天聖冗賓 PL 124。埋没土。完形。3.24g。北宋。 1023年。真書。

第262図 16墓— 14 銅銭 外径 2.4 内径 0.7 天聖冗賓 PL 124。埋没土。ほぼ完形。289 g。北宋。1023年。真書。

第262図 16墓ー 15 銅銭 外径 2.4 内径 0.7 天聖元費 PL 124。埋没土。完形。2.90g。北宋。1023年。真書。

第262図 16墓ー 16 銅銭 外径 2.4 内径 07 天聖冗賓 PL 124。埋没土。完形。2.89g。北宋。1023年。真書。

第262図 16墓— 17 銅銭 外径 2.4 内径 0.7 天聖元賓 PL 124。埋没土。ほぼ完形。2.82g。北宋。1023年。策書。

第262図 16墓— 18 銅銭 外径 2.4 内径 0.75 天聖冗賓 PL 124。埋没土。完形。3.14g。北宋。1023年。策書。

第262図 16墓-19 銅銭 外径 2.4 内径 0.6 天型冗費 PL.124。埋没土。ほぽ完形。2.99g。北宋。1023年。策書。

第262図 16墓— 20 銅銭 外径 2.5 内径 0.6 景祐元費 PL 124。埋没土。完形。 2.94g。背上星。 1034年。策書。

第262図 16墓 ー21 銅銭 外径 25 内径 07 景祐几賓 PL.124。埋没土。完形。2.98g。北宋。1034年。策書。

第262図 16墓— 22 銅銭 外径 2.5 内径 07 皇宋通賓 PL 124。埋没土。完形。257 g。北宋。 1038年。嵌書。緑青。

第262図 16墓ー 23 銅銭 外径 24 内径 0.7 皇宋通賓 PL.124。埋没土。完形。3.50g。北宋。1038年。真書。緑青。

第262図 16墓— 24 銅銭 外径 2.5 内径 07 皇宋通費 PL 124。埋没土。完形。2.98g。北宋。1038年。策書。

第263図 16墓-25 銅銭 外径 25 内径 0.7 皇宋通賓 PL 124。埋没土。完形。301 g。北宋。1038年。策書。緑青。

第263図 16墓— 26 銅銭 外径 2.4 内径 0.65 皇宋通費 PL 124。埋没土。完形。2.91g。北宋。 1038年。俵書。

第263図 16墓— 27 銅銭 外径 25 内径 0.7 皇宋通賓 PL 124。埋没土。完形。301 g。北宋。1038年。真書。

第263図 16墓-28 銅銭 外径 2.4 内径 0.75 皇宋通賓 PL.124。埋没土。完形。2.85g。北宋。 1038年。俵書。緑青。

第263図 16墓— 29 銅銭 外径 2.4 内径 0.7 皇宋通賓 PL.124。埋没土。完形。252 g。北宋。1038年。真書。

第263図 16墓-30 銅銭 外径 2.4 内径 07 皇宋通賓 PL.124。埋没土。完形。3.67g。北宋。1038年。真書。緑青。

第263図 16墓— 31 銅銭 外径 2.3 内径 075 皇宋通賓 PL 124。埋没土。完形。312g。北宋。1038年。策書。

第263図 16墓— 32 銅銭 外径 2.4 内径 07 至和通賓か PL.124。埋没土。ほぽ完形。2.70g。1054年。真書。緑青。

第263図 16墓— 33 銅銭 外径 2.4 内径 07 聖宋元賓か PL 124。埋没土。3/4。<135>g。北宋。1101年。策書。

第263図 16墓 -34 銅銭 外径 2.4 内径 08 嘉祐通賓 PL.124。埋没土。完形。2.37g。北宋。 1056年。策書。
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第263図 16墓-35 銅銭 外径 2.4 内径 0.7 嘉祐通賓 PL 124。埋没土。完形。238 g。北宋。1056年。真書。緑青。

第263図 16墓— 36 銅銭 外径 2.4 内径 0.7 嘉祐通賓 PL.125。埋没土。ほぽ完形。2.73g。1056年。真書。緑青。

第263図 16墓— 37 銅銭 外径 2.3 内径 0.55 洪武通賓 PL.125。埋没土。完形。2.92g。明。1368年。

第263図 16墓ー 38 銅銭 外径 23 内径 0.6 治平冗賓 PL.125。埋没土。完形。4.19g。北宋。1064年。真書。

第263図 16墓— 39 銅銭 外径 2.4 内径 0.6 治平元賓 PL.125。埋没土。ほぼ完形。3.44g。北宋。1064年。策書。

第263図 16墓-40 銅銭 外径 24 内径 0.7 紹聖通賓か PL 125。埋没土。完形。3.18g。北宋。1094年。行書。緑青。

第263図 16墓— 41 銅銭 外径 2.4 内径 0.6 煕寧元賽 PL.125。埋没土。完形。3.09g。北宋。1068年。真書。

第263図 16墓-42 銅銭 外径 2.4 内径 0.7 熙寧冗費 PL.125。埋没土。完形。315g。北宋。1068年。真書。

第263図 16墓— 43 銅銭 外径 2.4 内径 0.7 熙寧冗貨 PL.125。埋没土。完形。2.70g。北宋。1068年。真書。

第263図 16墓— 44 銅銭 外径 2.3 内径 0.7 熙寧元賓 PL.125。埋没土。ほぽ完形。333 g。1068年。真書。緑青。

第263図 16墓 -45 銅銭 外径 2.4 内径 07 熙寧冗賓 PL.125。埋没土。完形。2.67g。北宋。1068年。真書。

第263図 16墓— 46 銅銭 外径 2.4 内径 0.7 熙寧元賓 PL.125。埋没土。完形。3.48g。北宋。1068年。真書。

第263図 16墓-47 銅銭 外径 2.4 内径 07 煕寧冗賓 PL.125。埋没土。完形。677 g。1068年。策書。61と付着。

第263図 16墓— 48 銅銭 外径 2.4 内径 0.7 熙寧冗費 PL.125。埋没土。完形。324 g。北宋。1068年。策書。

第264図 16墓— 49 銅銭 外径 2.3 内径 0.7 煕寧元賓 PL.125。埋没土。ほぽ完形。2.65g。北宋。1068年。笈書。

第264図 16墓 ・50 銅銭 外径 2.4 内径 07 煕寧JE賽 PL 125。埋没土。ほぼ完形。293 g。北宋。1068年。策習。

第264図 16墓-51 銅銭 外径 2.5 内径 0.7 熙寧冗賓 PL.125。埋没土。完形。4.12g。北宋。1068年。真書。緑青。

第264図 16墓-52 銅銭 外径 2.4 内径 06 熙寧元賓 PL.125。埋没土。完形。331 g。北宋。1068年。真書。緑青。

第264図 16墓— 53 銅銭 外径 2.4 内径 0.6 天祗通貨 PL.125。埋没土。完形。3.12g。北宋。1017年。真書。

第264図 16墓— 54 銅銭 外径 2.4 内径 0.7 元豊通貨 PL 125。埋没土。完形。2.80g。北宋。1078年。策書。

第264図 16墓-55 銅銭 外径 2.4 内径 07 冗農通賓 PL 125。埋没土。ほぽ完形。272g。北宋。 1078年。行書。

第264図 16墓— 56 銅銭 外径 2.4 内径 0.7 冗豊通賓 PL 125。埋没土。ほぽ完形。2.58g。北宋。1078年。行書。

第264図 16墓 ・57 銅銭 外径 24 内径 07 元農通賓 PL 125。埋没土。完形。245g。北宋。1078年。行書。緑青。

第264図 16墓— 58 銅銭 外径 2.3 内径 0.6 冗農通賓 PL.125。埋没土。完形。3.66g。北宋。1078年。行書。

第264図 16墓 -59 銅銭 外径 24 内径 06 元農通賓 PL 125。埋没土。完形。3.57g。北宋。1078年。行書。

第264図 16墓 -60 銅銭 外径 2.4 内径 0.7 元農通責 PL.125。埋没土。ほぼ完形。3.30g。北宋。1078年。行書。

第264図 16墓— 61 銅銭 外径 2.4 内径 0.65 冗祐通賓 PL 125。埋没土。完形。6.77g。1068年。行書。47と付着。

第264図 16墓 -62 銅銭 外径 24 内径 0.65 元祐通賓 PL.125。埋没土。完形。333 g。北宋。1086年。策書。緑青。

第264図 16墓— 63 銅銭 外径 2.4 内径 0.7 冗祐通賓 PL 125。埋没土。完形。3.30g。北宋。1086年。笈書。緑青。

第264図 16墓 -64 銅銭 外径 23 内径 0.7 元符通賓 PL 125。埋没土。ほぼ完形。2.85g。1098年。行書。緑青。

第264図 16墓— 65 銅銭 外径 2.4 内径 0.6 元符通賽 PL.125。埋没土。ほぼ完形。3.17g。1098年。行書。緑青。

第264図 16墓— 66 銅銭 外径 2.4 内径 0.7 聖宋冗賓 PL 125。埋没土。ほぽ完形。2.96g。 1101年。行書。緑青。

第264図 16墓— 67 銅銭 外径 2.3 内径 0.7 聖宋元賓か PL.125。埋没土。完形。2.55g。北宋。1101年。行書。

第264図 16墓— 68 銅銭 外径 2.4 内径 0.6 政和通百 PL 125。埋没土。ほぼ完形。3.48g。北宋。llll年。分楷。

第264図 16墓— 69 銅銭 外径 2.3 内径 07 政和通賓 PL.125。埋没土。ほぽ完形。 2.21g。llll年。策書。緑青。

第264図 16墓— 70 銅銭 外径 2.3 内径 0.7 淳熙元賓 PL.125。埋没土。ほぽ完形。2.54g。1174年。真書。「十五」

第264図 16墓— 71 銅銭 外径 2.3 内径 0.7 慶冗通賓 PL.125。埋没土。ほぽ完形。2.39g。南宋。1195年。緑青。

第264図 16墓— 72 銅銭 外径 2.5 内径 0.6 至冗通責 PL.125。埋没土。完形。3.73g。冗。1285年。

第265図 16墓— 73 銅銭 外径 2.4 内径 0.6 洪武通賓 PL.125。埋没土。完形。388 g。明。1368年。背文「漸」。

第265図 16墓-74 銅銭 外径 2.3 内径 0.6 洪武通賓 PL.126。埋没土。完形。3.02g。明。1368年。緑青付着。

第265図 16墓— 75 銅銭 外径 2.3 内径 0.6 洪武通賓 PL.126。埋没土。完形。2.99g。明。1368年。

第265図 16墓 -76 銅銭 外径 2.4 内径 06 洪武通賓 PL.126。埋没土。完形。324 g。明。1368年。

第265図 16墓— 77 銅銭 外径 2.3 内径 0.6 洪武通賓 PL.126。埋没土。完形。2.55g。明。1368年。緑青付着。

第265図 16墓— 78 銅銭 外径 2.4 内径 05 洪武通賓 PL.126。埋没土。完形。350 g。明。 1368年。緑青付着。

第265図 16墓— 79 銅銭 外径 25 内径 0.6 永楽通賽 PL.126。埋没土。完形。204 g。明。1408年。緑青付着。

第265図 16墓— 80 銅銭 外径 2.4 内径 055 永楽通貨 PL.126。埋没土。完形。327 g。明。1408年。緑青付着

第265図 16墓-81 銅銭 外径 2.5 内径 0.6 永楽通賓 PL.126。埋没土。完形。3.71g。明。1408年。

第265図 16墓— 82 銅銭 外径 2.5 内径 05 永楽通費 PL.126。埋没土。完形。333 g。明。1408年。緑青付着。

第265図 16墓-83 銅銭 外径 25 内径 0.6 永楽通賓 PL.126。埋没士。完形。332 g。明。1408年。緑青付着。

第265図 16墓ー 84 銅銭 外径 2.5 内径 0.55 永楽通賓 PL.126。埋没土。完形。391 g。明。1408年。

第265図 16墓— 85 銅銭 外径 25 内径 06 永楽通賓 PL.126。埋没土。完形。394 g。明。1408年。緑青付着。

第265図 16墓— 86 銅銭 外径 2.5 内径 0.6 永楽通賓 PL.126。埋没土。完形。2.80g。明。 1408年。

第265図 16墓— 87 銅銭 外径 25 内径 06 永楽通費 PL.126。埋没土。完形。 407g。明。1408年。緑青付着。

第265困 16墓ー 88 銅銭 外径 25 内径 0.55 永楽通賓 PL.126。埋没土。完形。3.91g。明。1408年。緑青付着。

第265図 16墓— 89 銅銭 外径 2.5 内径 06 永楽通賓 PL.126。埋没土。完形。279 g。明。1408年。緑青付着。

第265図 16墓 -90 銅銭 外径 25 内径 0.6 永楽通賽 PL.126。埋没土。ほぽ完形。 322 g。明。1408年。緑青付着。

第265図 16墓— 91 銅銭 外径 2.5 内径 0.65 紹聖元賓か PL.126。埋没土。ほぼ完形。1.91g。北宋。1094年。行書。

第265図 16墓— 92 銅銭 外径 25 内径 0.6 紹聖冗賓 PL.126。埋没土。完形。294 g。北宋。1094年。策書。

第265図 16墓— 93 銅銭 外径 2.5 内径 0.7 元祐通賓 PL.126。埋没土。ほぽ完形。 3.50g。 1086年。行書。緑青。

第265図 16墓— 94 銅銭 外径 2.4 内径 0.7 元豊通賓か PL 126。埋没土。完形。3.35g。北宋。1078年。策書。緑青。

第265図 16墓-95 銅銭 外径 2.4 内径 0.6 皇宋通賓 PL.126。埋没土。完形。2.77g。北宋。1038年。策書。緑青。

第265図 16墓— 96 銅銭 外径 2.3 内径 0.6 判読不能 PL 126。埋没土。ほぼ完形。226 g。
第266図 33溝-1 砥石 長 8.2 短 2.4 砥沢石 PL.129。埋没土。 1(2。671g。厚2.1cm。4面使用。

第268図 12溝ー 1 砥石 長 9.4 短 2.4 砥沢石 PL.128。埋没土。2/3。1178g。原2.3cm。4面使用。

第268図 17溝— 1 砥石 長 105 短 30 砥沢石 PL 128。埋没土。ほぽ完形。84.7g。厚1.8cm。4面使用。

第269図 2 溝— l 陶器 口 32 残上半部 にぶい黄橙 10YR7/3 内面一部、外面錆釉、赤褐25YR4/6。
PL.129 埋没土 徳利 裔く116> 厚 05 
第269図 2 溝— 2 磁器 口く140> 残 1/2 型紙染付。青色。口唇部外面、花文。見込は松竹梅。
PL.129 埋没土 鉢 古向 52 底 63 
第269図 2 溝— 3 軟質陶器 口 残底部片 にぶい黄橙 10YR7/2 内面一部、黒色付着。
PL 129 埋没土 釜輪か 高 く3.8> 底 (24.0)
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第269図 2 溝— 4 軟質陶器 口 (30.0) 残口縁片 灰褐 75YR6/2 口唇部丸い。口縁部短く、直立。内面把手貼付。器高低い。
PL.129 埋没土 焙烙 高く3.4> 底 （30.6) 外面煤付着。

第269図 2 溝— 5 煙管 径 1.2 厚 01 PL 129。埋没土。雁首長5.3cm、吸い口長101cm、羅宇残存。

第269図 2 溝— 6 鉄棒 長く237> 短 1.2 PL.129。埋没土。ほぼ完形。長方形原0.5cm、円形厚 1cm。
第269図 10溝— l 銅銭 外径 2.3 内径 07 PL 129。埋没土。完形。52g。 10溝-2付着。資料裏面のみ。

第269図 10溝-2 銅銭 外径 2.4 内径 07 PL.129。埋没土。完形。 52g。 10溝 1付着。資料裏面か。

第269図 25溝— l 空風輪 長 27.8 短 17.7 流紋岩質凝灰岩 PL.129。埋没土。ほぽ完形。5.5kg。厚く16.6>cm。
第269図 25溝ー 2 凹石 長 16.7 短 14.2 ニッ岳石 PL.129。埋没土。ほぽ完形。2205kg。厚124cm。
第269図 25溝— 3 水輪 長 290 短 28.7 流紋岩質凝灰岩 PL.129。埋没土。ほぼ完形。14.3kg。厚21.8cm。
第269図 25溝— 4 地輪 長 30.3 短 28.8 流紋岩質凝灰岩 PL 129。埋没土。ほぼ完形。221kg。厚255cm。転用品。

第269図 31溝-1 軟質陶器 厚 15 残底部片 灰 N5/ 平底。内面下半部摩滅。

PL.129 埋没土 捏鉢 高く108> 底(12.0)

第273図 6 溝— 1 軟質陶器 厚 0.6 残底部片 灰白 7 5Y7/l 平底、器肉薄い。内外面いぶし状、黒色。

PL.129 埋没上 鉾か 尚 く4.3>底（17.0)

第275図 遺外— 1 青磁 厚 09 残底部片 灰白 5Y8/l 削り出し高台。底・高台部釉を拭い取ったか、錆色付着。
PL.130 埋没土 碗 高く20> 底 55 施釉灰オリープ5Y6/2。龍泉窯系。

第275図 遺外ー 2 須恵器 厚 07 残底部片 灰白 N7/ 軟質。底部回転糸切り後、付高台。中央粘土魂付着。摩滅
PL.130 埋没土 裔台付婉 高く1.7> 底 66 還元 気味。

第275図 遺外— 3 軟質陶器 口 (28.0) 残口縁片 にぶい黄橙 10YR7/2 口縁部内弯気味。内面いぶし状、褐色。
PL.130 埋没土 捏鉢か 高く5.5> 厚 11 
第275図 遺外-4 煙管 長 7.5 短 11 PL 130。埋没土。完形。厚0.1cm。羅宇残存。

第275図 遺外— 5 釘 長 く7.1> 短 0.9 PL.130。埋没土。 1/2。厚0.7cm。
第275図 遺外— 6 石鉢 長 267 短 21.4 角閃石安山岩 PL 130。埋没土。ほぽ完形。108kg。厚165cm。
第275図 遺外― 7 耐火レン 長 235 短 11.6 浅黄橙 10YR8/3 埋没土。ほぽ完形。厚65cm。一部黒色。「ISOLITEN-3」
PL.130 ガ 刻印。イソライト工業製。

第275図 遺外— 8 砥石 長 く46> 短 3.2 砥沢石 PL.130。埋没土。破片。453 g。厚23cm。4面使用。

第275図 遺外— 9 砥石 長 3.7 短 2.9 砥沢石 PL.130。埋没土。破片。 33.8g。厚1.5cm。4面使用。

第275図 遺外— 10 砥石 長 く35> 短 1.8 砥沢石 PL 130。埋没土。破片。 17.3g。厚18cm。4面使用。

第275図 遺外— 11 砥石 長 113 短 34 デイサイト PL.130。埋没土。 3/4。166.6g。厚26cm。4面使用。

第275図 遺外— 12 砥石 長 10.0 短 3.8 砥沢石 PL 130。埋没土。ほぽ完形。80.1g。厚18cm。4面使用。

第276図 遺外-13 砥石 長 く82> 短 35 砥沢石 PL.130。埋没土。 1/2。 119.9g。厚31cm。4面使用。

第276図 遺外— 14 砥石 長 10.8 短 2.9 砥沢石 PL.130。埋没土。3/4。165.0g。厚2.5cm。4面と欠損後使用。

第276図 遺外— 15 銅銭 外径 24 内径 07 開冗通賓 PL 130。埋没土。完形。 166g。唐。 621年。

第276図 遺外— 16 銅銭 外径 2.3 内径 0.75 開元通賓か PL.130。埋没土。 3/4。<1.73>g。背廣。

第276図 遺外ー 17 銅銭 外径 2.4 内径 075 皇宋通賓 PL.130。埋没土。ほぽ完形。337 g。1038年。笈書。緑青。

第276図 遺外— 18 銅銭 外径 2.3 内径 07 皇宋通責 PL.130。埋没土。完形。1.96g。北宋。 1038年。真書。緑青。

第276図 遺外— 19 銅銭 外径 2.3 内径 075 皇宋通賓 PL 130。埋没土。ほぽ完形。2.41g。1038年。真書。緑青。

第276図 遺外ー 20 銅銭 外径 2.4 内径 0.7 皇宋通費 PL 130。埋没土。ほぽ完形。291 g。北宋。1038年。真書。

第276図 遺外ー 21 銅銭 外径 2.3 内径 0.7 嘉祐通賓 PL.130。埋没土。完形。 4.03g。北宋。 1056年。策書。

第276図 遺外ー 22 銅銭 外径 2.4 内径 07 煕寧元賽 PL 130。埋没土。完形。475g。1068年。真書。銅銭付着。

第276図 遺外ー 23 銅銭 外径 2.3 内径 0.6 熙寧冗賓 PL.130。埋没土。ほぼ完形。 3.24g。北宋。1068年。策書。

第276図 遺外— 24 銅銭 外径 2.4 内径 0.7 元豊通費 PL 130。埋没土。ほぽ完形。2.68g。1078年。綬書。緑青。

第276図 遺外ー 25 銅銭 外径 24 内径 0.7 元祐通費 PL 130。埋没土。ほぽ完形。246 g。北宋。1086年。行書。

第276図 遺外— 26 銅銭 外径 2.4 内径 0.7 冗祐通費 PL.130。埋没土。ほぼ完形。3.46g。1086年。行書。緑青。

第276図 遺外— 27 銅銭 外径 24 内径 065 紹聖元賓 PL.130。埋没土。ほぽ完形。 3.58g。1094年。行書。緑青。

第276図 遺外— 28 銅銭 外径 23 内径 0.6 紹聖冗賓 PL.130。埋没土。完形。 2.29g。背上月 。1094年。家習。
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第 4章 自然科学分析
株式会社古環境研究所

第 1節 c区19号井戸の土層観察と放射性炭素（14c)年代測定

1. 19号井戸の土層について

前田遺跡c区において検出された19号井戸について、用途などに関する微化石分析に先だって地質調査を

行い、土層の層序の記載を行うとともに、分析試料の採取を行った。

ほぽ円形（直径約 lm)の19号井戸内に堆積した土層は、下位より灰色粘質土（層厚 2cm)、植物遺体混じり

暗褐色粘質土（層厚 2cm、14c年代測定試料）、若千色調の暗い灰色粘質土（層厚10cm)、暗褐色砂質土（層厚

3 cm)、灰色粘質土（層厚10cm)からなる。（第277図）

2.放射性炭素（14c)年代測定

(1)試料と方法

19号井戸内の堆積物のうち、下位より 2層目の有機質の暗褐色粘質土を対象に、加速器質量分析(AMS)法

により放射性炭素（14c)年代測定を行った。処理や調整の手順は次表のとおりである。

試料の採取地点

19号井戸

(2)測定結果

14c年代

（年 BP)

490土40

8 13 C 

(o /oo) 

-25.3 

1) _14 C年代測定値

種類

有機質堆積物

補正 14C年代

（年 BP)

490土40

前処理 ・調整

酸ーアルカリ—酸洗浄 ・ 石墨調整

暦年代

交点： AD1430 

2 B （確率95%): AD1405 TO 1460 

1 o （確率68%): AD1420 TO 1445 

測定法

AMS法

測定 No.

Beta -

125279 

試料の14C /12 c比から、単純に現在(1950年 AD)から何年前(BP)かを計算した値。14cの半減期は5568年を

用いた。

2). o 13C測定値

試料の測定14c112c比を補正するための炭素安定同位体比（13c/12C）。この値は標準物質(PDB)の同位体比

からの千分偏差 (0loo)で表す。

3).補正14c年代値
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o 13c 測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、 14C ;12Cの測定値に補正値を加えた上で算出した年代。

4).暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中l4C 濃度の変動を補正することにより、暦年代（西暦）を算出した。

補正には年代既知の樹木年輪の14c の詳細な測定値を使用した。暦年代の交点とは補正14c 年代値と暦年代補

正曲線との交点の暦年代値を意味する。 1o (68％確率）・2o (95％確率）は、補正14c 年代値の偏差の幅を

補正曲線に投影した暦年代の幅を示す。

3. 小結

19号井戸の埋没開始（あるいは使用年代）は、 15世紀前半である可能性が高い。

第 2節 c区 19号井戸における植物珪酸体分析

1. はじめに

植物珪酸体は、おもにイネ科植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸（SiOりが蓄積したものであり、植

物が枯れたあとも微化石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、

この微化石を遺跡土壌などから検出する分析であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定および古植

生・古環境の推定などに応用されている（杉山、 1987)。

2. 試料

分析試料は、 19号井戸内の堆積物から採取された 5点である。試料採取箇所を分析結果の柱状図に示す。

（第279図）

3. 分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、プラント・オパール定量分析法（藤原、 1976)をもとに、次の手順で行った。

1).試料を105℃で24時間乾燥（絶乾）

2).試料約 1gに直径約40μ mのガラスビーズを約0.02g添加（電子分析天秤により 0.1mgの精度で秤量）

3).電気炉灰化法(550℃ .6時間）による脱有機物処理

4).超音波水中照射（300W• 42KHz • 10分間）による分散

5).沈底法による20μ m以下の微粒子除去

6).封入剤（オイキット）中に分散してプレパラート作成

7).検鏡・計数

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行った。計

数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぽプレパラート 1枚分の精査に相当する。試

料 1gあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけて、試料 1g 

中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体 1個あたりの

植物体乾重、単位： 10―5g)をかけて、単位面積で層厚 1cmあたりの植物体生産量を算出した。イネ （赤
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米）の換算係数は2.94、ヒエ属 （ヒエ）は8.40、ヨシ属 （ヨシ）は6.31、ススキ属 （ススキ）は1.24、ネザサ節は0.48、

クマザサ属 （チシマザサ節・チマキザサ節）は0.75である。

4. 分析結果

(1) 分類群

分析試料か ら検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を行い、

その結果を表15および第279図に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。（第281図）

〔イネ科〕

イネ、ヒエ属型、キビ族型、ヨシ属、ススキ属型（おもにススキ属）、ウシクサ族A（チガヤ属など）、シバ

属

〔イネ科ータケ亜科〕

ネザサ節型（おもにメダケ属ネザサ節）、クマザサ属型（チシマザサ節やチマキザサ節など）、未分類等

〔イネ科ーその他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来）、茎部起源、未分類等

(2) 植物珪酸体の検出状況

19号井戸内の堆積物（試料 l~ 5)について分析を行った。その結果、棒状珪酸体が多量に検出され、イネ

やウシクサ族Aも比較的多く検出された。イネの密度は最大5200個／ gと高い値であり、稲作跡の検証や探

査を行う場合の判断基準としている5000個／ gを上回っている。また、キビ族型、ヨシ属、シバ属、ネザサ

節型なども少量検出され、土坑底部（試料4)ではヒエ属型も700個／ gと少量検出された。ヒエ属型には栽培

種のヒエの他にイヌビエなどの野生種が含まれるが、現時点ではこれらを完全に識別するには至っていない

（杉山ほか、 1988)。おもな分類群の推定生産量によると、イネおよびヨシ属が優勢であることが分かる。

5. 考察

19号井戸が埋没された （あるいは使用された）当時は、遺跡周辺で稲作が行われていたと考えられ、そこか

ら遺構内に何らかの形でイネの植物珪酸体が混入したものと推定される。また、当時の遺跡周辺にはウシク

サ族（チガヤ属など）、シバ属、ヒエ属、ネザサ節などが生育していたと考えられ、ヨシ属などが生育する湿

地的なところも見られたものと推定される。

文献
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第 3節 c区 19号井戸における寄生虫卵および花粉分析

1. はじめに

分析を行ったC区19号井戸についてトイレ遺構である可能性も想定されたため、寄生虫卵分析、花粉分析、

種実同定を総合的に行った。 トイレ遺構等の糞便の堆積物は、寄生虫卵、花粉群集、種実群集の密度や組成

が特異であり、その遺体群集から摂取された食物の種類を探ることも可能である。

2. 試料

試料は、 19号井戸内の堆積物から採取された 2点である。試料採取箇所を分析結果の柱状図に示す。（第

278図）

3. 寄生虫卵分析

(1)方法

花粉粒の分離抽出は、寄生虫卵に以下の物理化学処理を加えて行った。

1).堆積物（試料） 1ccを採量し、脱イオン水を加え攪拌する。

2).飾別により大きな砂粒や木片等を除去し、沈澱法を施す。

3). 25％フッ化水素酸を加え、 2 • 3度混和しつつ、 30分間静置する。

4).遠心分離器によ って水洗後、残済を 2分する。

5).片方にアセトリシス処理を施す。

6).両方のサンプルを染色後グリセリンゼリーで封入し、それぞれ標本を作製する。

7).生物顕微鏡下で直線視野法によって検鏡・計数を行う 。

以上の物理・化学の各処理間の水洗は、 1500rpm、2分間の遠心分離を行った後、上澄みを捨てるという

操作を 3回繰り返して行った。

(2) 結果

分析の結果、試料 lからは回虫卵、鞭中卵、異形吸虫卵、試料2からは回虫卵、鞭虫卵が検出されたが、

いずれも低密度である。（表16)

4. 花粉分析

(1)方法

花粉粒の分離抽出は、基本的には中村（1973)を参考にして、試料に以下の物理化学処理を施して行った。

1). 5％水酸化カリウム溶液を加え15分間湯煎する。

2).水洗した後、 0.5mmの飾で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法を用いて砂粒の除去を行う 。

3). 25％フッ化水素酸溶液を加えて30分放置する。

4).水洗した後、氷酢酸によって脱水し、アセトリシス処理（無水酢酸 9: 1濃 硫酸のエルドマン氏液を

加え 1分間湯煎）を施す。

5).再び氷酢酸を加えた後、水洗を行う 。

6).沈泣に石炭酸フクシンを加えて染色を行い、グリセリンゼリーで封入しプレパラートを作製する 。

以上の物理・化学の各処理間の水洗は、遠心分離1500rpm、2分間の後、上澄みを捨てるという操作を 3
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回繰り返して行った。検鏡はプレパラート作製後直ちに、生物顕微鏡によって300~1000倍で行った。花粉の

同定は、島倉(1973)および中村(1980)をアトラスとして、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レ

ベルによって、科、亜科、属、亜属、節および種の階級で分類した。複数の分類群にまたがるものはハイフ

ン(-)で結んで示した。なお、科・亜科や属の階級の分類群で一部が属や節に細分できる場合はそれらを別

の分類群とした。イネ属に関しては、中村（1974• 1977)を参考にして、現生標本の表面規模 ・大きさ・孔 ・

表層断面の特徴と対比して分類しているが、個体変化や類似種があることからイネ属型とした。

(2) 結果

出現した分類群は、樹木25、樹木花粉と 草本花粉をふくむもの 2、草本18、シダ植物胞子 2形態の計47で

ある。これらの学名と和名および粒数を表18に示し、主要な分類群を写真に示す （第282図）。 以下に出現した

分類群を記す。（第280図）

樹木花粉：モミ属、 トウヒ属、ツガ属、マツ属複維管束亜属、マツ属単維管束亜属 、 スギ、イチイ科—イヌガ

ヤ科ーヒノキ科、サワグルミ、ハンノキ属、カバノキ属、クマシデ属ーアサダ、クリ、シイ属、ブナ属、コナ

ラ属コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜属、ニレ属ーケヤキ、エノキ属ームクノキ、センダン属、キハダ属、カ

エデ属、 トチノキ、ツバキ属、エゴノキ属、ニワトコ属ーガマズミ属

樹木花粉と草本花粉を含むもの ：クワ科ーイラクサ科、マメ科

草本花粉：ガマ属ーミク リ属、イネ科、イネ属型、カャッリグサ科、ホシグサ属、 ミズアオイ属、タデ属サナ

エタデ節、ソバ属、アカザ科ーヒユ科、ナデシコ科、キンポウゲ属、アブラナ科、アリノトウグサ属ーフサモ

属、チドメグサ亜科、シソ科、タンポポ亜科、キク亜科、ヨモギ属

シダ植物胞子 ：単条溝胞子、三条溝胞子

検出された花粉群集は、樹木花粉、草本花粉とも多くの分類群から構成されるが、組成では草本花粉の占

める割合が極めて高く、イネ属型を含むイネ科が優占する。草本花粉では他にカャッリグサ科、ヨモギ属の

出現率が比較的高く、アカザ科 — ヒユ科、ナデシコ科が伴われる 。 樹木花粉は低率であり、コナラ属コナラ

亜属、コナラ属アカガシ亜属、スギなどが出現する。

5. 種実同定

(1)方法

種実の分離抽出は以下の方法で行った。

1).試料（堆積物）100cc単位で0.25mm飾を用いて水洗選別を行う 。

2).残漆を肉眼および実体顕微鏡で観察し、同定計数を行う 。

同定は形態的特徴および現生標本との対比で行い、 同定レベルによって種、属、科などの階級で分類した。

(2)結果

同定の結果、試料 lではカヤツリグサ科、シソ属がわずかに検出された。試料 2ではカヤツリグサ科がや

や多く 、カャッリグサ属、コナギなどが伴われる。以下に出現した分類群を記す。（表17、第278図）

樹木 ・草本を含むもの：ウコギ科

草本 ：イネ科、ホタルイ属、カャッリグサ属、カャッリグサ科、コナギ、ヒユ属、シソ属

6. 考察

19号井戸の堆積物からは、回虫、鞭虫、異形吸虫の寄生虫卵が検出されたが、いずれも低密度であり、集
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第3節 c区19号井戸における寄生虫卵および花粉分析

落における通常の汚染程度とみなされる。 したがって、今回の結果からは19号井戸がトイレ遺構であると断

定することはできない。寄生虫卵は、遺構の底面直上に集中して集積する傾向があることから、試料数を増

やすなどさらに細かな分析が必要と考えられる。主な分類群について顕微鏡写真を示す。（第283図）

なお、花粉分析ではイネ科（イネ属型を含む）、カヤツリグサ科、ヨモギ属を主に風媒花植物の花粉が優占

し、ソバ属も検出された。また、種実ではカヤツリグサ科を主に雑草類が出現している。これらのことから、

当時は周辺で水田稲作をはじめソバなどを栽培する畑作が行われていたと考えられ、イネ科、カヤツリグサ

科、ヨモギ属、アカザ科—ヒユ科、ナデシコ科などの草本も生育していたものと推定される 。
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第15表 c区19号井戸の植物珪酸体分析結果 第16表 c区19号井戸の寄生虫卵分析結果

検出密度（単位： XII)()個但）
地点・試料 C区173号土坑

分類群 学名 I 2 3 
イネ科 Gn.□ioeae (G匹廷,)

イネ Oryu,”伽a (dome,tic rice) I 22 52 29 30 14 

ヒエ属型 ＆細広蜘atype I 7 

キピ族型 P皿虹頃,type I 7 7 7 

ヨシ属 nW咽頂山,(reed) I 7 37 22 7 

ススキ属型 Muc-.. type 1 30 15 

ウシクサ族A lu山中屯四...A type I 44 96 59 67 63 

．包瀑．．．．．．．．．．．．．砲杷．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・1.........1.................22........14.
タケ亜科 Bam畑WMI•.. (Bamboo) 

ネザサ節型 n、以血sは,,ect_Nuasa I 7 7 7 14 

クマザサ属型 Sasa (exceptM加h09必,) I 7 7 

未分類等 Otben I 7 14 ......................................................................................................., 
その他のイネ科 Othen 

表皮毛起源 H•sk 比江“~• I 7 7 7 

棒状珪讚体 Rod-,haped I 204 370 344 296 303 

茎部起瀑 St<m origin I 7 

未分類等 Othe"' I 386 556 410 407 416 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
（海綿骨針） , I 7 7 
植物珪讚体総数 Toul I 700 1178 887 859 860 

学名

Helmin1h eg炉

A9can3 

T9ichur“ 

Mc9agonimu9•He9crophyes 

Toul 

分類群 c区173号土坑

和名 I 2 

寄生虫卵

回虫卵 8 

鞭虫卵 2 

異形暖虫卵 1 

It 11 J 

試料1≪中の寄生虫卵密度 ， 9 

9.9X10 J.9XJO 

明らかな消化残漬 (・) (・) 

第17表 c区19号井戸の種実同定結果

おもな分類群の推定生産量（単位：kg/n!•a,)

イネ 0ア°“ti,,a(domestic rice) 0.64 1.52 0.86 0.87 0.41 

ヒエ属型 ＆如元hloatype 0.6Z 

ヨシ属 n 山'(re叫） 0.46 Z.34 1.39 0.47 0.44 

ススキ属型 Misc叫畑type 0.37 0.18 

ネザサ節型 PK”細 は認etNwua 0.03 0.04 0.04 0.07 

クマザサ属型 Sasa (exce巴M史竺ozasa) 0.05 0.06 

タケ亜科の比率（％）

ネザサ節型 Pと磁ャh’'“心． Nu,,sa 39 39 100 100 

クマザサ属型 ＆“（except Mが 加 四 叫 61 61 

分類群 (200cc中） C区173号土l/r.

学名 和名 部位 I 2 

●,bo,·h•『b 樹木・箪本

A, • Ii•ce •e ウコギ科 種子 1 
-----・------------------------------------------------------------------------------------------------
he『b 撃本

Gram ine•e イネ科 果実(Ill) 2 

Scirpus ホタルイ属 果実 2 

Cy戸～， ヵャッリグサ属 果実 5 

CyP' r•ce•e カャッリグサ科 果実 I 18 

Mon叫 odawr;nalu Pm/ コナギ 種子 4 

匹,.planlar;n,a Solm, laob. 

Amaranfhus ヒユ属 種子

Perilla シソ属 果実

TonI 合計

Unknown 不明

2
_
o
 

3
 

第18表 C区19号井戸の花粉分析

分類群 c区173号土坑

学名 和名 I 2 

A9bom•l po11en 樹木花粉

Abie, モミ属 2 
Pi≪o トウヒ属 2 

Tsuga ツガ属 3 
Pinu,,ubJ'"・ Diplo..,,lon マツ属複維管束亜属 4 

Pim ,ub、,n.Hopi匹ylon マツ属単縫管束亜属 1 

Cゥp90meriajaponica スギ 15 

T•x•ee•e-Ceph•loI•x •xe•CCupmss•ee•e イチイ科•イヌガヤ科· ヒノキ科 3 
p,er匹 myarl,oifo/ia サワグルミ I 

AInus ハンノキ属 5 

B≪ulo カバノキ属 5 

Carpinu9•Os9ゥa ioponica クマシデ属•アサダ 3 
Ca9fanea crenaf• クリ I I 

Ca9fanopsロ シイ属 4 5 

F•gu9 プナ属 • 2 
Quercu9 9ubgen lepidobolan●5 コナラ属コナラ亜属 17 】1

Quercu9 5ubgen. CyclobaIanop’“ コナラ属アカガシ亜属 12 9 
UImusLIKovo 9errofo ニレ属ケヤキ 8 3 

Ce/'“-Aphononthe ~pero エノキ属・ムクノ キ 1 
Mdio センダン属 I 
Ph,//odend,oo キハダ属 I 
Accr カエデ属 I 

AC9C•lus iurbina9a トチノキ 1 
Camellia ツバキ属 1 

Sり＇，～ エゴノキ属 I 
Sambum•Vibu,num ニワトコ属・ガマズミ属 1 ・-------------------------------------------------------------------------------------------------
A『bo"'I• Nooubo"'I polleo 樹木・箪本花粉

Morace•e-U 『tic•ce ●e クワ科・イラクサ科 7 5 

一辺蜘呼竺―-----------------------------―ーマーを科＿＿――--------------------------- - -- ! -------—免＿＿ ＿
N on9『bore•, poIlen 箪本花粉

Typho •Spor8an ium ガマ属ミクリ属 I 

Gr• mine•e イネ科 245 241 

0ゥzo”'c イネ属型 32 52 
Cy戸nce•e カヤツリグサ科 92 43 
Eriocoulon ホシクサ属 I 

Monochorio ミズアオイ属 I 

Pol,rooum ""・ Pmiw io タデ属サナエタデ節 I 
Fogopyrum ソバ属

Cheoopod;,m,•Am • 9• mh•ee•e アカザ科ヒユ科 14 

c.ryophylIm•e ナデシコ科 9 

Rommc“lu9 キンボウゲ属
Crucifeme アプラナ科 5 

Halo,oru・My,iophy//um アリノトウグサ属フサモ属 I 
Hyd,oc<1ylo;dm  チドメグサ亜科 I 

L • bi• n e シソ科 I 

L●C9ucoideae タンボポ亜科 7 I 

Aste『oideae キク亜科 12 5 

—̂ !!9更把竺＿―― --------------------------------3竺ぎ晨＿―― --------------------------_4L__•--―翌
Fern spore シダ植物胞子

Mono l•!e ty戸 Spore 単条溝胞子 5 4 

Tnl●te 9 9 0『e 三条溝胞子 2 2 
A,boml polleo 樹木花粉 97 50 

A,bo『e• I • Non●rbore●l po11en 樹木・ 箪本花粉 8 13 

Nonarborea1 pollen 草本花粉 462 395 

Tol• l ollen 花粉鯰数 567 458 

試 I¢中の花粉密度 ・ ・
2.0XIO 2.4X10 

Unknown pollen 未同定花粉 I 4 

Fe9n s匹竺＿ ＿ シダ植物胞子 7 • 
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・花粉・種実出現密度
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第279図 c区19号井戸における植物珪酸体分析結果
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No 分類群 試料名
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5
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9

 

イネ

イネ

ヒエ屈型

ヨシ属

ススキ属型

ウシクサ族A

シバ属？

棒状珪酸体

海綿骨針

5
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2
 

7
 

3
 

8
 

4
 ，

 
第281図 c区19号井戸の植物珪酸体の顕微鏡写真゜

50 109μm 
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第3節 c区19号井戸における寄生虫卵および花粉分析

前田遺跡の種実

l ウコギ科種子 2 ホタルイ属果実 3 ホタルイ属果実 4 カヤツリグサ属果実
0.5mm - 0.5mm - 0.5mm - 0.5mm 

5 カヤツリグサ科種子 6 コナギ種子 7 ヒユ属種子 8 シソ属果実
0.5mm - 0.5mm - 0.5mm - 0.5mm 

第282図 c 区19号井戸の花粉•寄生虫卵写真
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前田遺跡の花粉•寄生虫卵

l マツ属複維管束亜属 2 スギ 3 サワグルミ

4 ハンノキ属 5 ブナ属 6 コナラ属コナラ亜属 7 カヤツリグサ科

8
 

9 ソバ属 10 ソバ属 11 アブラナ科

i

/

 

。

12 回虫卵 13 鞭虫卵

第283図 c区19号井戸の種実写真

14 鞭虫卵
-lOμm  
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第 1節 前田遺跡出土の文字資料

第 5章 まとめ

第 1節 前田遺跡出土の文字資料

高島英之

北関東自動車建設に伴う前田遺跡の調査に際して、刻書紡錘車2点と墨書土器が4点出土したので、その

概要について記す。なお、各資料の出土遺構や出土状況、記載された文字内容、文字記入位置等については、

下記表 lを参照されたい。

本遺跡A区で検出された古代の竪穴住居跡は、調査区の中で北西端部・中央部・南端部の各付近にそれぞ

れ集中しており、大まかに 3グループに分けることが可能である。このうち、墨書土器4点はいずれも調査

区南端部に位置する住居跡群内の住居跡から、 また刻書紡錘車 2点は調査区北西端部に位置する住居跡群内

の竪穴住居跡から出土している。

墨書土器4点のうち 3点はA区61号住居跡から出土している。 1点はA区62号住居跡から出土している。

この両住居跡は切り合っており 、切り合い関係から見れば61号住居跡の方が新しい。一方、刻書紡錘車がそ

れぞれ 1点ずつ出土したA区20号住居跡と A区31号住居跡は、ともに近接して存在している。

墨書土器が出土した住居跡 2棟と刻書紡錘車が出土した住居跡2棟とは、調査区内でそれぞれ離れて位置

している異なる住居跡群にグルービングでき、それぞれの資料の文字内容からみても双方の資料の間には積

極的に関連性を見いだすことは出来ない。

1.墨書土器

先述したように本遺跡から出土した墨書土器4点は、いずれも調査区南端部付近に所在する住居跡群に所

属する住居跡から出土している 。しかも墨書土器4点のうちの 3点がA区61号住居跡から出土している。 し

かしながら、 4点とも記されているのはいずれも「林」あるいは「口林」という文字である。墨書土器が出

土した住居跡はお互いが近接し、しかも重複しているので、これらの文字はそれぞれが関連を有するものと

みて間違いないところであろう 。

A 区61号住居跡出土の須恵器婉61住— 15のみ底部外面と体部外面の 2 箇所に墨書があり、しかも体部外面

には「口林」と 2文字記されているが、他の例はいずれも「林」 1文字である。集落遺跡出土の墨書土器に

通常よく見られる 1文字書きの墨書・刻書が意味するところについては、これまでの研究により 、集落内に

おける何 らかの祭祀や儀礼等の行為に伴って、祭祀を執り行った、あるいは祭祀に参画した集落内の各種単

位集団の標識的文字であり、祭祀を行った単位集団の存在を、祭祀の対象となった祟り神や鬼神 ・怨霊・悪

霊などを含んだ意味においての「神仏」に対して示すためのものであったと考えられている。本遺跡で出土

した墨書土器に記された「林」という文字も、この遺跡で検出された竪穴住居群にかつて居住した人々に よ

って構成された何らかの単位集団の標識的文字であり、集落内における祭祀や儀礼等の行為に伴って土器に

記されたものと考える ことが出来る。ただし、わずか4点の出土であるので、単位集団の動向や文字の意味、

祭祀の目的や内容など具体的な様相を明らかにすることは不可能である。

なお、 墨書の部位 ・方向等を見ると、須恵器婉はいずれも底部外面、土師器坪はいずれも底部内面にそれ

ぞれ墨書されている。あたかも器種によ って墨書部位の区別がなされたかのように見受けられなくもないが、

この点もわずか4点でのことなので、何とも 言い難い。
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2.刻書紡錘車

8世紀以降の紡錘車には、しばしば文字が記されたものが確認できる。紡錘車に記された文字は、土製・

石製のものを問わず圧倒的に刻書されたものが多い。文字が記された古代の紡錘車は、現在までのところ、

全国的に見ても出土範囲が非常に限定されており 、京都府長岡京市長岡京跡右京 6条 2坊7坪出土の資料 1

点と岩手県水沢市伯済寺遺跡出土の資料 1点以外は、関東地方にのみに限られる。とりわけ群馬県南西部か

ら埼玉県北西部にかけての地域を中心に集中して出土する極めて局部分布を呈する遺物と言える。

群馬県内出土の墨書・刻書紡錘車の資料数は、これまでのところ管見の限り約60点であり、埼玉県など近

県からの出土例を併せても、まだ全国で100点程度であろう 。

群馬県内で現在までに出土したところはいずれも刻書紡錘車であり、文字が墨書されたものは見られない。

文字が記載された紡錘車の割合は、群馬県内出土の奈良•平安時代の全紡錘車の 1 割強にのぽる 。 同時代の

土器全体に占める墨書・刻書土器の割合がおよそ数パーセントに過ぎない点からみれば、文字が記されたも

のの率は土器に比べて高いと言えるだろう 。これは、古代の刻書紡錘車の出土が多い群馬県に特徴的な現象

である。もちろん、墨書・刻書紡錘車の出土事例が多い埼玉県にもあてはまる現象であろう 。

群馬県内出土の刻書紡錘車にみられる年代的あるいは形態的な特徴は、文字が記されていない他の一般的

な紡錘車の全体的な傾向とほぼ一致している。このことは言い換えれば、特段、大型重量あるいはその逆で

小型軽量のものや、特殊な材質のものなど、特徴的な紡錘車が選ばれて文字が記されたのではなく 、ごく 一

般的な、日常使用されている紡錘車に、ある時点で何らかの必要があって文字が記されていたということを

改めて明確に指摘することができた。この点は、墨書 ・刻書土器でも、特別精巧な土器やあるいは祭祀 ・儀

礼用の土器が選ばれて文字が記されているわけではないという現象と全く同様である。

文字が記された面や部位 ・位置 ・方向などはまちまちで、書式として完備していたわけではないようであ

る。この点は墨書・刻書土器にみえる文字の記載方法と共通する。 しかしながら、記された文字については、

1文字のみ記載のものは却って少なく、複数の文字が記されたものがほとんどであり、墨書 ・刻書土器の様

相と非常に異なる特徴と言うことができる。記された文字のうち、内容が明らかなものをみると、人名が記

されたものが目立つ。また、単語の羅列のような表現のものがある一方で、神仏に対して何らかの願い事を

した際の願文のような、明らかに文章の意をなしているような例もある。墨書・刻書土器の例と同じく、記

載内容は多種多様であり、墨書・刻書紡錘車の機能自体も一概ではなく、多様であったと推察できる。墨書

．刻書土器に比べて、出土点数が圧倒的に少ない分、墨書・刻書土器よりも類型化が容易な部分も存在する

ように思われる。

従来から言われているように、墨書 ・刻書紡錘車が集落内における何らかの祭祀 ・儀礼等の行為に際して

使用されたのであり、記された人名や地名は祭祀や儀礼の行為の主体者 ・願主に関わるものと考えることが

できる。祭祀 ・儀礼等の行為の中で、祭祀・儀礼等の行為の主体者たちが祭祀 ・儀礼等を執り行ったのがど

こに住む誰であるということを鬼神や疫神・祟神 ・悪霊を含むところの神仏に対して明示したものと考えら

れるだろう 。

祭祀・信仰に関わるとみられる文言や絵画が記されたり描かれたりしている紡錘車の存在からも 、墨書 ・

刻書土器と同様、墨書・刻書紡錘車が何らかの祭祀 ・儀礼等の行為の中で使用されたことは明白である。た

だし、最初にも述べたように、墨書 ・刻書紡錘車に記された文字の記載内容は実に多種多様であり 、祭祀・

儀礼それ自体の形態や、祭祀 ・儀礼の中での紡錘車の使用方法などはそれぞれの事例によってケース・バイ

・ケース的に多様であったと見るのが妥当であろう 。
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紡錘車は糸紡ぎの道具であるが、具体的な祭祀 ・儀礼の内容については、紡織という紡錘車本来の用途に

関わるものであるのか否か、明確にしがたいものがほとんどである。 しかしながら、宗像・沖の島の出土例

に見られるように、紡錘車そのものがその他の紡織具・織機具とならんで祭具として奉納されている事例も

あり、また、『肥前国風土記』基律郡条に引かれた伝承には、「臥機」「絡埃」が女神に関わる祭具的存在とし

て見える点や、神話等の記載に女神のシンボルとして紡織具が多く見られる点からみても、紡錘車それ自体

が祭祀と密接に結びつくものであったわけである。千葉県市川市下総国分寺跡出土の石製紡錘車のように、

上面に文字と併せて紡錘車で糸を紡ぐ様を表現した絵画が刻画された例も存在しており、 墨書 ・刻書紡錘車

が紡織に関わる祭祀・儀礼等の行為に際して使用される場合があったことは、それらの用途の一例としては

間違いないところであろう 。

また、その一方で、紡錘車本来の用途を離れた祭祀 ・儀礼の場で使用されるような場合も存在したと考え

られる。

墨書 ・刻書紡錘車が使用された祭祀 ・儀礼等の行為は、紡錘車本来の用途 ・機能に関連する紡織に関わる

ものである場合と、紡錘車本来の用途・機能からは全くかけ離れたものである可能性の二通りが想定可能で

ある。現在までの群馬県内出土の事例からは、祭祀・儀礼の具体的な内容を明確にできるものはほとんどな

いというのが現状である。しかしながら、紡錘車を含む広義の紡織具が祭祀に使用されたということや、他

県からではあるが紡錘車に糸紡ぎの様子が刻画された資料が出土していることからみても、それら墨書 ・刻

書紡錘車が広義の紡織作業に関わる祭祀・信仰 ・儀礼の中で使用された場合が存在したことは間違いないと

ころであろう 。

それら文字が記された紡錘車が群馬県西南部から埼玉県北西部の地域一帯に特に集中して出土する理由に

ついては、現段階では明確にしがたい部分が大きい。しかしながら、墨書・刻書紡錘車の出土が集中する地

域即ち紡錘車に文字を記す風習が盛行した地域は、近代まで連綿と続くー大養蚕地域とほぽオーバーラ ップ

している。また、群馬県西南部一帯が古代において布生産の盛行した地域の一つであ ったことは従来から指

摘されているとうりである。この地域一帯に墨書・刻書紡錘車の分布が特に著しいことの背景を、養蚕と絹

織物生産の盛行と結びつけることも可能性の一つとしては想定できるのではないだろうか。すなわち絹織物

生産を含む広範囲にわたる布生産の盛行に伴う特徴的な信仰及び祭祀・儀礼形態の存在が、祭祀・儀礼等の

行為に際して紡錘車に文字を記入するという行為の母胎にな っているのではないかという仮説が成立する。

近年、各地から出土が報じられている刻書紡錘車には、絵画が描かれた資料を含め、仏教関係の内容を有

するものが目立ってきている。これまで、古代の在地社会における信仰については、神祇祭祀的な面がクロ

ーズアップされてきたが、昨今の古代東国の集落遺跡からの仏教関係遺物の出土状況を勘案すれば、神祇信

仰・道教的信仰とともに仏教信仰も想像以上に古代東国村落社会の人々に浸透していたことが判明する。従

来、古代の民衆社会における仏教的信仰の浸透状況については、畿内を中心とする西日本地域については

『日本霊異記』所収の説話などによって明らかであったが、東国社会においても、相応に古代の民衆社会に

仏教的信仰が根付いていた様子が、これらの出土文字資料から明らかにな ってきている。仏教的な文言や絵

画などが記された紡錘車も、東国の民衆社会における仏教信仰盛行の中で、地域における特徴的な祭祀 ・信

仰の形態と結びついて形成されたものと考えることができよう 。

先述したように本遺跡から出土した刻書紡錘車 2点は、いずれも調査区北西部に位置する竪穴住居跡から

それぞれ 1点づつ出土している。20住ー13はA区20号住居跡の埋土中寵前中央部から出土している。伴出遺

物の年代はおよそ 9世紀前半頃に比定できるようである。
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紡錘車の上面に「有」が 5文字、「本」が4文字刻書されており、側面から下面にかけて逆位で「大用」と

刻書されている。紡錘車上面における刻書文字は、配列から見てあたかも習書であるかのように見ることが

出来なくもないが、紡錘車のような刻書しにくいものにわざわざ習書をしたとは考えにくい。

県内でも例えば富士見村見眼遺跡 5号竪穴住居跡出土の刻書紡錘車に記された「見見見利利利」、あるいは

高崎市熊野堂遺跡81号竪穴住居跡出土の刻書紡錘車に記された「万 大大大大大」と、また吉井町矢田遺跡

88号竪穴住居跡出土の刻書紡錘車に記された「万万万 八」などの例のように、あたかも習書であるかのよ

うに同じ文字を複数記す例が存在しており、 20住— 13についても、紡錘車への文字記入のスタイルとして、

これらの類例と同様の例ということができよう 。

31住— 18は、 20住— 13が出土した A 区20号住居跡の西側に位置する A 区31号住居跡の住居内東側壁近くの

床面直上から出土している。伴出遺物から 9世紀後半代と考えられる。側面に横位で、「福道志万家都元」と

刻書されている。「都元」は「紡」であり、すなわち紡錘車そのものを指す文言である。その前に記された

「福道志万家」と言う文言のうち、「福道」と「志万」という 二人の人物の「家」を意味しているのか、ある

いは「福島志万」という 一人の人物の「家」という意味にとるべきか、定かにはしがたいが、いずれにせよ

「福島志万」は人物名であり、その「家」の「都元」＝紡錘車という意味と考えられる。このように紡錘車

の所有を示す文言が記された墨書 ・刻書紡錘車の事例は現在までに例がない。このように紡錘車の所有を示

した文言が記された紡錘車の例が無いところから見ても、これは単に紡錘車の所有を示す文言ではなく、集

落内における祭祀・儀礼等の行為に際して、祭祀の主体者である「福島志万」が、神仏に対し、紡錘車の所

有を示すための刻書であったと解釈できる。

引用参考文献

• 井上唯雄 「線刻をもつ紡錘車について」 （『古代学研究』 115 1987) 
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ー
／
6

O
<

ー伶2
 

い
宣
〗

宝レ
06  

ロ

゜
I : 2 5cm 

第284図 前田遺跡出土の文字資料

第19表 前田遺跡出土の文字資料一覧

番号 遺物番号 出土遺物 出土位置 器種 文字記入位 文字 種別

1 61住ー21 A区61号住居跡 住居内中央部 土師器坪 底部内面 「林」 墨書土器

埋土中

2 61住ー20 ，， 住居内 土師器杯 底部内面 「林」 墨書土器

埋土中

3 61住ー15 ケ 竃前 須恵器婉 底部外面 「林」 墨書土器

床面直上 体部外面横位 「口林」

4 62住ー 9 A区62号住居跡 住居内南西 須恵器碗 底部外面 「林」 墨書土器

床面直上

5 20住ー13 A区20号住居跡 住居内中央部 石製 上面 「有有有有有本カ 刻書紡錘車

埋土中 紡錘車 測面・逆位 本本本」「大用」
側面～下面 （矢印様記号）

6 31住ー18 A区31号住居跡 住居内東部 蛇紋岩製 側面・横位 「福道志万家都元」 刻書紡錘車

床面直上 紡錘車
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第 2節前田遺跡について

1. A区について

A区で検出された遺構は、 8世紀代から10世紀代までの古代の集落と、中世と推定される掘立柱建物群と

溝、用水路に使用されていた近現代の溝である。

〈古代の遺構〉

古代の集落は、中世と推定される掘立柱建物および溝の下層で検出された66軒の竪穴住居の他に、土坑 ．

竪穴状遺構•井戸 ・溝がある。竪穴住居以外については、時期が明確でないものも多く、一部を除いては集

落に関わる遺構であるか否かを確定することは難しい。

住居は、出土遺物の様相から、集落が断絶することなく営まれたことが想定される。

溝は、同一の溝が住居を切っていると同時に、他の部分では切られているものがあり、集落が営まれてい

る期間内に溝が造られ廃棄されたことがわかる。44号溝は、 27• 55号住居に切られているが14号住居を切っ

ている。また45号溝は、 23• 24号住居に切られているが40• 41号住居を切っている。50号溝は45号溝と覆土

が類似しており、 一部併行する位置関係にあることから同時存在が想定される。また37号溝も49号住居に切

られており、覆土の状況から集落に伴うものと考えられる。それ以外の溝は、確認面が住居確認面よりも高

く、覆土が異なっていることから、集落廃絶後に造られたものと考えられる。

土坑は37基検出されている。規模・形状・確認面がさまざまで、古代の集落に伴うものと集落廃絶後に造

られたものとがある。時期については、一部を除いてはっきりしない。住居と重複する土坑は98• 101 • 103 

~105 • 112~117 • 130号土坑の12基である。このうち130号土坑は、重複する41号住居よりも古い。その他の

土坑は、重複する住居より新しい。しかし、重複する住居より新しい土坑や、住居と重複関係のない土坑の

中に、集落を構成するものが存在する可能性は当然考えられる。

竪穴状遺構は、形態的に竪穴住居や土坑に近いが、これらに断定出来ないもの 6基を竪穴状遺構とした。

1号竪穴状遺構は浅間C軽石を多量に含んでおり古代の集落が形成される以前と考えられる。 3~6号竪穴

状遺構の 4基は、重複する住居より古く、集落形成の比較的早い段階で造られたものと考えられる。2号竪

穴状遺構は、出土遺物の様相から集落に伴うものである。

井戸は、 22• 25号井戸から平安期の遺物が多く出土している。また覆土中に As-B軽石を含まない 6• 21 

• 23 • 26 • 28 • 29号井戸も古代の集落に伴うと考えられる。

〈中世の遺構〉

掘立柱建物 ・柵列を構成するピットは、古代集落面より上層で確認した。 また溝•井戸 ・ 土坑の多くは、

古代集落の検出面より上層で確認したが、一部はやや下層で住居を切っている。やや下層に位置するこれら

の遺構と古代集落との関係ははっきりしない。

溝は、重複関係から、これを 3段階に分類した。上層から下層へ I～皿の順で記す。

I. 13 • 17 • 36 • 42号溝は、検出面と覆土から同時存在と思われる。13号溝は 1• 2号掘立柱建物を囲み、

西側があいた「コの字状」で、 42号溝は南部分に近接して併行する。 17号溝は13号溝東部分の延長と推定。

II. 18号溝は、西側があいた「コの字状」で13号溝と同様の形状を持つ。

III. 12号溝は、北西部分の掘立柱建物を南側から囲むような位置関係にある。 29• 30 • 32 • 33 • 35号溝は重

複している。覆土が近似するため時期的に近接していると考えられるが、それぞれの新旧関係は不明。
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旧地形は、北東から南西へと傾斜している。掘立柱建物を囲むように位置する溝は、出水時に排水をする役

割を持っていたことが考えられる。

掘立柱建物と柵列は、調査区のほぽ中央を境として、北西と南東部分のニヶ所にわかれる。

北西部分は、 6~13号掘立柱建物と 1• 2号柵列。11号掘立柱建物と 1号柵列の東側柱穴列は、 35号溝の西

に沿っていることから、溝―rn段階と同時に存在した可能性が考えられる。南東部分は、 1 ~5 • 14 • 15据

立柱建物。 1• 2号掘立柱建物以外は、北西 ・南東部分とともに、近接あるいは併行する時期であると考え

られる。 1• 2号掘立柱建物は、溝ー Iと同時に存在した最も新しい遺構である。

井戸は、 31• 32号井戸から中世の遺物が出土している。31号井戸からは、同安窯系の青磁片と知多窯の甕

破片を出土しており、平安末期～鎌倉初期と思われる。また As-B軽石を覆土中に多く含む 2~ 5号井戸に

ついても、ともに掘立柱建物に伴うと考えられる。

〈近現代の遺構〉

昭和40年代の県営前橋南部土地改良事業の時点で、 11号溝は用水路として使用されていた。 しかし掘削時

期は不明。また検出されたピットや土坑については、古代・中世の遺構と確定出来ないもののなかに、近現

代の遺構となるものがあると思われる。

2. B区について

B区で検出された古代の遺構は、 A区から続く竪穴住居 ・溝、 As-B下水田。中世の遺構は屋敷跡。近世は

灌漑用井戸等。近現代の遺構は、土地改良以前の用水路等の溝、まんがら池である。

〈古代の遺構〉

竪穴住居は、調査区の南西隅に 1~4号住居跡を検出。西隣A区の南東隅に位置する、 A区37• 68 • 78号

住居の寵部分と考えられる。

溝は、 33号溝がA区50号溝と同ーで古代の集落に伴う 。

As-B下水田は、天仁元年(1108)降下とされる浅間B軽石(As-B)により埋没した遺構。遺構は調査区北東部

分で検出したが、続く西 ・南側部分は、後世に As-B軽石堆積面下まで削られているため確認できない。

〈中世の遺構〉

屋敷跡は、調査区中央から東側に確認した。検出した部分から全体を推定すると、堀を含めて1/3町程の規

模の屋敷になると考えられる 。 掘立柱建物・柵列•井戸・火葬跡 ・ 溝 （ 8 • 9 • 11号溝）と土坑の一部を屋敷

内から検出した。時期は、 2号井戸、ピットからの出土遺物により室町時代(15世紀）と考えられる。

掘立柱建物の大部分は、 屋敷内南側の前橋市教育委員会調壺の側道部分から検出。屋敷内のほぼ中央は、

調査時に掘られた東西方向の排水溝があり、この部分にかかる堀立柱建物は検出できなかった。

井戸は、屋敷内の北西部に検出。排水のための 8 • 9号溝が井戸に接続していた。

土坑は、屋敷内中央の排水溝を境に北側に多くを南に一部を検出。また調査区西に、 A区から続く土坑を

検出した。

火葬跡は、屋敷内の北寄りで東西にほぼ一列に並ぶ。

溝は、 39号溝がA区32号溝と、 40号溝がA区33号溝と同一で、 A区南東の掘立柱建物と関連すると考えら

れる。

〈近世の遺構〉

灌漑用井戸は、すでに埋没していた屋敷東 2堀を拡張して造られたと考えられる。また北に13号溝が接続
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している。旧地形を見ると周辺部に小河川がないことから、取水を目的として灌漑用井戸が掘削されたと考

えられる。13号溝から江戸時代の遺物が検出されている。

〈近現代の遺構〉

まんがら池は、灌漑用井戸の中央部を掘り込み、土地改良前まで悪水溜として使用していた。接続する 3

号溝は用水路。用水路からまんがら池に土管をつなぎ、用水の一部を流し入れたと考えられる。

溝は、中世の屋敷跡の西側で検出した15号溝と 19号溝が方形に巡る。また15• 19号溝の南側、西寄り部分

が 2m前後途切れている。溝内に遺構は検出されていないが、 15• 19号溝を外構とする屋敷跡の可能性が考

えられる。また20• 38号溝は、覆土が表土と類似している。

3. C区について

〈古代までの遺構〉

c区における最も古い遺構は、調査区西寄りに位置する20• 21 • 30号溝である。これらの溝の時期は、は

っきりしないが As-C軽石を含み、 As-B軽石を含まないという特徴がある。

調査区東南部には、 As-B下水田が存在する。水田確認部分以外は、 As-B軽石が認められないため、 As-B

軽石の堆積層は削られているものと考えられる 。従って水田は、かつて広範囲に存在していた可能性がある。

〈中世の屋敷跡〉

調査区中央に位置する。屋敷の規模は、東堀を除いて近世以降に拡張掘削が行われているため、正確では

ないが、堀を含めて一辺が48m前後の正方形と考えられ、1/2町よりもやや小規模となる。屋敷の主軸は、原

形が残存している東堀底部で計測すると、 N-3°-Wとなる。屋敷堀内は、多くの遺構が重複しており、主

要な溝および一部の遺構以外の新旧関係は不明である。

屋敷は、主要な溝の重複関係から三時期の設定が可能である。屋敷は当初、正方形に巡る堀と、堀内を区

画する19• 26号溝をもって造成された （第 1期）。造成の時期は、東堀および19• 26号溝出土の遺物から14世

紀と考えられる。その後19• 26号溝は埋められて、新たに13• 22号溝が揺削された （第2期）。 13• 22号溝か

ら土器類の出土は無いが、当初の26号溝内に15世紀と思われる土器が存在することから 、13• 22号溝が掘削

されたのは15世紀に入ってからと考えられる。だが13• 22号溝もやがて埋められ、台形に近い形で堀内を巡

る16号溝が掘られることになる。それと同時に東 2堀が設定されたが、東 2堀より東側の部分は11• 12号溝

等のごく一部の遺構を除いて、 16号溝内側の遺構覆土とは異なっている。従ってこの段階では、東 2堀より

東側部分の利用は極めて限定的であったと考えられる。16号溝覆土からは、 15世紀代全般にわたる遺物が出

土しており、屋敷は15世紀代には存在していたことがわかる（第 3期）。

各段階における屋敷の特徴として次の諸点をあげることが出来る。

第 1期 当初の屋敷は、堀内の19• 26号溝により 三区画となる。

北西の区画は、東西46m・南北約51mである。南側の19号溝の中央やや西寄り部分が約 2mのブリッジと

なっており、ここが出入り口と考えられる。この出入り口の西側に、南北方向の 2号柵列（柱穴10本）が存在

する。柵列の東側には掘立柱建物が集中しているが、出入り口北側は通路と考えられるので、この通路のさ

らに東側に位置する掘立柱建物に、主殿が存在するものと考えられる。

北東の区画は、東西約17m・南北24mである。中央部には第 3期に掘削された東 2堀および16号溝等があ

るため、かつてここに存在した遺構の60％は不明だが、存在する遺構は地下式土坑および土坑が主体でピッ

トは僅かである。このことから、北東区画については主として食料等の貯蔵施設が存在していたものと考え
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られる。

南の区画は、 3号柵列と10号掘立柱建物の存在が想定される。 3号柵列は、 19号溝ブリッジ（出入り口）を

囲むような形で存在しており、東から 3• 4番目のピットは、間隔が他のピットの間隔と比べて約 2m（他

は約 3m)と短い。この間隔が短い部分は、 19号溝ブリ ッジ部分の南側への延長上にあたることから、そ こ

へ通じる出入り口（門）と考えられる。10号掘立柱建物は、第 2期の13号溝と重複し、第 3期の16号溝の入り

口付近に存在することから、第 2• 3期ではないと考えられる 。10号掘立柱建物を第 1期と考えると、 10号

掘立柱建物は19号溝ブリッジに至る通路東側の建物となる。

第2期 19 • 26号溝が埋められ、 13• 22号溝が掘削された段階を第 2期とした。

北西の区画は、東西約29m・南北約30m、第 1期に比べてそれぞれ広くなっている。 13号溝ブリ ッジの位

置は、第 1期で19号溝ブリッジに至る通路部分であり、南の区画から北西区画へと至る通路は殆ど変更がな

かったと考えられる。

北東の区画は、東西約llm・ 南北約29mである。第 1• 2期の遺構の分離は殆ど困難だが、 4号柵列は13

号溝に沿っており、第 2期に入ってから設置された可能性が高い。遺構の状況から、第 1期から連続して食

料等の貯蔵施設が存在していたものと考えられる。

南の区画は、東西約43m・南北約9.6mである。第 1期に存在していた10号掘立柱建物は、 13号溝設置のた

め撤去され、また 3号柵列は13号溝ブリッジとの整合性がなく、第 2期には存在しなかったと考えられる。

溝以外の遺構の時期を特定することは出来なかった。

第3期 13 • 22号溝が埋められて、新たに東 2堀・ 16号溝が掘削された段階である。16号溝は、台形に近い

形で、南側に3.4mのブリッジがつく 。また東側中央付近にもブリッジが存在した可能性がある。掘立柱建物

は、 16号溝西側と併行する 6• 9号掘立柱建物が、第 1• 2期の溝と走行が整合しないことを考えると第 3

期の可能性がある。地下式土坑の129• 148 • 208号土坑は、入り口部分が16号溝内に造られているという特徴

がある。

〈中世屋敷第 3期～屋敷廃絶後の遺構〉

火葬跡 ・土坑墓・土坑・溝は、時期を特定することが困難である。

火葬跡は、 10基調査した。16号溝によって囲まれた台形の南部分に位置する。 9• 10号火葬跡は、39• 53 

号土坑に切られている。その他の火葬跡は、重複する他の遺構に比べて新しい。2• 5~10号火葬跡は第 3

期の掘立柱建物と重複しないことから、第 3期の可能性は否定出来ないが重複する 1• 3 • 4号火葬跡とと

もに屋敷廃絶後の遺構である可能性もある。それぞれの火葬跡の時期は、比較的上層にまとまっていること

から近接していると考えられる。

土坑墓は、 5基調査した。14号土坑墓は、検出面の標高が掘立柱建物と近いため、同時期の可能性が強い。

また他の 4基は、火葬跡の検出面の標高とほぽ同じであるため、 第3期あるいは屋敷機能廃絶後に造られた

と考えられる。

土坑は、掘立柱建物と同一面で検出されたものがある。また掘立柱建物より上層で検出した土坑は、屋敷

機能廃絶後に造られた可能性がある。ただし、屋敷機能時に造られた土坑であってもそれぞれの土坑が屋敷

のどの段階で造られたかを特定することは困難である。

溝は、屋敷内での重複が著しい。東 2堀と16号溝に挟まれた部分は、平面的な遺構確認が困難でセクショ

ンベルトで数本の溝を確認した。東 l堀と東 2堀に挟まれた部分の11・12号溝と、屋敷内北部分の14号溝は、

重複関係で最も新しく、第 3期あるいは屋敷廃絶後と考えられる。
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屋敷堀内は、遺構の重複が著しく、平面的に確認が出来なかった遺構も少なくない。上層の遺構は、その

殆どが他の遺構の覆土中に造られているため、覆土中の遺構には、第 3期および屋敷廃絶後の遺構が多く含

まれていた可能性がある。

〈近世～現代の遺構〉

近世遺構は、東 2堀の埋没後に東 2堀をやや拡張して造られた灌漑用井戸と、正確がはっきりしない北堀

• 西堀・南堀の拡幅掘削遺構がある 。 また屋敷堀外東側の32~34号溝は、北東から南西方向へ走行し、屋敷

堀の手前で不明瞭となるが、溝底面に砂の水性堆積がある。覆土の様相から近世以降と推定できるが時期の

特定は出来ない。最も新しい遺構は、 1• 2号溝で土地改良前まで水路として使用されていた。

灌漑用井戸は、平面と断面のみの確認である。平面形は「単頭石棒状」、断面からは造成後あまり時を経ず

に浅間A軽石が降下した状況が窺える。

拡幅掘削遺構からは、近世の遺物が出土している。南堀覆土を観察すると数回の掘り直しが行われており、

最も新しい部分は表土に類似していることから、時期が下がると考えられる。また南堀底面やや上方に、河

原石が不規則に敷かれたような部分がある。西堀底面付近には、自然木が集積していた。これらの拡張掘削

遺構は、灌漑用水の取水施設あるいは悪水溜としての性格が考えられる。
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